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末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会

第148回 半期総大会報告

1978年9月30日 ，10月1日 に ， ユ タ 州 ソ ル ト レー ク ・シ テ ィ ー，

テ ン プ ル ス ク エ ア ， タ バ ナ ク ル にお い て 催 さ.れた 大会 の報 告

「大神 権の職 を管理 す る長 た る者 の義 務 は全教 会 を統 轄すべ き もの に して
，

モー セ の如 くあ るべ し。

す な わち， 見 よ， この教 会 の頭 首 に神 の与 えた も うあ らゆ る賜 を有 し誠 に

彼 は聖 見 者 た り， 啓示 を受 くる者 た り， 翻訳 者 た り， また予 言者 た り， ここ

に智 恵現 わ る。」(教 義 と聖 約107：91-92)

スペ ンサー ・W・ キ ンボー ル大 管長 は， この職 に伴 う権 能 と約 束， み た ま

を もって ，や が て教会 歴 史 の 中に その 歩み の一 頁 を飾 るもの とな る総 大 会 を

再 び管理 され た。

今 回の半 期総 大 会 は， 出席 した教 会 員 に，教 会 に下 された 啓示 を 「主 の み

言葉 とし， み こころ として受 け入 れ る」挙 手 の支持 が 求め られた とい うこ と

で，極 め て重要 な大会 で あっ た。

この啓示 は， 「人種や 肌 の色 を問わ ず… …教 会の 資格ある男性会 員全 員に神

権 と神 殿 の祝福 を授 け るこ とが で きる」 とい う もの であ った 。す でに6月9

日に 発表 され て いた啓 示 であ るが ， この 度， 大会 で会 員 の支持 が求 め られ た

もの で ある。(p.23参 照)

大会 は スペ ンサ ー ・W・ キ ンボー ル大 管長 の管 理 の下 に開 かれ， 土 曜 日午

前 の最 初 の一般 大 会 で，新 しい十 二使 徒 評議 貝会 会員 ， 七十 人第一 定 員会 会

長 ， な らび に3名 の七 十 人第一 定 貝会 会 員の 名前 が提 示 され た。 十二使 徒評

議 員会 の 空席 は， 去 る8月19日 の デ ルバ ー ト ・L・ ス テイ プ レー長 老 の死去

に伴 っ て生 じた もの であ る。

また， これ らの教会 幹部 の 支持 に先 立 っ て，N・ エ ル ドン ・タナー 第一 副
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管 長 か ら ， 先 に 述 べ た 啓 示 に 対 す る 支 持 の.提 議 が 行 な われ た 。次 い で ， 「長 年 ，

無 私 の 愛 を も っ て 献 身 的 に 奉 仕 の 業 に 」携 わ って き た 教 会 幹 部 に ， 「必 要 に応

じて 」 「名 誉 会 員 」の 称 号 が 与 えら れ る ことに な った とい う発 表 が あ っ た 。こ の

名 誉 会 員 と な る教 会 幹 部 は ， 職 務 か ら は 解 任 さ れ な い が ， 実 際 の 業 務 に は携

わ らな い 。(P.167参 照)

名 誉 会 員 に 支 持 さ れ た 教 会 幹 部 は ， 以 下 の7名 で あ る 。 ス ター リン グ ・W・

シ ル 長 老 ， ヘ ン リー ・D・ テ イ ラー 長 老 ， ジ ェ ー ム ズ ・A・ カ リモ ア 長 老 ，

ジ ョセ ブ ・ア ン ダ ー ソ ン 長 老 ， ウ ィ リア ム ・H・ ベ ネ ッ ト長 老 ， ジ ョ ン ・H・

バ ンデ ンバ ー グ長 老 ，S・ デ ル ワ ー ス ・ヤ ン グ 長 老 。

前 七 十 人 第 一 定 員 会 会 長 の ジ ェー ム ズ ・E・ フ ァ ウ ス ト長 老 が ， 新 た に 十

二 使 徒 評 議 員 会 会 貝 と して 支 持 さ れ た 。 ま た ， 七 十 人 第 一 定 員 会 のW・ グ ラ

ン ト ・バ ン ガー タ ー 長 老 が 薪 た に 七 十 人 第 一 定 員 会 会 長 に 支 持 さ れ た 。 そ し

て ， 新 た に 次 の3人 が 七 十 人 第 一 定 員 会 会 員 と し て 支 持 さ れ た 。 ユ タ 州 バ ウ

ン テ フ ル のF・ バ ー ト ン ・ハ ワ ー ド長 老 ， カ ナ ダ， カ ル ガ リー の テ デ ィ ー ・

E・ ブ ル ー ア ー トン ， ソ ル トレ ニ ク ・シ テ ィー の ジ ャ ッ ク ・H・ ゴー ス リ ン

ド ・ジ ュ ニ ア 。 こ の 結 果 ， 教 会 幹 部 の 総 数 は68名 とな り， 七 十 人 第一 定 員 会

は49名 とな っ た 。(略 歴 に 関 して は ，P.161を 参 照)

大 会 は ，9月30日(土)，10月1日(日)の 両 日，テ ン プ ル ス ク ェ ア の タバ

ナ ク ル で 開 か れ ，32名 の 教 会 幹 部 が 話 を した 。

大 会 の 模 様 は ，.合 衆 国 と カ ナ ダ の テ レ ビ 局200局 と376の 有 線 テ レ ビ 放 送 ，

イ タ リア の テ レ ビ 局50局 ， 合 衆 国 の ラ ジ オ 局61局 ， 中 南 米71局 ， オ ー ス トラ

リア61局 ， イ タ リア20局 ， ヨー ロ ッ パ お よ び ア フ リカ 向 け 短 波 放 送2局 か ら

放 送 され た 。 ま た ， 合 衆 国 内 の 有 線 放 送320カ 所 ， ヨー ロ ッパ64カ 所 ， ヨ「

ロ ッバ のFM放 送 受 信 地73カ 所 で も大 会 の 模 様 が 伝 え ら れ た 。 さ らに ， 土 曜

日の 神 権 会 に つ い て は ， 合 衆 国 ， カ ナ ダ， プ エ ル ト リ コ の1，424カ 所 ，オ ー ス

トラ リア， ニ ュ ー ジー ラ ン ド， フ ィ リピ ン， 香 港 ， 韓 国 ， 日本 の54カ 所 で 有

線 放 送 が 行 な わ れ た 。

ま た ，2日 間 に わ た る 一 般 大 会 とは 別 に ，9月29日(金)に 教 会 本 部 ビ ル

で 地 区 代 表 セ ミナ ー が 催 さ れ た 。 そ し て こ の セ ミナ ー で は ， キ ン ボー ル 大 管

長 か ら， 福 音 を受 け 入 れ る備 え の で き て い る 国 々 の こ と， ま た 他 の 教 会 幹 部

か ら ， 大 切 な 教 会 プ ロ グ ラ ム と優 先 順 位 に つ い て の 指 示 が 与 え られ た 。(詳 細

に つ い て は ，P.168参 照)
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1978年9月30日(土)

午前の部における説教

末 日聖 徒イ エス ・キ リス ト教 会 第148回 半期 総 大会報 告

"

ス ペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル 大 管長 ボ イ ド ・K・ パ ッカ ー長 老 レッ クス ・D・ ビネガ ー長 老

パ ワー ド ・W・ ハ ン ター長 老 マ リオ ン ・G・ロム ニ ー第 二 副 管長
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大 管 長

ス ペ ンサ ー ・W・ キ ン ボ ー ル

鉄の棒 を しっか りつかむ

た とえ変革の風が吹さ，大波 に洗われよう

と，私たちがしっか りとつか まって身を守る

ことのできる棒がある

十 二使 徒定 員会 会 貝 のデ ルバ ー ト ・L・ ス.
テ イ プ レー長 老 が死 去 され た こ とを，私

た ち教会 貝 は非常 に悲 し く思 って い る。 ス テ

イ プ レー 長老 は1978年8月19日 に亡 くな られ

たが ， これ ま で十 二 使徒 と して28年 間忠 実 に

立派 な働 き をして こ られ た。 その彼 が今 ， こ

の席 に い ない こ とは大 きな悲 しみ であ る。私

た ちは もう一 度 ス テイ プ レー 長老 の.ご家 族 に

愛 と哀悼 の意 を表 した い と思 う。 ここ で私 た

ち は， ス テイ プレー 長老 に代 わ って ，新 た に

十二 使徒 定 員会会 員 に ジ ェー ム ズ ・エ ス ドラ

ス ・.ファ ウス ト長 老 を支 持 して下 さる よ うに

皆 さん に提議 した い。 この提 議 に賛 成の 方は，

右手 を挙 げ て その意 を表 わ レて い ただ きた い。

私 た ちは ま た， 七 十 人第一 定員 会 会買 とし

て， ブ レ ッ ド ・バ ー トソ ・ハ ワー ド， テ デ ィ

ー ・ユー ジー ン ・ブルー アー トン
，ジ ャ ック・

H・ ゴー ス リン ド ・ジ ュニア を支 持 して下 さ

る よ う提 議す る。 次 に， フ ァ ウス ト長 老 に代

わ り， 七 十 人第一 定 貝会 会長 と して ウ ィ リア

ム ・グラ ン ト ・バ ンガー ター を支 持 して下 さ

る よ うに 提議 す る。 この提 議 に賛 成 の方 は右

手 を挙 げ て その意 を表 わ して い ただ きた い。.

もし反対 の方 が あれ ば， 同 じよ うに その意 を

表 わ して い ただ き たい。

ただ今 支持 され た教 会 幹部 の方 々 は， それ

ぞれ壇 上 の定 め.られ た席 に着 い てい ただ きた

い 。

兄 弟姉妹 の 皆 さん， 末 日聖徒 イエ ス ・キ リ

ス ト教 会 の総 大会 に世 界 各地 か ら集 ま って こ

られ た皆 さんに歓 迎 の言葉 を述べ， ソル トレ

ー ク ・シテ ィー をは じめ
， 各地 で この大 会の

模 様 を視 聴 して お られ る大勢 の方 々の姿 を心

に描 け る こ とは なん と栄 えあ る こ とで あろ う

か 。.実にこ の大会 は， 忠実 な聖 徒 た ちの国際

的 な集 いで あ る。

現在 この地 上 におけ る主 の王 国が ， 自由世

界の ほ とん どの 国々 に及 び，発 展 して い るこ

とを皆 さん と共 に喜 びた い。私 た ちは， 着実

に新 しい地域 に福 音の 門戸 を開 き， 新 しい伝

道 部 を開 設 し， そ して分割 し， さ らに 多 くの

青年 男女 が専 任宣 教師 と して伝 道 に出 られ る

よ うに効 果的 な指 導 を行 なお うと努 めて い る。

6カ 月前 の大 会以 降，新 たに10の 伝 道部 が開

設 され ，伝 道部 は 全世 界 で166に なっ た。現

在 ，26，606名 の宣 教師 が， 十二使 徒 定員会 の

指 導 の下 に， ほ とん どあ らゆ る国民 ，部族，

国 語 の民， 民族 の 間で福 音 を宣べ 伝 えて いる。・

十 二使 徒定 員 会の神 聖 な 召 しは，「教 会の大管
さだめ

長 会 の指揮 下 に於 て， 天 の制 に適 うよう主 の

御 名 に よ りて職 務 を行 う。 す なわ ち， これ ら1

の 者 は教会 を設立 し， よろずの 国民 に於 け る

教 会の あ らゆ る事務 を整理」(教義 と聖 約107：

33)す るこ とで あ る。

今 年 の 末に は， ステ ー キ部 数 は1，000を 越

え るこ とだ ろ っ。1943年 に私 が使 徒 に召 され

た 当時 ， 全世 界で わず か145の ス テー キ部 し

か なか った こ とを思 えば， まさに驚 くべ き発

展 で あ る。

この 進 歩 と発展 は主 の お陰 であ る。 これは

人 を救 い， 人 々 をキ リス トの羊 の群 れの 中に

招 くこの プ ロ グラム を， 主 が導 い てお られ る

か らであ る。私 たちは これ まで 多 くの こ とを

行 な い，達 成 して きた が， まだ まだ なすべ き

こ とは そ れ以上 に 多 く残 され てい る。私 たち

は雄 々 し く， しか も勇 気 を もって これか らも

前進 を続 け， イエ ス ・キ リス トが復 活 された

主 で あ り， 人類 の賄 い主 であ るこ とを世 の人

人 に宣 言 しな けれ ばな らない。 、

私 た ちは これ まで， すべ ての教 会 員に可 能

な 限 り家庭 菜 園 を造 り.，食物 を生 産 す るよ う
聯 　 ㎝ 拠3嚇'脚 「4.畢詞=..ゴ」吼・譜=.`邑...「.=」.高尉 詫'』聖。L7.一～
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」

に呼び掛 けて きた 黛.そ して一 自量 た ちの 労働

によ っ.て得ム 証 雄 物 を食 し一 柔狐1必 要 を

満 たす ようにζ勧 肯 .して豊撫 ◎ま 左 ，両 親の 方

方 に， 自分 たちだ けが この作業 に携 わ るの で

な く，子 供 たちに も手伝 わせ る よ うに と勧 め

て きた。 そ うすれ ば子 供 た ちは，働 くこ との

喜 び と価 値 を知 り， また その ような家族 の共

同作業 を通 して子 供 た ちの責任 感 を養 うこ と

が で きるか らで あ る。

私 たちは畑や 植 込 み を きれ いにす るだ けで

な く，家 屋や 納屋 ，物 置 き，垣 根 な ど を修理

した り， ペ ン キを塗 り替 えた りす るこ と も必

要 で あ る。 この仕 事 には終 わ りが な い。 した

が って， これか らも絶 えず注 意 を払 い，計 画

を立て.実行1こ移す よ うに 』窒 けれ ば な らない 。

次に.，..個人の 日記や 記録 をイ寸け ，家 族 の歴

史 を編纂 す る よ う.に再 度 お勧 め した い。過 去

に系図や 歴 史記録 を探求 して きた末 日聖徒 の

家 族は皆 ，先 祖が もっ とよい，完 全 な記録 を

残 して くれ て いた ら よか ったの に と思 って い

るはず で ある。一 方 では ，福 音の 改宗 に まつ

わ る出来事や ， その 他 多 くの 奇跡 的 な祝福 や

霊 的 な体験 な ど， 関心 を呼ぶ 出来事 を先祖 が

記録 し，霊 の宝 と して それが 受け 継 がれ て き

た家庭 もあ る。 人々 は とか く， 自分 た ちの生

活に は記録 す る よ うな こ と もな い し， だ れ も

自分 た ちが何 を したか関 心 を示 さな い と言 っ

て弁解 をす る。 しか し， 私 は皆 さん が 日記 を

付 け， 記録 を保 存す るな らば ，確 か に それは

家庭 にと ゑて.あ るい は子供 た ちや孫 ， そ し

て代 々の子 孫 に一と? .て・ 大 いな.る寧悪 ㊧ 覆}こ
な る と約束 す る。

家庭 の 夕べ はヅ その よ うな活 動 を行 な うの

に最 もふ さわ しい時 間 であ ワ揚 所 で あ る。特
/イ

に，子 供 たち に 自分 の生 涯・につ いて 記録 す る
ノ

方 法 を教 え る絶 好 の場 であ る。 もしまだ 行 な

って いな けれ ば， きょ うか ら 日記 を付 け るこ
ロ　 い 　 ツ　　 　ぜ　ダぬ　 　　あでおド ごセ　がや コニヒ　にら　なめ　 じ　

とを決 心 して いた だ きたい。

私 た ちは， もっ と頻繋 に神 殿 に参 入 し， 亡

繊 族 貝 う業 に全 力 を傾注 す る必要 が あ る。

神殿推 薦状 を持っ 者 は皆 ， で きるだ け頻繁 に

6

堆薦 ヨ&塑 衷禁 し死 者 のな めの δヱ 云孟黒 や弟

勿 之2も～魚L_績 び鳳 めの 儀 式玄三携 わ.る琴 き

で ある。 まだ推薦 状 を持 た ない教 会貝 は， そ

れ を持 つ 資格 が得 られ る ように真 剣 に 自分 自

身 を備 え る必 要 が ある。 その よ うな 人々 も，

これ らめ 永遠 の祝 福 を享受 し， シオ ン山 の救

い手 と して働 け る よ うに な って いた だ きたい 。

聖 徒 た ちに課 せ られ た神 殿活動 の責 任 が現 在

ほ ど増大.した時 は ない。私 たちは このチ ャ レ

ンジに応 える ために 立 ち上 が らなけ れば な ら

な い。

私 は もう一 度全 世 界の聖 徒 た ちに， もっ と

厳蜜蝶 、旺 ま るよ うに勧告 した い。現 在

主 の聖 日は， 全世 界的に ，.また末 日聖徒 の間

で さえ も， その神 聖 な意義 が 軽視 されつつ あ

る・八な娃 鼠 す壼 す素鼠 疑勲 神聖 な 目堕 窯 見

失 な ヒ瓢 髄 麟 装 を麺 ゐ惣 篁 飽 な飾 り

の神 を礼 拝す る よ うに な って きた。私 た ちは

すべ て の聖徒 たち に， また神 を恐 れ る全世 界

の 民に， 安 息 日を聖 く守 るよ うに引 き続 き勧

告 す る もの で あ る。 も.し八 タが安 息 日に 買 い

物 を しなけ れば ・店 ち閉 ◎ざ るを 得 なセ1吃..9

れ は，行 楽地 に出掛 け る こ と， ス ポー.ツ， そ

の地 の娯 楽行 事 全毅 に2い .て言.え.るζ とで あ

る。 とこ ろが現 実 には， ど うも金 銭 を追 求す

るこ とが，「あ なたが た はわ た しの安 息 日を守

り， わ た しの聖 所 を敬 わ なけれ ば な らない」

(レ ビ19：30)と い う主 の戒 め に優 先 して い

る ようで あ る。

「わ た し を主 よ， 主 よ， と呼 び なが ら， な

ぜ わた しの言 うこ とを行 わ な いのか 。」(ル カ

6：46)

人々 が安 息 日の 目的 を汚す の は現 代に 限 っ

たこ とで はな い。 しか し私 た ちは これに 勧告

の 声 をあ げ る。私 た ちは現代 の社 会 を非 常 に

憂 慮 して い る。 ラジオや テ レ ビ を通 じて 毎 日

邪悪 な事 柄 が 人々 に教 え られ る。.それ らは醜

く， 汚 れ てい て， みな正 義 を破壊 す る ものば

か りで あ る。 人々 は神 を忘 れて しまって い る

か の よ うであ る。確 か にサ タンは今 解 き放 た

れ て い る。 以前 に も申 し.上げ た よ うに， 現代



社 会 に増大 しつ つ あ る放 縦 の悪 を， 私 た ちは

非 常 に憂 慮 して い る。

私 た ちは絶 えず 変 わ ってい る。 そ して， 人

生 の歩 み 自体 も急 激 に変化 して いる。現 在 ，

世 界全体 が 変革 の 波 に押 し流 され， 人々 は道

に迷 い，一 体何 が価 値 の あ るこ となの か分 か

ちな くな って い る よ うに思 える。 しか しなが

ら， 正義 と悪 は不 変 であ る。福 音 の原 則 も決
.して変 わ らな い

。 た とえ 人が悪 を語 り， 悪 を

行 な った として も， 神 の戒 め の言葉 は一 点一

画 と言 え ども変 え るこ とはで きな いの で ある。

今 日， 義 の軍 勢'は明 らか に攻 撃 を受 けて い

る。世 の 人々 は不 浄 と堕落 の洪 水 にお ぼれ か

け て い る。 そ こで私 は世 の人 々に 向か って こ

う叫 びたい 。「正 し く真実 な もの を しっか りつ～
か'オ い こ に か{は オ い 世 に

流 され な い よ うに し な さ い 」 と。」～
1946年 に私 は，特 に大 きな高 波 に襲 われ た

直 後のハ ワイ を訪 れ たこ とが あ る。 約40フ ィ

ー ト(12メ ー トル)の 高波 に見 舞 われ た ヒロ

市や ハ マ クア海 岸一 帯 は壊 滅状 態 にあ った 。

家 は 引っ繰 り返 り， 引 き裂 かれ ，押 しつ ぶ さ

れて いた。 垣根 や庭 は跡形 もな く流 され ，橋

や 道 も洗 い流 され て いた。 道路 に は浴槽 や冷

蔵 庫が車 と一緒 に散 乱 してい た。教 会堂 が立

って いた所 に は， ただ建 物 の土 台 しか残 って

いなか っ た。死 者 は100名 以 上 にの ぼ り，負傷

者 もか な り出 た と言 う。家 屋 を失 った家 族 は

数千 に達 した。 私 は その よ うな中 で，苦 難 を

克服 した 人々 の勇敢 な物 語 を数 多 く耳 に した。

婦 人の ひ と りが， 高 波が 襲 って きて い るの

です ぐに避 難す るよ うに とい う電話 を友 人か

ら受 け た時 の こ とを語 って くれ た。 彼女 が海

を見下 ろす と， 巨大 な， 山の よ うな波が こち

らに向か って くる。 そこ で彼女 はす ぐに赤 ち

ゃん を抱 き上 げ る と，夫 と共に 高台 に向 か φ

て駆 け 出 した。 しか し， 彼女 の ふ た りの 娘 は，

まだ ラウハ ラの 木 のそ ばで遊 ん で いた。 ふ た

りは波が 押 し寄せ て くるの に気 付 くと， 一 目

散 に木 の方 に走 ってい き， しっか りと木 の幹

に しがみ つ い た。最：初 の 巨大 な高波 がお お い

かぶ さる よ うに 襲 つて きた。 ふ た りは 息 を止

め， あ らん 限 りの力 をふ りしぼ って木 に しが

みつ い て いた。 す る と間 もな く水 が引 き，水

の上 にふ た りの頭 が 出 た。ふ た りは水が 引 く

と，頃 合 い を見計 らって，次の 波が押 し寄せ て

くる前 に一気 に 高台 を駆 け登 っ た。 こ うして

家族 は全 員助 か り， 自分 た ちの家 が押 し寄せ

る高 波 にの まれ て流 され てゆ くの を高 台か ら

見守 ったの であ る。

融.煎 も.烹な』..悪魔 が解 き放 つ この よ うな

強力 な破 壊 力に 立 ち向か わな けれ ばな らな い

時力瓢_晶_邪 悪_　 道 徳翫 堕濱蕊 黒横 ，
ぎ まん

欺隔，陰謀，不正直という高波の脅威に，私

妨 騨1酵 黛 藁：砂 や?私 たちカ・腓 ビ
なければ，それらは大きなガを痔ち∵'冨菲膏な

遷ざぞ鄭ってきて，萩瀧 画裁歳ぼしそじまFう。
しか し，私 た ちに は警告 の声 が あ 勲 撹隔

は， 私 た ちの心 を呼 び覚 し， 聴 く耳 を与 え，

邪 悪 を退 け， 永遠 の生 命へ の道 を示 して くれ

る。 私 た ちは助 けが なけ れば， それ らの悪 に

対 抗 す る こ とは で きない 。高 台へ逃 れ るか，

ざ もなけ れば 押 し流 され ない よ うに しっか り

とつ か まっ てい る ものが必 要 で ある。私 た ち

が しっか りとつか まって い る ものが ，イェズ ・

キ リス トの福 音 であ る。 それ は， た とえ悪 魔

が どの よ うに力 を結集 しよ う とも私 た ち を守

って くれ る。 キ…ルモ ン経 中の あ る予 言者 は次

の よ うに.人々 に勧告 している。「お前 た ちは神

の御子 でキ リス トで あ る私 らの贈 い主の 岩 を

基 こ ナ て は な らない こ とを忘 れ るな。.贈

い主 の岩 を基 にす るな らば ，悪 魔が そ の大風

を吹 かせ て柱 の よ うに立つ つむ じ風 をま き起

すと蓋，_塑 雲と.、鳳璽点女惹月!1_を

打 つ とき， 悪魔 はお前 らに打 ち勝 って不 幸の

膿永遠一 ま
ない 。」(ヒ ラマ ン5：12)

私 た ちは完 全 にな らな けれ ばな らな い とい

うキ リス トの教 えは， 言葉 だ けの もの では な

い。 人に は 人間 どしての弱 さを克服 し，神 の

属性 を伸 ば して， 文字 通 り御 父や御 子の よう

にな る権 利が あ る と，主 は述べ て お られ る。
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大勢 の 人が 自 らの 内 にあ る才能 を十分 に使

わな いため に， キ リス トの よ うにな る力 が具

わっ てい るこ とさえ も無 に して しまって い る。

人は その力 が具 わ って い るこ とを， その 力 を

使 っ て証 明 しな けれ ば な らない 。使 って み な

ければ， その力 が ない こ と も分か らない で あ

ろ う。

衰全ド向かって歩むごζ1さ，一瞳飽奮塗牢
では な く，生 涯 を懸 けて求 め 続 け る過 程 で あ

る。

モー セは主 の み言葉 を受 け て 山か ら下 って

き.た。 この 時，主 が イス ラエ ルの 民 に与 えた

もうた戒 め ぽ，最低 限の行 動規 範 で あっ た。一

その戒め につ い て，パ ウ ロは こ う述 べ て い る。

「律 法 は
，信仰 に よって義 とされ る ため に，

よういくがかワ

わ た したち をキ リス トに連 れ て行 く養育 掛 と

な ったの で ある。」(ガ ラテヤ3：24)

十 戒 を守 って生 活す るこ とは，完 全 に な る

ため の第一 歩 にす ぎない。 イエ ス は十戒 が神

聖 な もの で ある こ とを教 え られ た。 しか し，

それ 以上 の ものが あ るこ とを繰 り返 し強調 さ

れ た。

主 を至 高の御 方 として認 め，偶 像 礼拝 を し

な いだけ では十 分 とは 言 えな い。私 た ちは，

自分 の心 と勢力 と思 い と力 の限 りを尽 くして

主 を愛 し， 主が義 な る子 供 た ちに もた らす大

いな る喜 び を知 る必 要 があ るの であ る。

神 を冒濱 す る こ とをや め るだ けで は不十 分

であ る。私 た ちは主 の み名 を 自分 の生 活 の 中

で掛 け替 えの ない もの とす る必要 が あ る。私

た ちは，主 のみ名 を尊ぶ 時 に，友 人や 隣 人，

あ るいは 自分 の子 供 た ち を決 して混迷 の 中に

置 き去 りに した りは しない であ ろ う。 私 た ち.

が イエ ス ・キ リス トに従 う者 で ある との確 信

を持 と うで はな いか 。

安 息 日に映 画 を見 に行 っ た り， 猟や 魚釣 り

に 出掛 けた り， スポー ツを した り， 不 必要 な

労働 をす るこ とを断つ だけ で は不十 分 であ る。
申息 日を も

っ と積極 的 に守 るため には， 聖典

を勉 強す る，教 会 の集 会に 出席 して福 目を学

畿 姻誼
8

△に なか った 人に手

、 童 く 悲 ん ・い 尉 .ゑ恥_病.人 を

見 舞 うな ど， 主が聖 日に行 な われ る であ ろ う

と思 われ る事 を行 な う必 要 が あ る。　 い　じ　　セ
も し私 た ちが戒め の通 りに両 親 を敬 うな ら

ば， 両 親 の最高 の特 質 を見 習 い，両 親 の願 い

を成就 させ よ うと努 力す るはず で あ る。 どの

よ うな物 を もって して も，義 しい生 活 に勝 る

ほ っびは ない で あろ っ。

殺 生 をや め るだ けで は十分 とは言 え ない 。

それ以上 に，私 た ちに は生命 を尊 び， それ を

養 い育 てて ゆ く神聖 な義務 があ る。生 命 を奪

うので は な く， 生存 に必要 な もの をす べ て享 ・、

受 で きる よ うに惜 しみ な く助 け を与 えな けれ

ば な らな い。 これが達 成 で きた ら，私 た ち は

心 と霊 をな お一 層高 め たい と思 うこ とだ ろ う。

私 た ちは体 に害 に な る食物 を取 らない よ う

に して い る。あ らゆ る こ とを知 恵 と節 度 を持

って 当 た るこ とに よって， 私 た ちは健康 と肉

体 の安 寧 を求 め る。

姦 淫 を しない だけ では不 十分 であ る。私 た

ちは結 婚生 活 を もっ と神聖 な もの とし，互 い

に犠 牲 を払 い，努 力 しなが ら， コー トシ ップ

の時期 に培 った思 いや り と尊敬 を深 め てゆ く

必要 が あ る。神 は神 権 の権 能 に よって 結び 固

め られた結 婚 を永遠 に 存続 す る よ うに定 め ら

れ た。 したが って， 私 た ちが 日々， 思 いや り

と愛 を もって互 いに尽 くし合 うこ とは， 主 が.

望 まれ て い る ところで あ る。

私 たち は行動 だ けで な く， その心 と思 い に

お いて も清 くなけれ ば な ら.ない 。

主 は シナ イ山で， 「あ なたは盗 んではな らな

い」(出 エ ジプ ト20：15).と 言 われ た。私 た ち

は あ らゆ る こ とにお い て正 直 で なけ れば な ら

な い。私 た ちは 寛大 で なけれ ば な らな い。利

己的 で あ っては な らな い。お 金 を求め られれ

ば， お金 をあげ る よ うに しよ う。 しか し大 抵

の場 合， 人が 一 番求 めて い る もの は， 金銭 で

は買 うこ とので きな い愛 と時 間 と思 いや りで

あ る。 も しそれが 事実 で あ る とす れば ，私 た

ちは お金 に寛 大 であ って も， それ で十 分 とは

言 えな いの であ る。



偽 りの証 言 を した り，他 入の.もの をむ さぼ.

っ た りす るのは 利 己心 の表 われ であ る。 イエ

スは， 「自分 を愛 す るようにあ なたの隣の 八 を

愛せ よ」 と教 え られ た 。そ して この戒 め と神

を愛 す る戒 め とに，「律 法 全 体 と預 言 者 とが，

かか?て い る」と言 われ た。(マ タイ22：39-

40参 照)

親切 ， 慈 しみ ，愛 ，思 いや り， 寛 大 な ど美

徳 を挙 げれ ば限 りが な い。 主は 私 たちが この

よ うな特 質 を伸 ばす こ とを望 ん でお られ る。

「も し何 に て も
， 徳 高 き こ と，好 ま しき.こ

ー
と， よ き聞 えあ るこ と， あ るいは褒 むべ きこ

とあ らば， われ らは これ らをたずね も とむ る

もの な り。」(信 仰 箇条 第13条)

イエ ス ・キ リス トの福音 は真 実 であ る。私

たちが そ の原 則 を学 び，実 践 し，聖 霊 の助 け

を得 て心か ら求 め るな らば， だれ で もそれ が

真実 であ る こ とを知 る こ とが で きる。 それ 以

上 に， も し真理 を求 め て い る人が， 福 音の 原

則に従 って い る人の模 範 を見 るこ とが で きれ

ば， それ は もっ と容 易に受 け入れ られ る はず

であ る。私 たち の生 活の 中 に見 られ るキ リス

ト教徒 の 美徳 の模 範 で，教.会の宣教 師 の召 し

ほ ど偉 大 な もの はな い。

主 は， 主 を愛 し， 愛の模 範 を人々 に示 し，

献身 的 な奉仕 を し， 主の 永遠 の 原則 を守 って

生活 す る入 に大 い な る約 束 を与 えて下 さって

い る。

な とえ変革 の 風が 吹 き，大 波 に洗 われ よう

と， 私 た ちが し っか りとつ か まって 身 を守 る

こ との で きる原 則の 木， 原 恥の が こ

れ こ そ， この地 上 に完全 に 回復 され たイエス・

キ リス トの 福音 で あ る。　
主 の祝 福 が あ って，一 人一 人の会 員が鉄 の

棒 をしっか り とつか む こ とが で きる よ うに イ

エ ス ・キ リス トの み名 に よ りへ り くだ り祈 る

もの であ る。 アー メン。

十二使 徒評議員会会員

ボイ ド 」K・ パ ッカ ー

扶助協会

姉妹の皆さん，神権会に出席するのが兄弟

たちの義務て あるの と同 しように，扶助協会

に出席する ことは皆さんの義務です

私 は これか ら・ かつ て渡 も所属 したこ と
の ない ひ とつ の組 織 につ いてお話 したい

と思 い ます。 この組織 のお 陰 で私 も家族 も大

きな恩 恵 を被 ってい ます。 私 には この組織 の

会 貝 に な る資格 はあ りませ んが ， この組織 の

影 響 は いつ も私 に及 んで い ます 。

この組 織 は，世 界 で最 も古 い婦 人団体 のひ

とつ で あ る扶 助協 会 です 。お よ そ70力 国に，

百万 を優 に 越 え る会 員が住 ん で います。会 員

数 は毎年 非常 な勢 いで増 え てお り， 独 身女 性

に も入会 の 資格 が あ ります。

予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス はこの扶 助協 会 を

創設 した時 に， 婦 人た ちに 向か って次 の よ う

に述 べ まじた。

「皆 さんは
， 神が 定め られた神権 の秩 序 を

通 じ， この最後 の神 権時 代 に教会 の諸事 を導

く…… ため に任 命 され た人 々 を仲 立 ち として

指示 を受 け るで あろ う。今私 は主 のみ 名に よ

り皆 さん のた めに鍵 を回す 。 したが って， こ

の協 会 は喜 び とな り，今 か ら後，知 識 と英知 .

とが 流れ下 るで あ ろ う。」(研 ∫'oη げ 伽

C肋 劣腕 「教 会歴 史」4：607)

予 言老 は， この組織 が 「皆 さんの 天性 に従

って」 組織 され た 「愛 の組織 」とな り，「皆 さ

んが その特 権 に恥 じない生 活 をす るな らば，

天 使 た ちは皆 さんの友 とな らざ るを得な い」

と， 彼女 た ちに語 ってい ます。(∫跳'oη げ

'舵C肱%訥 「教 会 歴 史」4：605) 、

今 か ら30年 前 に， ジ ョー ジ ・ア ルバー ト ・

ス ミス大 管長 は こ う語 って い ます 。

9
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「皆 さんは
， ……世 界 中 どの婦 人 た ち よ り

も豊ヵ・に祝 福 されて い ます。 皆 さん は初 めて

選挙権 を受 け た女性 で あ り、，教 会 の 活動 に初

めて発 言権 を持 った女 性 です 。 それ は主 の予

言者 に啓示 され た結果 で あ り， それ を皆 さん

に与 えたの は神 です 。あ の時以 来， 世 界の 女

性 た ちが どんな に恩 恵に あずか ったか， 考 え

て みて下 さい。この教 会 に属す る皆 さん だけ が

祝福 を受 けた の では あ りませ ん。予 言者 ジ ョ

セブ ・ス ミスが女性 解放 の鍵 を開け た こ とで，

全世 界の ため に鍵が 開 かれ たの です 。 それ以

来， 宗教 の 自由㌧公 民 の 自由 とい った祝福 を

享受 する女性 の数 は時代 と共にふえています。」

(Rθ1@Sooガ θ砂1吻gαg加6「 扶助 協 会誌 」1945

年12月 号，p.717)

私 は扶助協 会 に入 れ て欲 しい とお願 い して

い るので はあ りませ ん。 た だこ の婦 人の組 織

が存在 してい るだけ で，私 は 多 くの もの をそ

こか ら得 るこ とが で きるか らです 。私 は会 員

でな くて も， この組織 か らは るか に 多 くの も

の を得 てい ます。

私 は， 扶助協 会 とい う名 称が 将 来 も変 わ ら

ない よ うに願 って い ます。 この 名称 は， 予 言

者 ジ ョセブ ・ス ミスか ら婦 人 たち に与 え られ

たあの宣 言に直 接由 来 して い るか らです 。 そ

の調 和 した完全 な プ ロ グラムは， お のずか ら

女性 の求め るす べ ての価値 あ る必 要 に こた え

るもので あ ります。

全 員が文 学， 絵画， 音楽 ， 時事 ，家事 技 術.

や ，特 に霊 的生 活 に常 に触 れ て， 良 い思 いや

良 い感 情，価 値 あ る才 能 を存 分に 表現 す る よ

う励 ま され ます。

私 の妻は 食料 品店か ら帰 って来 る と， す ぐ

に使 う物 を別 に し，使 わ ない物 は保 存 します 。

中には 緊急用 の物 もあ ります。

また， 全然 自分 た ちが使 わ ない物 もよ く買

って きます 。 それ はほか の 人 たちの分 です。

妻 は扶助 協会 か ら帰 る時 同 じ よ うに， 今度

は霊 の生活 必需 品 を抱 えて帰 って きます 。す

ぐに使 う もの もあれ ば， 保存 す る もの もあ り

ます 。けれ：どもその 大半 はほ かの 人 のため の

10

もの です。

妻 の保 管 庫 は扶助 協会 に 出席 す るお陰 で い

つ も補 充 され， 妻 は折 々に 以前 の扶助 協 会か

ら得 た もの を取 り出 してい ます 。

繰 り返 します が，私 は 扶助協 会 の会 貝 で は

あ りませ ん 。け れ ど も私 た ちは家族 として，

扶 助協 会 会 員の姉 妹 た ち との交 わ りの中 で，

恩 恵 を被 ってい ます 。

も う何年 も前 の こ とに な りますが ， あ る指

導 者 は次 の よ うに語 っています 。「教 会 の女性

の居場 所 は 男性 の 前 で も後 で もな い，隣 りで

あ る。」(ジョン ・A・ ウイッツ オー ，E加46η6θs

αη4R600ηo薦 α'勿ηs「証 言 と和 解 」p .305)

扶 助 協会 の組 織 の手順 を見 る と，教 会 の 男

性 と女性 の 関係 が よ く分 か ります 。

扶 助協 会 は徳 あ る女性 ，堅 実 な女性 ，組 織

化 され た女性 たちの ため に あ ります。 敬凄 な

女性 ，霊 的 な女性 ， 勤勉 な女性 ， 既婚 女性 ，

未婚 女性 ，若 い女 性， 年 輩の女 性 ， そのす べ

ての 女性 た ちの ため に扶助 協会 が あ ります 。

この よ うな女 性 た ちの輪 の 中に ， まだ足 元

の定 まらな い女 性 ，迷 う女 性， 疲 れ果 て た女

性 た ちが迎 え入れ られ ます 。扶 助協 会 は孤独

な女性 に計 り知 れ な い祝 福 をもた ら し ます 。

私 は，ハ ロル ド ・B・ リー長 老 の先妻 の葬

儀 が終 わ った後 ，娘 さんのヘ レ ン と一 緒 に い

ま した。

その 時だ れか が彼 女 に次 の よ うなお悔や み

を言い ました。 「お母 様はお父様 を本 当によ く

お世 話 して お られ ま した。.きっ とお寂 しい で

しょ う。お母 様 が して下 さ った い ろんな こ と

を思 い 出 してい らっ しゃるの で し ょ うね。」

す る と， ヘ レンは深 い 洞察 を秘 めて こ う答

え ま した。「いい え，お 分か りいた だけ な いか

もしれ ませ ん が， 父は母 が して くれた こ と よ

りも， 母 自身 が亡 くな った こ とを悲 しんで い

ます。 父 には い ろい ろな こ とを してあ げ る相

手 が必 要 なの です 。」

私 た ちに は何 か をしてあ げ る対 象が必 要 で

す 。 その必要 が 満 た されな い時 に，私 たち は

孤独 に な ります 。扶助 協 会 は その手段 を主の

k

…



方法 で提 供 して い るの です。

姉 妹 た ち， 教会 は 皆 さん を必要 と して い ま

す。 教会 は，服 の フ ァ ッシ ョンか ら大 きな社

会 問題 ま で，万事 にお いて 節度 と品位 を重 ん

じる女性 を必要 と して い ます。

教 会 に は，組 織化 され た女性 ，組 織 で きる

女性 が 必要 です 。計 画， 指 導， 実行 の で きる

手 腕 あ る女 性， 教 え る こ との で きる女性 ， ち

ゅ うち ょな く意 見 を述べ る こ との で きる女性

が必要 です 。

個 人的 に教 え る場合 も， 指導 者 の責任 にあ

って も， 霊感 を受 け て導 くこ とので きる女 性

が大 い に必要 とされ て い ます 。

世 の風 潮 を見極 め ， た とえ どんな に もては

や され て も浅 薄 な ものや 危険 な もの を確実 に

判別 す る識別 の 賜 を持 っ た女 性 が， 教会 には

必要 です。

人 の気 に入 られ な くて も， 正 しい立場 を取

る こ との で きる女性 が， 教 会 には必 要 です。

予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスは扶 助協 会 を組織

した 時に， 「同情 は さて置 き，毅 然た る性格 」

(研 蕊oη 〔ゾ漉6C肱 名漉 「教 会歴 史」4：570)

が必要 だ と語 ってい ます 。

扶 助協 会 は教会 の 福祉 活動 の 中で非 常 に重

要 な位 置 を 占め て い ます 。 したが って，扶 助

協会 が 強 くなけ れば ， この計 画 は成功 しない

こ とで しょ っ。

私 が このように扶助 協会 をた たえるの は，組

織 の ため では あ りませ ん。 この組織 に属 す る

方 々一 人一 人 に祝福 が もた らされ てい るか ら

です 。

ここで教 会 の姉妹 た ちに 申 し上 げた い と思

い ます 。 扶助協 会 に 出席す る こ とは実 際 の と

ころ任 意 で はあ りませ ん 。 これは 大切 な こ と

です 。

男性 に とって， 神権 に よって養 われ る数 々

の性 格 を 自分 の生 活 に生 かす こ とが ひ とつ の

義務 で あ る ように，扶 助 協会 に よ って養 われ

る徳 を 自分 の生 活 に吸収 す るこ とは， 女性 の

義務 で す。

先 日，私 は数 人 の姉妹 たちが扶 助協 会 につ

いて 話 し合 うの を聴 きま した。 ひ と りの若 い

女性 がこ う言 い ました。 「お年寄 りと若 い入 の

両方 に気 を配 る こ とは とて も難 しい わ。若 い

人 向け の レ ッス ンや プ ロ グラム を計画 す る と，

お年 寄 りはい らっ しゃ らないの 。み んな を喜

ばせ る こ とをす るって， 本 当に 大変 だわ 。」

姉 妹 の皆 さん， じっ と家 に いて扶助 協会 に

誘 わ れ るの を持 つ だけ の姉 妹 でい て欲 し くな

い と思 い ます 。 その よ うな気持 ちは よ くな い

と思 い ます。

祈 り，働 き， 立派 な発表 をす る忠 実 な姉 妹

た ち を励 ま して下 さい。 あな たが 出席す るこ

とは， それ だけ で大 きな助 け とな るの です 。

あ る姉 妹 た ちは， 扶助協 会 を正 餐 の ように

考 えて， 味覚 を堪能 させ るメニ ュー を真剣 に

捜 してい る風が うか が え ます 。

姉 妹 の皆 さん，神 権会 に出席 す るのが兄 弟

たち の義務 で あ るの と同 じよ うに，扶 助協 会

に出 席す る こ とは皆 さん の義 務 です 。

私 は あ る姉妹 たちが 次 の よ うに言 うの を聞

い たこ とがあ ります 。 「扶 助協 会 は何 も得 るも

のが な いか ら出席 しない のです 」 と。

では こ こで， ひ とつの 実話 をお話 した い と

思 い ます 。

扶 助協 会 と教 会の 若 い女性 の組 織 は，1888

年 に全 国婦 人会議 と国際 婦 人会議 の創 立会 員

に な りました 。 この両会 議 の設立 目的は， 主

として 婦 人参政 権運 動 の推進 と婦 女子 の地 位

向上 にあ りま した 。 、

そ の後長 年 の間， 当教会 の代 表者 た ちは，

社 会情 勢や 指 導者や 指 導者 の対 モ ルモ ン観 な

どに よ り，良 き時 代， 悪 しき時代 と，数 々の

時代 を過 ご して きま した。

1945年4月 に， ベ ル ・ス ミス ・スパ フ ォー

ド姉妹 が 扶助 協 会会長 にな りましたが， 支持

されて1，2週 間後 に全 国婦 人会 議か ら， ニ

ュー ヨー ク市 で年 次 大会 が 開か れ る旨の通知

が 届 きま した 。

スパ フ ォー ド姉妹 は かつ て その会議 に 出席

した経 験が あ りま した。 そ こで扶 助協 会 会長

会 は以 前 の経 験 か ら， 招待 を受 諾 した ものか
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どうか 何週 間 も検 討 し ました。

その結 果， 扶助 協会 は婦 人会議 脱退 の提 案

を大 管長 に提 出す るこ とと し，理 由 を連 ねて

書 類 を作 成 しま した。

スパ フ ォー ド姉 妹 は心 配 げな面 持 ちで， ジ

ョー ジ ・ア ルバー ト ・ス ミス大管 長 の机上 に

書 類 を差 し出 し， 「扶 助協 会会 長 会 は，この書

面 にあ る理 由に よ り， 扶助 協 会 中央管 理 会が

全 国婦 人会議 と国際婦 人会議 か ら脱退 す る こ

とを提案 致 したい と存 じます 」 と言 い ま した 。

ス ミス大管 長 は書面 に じっ くり自を通 し，

半世 紀以 上 も続 けて きたの に， と申 しま した 。

スパ フ ォー ド姉 妹 は， ニ ュー ヨー クまでの

旅 費は 高 く， 時 間 も取 られ， 侮辱 され た経 験

もあ りますか らと説 明 をい たしました。そ して，

「会 議 か らは得 る ものが な いの で身 を引 きた

い 」と言い ま した。

す る と知 恵に満 ちて円 熟 した老 予言 老 は，

椅子 の 背に寄 り掛か り，唖 然 とした様子 で 「何

も得 る ものが ないか ら脱 退 した い と言 わ れ る

の です か」 と尋 ね ま した。

「ええ
， そ う した い と思 い ます 。」 と姉妹

は答 え ました。

大 管長 は，「それ では，あな た は その 会議 に

どの よ うな貢 献 を してお られ ます か」 と聞 き

ま した 。

織 パ フ ォー ド姉妹 ， 驚 き ました。 あ なた

は いつ も，何 が得 られ るだ ろ うか とば か り考

えてお いで ですか 。何 を提 供 しなけれ ば な ら

ないか とい う立場 で考 えては い らっ し ゃらな

堕.u

大 管長 は その書 類 をス パ フ ォー ド姉妹 に返

し，断 固 とした口調 で ，「婦 人会 議 は続 け て下

さい。あなたの影響 力 を是 非発揮 して下 さい」

と言い ま した。

そ して， スパ フ ォー ド姉 妹 は言 われ た通 り

に しま した。 この よ うに， スパ フ ォー ド姉妹

は 賢明 な予言 者か ら優 し く正 され て， その後

婦 人会 議 の議長 に な った ので した 。

今， 私 は その同 じ言葉 を教会 の一 入一 入の

姉妹 に 申し上 げたい と思 い ます 。「扶 助協 会か
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ら得 る もの が ない」 とい う理 由 で 出席 しな い

方 々に， あな たは扶助 協 会 に どの よ うな貢献

を して い ますか とお尋 ね した い と思 い ます。

私 は 心か ら扶助 協会 を支持 します 。 それが

全能 の神 よ りの霊 感 に よっ て組織 され たこ と

を知 って い るか らです 。 扶助協 会 は創 立以 来 ，

多 くの 祝 福 に 浴 して き ました。 この組織 は

落 日で はな く，昇 り行 く朝 日です 。 そ こか ら

放 射 す る光や 力は，衰 微せ ず ，増 大 を続 け る

こ とで しょ う。

私 は， 現 在 の扶 助協 会 が霊 感 を受 けた 賢明

で有 能 な女性 たち に よって指 導 され てい る こ

と を知 って い ます。 彼女 た ち を通 じて， 訓練

に乏 しい人， 孤独 な人， 独 身の 人た ちの不 満

は， 平安 と幸福 に座 を明 け渡 す こ とで し ょう。

霊 感 に欠 け て道 を迷 うとま どいは，確 信 と

指導 に とって代 わ るこ とで しょ う。

この数 カ月間， 祈 りの気持 ちを もって この

事 柄 を考 え， この組織 の頭が 主 であ る こ とを

思 い巡 らし ました。私 は腹蔵 な く，末 日聖 徒

イエ ス ・キ リス ト教会 の扶 助 協 会 を支持 し，

賞 賛 し，神 に姉 妹 た ちへ の祝 福 を祈 ります 。

なぜ な らば， これ は神 の教 会 であ り， 私 たち

は予 言 者に よって導 かれ て い るか らです 。 イ

エ ス ・キ リス トのみ 名 に よ って 申 し上 げ ます。

アー メ ン。

七十人第一定員会会員

レックス ・D・ ビネガ ー

愛の贈 り物

教会プログラムの 目的は，教会員が神 と隣人

を愛廿るようになるよう援助を与える ことで

ある

私 の友人がテキサス州ダラスから飛行機で
ソル トレー ク ・シテ ィー の 自宅 に 帰 る途

中 での こ とであ る。彼 の頭 の 中は， 近 々家 族



が迎 え るあ る重大 な出来 事 の こ とで い っぱい

で あっ た。一 人息子 が数 日中に 異国へ 伝 道に

出 る とい う。彼 は愛 す る息子 を思 い， 考 えに

ふけった。 「私 の息 子が教 会 の こ とを教 えるた

め に遠 い国へ 出掛 け て行 くとい うの だか ら，

こ の教会 は一 番 の教 会 のはず だ!」 そ こで彼

は メモ用 紙 とペ ン を取 り出 し，最：良 の教 会に

求 め られ る特 性 を列 挙 し始め た。

彼 は こ う書 いた。 「若 い 人を育 成するプログ

ラ ム， ス ポー ツプ ロ グラム， 健全 な 活動 プ ロ

グラム， 子供 を教 え， しつ け るため のプ ログ

ラ ム，女 性 の技術 や 才能 をみ が くプ ロ グラム，

貧 しい 人，病 人， 身 寄 りの な い人， 被災 者た

ち を援助 す るプ ロ グ ラム，労 働 と奉仕 の プ ロ

グラム， 家族 と個 人の霊 的成 長 を図 るプ ログ

ラム」

こ う して 彼は， 沢 山 の事項 を挙 げ， 見事 な

リス トを作 り上 げ た。 その後 ，.自分 の所 属す

る末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教会 に， すべ て

の 人の必 要 を満 たす プ ロ グラムが ある こ とに

満 足 した。 そ して確 か に息子 が代 表 して 然 る

べ き最良 の教 会 だ と結論 を下 したの で あった 。

友 入 は列挙 した最 良 の教会 のす ぐれ た特 性

に気 を良 くして， 隣 りの席 の紳士 に それ を見

せ た。す る と，金 融 会社 の役 員 であ っ たその

紳士 は， 大 きな関心 を寄 せ た。ふ た りは一 緒

に リス トを見て い たが， 最後 に この実 業家 は

私 の友 人に こ う言 った。 「私 なら教 会に何 を求

め るか， 知 りたい と思 い ませ んか 。 ただ ひ と

つ， 教会 の信 者が 『自分 を愛 す る よ うに 隣 り

人 を愛せ よ』 とい う救 い主 の教 え を実 行 して

い るか どうか とい うこ とです 。」

私 の友 人は， この 経験 か らひ とつ の大切 な

教 訓 を学 ん だ。つ ま り彼 は， これ らのプ ロ グ

ラムの 目的 は，教 会 員が 神 と隣 人 を愛せ るよ

うにな る よ う援助 を与 え るこ とであ る とい う

こ とも知 らず に， 教 会 のプ ロ グラム を あの紳

士 に教 えて いた の であ る。私 は その 友 人の許

可 をい ただ いて， き ょ う皆 さん に彼 の経験 を

お話 した次 第で あ る。 こ こで皆 さん と， 次 の

聖 句 につ い て考 えて み たい。

「心 をつ く し， 精 神 をつ くし， 思 い をつ く

し， 力 をつ く して， 主 な るあな たの神 を愛せ

よ』。

第二 は これ であ る， 『自分 を愛 するようにあ

な たの 隣 り人 を愛せ よ』。これ より大事 な い ま

しめ は， ほか にな い。」(マ ル コ12：30-31)

故 郷 を離 れ， 友 人，家 族 を残 し，安 穏 と安

楽 をあ とにイエ ス ・キ リス トの福 音 の教 え を

携 えて全 世 界 の見知 らぬ 隣 人た ちの 中へ 出で

行 く， あの 友 人の息 子 と， 同 じ く2万7千 人

の若 者 た ち を駆 り立 て る力 は， ほか な らぬ主

と隣 人 とに対 す るこの愛 な ので あ る。私 たち

が犠 牲 をい とわずす べ て を尽 くして， 自分 の

生 活に喜 び と幸せ を もた ら した教 えを伝 え よ

う とす るの は， と りもなお さず主 と隣 人 を愛

してい るか らであ る。末 日聖 徒 は神 が生 きて

お られ るこ とを宣言 す る。神 は全 人類 を愛 し

て お られ る。神 は， 悔 い改め て従 うす べ ての

人 々 を， 永遠 の喜 び と幸 福 に導 いて下 さるの

で あ る。

世 の 人 々は現 在何 か信 じ られ る もの を求 め

て さ迷 っ てい る よ うに思 わ れ る。 最近 一 流出

版社 が行 なっ た全 国的 な調査 か ら明 らか な よ

っに，人々は今 キリスト教 徒 の生 活の基 盤 をな

す 信仰 に 活力 を呼 び もどす宗 教， … …先祖 が

抱 いて い た力 強 さを与 えて くれ る宗教 ，… …

家族 関係 を密 にして くれ る宗 教 ，…… この偉 大

な 国 を築 きあ げた 開拓者 魂 を呼 び さま して く

れ る宗 教 を切 実 に欲 して い る。(1978年8月

15日 ， リトルペ ー ジ広告 会社 調査 報告 よ り)

この調査 結 果 を見 る と， 末 日聖徒 イエ ス ・キ

リス ト教 会 の基 本概 念 が 人々の求 め てい る宗

教 と合 致 して い るこ とが分 か る。ニ ュー ヨー

クに本 拠 を置 くあ る出 版社 は次 の よ うに論 評

してい る。 「混迷 の時代 に， 彼 ら(モ ル モン教

徒)は きわめ て明確 な 答 え を提示 してい る。

… … 人心 の転換 を待 ち望 んで いる この一大世

界 にお い て… …近 い将 来 におけ る彼 らの 発展

の 見通 しは明 るい。」

先 日，11歳 にな る私 の娘 ク リス テンが， 心

配 な こ とが あ る と言 って私 の所 にや って 来た 。
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よ り善 い，義 しい生 活 を希求 す る 人な らだれ

で も同 じ思 い を抱 いて い るの では ない だろ う

か 。娘 は こ う言 っ た。「パパ，イエ ス様 の よ う

な生活 を一 日だけ で もす るよ うに って言 われ

たの。 で も，1週 間頑張 って もで きな いの。

毎 日， きょ うこそ は頑張 ろ.うって思 うの よ。

で も， で きな くって， また 次 の 日って な る

の。」

私は この ような ジ レンマ を経 験 す る人た ち

か らよ く相談 を受 け る。彼 らは 自分 の生 活 を

正 したい， 変 えた い と思 って いる。 しか し，

何 回 も失敗 を重 ね て， 罪の重 荷 を下 ろす 方法

は も うな い と感 じてい る。逃 れ る望 み もな く，

悲 しみ と絶望 に打 ち沈 んで い るの であ る。

私 たち は皆神 を愛 す る よ うに言 われ てい る。

その神 が私 た ちに対 して完全 な愛 を もってお

られ る こ とを忘 れ ては な らな い。世 の 人々 は
'皆

，救 い主 の愛 に伴 う大 い な る蹟 いの 力 を知

る必要 が あ る。 主 は私 た ち を深 く愛 してお ら

れ る。 私 た ちが悔 い改め て 主 の教 えに立 ち返

るな らば， 主 は私 た ちの犯 した悪 い行 ない を

赦 し， それ を忘 れ る と約 束 して下 さっ てい る。

(教義 と.聖約58：42参 照)ま た， 私 た ち を深.

く愛 してお られ るこ とか ら， 罪の代価 を喜 ん

で支払 って下 さ ったの であ る。主 は私.たち の

ため に苦 しみ， 私 た ちのた め に死 なれ た。ま

た主 は，「わ た しに 従ってきなさい」 と言 われ

た。重 荷 を主 にゆ だね てい た だ きたい。 救 い

主 の願 い は，私 た ち を引 き上 げ， 助 け， 導 き，

そ して救 うこ とで あ る。

ヘ ン リー ・ドラモ ン ドが 書 い.た， キ リス ト

の愛 をテー マ とした 古典 文学 に， 死 を間近 に

した少年 を見舞 った男 の話 が ある。 男 は片手 ・

を少年 の頭 に按 い て慰め た 。「『坊 や，神様は君

を愛 して い るよ。』す る と少年 はベ ッ ドか ら身

を起 こ し， 家 中の 人々 に 『神 様 はぼ くを愛 し

て る!神 様 はぼ くを愛 して る./』 と大 声 で

叫ん だ。 この わずか ひ と言 が少年 を変 えた。

神 か ら愛 され てい る とい う気持 ちが 少年 の全

身 をめ ぐり，気持 ち を和 らげ，新 たな活 力 を

生み 出 したの であ る。 これ こそ， 神 の愛 がか
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た くな な人 の心 を とか して， 忍耐 強 く，謙 虚

で，穏 やか な無 私 の人 間 を出み 出す さまで あ

る。 これ以 外 に方法 は な い。何 も不 思議 な こ

とは ない。 私 た ちは人 々 を愛 し， 一 人一 人 を

愛 し， 敵 を も愛す る。 それ は，神 が初 め に私

た ちを愛 して下 さった か らで あ る。」(㍑6

G泥 磁6舘 ηz加g腕 漉6仰b7躍 「世 界で最 も大

いな る もの 」pp.47-48)

この よ うな 主の 深い愛 を知 る と，主 と隣 人

に対す る私 た ちの 態度 は ます ます 変 わ って く

る。主 は言 わ れた。 「わた しが あな たがた を愛

した よ うに， あな たが た も互 に愛 し合 いな さ

い。」(ヨ ハ ネ13;34)

何週 間か 前 に，私 は あ る人か ら贈 り物 をい

ただ いた。 美 しい包み をほ どき， 中か ら出 て

きた もの を見 て一瞬 驚 いた 。 それ は高価 な 品

物 で あ った。 以前 その贈 り主の事 務 室 で見 た

時 に， それ が調 法 で素 晴 ら しい こ とをほめ た

こ とが あ った 。造 りも精 巧 で， 非常 に高 価 な

もの であ る。私 が この 大切 な贈 り物 に心 を動

か され た のは， それが 高価 だか ら とい うの で

はな く，贈 り主の 大 きな愛 を知 っ たか らで あ

る。 その 品物 は贈 り主 自信 に とって もお金 で

は買 うこ との で きない 大切 な物 で あ った。 彼

自身 もそれ 奢愛す る人か ら贈 られ， そ の こ と

か ら励 ま しを得 ， 幸せ を得 た のだ った 。そ れ

が 今度 は私 を幸せ にす るため に私へ の愛 の し

る し としてそ の最 も貴重 な宝 を贈 って下 さっ

たの であ る。

この キ リス トの ような愛 の模 範 をは じめ，

家 庭や 教会 で 出会 う人 々め 間 で示 され る様 々

な愛の 贈 り物 に，私 は.心か ら感謝 して い る。.

この よ うな経験 か ら，私 は 自己 を奮 い立 たせ ，

自分 も人 々に 愛 を示 そ う とい う望 み を培 っ て

きた。

願 わ くは ， 末 日聖 徒 イエ ス.・キ リス ト教会

の 会員 で あ る私 たちが まず この一 番 大切 な戒

め をよ く覚 え， 実 践で きる よ うに 。そ して心

を尽 くし， 精神 を尽 くし， 思 い を尽 くし， 力

を尽 くして， 主 を愛す るよ うに。神 のす べ て ・

の戒め に従 い， 私 た ちの最 大 の愛 の贈 り物 で



あ るイエ ス ・キ リス トの福 音 を隣 人に分 か ち ゴ

その愛 を示 す こ とが で きる よ うに。 私 は この

イエ 不 ・キ リス トの福音 が 真実 で あ り， この

地上 に あ る最 大 の主 で あ るこ とを証 す る、 イ

エ ス ・キ リス トのみ 名 に よ り申 し上 げ る。 ア

ー メ ン。

十二使徒評議員会会 員.

ハ ワー ド ・W・ ハ ンター

真実の宗教

同胞 に十分な愛を示せないからといって 自

分 には宗教 心がない とする入は，実 に気の毒

である.

少 し以 前 に・ 国の さる有 力者 との 会見 言己を
読 んだ ことが あ る。彼 は 自分 の現 在 の関

心 事 を問わ れてこ う答えた。 「私 は格別 に宗 教

心 の あ る人 間で はあ りませ んが， 宗教 に よ っ

て勧め られ てい る行動 には どう も私 には しっ

く りこ ない何 かが あ ります。」私 はその 言葉 を

聞 い て， 彼が ど うして政 治や社 会 の問 題 を宗

教 と結 び付 け るの か， また ど う して 自分 を宗

教 的 な人 間 でな い と考 えたのか 合 点が行 か な

か っ たσ その疑 問 の答 えは，宗 教 の定義 に あ

る。

「宗 教(名 ♂忽勿η)」 とい う言 葉 には これ と

い う定 まった定 義 が あ るわけ では ない 。時 に

は私 的， 公 的 を問 わず 礼拝 を指 して使 われ る。

また，神 聖 な もの と世 俗 的 な もの を区別す る

ため に使 わ れ る こ ともあ る。霊魂 不 滅 を信 じ

るこ とが 宗教 的 で あ る と見 る人 もいる。宗 教

とい う言葉 の ご く.二般 的 な意 味 あ いは，神 も

し くは神 々 に対す る信 仰， す な わ ち神 を礼 拝

す るこ とで あ る。 「宗 教」とい う言葉 はいわゆ

る救 いの追 求 ， ま たは神聖 な源か ら来 る啓 示

と関連 付 け て用 い られ る。

ジ ョセ ブ ・ス ミスは教会 が 組織 され て間 も

な く， 自分 に あて られ た質 問状 の回答 を公 に

した 。そ の質 問の ひ とつに， 「あ.なたの宗教 の

基 本 原理 は何 です か」 とい うの があ った。 そ

れ に対 して ジ ョセ ブ ・ス ミスは こ う答えて い

る。「私 たちの宗 教 の基 本原型 よ 使徒，予 言

者 の証 で あ る。す なわ ち， イエ ス'・キ リス ト

が亡 くな り，葬 られ，3日 目に よみ がえ.って

天 に昇 られた こ とにつ い て立て た証 であ る。

私 た ちの宗 教 の その他 の こ とは すべ て， この

証 に加 え られ た補 足にす ぎない。」(ジ ョセ ブ ・

スミス ，研 舘oη げ 漉θCぬ卿腕 「教会歴史」3：

30)

聖 典 に は， 多 くの事柄 につ い て定 義 を見 い

だす こ とが で き る。 しか し聖 書が一 種 の宗 教

専 門書 と言 われ なが ら， 旧約聖 書 には 「宗教

(雇 忽oη)」 とい う言葉 が見 当た らず，新約

聖 書 に わず か数 ヵ所 出て くるだけ とい うの も

興 味 深 い。 その 箇所 を ここで取 り上 げてみ た

い 。

「宗 教」 とい う語 が 初め て 出て くるのは
，

ア グ リッパ 王 の前 で信 仰 を擁 護 したパ ウロの

言葉 であ る。パ ウロは ア グ リッパ王 に， 「わた

しは， わ た した ちの宗教 の最 も厳 格 な派に し

たが って， パ リサ イ人 としての生 活 を して い

た ので す」(使 徒26：5)と 言 っ た』パ ウロは

ユ ダヤ 人の3つ の宗 派， す なわ ちパ リサ イ派，

サ ドカイ派， エ ッセ ネ派 を引 き合 いに 出 して，

自分 は その 中で も一 番厳格 なパ リサ イ人 とし

て生 活 して いた と述べ たので あ る。ユ ダヤ 人

は教義 よ り も儀 式 ，信 条 よ りも典 礼 を重 ん じ

たの で， パ ウ ロ も宗 教 の 教 義 や 信条 では な

く， む しろ礼拝 の形式 の こ とを問題 に してい ・

る。

次 に 「宗教 」とい う言葉 が登場 す るのは，こ

れ もパ ウ ロが ガラテ ヤ 人へ あてた書 簡 にあ る。

パ ウロは こう述 べてい る。「ユ ダヤ教(ル ωS'副ゴー

gガo勿.を 信 じて いた こ ろのわ.たしの行 動 につ

いて は， あ なたが た はす でに よ く聞 いて い る。

す な わ ち，.わた しは激 し く神の教 会 を迫害 し，

また荒 しまわ っ てい た。」(ガ ラテヤ1：13)パ

ウ ロが キ リスゴトに従 う者や キ リス ト教徒 で あ
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る と告 白す る者 を迫害 した こ とは よ く知 られ

て い るが ，一 体 彼は なぜ あの ような こ とを し

たので あ ろ うか 。何 がパ ウ ロ を残 忍 な行 動 に

走 らせ たの であ ろ うか。 パ ウロ はそ の疑 問に

答 えて， 自分 は先 祖 の宗教 ， す なわ ちヘ ブル

人 として先祖 か ら受 け継 い で きた習慣 ，律 法，

そ して鉄 の よ うに厳 しい規 則 を持 つ宗 教 に従

って生 活 して いたか らであ る と述 べ てい る。

そのよ うな鉄 の 規律 が， パ ウ ロを キ リス トの

弟子 に対す る容 赦 のな い迫害 に駆 り立て たの

である。 パ ウロは ガ ラテヤ 人へ の書 簡の 中 で

も， ア グ リッパ 王 に弁 明 した時 と同 じよ うに，

宗教 を教義 や信 仰 として よ りも規律 と して と

らえて い る。

次 に新約 聖書 に 出 て来 る3番 目の 「宗 教」

とい う言 葉 であ るが，それは， 「離散 して いる

十二 部族 の 人々へ 」(ヤ コブ1：1)書 かれ たヤ

コブの手 紙の 中に ある。 「もし入が信 仰深 い者

だ と自任 しなが ら，舌 を制 す る こ とをせ ず，

自分 の心 を欺 い てい るな らば， そ の 人の信心

(謝 卿oη)は む な しい もの で：あ る。」(ヤコブ

1：26>

ヤ コブ はこ こでパ ウ ロが述べ た礼拝 の形 式

や 厳格 な規律 とは一 線 を画 した清 い宗 教 とい

うもの を簡 明に定 義 して い る。ヤ コブは こ う

言った。 「父 な る神 のみ まえに 清 く汚 れの ない

信 心 とは， 困 ってヤ・る孤 児や ，や もめ を見舞

い， 自 らは世 の 汚れ に染 まず に， 身 を清 く保

つ こ とに ほか な らない。」(ヤ コブ1：27)こ

の言葉 は簡単 で気取 りはみ じん もな いが， そ

の意 味す る ところ は深.〈，計 り知 れ な い重 み

が ある。「孤 児や ，や もめ を見舞 い」とい う言

葉 は， 私 たちに隣 人や同 胞 を思 いや るべ きこ

とを思 い出 させ て くれ る。 これ は， 救 い主が

愛 として しば しば語 られ た教 えで もあ る。主

は次 の よ うに 言わ れた。 「自分 を愛す るように

あ なたの 隣 り人 を愛 せ よ。」(マ タイ22：39>

これ がヤ コブ の言 う神へ の愛 と献 身 で あ り，

隣 人に愛 を もって仕 える こ とであ る。ヤ コブ

は それ を， 孤 児やや もめ を例 に取 って語 った

の であ る。
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ヤ コブが述 べ た宗 教の 定義の第2は ，「世 の

汚れ に染 ま らない」 こ とで あ る。世 の汚 れ に

染 ま らな い とは，簡 単 に言 えば， 世 の もの と

な らず， 罪や 不 義 の汚 れか ら離 れ る こ とで あ

る。パ ウ ロは この こ とにつ いて ， ローマ 人へ

の手 紙 の 中で こ う語 って い る。「あなたがた は，

この世.と妥協 して は な らない。」(ロ ーマ12：

2)

つ まりヤ コブ は，真実 の宗 教 とは世 の もの と

な らず， 隣入 に愛 と思 いや りを示す こ とに よ

って表 わ され る神へ の献 身で あ る`と言 って い

る。 こ うい うと簡 単す ぎて舌 足 らず に 見 える

が ， この 言葉 の 中に は重要 な真 理が 含 まれ て

い る。換 言すれ ば，真 実 の宗 教 とは罪か ら離 れ

る(す なわ ち汚れ に染 ま らな い)だ け で な く，

誠 心 誠意 親切 を尽 くし，.奉仕 の業 を行 な うこ

とであ る と言 える。

ベ ンジ ャ ミン王 は， 塔 の上 か ら民 に語 った

時， す でに この こ とを悟 って い た。王 は 自分

が 人民へ の奉 仕 に 日々 を捧げ て きた こ と を次

の ように語 った。 「これ を 自慢 したい と思 って

言 った の では ない。 私が務 め た のは ただ神 の

ため に務 め た だけ であ る。

ご らん，私 が これ らの こ とを言 うのは お前

た ちに知 識 を与 え るため で あ って， またお前

た ちが 同胞 の ため に務め るのは， ただ お前 た

ちの神 の ため に務 め るの であ るこ とを悟 らせ

るため で あ る。」(モ ーサ ヤ2：16-17)

マ タ イに よる福音 書 には， 次 の よ うに記 さ

れ て い る。 「わ た しの兄 弟 であるこれ らの最 も

小 さい者 のひ と りに しため は， す なわ ち， わ

た しに したの であ る。」(マ タイ25.：40)

予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミスの生 涯 は これ と同

じ属 陛，す な わ ち友人や 同胞， 全 入類， そ し

て神 に対す る奉 仕 が うかが われ る。 ジ ョセ ブ

の 親友 で あ った ジ ョン ・テ イラーが 予 言者 の

沈 ん だ気持 ち を慰 め るため に歌 を歌 ったの は，

予 言者 ジ ョセ ブが カー.セー ジ の 獄 内 に 捕 わ

れ 殉教 す る丁 度2時 間 前 の こ とで あ った。 こ

の歌 は 困って い る人 を助 け， 飢 えて死 に そ う

な 人にパ ン.を分け 与 え る とい う歌 詞 に始 ま っ



て い る。そ の 中か ら少 し抜 粋 してみ よ う。

悩 め る旅 人 わ れの前 過 ぎて

われ の断 り得 ぬ 助 け を も とむ

何 処 の ものか その 名 も聞 き得ね ど
ゆ え ひ 　

故知らず其の眼に わが愛惹かる

食べ 物 少 き とき か れ来 た りて

食事 を求 めぬ われ はみ な与 う

彼 は祝 して 食べ われ に も分 けぬ
くず

す ぐそ れ食べ れ ば 屑 はマナ な りき

これ に続 く節 に は， 渇 いた 人に飲 ませ ，裸

の人 に着せ ，疲 れ た 人 を休 ませ ，傷 つ いた 人

を治 し，獄 舎 に いる 人の苦 しみ を分 かつ こ と

が 歌 われ てい る。 そ して最：後 の節 で，救 い主

が そ のみ姿 を現 わ され る。

この旅 人見 る間 に 姿か わ り

救 い主 とな り わが 前 に立 ちぬ

「恐 るな
， わが ため 恥 じず なせ しわ ざ

お ぼ え らる」 とわ れ 呼 び ℃言 い た まいぬ

(讃 美歌149番)

ノ.

義， 正 直， 公正 ，善 行 を愛 す るこ とは， とり

もな お さず生 まれつ き宗 教心 が あ るこ との，

確 か な証拠 で あ る。」

ス ミス大 管長 はこ う続 けている。「あなたの

心 を調べ て ご覧 なさ い。 きっ と心 の奥 底 に こ

の特 質が あ るこ とが分か るで あろ う。それ が

分 か った ら， この特 質 を伸 ば し， 育 んで， 自

分 の救 い を得 られ る よ うに しな さい。」σNot

NaturallyReligious"1吻 γoηθ窺6彫E㍑ 『生来

宗 教心 が な い と言 う入』 インプルーブ メン ト・

エ ラ1906年4月 号，p.495)

私 た ちが同 胞 に仕 え， 世 の 汚れに染 ま らず，

真 実宗 教心 の あ る者 として主 に認め られ る者

とな るよ うに ， イエ ス ・キ りス トの み名 に よ

り祈 る もの であ る。 アー メ ン。

第 二副 管 長

マ リ オ ン ・G・ ロ ム ニ ー

人 の 値

同 胞に 関心 と思 いや りを示す 十分 な愛 が持

て ないか ら とい って 自分 には宗 教心 が な い と

す る人は， 実 に気 の毒 で あ る。主 は こ う言 わ

れ るであ ろ う。 「『これ らの最 も小 さ い者 の ひ

と りに しなか っ たの は， すな わ ち， わた しに

しなか ったの で あ る。』

そ して 彼 らは 永遠 の刑 罰 を受 けヂ 正 しい道

は永遠 の 生命 に 入 るであ ろ う。」(マ タイ25：

45-46)

ジ ョセ ブ ・F・ ス ミス大 管長 は， か つ て こ

う`記している。 「自分 には生 来宗 教心が ないな

ど と言 って はな らな い。 またそ う言 って， 悪

い行 な いや禁 じられ た行為 … ∵・の 口実 に して

は な らない、 … … まこ との宗 教 の意味 を心 に

留め て， 外 見に おい て も， 実 質 にお いて も宗

教心 の あ る人 とな りな さい。 イエ スの証が 予

言 のみ た まで ある よ うに， あな たが 純潔 ，正

永遠の生 命を得る望みを持ち ，行動を起 こ

す ことが必要である

愛 する兄弟姉妹の皆様 私はこれか砿 の
値 とい うこ とに つ いてお話 した い と思 う。

したが って その 間， 主の みた まが あ るよ うに，

と もに祈 って いた だ きたい。

今 か ら丁度58年 前 の秋 に，伝 道 の召 しを受

け て教会 本部 を後 に した時， 私 は この手 に一

枚 の指示 書 を握 り しめ てい た。 それ には次 の

よ うな聖 句が記 され て いた。

「汝 ら， 入 の値 は神の 前 に大 いな るこ とを

憶 え よ。

見 よ， そは 汝 らの瞭 い主 な る主 は 肉体 に て

死 を受 け たれば な り。 これ を以 て彼 はす べ て

の 人 々の悔 い改 め て彼 に来 らん ため に，すべ

ての入々の 苦 を受 けたり。」(教義 と聖 約18：10
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一11)

ここで主 は，ご 自分 が 「すべ て の 人々 の苦 」

を受 け た こ とを述 べ， また 人の値 が非 常 に高

い こ とを強調 して おられ る5こ の言葉 の重 みは

その苦 しみ が どれ程 大 きか ったか を知 れ ば一

層明確 に なる。 ル カはゲ ッセマ ネの 園に おけ

るキ リス トの祈 りを次の ように記 し.てい る。

「そ して ご 自分 は
， … … ひ ざまず いて， 祈

って言 われ た，

『父よ， み ここ ろな らば， ど うぞ， この杯

をわ た しか ら取 りの けて下 さい。 しか し， 私

の思 いでは な く， み こ ころが な る よ うに して

下 さい。』

その とき，御 使 が天 か らあ らわ れて イエ ス

を力づ けた。

イエ スは苦 しみ もだえ て， ます ます切 に祈

られた。 そ して，、その 汗が 血 の した た りの よ

うに地 に落 ちた。」(ル カ22：41-44)

それか ら1800年 の後 ，主 は 自らその 時の苦

しみ につ い て次の よ うに述 べ られ た。

「今 われ汝 に命ず
， 悔 い改め よ。 … …汝 の

痛苦 甚 しか ら ざらんが ため に悔 い改 め よ。す

なわ ちその痛苦 の如 何 に甚 しきか を汝知 らず，

その如 何 に強烈 な るか を汝知 らず， また如何

に堪 え難 きか を汝知 ら ざるな り。

見 よ， われ は神 な るに， 人 も し悔 い改 む る

な らば この苦 しみ を受 け ざ らん がた め に， す

べ て の者 に代 りて この苦 しみ をわが 身 に受 け

た り。

され ど， 人 も し悔 い 改めず ば誠 に われ と同

じ苦 しみ を受 け ざるべ か らず 。

そ の苦 しみ た るや ， われ神 ，す な わ ちす べ

ての 中最 も大 いな る者 な りとい え ど も痛苦 の

ため に身 をふ るわせ， あ らゆ る毛 の孔 よ り血
ふた

を湧かせ ， 身 と霊 と両 つ なが らを苦 しめ， す

なわ ちこの苦 き さか ず き よ り呑 まず して し り

ごみす る も可な らん こ と を欲 した り。
ほ

然 はあれ ども， 父 な る神 は讃むべ きか な。

されば われ は この苦 しみ を なめ ， 人の 子 らの

為 に準備 を為 し終 りた り。」(教 義 と聖 約19：

15-19)
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こ の近 代 の聖 典 に記 され て い るよ うに， 主'

が 人 の値 を高 く評価 してお られ るこ とは，古

代 の予 言者 に与 え られ た啓 示か らも明 らか で

ある。 主 は人 の値が いか に 高 い もの で あ るか

を予 言者 の 心 に銘記 され るため に， 何 人か の

予言 者 た ちに大 いな る創 造物 をか い ま見 させ ，

つ い でそれ らの創造 物が 「人に不 死不 滅 と永

遠 の生命 とを もた らす」(モ ーセ1：39)と い

う 目的 を達 成 させ るため の もの であ る こ とを

告 げ られ た。

エ ノ クは神 の 創造 物 を示現 で 見た後 に， 次

の よ うに宣 言 した。 「人 もしこの世 界 と言 う微

粒 子 ， げに か くの如 き幾 百万 の世 界 を数 え得

た りとす れ ば， そは 主の 造 りた まい しものの

数 の 始め に は あ らざ らん 。」(モ ー セ7：30)

主 は 同 じ くモーセに も創造 の模様 を示 して言

われ た。「われは，無数の世 界 を創 り々 り。… …

一 つの世 界 とそれ につ け る天 の過 ぎ行 く時

は， 誠 に別 の生 活 を生 ず 。か くしてわ が業 に

もまたわ が 言に も終 りな し。

見 よ， これわが 業 に してわが 栄光 ， す なわ

ち人 に不 死不 滅 と永遠 の生 命 とを もた らす な

り。」(モ ー セ1：33，38-39)

これら の聖 句 は詩 篇 作者 の疑 問 に対 す る答

えで もあ る。

「わた しは
， あな たの指 の わ ざな る天 を見，

あな たが 設け られ た 月 と星 とを見 て思 い ます。

人 は何者 なの で， これ をみ心 に とめ られ る

の です か，

人 は何者 なので， これ を顧み られ るのです

か 。

ただ 少 し く大 を神 よ りも低 く造 って，

栄 え と誉 とをこ うむ らせ ，

これ にみ 手 のわ ざ を治め させ ，

よろず の物 をその 足の下 に おか れ ま した。」

(詩篇8：3-6)

この 計 り知 れ な い価値 を有 す る 人間 とは一

体何 だ ろ うか。 この 深遠 な疑 問 に対す る答 え

は， 天 か らの直接 の 啓示 に よ る以 外 に得 る こ

とはで きない、 それ が重要 であれ ば こ そ， 神

が御 自 ら人々に語 りかけ， また天 使 を遣 わ さ



れ たの で ある。 この こ とは まず 時 の 初 め に

ア ダム とイヴに 啓示 され た。 そして， それ ぞ

れの 福音 の神 権 時代 に 「主が選 びた もう者 」.

(モロナ イ7：31)， す なわ ち主 の予 言者 た ち

に明 らか に され て きた ので あ る。

予 言者 た ちは 主か ら告 げ知 らされ た これ ら

の真 理 を忠実 に証 した。 これ は， 民 がふ さわ

しい限 り，聖 霊 の力 に よ って この真理 を知 る.

こ とが で きる よ うにするためであ る。(モ ロナ

イ7：32参 照)

この ように して， 私 た ちは 人が何者 で あ り，

何 なのか を知 った。 私 た ちは この よ うな知 識

を与 えて下 さった神 に感 謝 と賛 美 を呈 した い。

そ して， 私 た ちは今 次 の こ とをは っ き りと証

す る こ とが で きる。

入間 は二 元性 の存 在， す な わち霊 と肉体 か

ら成 る生 命体 であ る。霊 は この地 球 が創造 さ

れ るは るか昔 ， 前世 に お いて個 々に 独立 して

存在 して いた。 事実 ， この地 球 は霊 が死 すべ

き体 を受 け る場 所 として特別 に 創造 され た も

の で ある。

霊 の特 質 につ い て聖典 の 中で最 も明確 に述

べ られ て いる箇 所 は， イエ スが 紀元 前2200年

に霊 体 で ジェ レ ドの兄 弟 にみ姿 を現 わ され た

とこ ろで あ る。 イエ スは その時 ，次 の よ うに

言 われ た。

「見 よ
。 …… わ れは イエ ス ・キ リス トな り。

汝 らが わが形 にか た ど りて造 られ た る こ と

を今 汝 は見 ずや 。最 初 に一切 の 人々 はわ が形

に か た ど りて造 られ た り。

見 よ、 今 汝が 見 る この体 はわ が霊体 な り。

わ れは わが霊 の 体 にか た ど りて 人 を造れ り。

わ れは今 わが霊 の ま ま汝 に現 わる る と同 じ形

の 肉体 を具 えてわが 民 にもまた現 われん』と。」

(イ テル3：14-16)

この こ とか ら， 肉体 は霊 の体 にか た どって

造 られ た こ とが 明 らか であ る。

人 の起源

人は本 来， 神 の 息子 で ある。 人の 霊 は 「神

よ り生 れ た る息 子 と娘」(教 義 と聖約76：24)

融 暖
な の であ る。独 立 して存 在 して いた英和 は，

この誕 生 の過 程 を経 て， それ ぞれ霊 の存在 と

して組織 され たの であ る。

人 の行 く末

霊 たち は前世 にお け る 自らの行 な いに よっ

て， 次 のふ たつ の特 権 を与 え られた。(1)霊

の幕 屋 で あ る骨 肉 の体 を有す る特権 ，(2)生

け る霊 の結合 体 と して不 死不 滅 の状 態 に なる

こ と。

この ふ たつ の 目的 を達 成 させ るため に次 の

よ うな計画 が定 め られ た。(1)誕 生。誕 生 を

経 て霊 は骨 肉 の体 を得 る。(2)死 。死 に よっ

て， 霊 と体 は一 時的 に分 離す る。(3)復 活 。

霊 と体 は贈 わ れて再 び結 合 し，二 度 と分 離 し

な い よ うにな る。

こ う して主が モー セ に言 われ た 「これわが

業 に して わが栄 光， す なわ ち人 に不死不 滅 と

永遠 の生命 と を もた らす な り」(モ ー セ1：

39)と い うみ 言葉が 完 成す るの である。キリス

トは死 に打 ち勝 ち， ここ で言わ れて いる不死

不滅 の肉体 をす で に受 けて お られ る。

しか し， そ れだ けで は ない。主 は 人々の た

め に， そ れ以上 の こ と を行 なわ れた 。

キ リス トの購 罪 に よって 入々 が永遠 の生 命

を得 られ る よ うに道 を開 いて下 さ ったこ とで

あ る。 主 はすべ て の 人に不死 不 滅 を保証 され

た 。 しか し， 必ず しも永遠 の生 命は保証 して

お られな い。

不死 不 滅の体 を得 た人 々の間 には， 階級 の

違 いが 生 じるであ ろ う。「この星 とあの星 との

間 に，栄 光 の差 が あ る。 死 人の復 活 も， また

同様 であ る。」(1コ リン ト15：41-42)ノ ぐウ

ロ は この よ うに教 えて い る。

不死 不 滅 とは， 終 わ りのな い生活 を意味 す

る。

一 方
， 永遠 の生 命 とは生 活の 程度， す なわ

ち不死 不 滅の最：高 の状 態， 昇栄 ，神 ご自身が

享 受 され てお られ る生 活 を意味 してい る。

人間の可能性
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この永遠 の生 命へ 到達 す る過程 で， 人は 各

自の可 能性 を最 大限 に伸 ばす 必要 が あ る。 し

か もそれ を この世 で達 成 しなけ れば な らな い。

神 ご 自身， 栄光 を受 け， 復 活 し， 不 死不 滅 と

永遠 の生命 を受 け られ た御 方で あ る。 その神

の子供 で あ る人間 は宇 宙 を支配 す る 自然の法

則 に従 う限 り， 天 父の得 て お られ る最 高 の状

態。 すな わ ち完 全 の域 に到達 す る可 能性 を持

ってい るの であ る。 ヨハ ネは この真理 につ い

て次 の よ うに記 して いる。 「わた したちは今や

神 の子で あ る。 しか し， わた した ちが どうな

るの か， まだ 明 らか では ない。 彼が 現 わる 時，

わ た した ち は， 自分 たちが 彼 に似 る もの とな

るこ とを知 って いる。」(1ヨ ハ ネ3：2)

この よ うな高 い状 態 に至 るこ との必要 性 に

つ いて， 主 はこ う命 じられ た。 「それ だか ら，

あなたが た の父が 完全 で あ られ るよ うに， あ

なたが た も完 全 な者 とな りなさ い。」(マ タ イ

5：48)

永 遠の 生命 は，福 音 の律 法 と儀 式 に従 う者

にのみ与 えられ るの であ る。 イエ ス は こ う言

われ た。 「永遠 の生 命 に行 く道は細 く，そ の門

は狭 くして これ を見 出す者 は少 し。」(IIIニ ー

フ ァイ27：33)

イエ スは 永遠 の生 命に至 る門 は狭 く， その

道 が細 い こ とを しば しば 民 に教 え， 警 告 され

た。 この こ とは聖典 のほ か の箇所 に も記述 さ

れて いる。 しか し同時 に， 入 るその 門 と道

にふ さわ しい者す べ てに 開か れ てい る こ とを

明 らか に してお られ る。 主 は次 の よ うに述 べ

てお られ る。

「誠 に
， 主か くの如 く言 う。 その 罪 を捨 て

てわれ に来 り， わが名 を呼 び， わが 声 に従 い，

わが誠 命 を守 るあ らゆ る人 々は， わ が面 を見

てわ れ在 る を知 るこ とあ らん。

われ これ らの こ とば を汝 らに告 ぐるは， 汝

らわが 言 うところ を聞 きて礼 拝 の方法 を覚 り

て知 り， 礼拝 す るもの を知 り，か くして わが

名に よ りて御 使 に来 り， 而 して 時至 りて御 父

の完 きを受 けん が ため な り。

も し汝 らわが誠 命 を守 らば，御 父 の完 きを
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受 け， わ が御 父 に於 け る如 く， 汝 らわれ にあ

りて栄 を得 べ し。」(教 義 と聖約93：1，19-

20)

主 ご 自身が 述べ て お られ るよ うに， 人 に永

遠 の生 命 をもた らす こ とこ そ， 神 の無 上の み

業 で あ り， 栄光 なの であ る。

人 の値 は この ように：尊い。確 かに 「人の値は

神 の 前に て大 いなる」(教 義 と聖約18：10)も

ので あ る。 した が って， 人 に とって も価値 の

あ る もの で なけ れば な らな い。

人 に永 遠 の生 命 を もた らす こ とが神 のみ 業

であ り，栄 光 で あ る とす るな らば， 私 た ち 自

身， 永遠 の生 命 を得 る望 み を持 ち， 行 動 を起

こす こ とが 必要 で あ る。 さらに， 自分 だ けで

な く， 同胞 に も永遠 の生 命 を もた らす よ うに

しなけれ ば な らな い。 そ して， 人が それ ぞれ

自分 は何 者 で あ り， 何 なのか ，す な わ ち 自分

の属性 ， 起 源， 行 く末， 可能性 を完全 に理 解

す るな らば， それが で き るはず で ある。

永 遠 の生 命 に比べ る と， その ほか の もの は

すべ て取 るに足 らず ， ま った く価 値 がな い。

その こ とに つ いて， イエ スは次 の よ うに 述べ

てお られ る。

「人が 全世 界 を もうけ て も
， 自分 の命 を損

した ら， なんの 得 にな ろ うか 。

また， 人は どん な代価 を払 って， その 命 を

買 い も どす こ とが で きよ うか。」(マ ル コ8：

36-37)

最 後に， この大 会 の話 を聴 きなが ら， しか

も回復 され た イエ ス ・キ リス トの福 音 を まだ

受 け 入れ て いな い友 人の 皆様 に短 か い メ ッセ

ー ジ をお 送 りしたい 。

これ まで述べ て きた 人の値 に 関す る真 理 は，

決 して 目新 しい こ とで は ない。 先程 もお 話 し

たよ うに， この こ とは時 の 初め にす で にア ダ

ム に啓示 され て いた。 そ してア ダムは 自分 の

子供 たち にそ れ を伝 えた。 また， その後 の 神

権 時代 に おい て も， この真理 が 繰 り返 し人々

に明 らか に されて きた。 また， 時 の絶頂 に 至

って は， イエ ス御 自ら， 世 の 人々 に この こ と

を教 え られた の であ る、



き ょ う皆様 に お伝 え した い特 別 な メ ッセー

ジは，聖 典 の 中で時 満 ち たる神権 時 代 と呼 ば

れ て いる この時 代 に，主 は再 び 天 を開か れ た

とい うこ とで あ る。 そ して 人の 属性 ，起 源，

行 く末， そ して，可 能性 が再 び私 た ちに告 げ

知 らされ たの で ある。御 父 と御 子 イエ ス ・キ

リス ト， さ らに古代 の使徒 や予 言者 たち は，

主 が選 び た も うた近 代 の予 言者 を訪 れ， これ

らの真 理 と， イエ ス ・キ リス トの 永遠 の福 音

につ け るす べ て の純粋 で， 分 か り易 い原 則，

儀 式， 教 え を回復 し， 確 認 され た。

福音 の儀 式 を執・行 す る権 能 で あ る神 権 は，

再 び 人 間 の 手 に ゆ だ ね られ た。 そ して キ リ

ス トは再 び この地 上 に ご 自身 の教 会 を設 立 さ

れ たの である 。 この 教会 に は，私 たちが 永遠

の生 命 を得 る ため に， この世 で しなけれ ば な

らないす べ ての事 柄 を行 な う完 全 な権能 が あ

る。 それは決 して 人 自 らの 力 でで き る もの で

は な い。

私 たち は皆様 を心 か ら愛 してい る。皆 様が

天 父 な る神 の家 庭 の兄 弟，姉 妹 で あ るこ とを

私 は知 ってい る。 き ょう， 皆様 が大 会 の話 を

聴 い て下 さった こ とを私 た ちは心 か ら感謝 し

たい と.思う。 同時 に， 是 非皆 様に この教会 の

教 えを学 ぶ よ うにお勧 め したい。 皆様 が心 を

開 き， 祈 りの 気持 ち をも って 「イエ ス ・キ リ

ス トのみ 名 に よ り， 永遠 の 父な る神 に問 うな

らば ，神 は聖 霊 の力 に よ って， これ らの事 柄

が真 実 で あるか ど うか」(モ ロナ イ10：4)を

示 して下 さる であ ろ う。

私 た ち はこの 回復 され た メ ッセー ジを是非

皆様 に知 って いた だ きた い と願 っ てい る。皆

様 に その気持 ちが お あ りな らば，教 会 の資料

をお送 りす るか ， お届 け した い。 あ るい は，

皆 様の ご都 合 が良 い時 に おい でい ただ けれ ば，

この メ ッセー ジをお伝 え した い と思 う。私 た

ちは この み業 を推 し進 ゆる ために ， この 身 を

主 に捧 げ て い る。 私 た ちは その 目的 のた めに

召 され てい るの で ある.、私 た ちは古代 に おけ

るキ リス トの弟子 たち と同 じ責任 を受 け て い

る。 主 イエ スは私 たちに向かって， 「汝 ら全世

界に 出で行 き，一切 の生 くる者 に福 音 を説 き

… ・・」(教 義 と聖約68：8)と 言 われ た。

これ らの こ とが 真実 で あ るこ とを証 申 し上

げた い。 もし皆様 が これ らの こ とを理解 し，

受 け 入れ るな らば， ほか では得 るこ との で き

な い人の 値 の尊 さ を知 るはず で ある。 それ は

皆 様 を永 遠 の生 命に通 じる道 に導 き， ひい て

は皆 様 の生活 が 変わ り， 人知 で測 り知 る こ と

の で きな い平 安 が もた ら され るこ とであ ろ う。

そ の よ うに な る よ うイエ ス ・キ リス トのみ 名

に よ りへ り くだ り祈 る もの であ る。 アー メン。

第 二 副 管 長 マ リオ ン ・G・ ロム ニ ー
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第 一 副管 長

N・ エ ル ドン ・タ ナ ー

神権に関する啓示と

教会役員の支持

去 る6月 初 旬 に・ 大管 長会 は・ 教会 の 資格
あ る男性 会 貝全 員 に神権 と神 殿 の祝福 を

授 け るこ とが で きる とい う啓示がスペ ンサー ・

W・ キ ンボー ル大 管長 に下 され た と発 表 しま

した。 キ ンボー ル大 管長 の要 請 に よ り， この

啓示 が発 表 され る に至 つた次 第 を ご説明 致 し

ます 。 まず大 管長 は聖 な る神 殿 の神聖 な部屋

で長 い時 間瞑 想 し，祈 った後 に この 啓示 を受

け ました。 そ して その後 ，大 管長 はそれ を副

管長 に提 示 し，副 管長 はそ れ を受 け 入れ ，承

認 しま した 。次 い で十 二 使徒 定 員会 に提 示 さ

れ， 十二 使徒 定 員会 も全 会一 致 で それ を承認

し ました。 引 き続 きこ の啓示 は他 の教 会 幹部

全 員に提 示 され， 同様 に全会 一致 で承 認 され

ま した。

キ・ンボー ル大管 長 の要 請 に従 い， こ こで大

管長会 の 書簡 を朗 読 させ て いた だ きます 。

「1978年6月8日

末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会の神 権役 員各位

拝 啓

現 在世 界 各地 で主 の み業 が進 展 して お り，

多 くの 国 々の民 が 回復 され た メ ッセー ジ を

受 け 入れ， 群 を な して教会 に加 わ って い ま

す 。私 た ちは この よ うな発 展 を感謝 して い

ます 。 こ の こ とか ら私 た ちは， 立 派 な生活

を送 って い るす べ ての 教会 貫 に，福 音 の も

た らす あ らゆ る特権 と祝福 が与 え られ る よ

うに望 む気 持 ち を持 つ よ う霊感 され ま した 。

神 の 永遠 の計 画 の中 で いつの 日か ， すべ

ての資格 あ る兄 弟 た ちが神権 を受 け るよ う

に な るであ ろ うと約 束 して い る過 去 の予言

者や 大管 長 の言葉 を知 って いた私 た ちは，

神権 を差 し止め られ て い る兄 弟 たちの忠実

な姿 を 目に して， これ ら忠実 な兄 弟た ちの

ため に長 い 間， 熱心 に主 に願 っ て参 りま し

た。 私 た ちは， 何時 間 もの 間， 神 殿の一 室

で主 に導 き を願 い求 め ま した。

その結 果， 主 は私 た ちの祈 りを聞 き届け

て下 さい ま した 。長 い間待 ち こが れて いた

約 束 の 日が訪 れ た こ とを， 主 は啓示 に よ っ

て私 た ちに確 認 して下 ざい ま した。す なわ

ち， 教会 の 忠実 で資格 あ る男性 会 員はすべ

て， 聖 な る神 権 を， その 神聖 な権能 を行使

す る権威 と共に受 け るこ とが で き， またそ 『

れ に伴 い，神 殿 の祝福 を初 め とす るすべ て

の祝福 を愛 す る者 と共 に享受 で き る 日が訪

れ たの です 。従 って今 後 ，教 会 のすべ ての

資格 あ る男性 会 員は ， 人種や 肌 の色 を問わ

ず， 神権 へ の聖 任 を受 け るこ とが で きます 。

神権 指導 者 は， ア ロ ン神権 ， メルケゼ デ ク

神 権 ， いず れの 場合 も， 聖任 を受 け よ うと

す る人が 規 定の 標準 にか な った生 活 を して

い るか どうか， 教会 の方 針 に従 って 入念な

面接 を行 な うよ うに して下 さい。

主 は， 主 の承 認 した もう僕 の声 に耳 を傾

け，福 音 のあ らゆ る祝 福 を得 よ うと自 らを

備 え る全世 界の 主の子 らすべ て に祝 福 を与

え よ う としてお られ ます 。私 た ちは， 主が

その よ うな み こ ころ を今 私 たち に知 らせ て

下 さ った こ とを， こ こに謹 んで宣 言 し ます 。

敬 具

スペ ンサー ・W・ キン ボール

N・ エ ル ドン ・タナー

マ リオ ン ・G・ ロム ニー

大 管長 会 ・ 」

私 た ちは ， スペ ンサ ー ・W・ キ ンボー ル を

予 言者， 聖 見者 ， 啓示 を受 け る者， 末 日聖徒

イエ ス ・キ リス ト教 会 の大 管長 と して認 め，

この啓示 を主 のみ 言葉 と し， み こころ と して

受 け入 れ る よ うに皆 さんに提 議致 します 。 こ

の提 議 に賛 成 の方 は右 手 を挙 げて その意 を表
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わ して下 さい。 反対 の方 が あれば ， 同 じ よ う

にその 意 を表 わ して下 さい。

キ ンボー ル大管 長， 全会 一致 の支持 が得 ら

れた よ うです 。 これ で動議 は通過 致 しま した。

次 に，教会 幹部 と役 員 の支持 を願 う前 に，

キンボール 大管長 か らの次 の声 明 をお読 み し

た い と思 い ます 。

現在 ，全世 界 的に 教会 の発 展が 著 し く， そ

れ に伴 っ て教 会 幹部 の旅 行 の頻度 が増 し， 責

任が重 くな ってお ります 。 そ こで，何 人か の

教会 幹部 の兄弟 た ちの ため に，職 務 の変 更 を

考慮す る必 要が 生 じて参 りました。 そ の兄弟

た ちは，長 年， 無私 の 愛 を もって献 身 的に奉

仕 の業 に携 わ り，賞 賛 を受 け るにふ さわ しい

立派 な働 きを して参 りま した。 そ こで この度 ，

これ まで 負 って きた責 任 を軽減 す るのが 賢 明

であ る と判 断致 し ました。

私 た ちは長 い間， 実 際 には数年 にわ た って，

よ く祈 り考 慮 し，検 討 した結果 ，教 会 幹部 の

兄弟 た ちに必要 に応 じて新 しい特別 な地位 を

与 え るこ と としま した。す なわ ち， ある兄 弟

たち を，七 十 人 第一 定 貝会 の名 誉会 員 に任 じ

る こ とに致 し ま した。 これ らの兄 弟 たち は七

十 人第一 定 員会か ら解 任 は され ませ んが， 実

際 の業務 に は携 わ りませ ん。 これ は， 当 人の

状 態 を考 慮 し，献 身 的な奉 仕 に対 す る感謝 を

表 わす もの であ り，今 後 も， 必要 に応 じて こ

の称号 が与 え られ るこ とに な ります。

で はこれか ら， 教会 幹部 と中央役 員， 中央

補 助組織 役 員の支 持 をお願 い致 します 。

私 たちは予 言者 ，聖 見 者， 啓示 を受 け る者，

末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 の大管 長 とし

て スペ ンサ ー ・W・ キ ンボー ル を支持 して下

さ る よう提議 致 します。 この提議 に賛 成 の方

は その意 を表わ して下 さい 。 も し反対 の 方が

あれ ば， 同 じよ うにその 意 を表 わ して下 さい。

.大管 長会 第一 副管 長 としてナサ ン ・エ ル ド

ン ・タナー を， 第二 副管 長 としてマ リオ ン ・

G・ ロムニ ー を支持 して下 さ る よ う提 議 致 し

ます 。賛成 の方 は その意 を表 わ して 下 さい6

反対 の方 も同 じよ うに その 意 を表 わ して下 さ
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い 。

私 た ち は 十 二 使 徒 評 議 員 会 会 長 と し て エ ズ

ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン を支 持 して 下 さ る よ う

提 議 致 し ま す 。 賛 成 の 方 は そ の 意 を 表 わ し て

.下 さ い 。 も し 反 対 の 方 が あ れ ば ， 同 じ よ う に

そ の 意 を表 わ して 下 さ い 。.

私 た ち は 十 二 使 徒 評 議 員 会 会 員 と し て ， エ

ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン ， マ ー ク ・E・ ピー

ター セ ン， リ グ ラ ン ド ・リチ ャ ー ズ ， ハ ワー

ド ・W・ ハ ン タ ー ， ゴ ー ドン ・B.・ ヒ ン ク レ

ー
， トー マ ス ヒ・S・ モ ン ソ ン， ボ イ ド ・K・

パ ッ カ ー ， マ ー ビ ン ・J・ ア シ ュ トン ， ブ ル

ー ス ・R・ マ ッ コ ン キ ー ，L・ トム ・ペ リー ，

デ ビ ッ ド ・B・ ヘ イ ト， ジ ェー ム ズ ・E・ フ

ァ ウ ス ト を支 持 して 下 さ る よ う提 議 致 し ま す 。

賛 成 の 方 は そ の 意 を表 わ して 下 さ い 。 反 対 の

方 も 同 じ よ うに そ の 意 を表 わ して 下 さ い 。

教 会 の 大 祝 福 師 と して エ.ル ドレ ッ ド ・G・

ス ミス を 支 持 し て 下 さ る よ う提 議 致 し ます 。

賛 成 の 方 は そ の 意 を表 わ し.て下 さ い 。 反 対 の

方 も 同 じ よ うに そ の 意 を表 わ し て下 さ い 。

大 管 長 会 副 管 長 ， 十 二 使 徒 ， 大 祝 福 師 を 予

言 者 ， 聖 見 者 ， 啓 示 を受 け る者 と し て 支 持 し

て 下 さ る よ う提 議 致 し.ます 。 賛 成 の 方 は そ の

意 を 表 わ し て 下 さ い 。 反 対 の 方 も同 じ よ うに

そ の 意 を 表 わ し て 下 さ い 。

私 た ち は ス ペ ンサ ー ・W・ キ ン ボ ー ル を末

日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 信 託 管 理 人 と し

て 支 持 す る よ う提 議 致 し ます 。.賛 成 の 方 は そ

の 意 を表 わ し て下 さ い 。 反 対 の 方 も 同 じ よ う

に そ の 意.を 表 わ し て 下 さ い 。

七 十 人 第 一 定 員 会 会 長 会 な ら び に 七 十 人 第

一 定 員 会 会 貝 と し て
， フ ラ ン ク リ ン ・D・ リ

チ ャ ー ズ ，J・ トー マ ス ・フ ァ イ ア ン ズ，A・

セ オ ドア ・タ トル ， ニ ー ル ・A・ マ ッ ク ス ウ

ェ.ル， マ リオ ン ・D・ ハ ン ク ス， ポ ー ル ・H・

ダ ン ，W・ グ ラ ン ト ・バ ン ガ ー ター を支 持 し

て下 さ る よ う提 議 致 し ます 。 賛 成 の 方 は そ の

意 を表 わ し.て下 さ い 。 反 対 の 方 も 同 じよ う に

そ の 意 を表 わ して 下 さ い 。

そ の 他 の 七 十 人 第 一 定 員 会 会 員 と して ， セ



オ ドア ・.M・ バ ー トン， バ ー ナ ー ド ・P・ ブ

ロ ッ クバ ン ク， τコバ ー ト ・L・ シ ン プ ソ ン，

0・ レ ス リー ・ス トー ン， ロバ ー ト ・D・ ヘ

イ ル ズ， ア ドニ ー ・Y・ 小 松 ， ジ ョセ ブ ・B・

ワー ス リ ン， ハ ー トマ ン ・レ ク ター ・ジ ュ』ニ

ア ， ロー レ ン ・C・ ダ ン ，・レ ッ ク ス ・D・ ピ

ネ ガ ー ， ジー ン ・R・ ク ッ ク， チ ャ ー ル ズ ・

A・ デ ィデ ィエ ， ウ ィ リア ム ・R・ ブ ラ ッ ド

フ ォ ー ド， ジ ョー ジ ・P・ リー ， カ ー ロ ス ・

E・ エ イ シー ，.M・ ラ ッセ ル ・バ ラ ー ド ・ジ

ュ ニ ア ， ジ ョ ン ・H・ グ ロー バ ー グ ， ジ ェ ィ

コブ ・デ ィエ ガー 幽， ボ ー ン ・J・ フ ェ ザ ー ス

トー ン， デ ィ ー ン ・L・ ラ ー セ ン ， ロ イ デ ン ・

G・ デ リ ッ ク， ロバ ー ト ・E・ ウ エ ル ズ，G・

ホ ー マ ー ・ダ ラ ム ， ジ ェ ー ム ズ ・M・ パ ラモ

ア ， リチ ャー ド ・G・ ス コ ッ ト， ヒ ュ ー ・W・

ピ ノ ッ ク ，F・ エ ン ツ ィ オ ・ブ ッ シ ェ ， 菊 地

良 彦 ， ロ ナ ル ド ・E・ ポー ル マ ン ， デ リ ッ ク ・

A・ カ ス バ ー ト， ロバ ー ト ・L・ バ ッ ク マ ン，

レ ッ ク ス ・C・ リー ブ ・シニ ア ，F・ バ ー ト

ン ・ハ ワ ー ド， テ デ ィー ・E・ ブ ル ー ア ー ト

ン ， ジ ャ ッ ク ・H・ ゴー ス リ ン ド ・ジ ュ ニ ア

を ， ま た七 十 人 第 一 定 員 会 名.誉 会 員 と し て ス

タ ー リ ン グ ・W・ シ ル ， ヘ ン リー ・D・ テ イ

ラ ー ， ジ ェ ー ム ズ ・A・ カ リモ ア ， ジ ョセ ブ ・

ア ン ダ ー ソ ン;ウ ィ リア ム ・H・ ベ ネ ッ ト，

ジ ョン ・H・ バ ン デ ン バ ー グ ，S・ デル ワ ー

ス ・ヤ ン グ を， そ れ ぞ れ 支 持 し て 下 さ る よ う

提 議 致 し ます 。 賛 成 の 方 は そ の 意 を表 わ して

下 さ い 。 も し 反 対 の 方 が あ れ ば ， 同 じ よ うに

そ の 意 を表 わ し て 下 さ い 。

管 理 監 督 会 の 管 理 監 督 と し て ビ ク タ ー ・L・

ブ ラ ウ ン を， 第 一 副 監 督 と し てH・ バ ー ク ・

ピ ー タ ー ソ ン を， 第 二 副 監 督 と し てJ・ リチ

ャ ー ド ・ク ラ ー ク を支 持 して 下 さ る よ う提 議

致 し ます 。 賛 成 の 方 は そ の 意 を表 わ して 下 さ

い 。 も し 反 対 の 方 が あ れ ば ， 同 じ よ うに そ の

意.を 表 わ して 下 さ い.6.

地 区 代 表 と して ， 全 地 区 代 表 を現 状 の ま ま

で 支 持 し て 下 さ る よ うに 。

扶 助 協 会 ， 会 長 と して バ ー バ ラ ・ブ ラ ッ ド

シ ョー ・ス ミ ス を ， 第 一 副 会 長 と して ジ ャナ

ス ・ラ ッ セ ル ・キ ャ ノ ン を， 第 二 副 会 長 と し

て マ リア ン ・ リチ ャ ー ド ・ボ イ ヤ ー を， そ の

他 管 理 会 員 を 現 状 の ま ま で 支 持 し て 下 さ る よ

つに 。

日曜 学 校 ， 会 長 と して ラ ッ セ ル ・M・ ネ ル

ソ ン を ， 第 一 副 会 長 と し て ジ ョー ・J・ ク リ

ス テ ン セ ン を，第 二 副 会 長 と し て ウ ィ リア ム ・

D・ オ ズ ワ ル ドを ， そ の 他 管 理 会 員 を現 状 の

ま ま で 支 持 し て 下 さ る よ うに 。

若 い 男 性 ， 会 長 と し て 三 一 ル ・D・ シ ェ イ

ラ ー を ， 第 一 副 会 長 と し て グ ラハ ム ・W・ ド

ク シー を， 第 二 副 会 長 と して ク イ ン ・G・ マ

ッ ケ イ を， そ の 他 管 理 会 員 を現 状 の ま ま で 支

持 し て 下 さ る よ う に 。

若 い女 性 ， 会 長'と し て エ レ イ ン ・A・ キ ャ

ノ ン を， 第 一 副 会 長 と し て ア ー リ ン ・B・ ダ

ー ガ ー を
， 第 二 副 会 長 と して ノ ー マ ・B・ ス

ミス を， そ の 他 管 理 会 員 を現 状 の ま ま で 支 持

し て 下 さ る よ うに 。

初 等 協 会 ， 会 長 と し て ナ オ ミ ・マ ッ ク ス フ

ィー ル ド ・シ ャ ム ウ ェ イ を， 第 一 副 会 長 と し

て コー リ ン ・ブ ッ シ ュマ ン ・レ モ ン を， 第 二

副 会 長 と して ドロ シア ・ル ー ・ク リス チ ャ ン

セ ン ・マ ー ド ッ ク を， そ の 他 管 理 会 員 を現 状

の ま ま.で支 持 して 下 さ る よ うに 。

以 上 の 提 議 に 賛 成 の 方 は そ の 意 を表 わ し て

下 さ い 。 反対 の 方 も同 じ よ うに そ の 意 を表 わ

し て 下 さ い 。

教 会 教 育 委 員 会 ， 委 員 と して ス ペ ンサ ー ・

W・ キ ン ボ ー ル ，N・ エ ル ドン ・タナ ー ， マ

リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー ， エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ

ン ソ ン， ゴ ー ドン ・B・ ヒ ン ク レ ー ， トー マ

ス ・S・ モ ン ソ ン， ボ イ ド ・K・ バ ッカ ー ，

マ ー ビ ン ・J・ ア シ ュ トン， ニ ー ル ・A・ マ

ッ ク ス ウ ェ ル ， マ リ オ ン ・D・ ハ ン クス ， ビ

ク ター ・L・ ブ ラ ウ ン， バ ー バ ラ ・B・ ス ミ

ス を 支 持 して 下 さ る よ うに 提 議 致 し ます 。

賛 成 の 方 は そ の 意 を表 わ して 下 さ い 。 反 対

の 方 も 同 じ よ うに そ の 意 を表 わ して 下 さ い 。

教 会 財 務 委 員 会 ， 委 員 と して ウ イ ル フ ォー
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ド ・G・ エ ド リン グ， ハ ロ ル ド ・H・ ベ ネ ッ

ド， ウ ェ ス トン ・E・ ハ ミル トン， デ ビ ッ ド・

M・ ケ ネ デ ィー ， ウ ォ ー レ1ン ・E・ ビ ュー を

支 持 して 下 さ る よ う に 。

タバ ナ ク ル 合 唱 団 ，団 長 と して オ ー ク レ ー ・

S・ エ バ ン ズ を， 指 揮 者 と して ジ ェ ラ ル ド ・

D・ オ タ リー を， 准 指 揮 者 と し て ドナ ル ド ・

H・ リ プ リ ン ガ ー を， タ バ ナ ク ル オ ル ガ ニ ス

ト と して ロ バ ー ト ・カ ン デ ィ ッ ク， ロ イ ・M・

ダー リー ， ジ ョ ン ・ロ ン グハ ー ス ト を支 持 し

て下 さ る よ う に 。

以 上 の提 議 に 賛 成 の 方 は そ の 意 を 表 わ し て

下 さ い 。 反 対 の 方 も同 じ よ う に そ の 意 を表 わ

して 下 さ い 。

キ ン ボ ー ル 大 管 長 ， 以 上 の 役 貝 お よ び 教 会

幹 部 に対 し て 全 会 一 致 の 支 持 が 得 られ た よ う

で す 。

十二使徒評議員会会員

ゴー ドン ・B・ ヒンク レー

「汝らの子供たちを

見よ」

両親の子供に対する責任 は，彼 らを愛 し，教

え，敬い，彼らと共 に，また彼 らのために祈

ることてある

愛 する兄弟姉妹の皆さん・ここで大切な話
の責任 をい ただ き， 聖 きみ た まの導 き を

祈 って い る。

先 日， 私 は数 人の孫 を連 れ てサー カス を見

に行 った。私 は， 空 中ブ ラ ンコの 曲芸 師 よ り

も， 孫 た ちや そ こに いた大 勢 の子供 たち に興

味 を引か れ た。私 は， 子供 た ちが 目の 前 で繰

り広げ られ る曲芸 を 目を皿 の よ う.にして見 入

り， また大声 で笑 う様 子 をあっけ に取 られ て

眺め ていた 。そ して， 世 の中 の生 活 とそ の 目

的 を絶 えず新 鮮 な ものに して くれ る子 供 の不

思議 な力の こ とを考 えた 。 その よ うなサー カ
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スの ざわめ きの中 で さ え も好奇 心 を駆 り立 て

て くる子供 た ちの 様子 を見 なが ら， 私 の心 は

ニ ー フ ァイ第三 書 に記 録 され てい る あの美 し

く感動 的 な光景 に 飛 んで い た。復 活 され た主

は子供 た ち を抱 き寄せ ，涙 を流 し， 祝福 を与

えて 言 われた。「汝 らの子供 たちを見 よ。」(III

ニ ー フ ァイ17：23)

今 日の世 の善 と悪 は，過 去 の子供 た ちを育

てた 人 々の もた らした結実 であ る5同 様 に，

私 たちが 次 の世 代 を担 う若 人 を どg)よ うに訓

練す るか に よ って，数 年 後 の世 界が決 まるの

で あ る。 将 来が心 配 で あれ ば， まず 自分 の子

供 の 教育 に つ いて考 え てみ る こ とで あ る。 賢

明 に も，箴 言 の著者 は こ う宣 言 して いる。「子

.をその行 くべ き道 に従 って教 え よ
， そ うす れ

ば年 老 いて も， それ を離 れ る こ とが な い。」

(箴言22：6)

少年 の頃 ，夏 に な る と私 た ちは果 樹 園で働

いた。 そ して桃 を沢 山収 穫 した。 父は， 私 た

ち を農 業大 学 で開 かれ た枝 の刈 り込 み方 の 講

習会 に連 れて行 って くれ た。 そ して1月 と2

月に は，毎 週土 曜 日に，果 樹 園に行 き， 枝 の

刈 り込 み を した。 そ の経験 か ら， は さみや の

こ ぎ りで枝 を適 切 に刈 り込 め ば， た とえ雪 に

覆 わ れ木が 枯 れ た よ うに な って いて も，春 や

夏 に太 陽 の光 がす べ ての枝 に よ く当 た り， 多

くの収 穫 を得'られ る とい うこ とを学 んだ 。 ま

た さ らに進 んで，9月 に どの よ うな実 を収 穫

で きるか を2月 に予 測で きる とい うこ と も分

か った。

E・T・ サ リバ ンは， かつ て次 の ような興

味深 い言葉 を残 している。「神 は この世 で 大 い

な るみ業 を行 な い，不 正 を改 め'よう とされ る

時に， 特 別 な方法 をお使 い にな る。神 は この

目的 の ため に地震 や雷 を送 られ た りは しな い。

ただ 貧 しい家 の 名 もな い母 親 に赤 ん 坊 を授 け

るだけ であ る。 そ して神 の思 い を母 親の 心 に

託 し，母 親 は それ を子供 に伝 え る。 そ して辛

抱強 く待 た れ る。 この世 で最 も大 きな力 を持

つ のは，地 震 で もなけ れ ば，雷 で もない 。そ れ

は幼 い 子 供 で あ る。」(丁 加7初 α∫%昭C加s'

」

卜



「宝箱」p .53)

これ らの 幼 い子 供 は，育 て 方 次 第 で善 の

力 と もなれ ば， 悪の 力 ともな る。主 は単 刀直

入 に次 の ように述べ てお られ る。「われ は汝 の

小 児 たち を光明 と真 理 の 中に導 き来 れ と汝 ら

に命 じた り。」(教 義 と聖 約93：40)

あ ま り多 くの例 を挙 げ て も分 か りに く くな

るの で簡潔 に 申 し上 げ るが ，子 供 に対す る責

任 は4つ あ る。 す な わち， 彼 らを愛 し， 教 え，

敬 い， 彼 ら と共 に， また彼 らのため に祈 るこ

とで ある。

つ い最 近 ，車 のバ ンベー に次 の よ うに書 い

てあ るス テ ッカー を見 か けた 。「きょう，あな

たは子 供 を抱 き上 げま したか 。」親 の嚢 を感 じ

てい る子供 た ちは， 何 と幸 福 で，祝 福 さ れて

い るこ とだ ろ う。 そ の温か さ と愛 が，後 に甘

い実 を結ぶ の で あ る。現 代 社会 を風 靡 して い

る荒 々 し さは， か つ て子供 た ち に向け られ た

荒 々 しさの見返 りで あ る。

先 頃，幼 友達 のひ と りに会 っ たが， そ の時

少年 時代 の思 い 出が 走馬 燈の ように よみが え

って きた。私 の育 っ た社会 に は いろ いろ な人

が い る。 人々 の結 束 は堅 く，近 所 の 人々 で私

の知 らない 人は 多分 ひ と りもい なか った と思

う。 私 た ち.は互 いに 愛 し合 って いたが ， ひ と

りだけ ど う して も好 きになれ な い人 がい た。

こ こで告 白す るが ， 当時 私 は彼.をひ ど くきら

っ てい た。 その後 私 は.悔い改 め たが， 今振 り

返 ってみ て もそ の時 の思 いが いか に 強か った

かが よ く分か る。彼 の子 供 た ちは私 の友達 で

あ った。 しか し， 彼 は敵 で あ った。 なぜ これ

ほ ど彼 をけ ぎ らいす るよ うにな っ たのだ ろ う

か。 その 訳 は， 少 しで も気 に入 らな い と，彼

は皮 ひ もで あ ろ うと棒 であ ろ う と手 元に あ る

もの を取 っ て子 供 た ち を た た い たか ら で あ

る。

私 が その よ う.に感 じたの は， 多分私 の 育 っ

た家 庭環 境 のせ い であ る。 父は， 私 た ちが ど

ん なに悪 い こ とを した時 で も， その ような体

罰 を加 え るこ とは なか っ た。 ただ穏や か に家

族 を諭 した。

私 は後 に， その短 気 な隣 人 の影響 が彼 の子

供 た ちの生 活 に再現 され てい るの を この 目で

見た。 また，家 庭 に送 られて きた子供 た ちに

乱 暴 を働 くこ としか知 らない親 は非 常に 多 く，』

彼 は その よ うな親 た ちの ひ と りで あった こ と

を， その後 私 は知 ったの であ った。 私が子 供

の頃 に見 たそ の父親 は， 合 衆 国だけ でな く，

全世 界に住 む お びた だ しい数 の幼 児虐待 者の

ひ と りに過 ぎなか っ たの であ る。社 会事 業家

や 大病 院 の救 急職 員， 大都 市 の警官や 判事 ，

この ような人 々 は彼 らの ご とを よ く知 って い

る。殴 る， け る， た た く， さ らに は少女 に暴

行 を加 える とい った有 様 であ る。 ま た，子 供

た ちをだ まして ポル ノ写真 を撮 った りす る不

徳 な 男女 の グルー プ もあ る。

私 は この よ うな醜悪 な事 柄 を長 々 と語 るつ

も りはな い。 しか し， 次 の こ とだ けは 申 し上

げて お きた い。 自分 は キ リス トに従 う， 自分

は この教会 の 会員 で あ る と公 言 しなが ら， 先

に述べ た よ うな行 ない をす る者 は， 神 を冒漬

して お り， 御 子 の教 え を否定 してい る。 イエ

スは， 罪 汚れ の ない子 供 た ち を抱 き寄せ て次

の よ うに言 われ た。「これ らの小 さい者のひ と

りをつ まずかせ る者 は， 大 きな ひ き うす を首

にか け られ て海 の深 み に沈め られ る方 が， そ

の 人の益 に な る。」(マ タイ18：6)

人類の救 い主 の このみ 言葉 以上 に，子 供 を

虐待 す る者 に あて た強烈 な非 難 の言葉が ある

だ ろ うか 。皆 さんは， この世 に もっ と愛 の精

神が 必要 だ とは思 わな いだ ろ うか 。 その よ う

に思 うな らば ， まず 皆 さんの 家庭 の 中か ら始

め てい た だ きたい。 子供 た ちに 目 を向け， 天

父 のみ も とか ら遣 わ された彼 らの内.にあ る神

の 力 を認 め て いた だ きたい。

ブ リガム ・ヤ ン グ大管 長 は， かつ て次の よ

うに語 った。「子供 は母 親 の笑 顔が 好 きで，ふ

きげん な顔 を きら う。私 は母 親 の皆 さん に申

し上 げ た い。皆 さんは子 供 た ちが悪 に染 ま る

こ とを許 して はな らな い。 しか し同 時に， 穏

やか に接 す るよ うに していただ きたい。」(1)∫S-

60蹴 ε6SげB万9肱 勉yo観9「 ブ リガム ・ヤ ン
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グ説教 集」p.323)

また， ブ リガム ・ヤ ン グ大 管長 は，.次の よ

うに も述べ て いる。「主 を愛 し，恐れ る気持 ち

をもって子供 た ちを育 てな さい。彼 らの気性

を知 り， それ に応 じた接 し方 を しな さい。決

して怒 りに まかせ て正 そ うと して は な らない。

彼 らを教 え る時に ， あな たに愛 を感 じさせ る

方法 で行 な うよ うに しな さ い。恐 れ させ ては

な らない。」(同 上 ，p.32①

子供 た ちの しつ け が必要 な こ とは 言 っ まで

もない。 しか し， 極端 に厳 し く， 暴 力 を伴 う

しつ けは， 子供 た ち を正 しい方 向へ 導か な い。

む しろ反感 を招 くこ とにな る。 それ で は問題

の解 決に は な らず， 問 題 を悪化 させ るだけ で

ある。 それは また 自己の敗 北 で もあ る。主 が

教会 管理 の原 則 につ いて啓 示 され た こ とは，

家庭 管理 に も同様 に 言え る こ とで ある。
「如何 な る権 力 も勢 力 も… …維持 す る能 わ

ず， または維 持す べ きもの にあ らず， た だ説

服 と堅 忍 と柔和 と温情 と偽 らざ る愛 とに よる

o● ●●o，

o

す なわ ち，聖 霊 に感動 して は機 に臨み て 激

し く人 を責 む 。然 る後， また彼 の汝 を敵 視せ

ざ らん ために責 め た るそ の人 に一層 の愛 を示

す 。

か くて，彼 は汝 の誠 実 は死 の きず な よ りも

強 きこ とを知 るべ し。」(教 義 と聖 約121：41，

43-44)

子供 をよ く観 察 し， そ して教 え な さい。私

が 申 し上 げ るまで もな く，皆 さんの模 範 以上

に子 供た ちの心 に 人生 の あ り方 を印象づ け る

ものは ない。 旧友 の子供 たち に会 っ た時 に，

その両親 が育 んで きた伝 統 が新 しい世代 に受

け継 がれ て い るの を見 るこ とは実 に大 きな喜

び であ る。

次の ような話が あ る。 古代 ロー マ の都 で，

数 人の女 性 た ちが 宝石 を 自慢 し合 ってい た。

その 中に， ふ た りの 息子 を持 つ コー ネ リヤ と

い う女性 が い た。 ひ と りの女 性 が彼 女 に尋ね

た。「あなた の宝石 は どこ?」 す る とコー ネ リ

ヤ は自分 のふた りの息子 を指 して答 えた。「あ
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の ふ た りが 私 の宝石 です。」彼 女 の教 えを受 け，

彼 女の 美徳 を学 ん で成長 した このふ た りの 少

年 が， 後 に グラ ッス ス兄弟 と呼 ば れた， ギア

ス ・グ ラ ッスス とテ ィベ リウス ・グ ラ ッスス

であ る。 ふ た りは， ローマ 史に残 る最 も勇敢

で有 力 な革 命 家 であ っ た。彼 らの 名前 が世 の

人々 に覚 え られ， 語 り継 がれ る限 り， 自 らの

生活 の模 範 を通 して子 供 た ち を育 て て きた母

親 も長 くそ の名 をたた え られ るこ とだ ろ っ。

こ こで再 び ブ リガム ・ヤ ン グ大管長 の 言葉

を読 ん でみ よう。「神 が その慈 しみ をもって与

えて下 さった子 供 た ちに， 早 い うちか ら神 の

み 言葉 の重 要性 と， この神 聖 な宗教 の 麗 しい

原則 を教 え る よ う常 に心掛 け て いただ きたい。

そ うす れ ば， 彼 らは一 人前 の 男女 に成長 した

時に， 福 音 を心か ら大 切 に し， 真理 か ら決 し

て 離 れ るこ とは な いで あ ろ う。」(D♂s60π鴬6s

げB万9肱 初yo観9「 ブ リガ ム ・ヤ ン グ説 教

集」p.320)

愛 を注 ぎ，熱 心 に また忠実 に教 えたに もか

か わ らず， 子供 た ちが意 に 反 した成 長 を し，

必 ずや 悲惨 な結 果 を招 く不 幸 な道 に故意 に 踏

み 込 んで しま うこ とが あ る。 その よ うに， 道

をは ずれ た子供 た ちを見 て嘆 い てい る両 親 が

い る。 この よ うな人 々に， 私 は深 い 同情 を寄

せ る と同 時 に， エゼ キエ ルの 次 の言葉 を送 り

た い。「子 は 父の悪 を負わ ない。父は子 の悪 を

負 わな い。」(エ ゼ キエ ル18：20)

しか し， こ の よ うな例 は そ う度々 あ るわけ

では ない。 また， この よ うな例 が あ るか ら と

言 っ て， 私 た ちに神 か ら託 された神 聖 な責任

であ る，愛 と模 範 と正 しい教 えに よ って子供

を育 て る義 務 をなお ざ りに して よい とい っこ

とに はな らないの であ る。

私 た ちは また，.自分 の子 供 を敬 うこ と を忘

れ ては な らな い。主 の啓 示 に よれ ば， 子供 は

私 たち ど同 じよ うに神 の子供 で あ り， 永 遠の

原 則 を知 るこ とに おい て私 た ち と何 ら変 わ り

ないの で あ る。事 実 ，主 は子 供 の よ うな清 さ

と素 直 さ， また潔 白さ を身に付 け なけ れば主

と共 に住 む こ とは で きな い こ とをは っ き りと



述べ てお られ る。「心 をいれか えて幼 な子 の よ

うに な らな けれ ば， 天国 に はい る こ とは で き

な いで あろ う。」(マ タイ18：3)

チ ャニ ング ・ポ ラ ックは， 皮 肉め いた言 葉

で こ う述べ てい る。「不正 を軽 べつす る青年 期

を思 い返 してみ る と， 次 の よ うな望 み を持 つ

人々 が必 ず いる。 …… 人 は生 まれ た時 が老 人

で， 成 長す るに従 っ て若 く，清 く， 純粋 で，

汚 れ な くな り， 最後 に幼 な子 の よ うな純 白の

心 で永 遠 の眠 りにつ け な い ものだ ろ うか と。」

C'η36肋z1げ 否SloωS醜 ηRθαゴ6〆∫1)辺9θ∫渉
『汚れ 始め た世 界』

， 「リー ダー ズ ・ダ イ ジェ

ス ト」1960年6月 号 ，p.77)

皆 さんの子 供 た ち を観 察 し，子 供 た ち と共

に祈 り， 子供 た ちの ため に祈 って いた だ きた

い。.そして 彼 ら を祝福 して いた だ きた い。子

供 た ちが これか ら足 を踏 み 入れ よ う として い

る ところは， 複雑 で 危険 に満 ちた世 界 であ る。

彼 らは逆境 の荒海 に船 出 しよ う としてい るの

で あ る。子 供 た ちが 自分 の手 元 にい る うちに，

強 さ と信仰 を育 ん で お くこ とが大切 であ る。

彼 らは社会 で見 いだせ ない大 きな力 を備 えて

お く必 要 があ る。 彼 らは新 しい世 界に適 応 す

るだ け では不十 分 で あ る。 彼 らは その世 界 を

引 き上 げ なけ れば な らな い。 それ を持 ち上 げ

る力 こそ， 自 らの 生活 の模 範 と，神 を知 り，

証 を持 つ こ とに よって もた らされ る信仰 の 力

であ る。彼 らには主 の助 け が必要 であ る。求

め る な らば いつ で もそ の助 け を送 って下 さる

力 の源 を知 るこ とが で きる よう幼 い時か ら子

供 た ち と共 に祈 る こ とであ る。

私 は， 子供 た ち の祈 りを聞 くのが大 好 きで

あ る。 また， 子供 たち のたあ に祈 りを捧 げ る

両親 に感 謝 して い る。聖 な る神権 を持 った父

親が重 大 な決 定 を下 そ うと して い る息 子や 娘

の頭 の上 に手 を按 き， 主 のみ 名 と聖 きみ た ま

の導 きに よって 父親 の祝福 を授け る姿 を見 る

と， な ん と も言 え ない敬凄 な気持 ちにな る。

すべ て の父 親が 子供 を最 も貴重 な宝 と し，

彼 らを思 いや り と愛 に満 ちた模 範 に よっ て導

き， そ して子供 が 必要 とす る時に聖 な る神権

ノ

の権 能 に よっ て祝 福 を授 け るな らば， またす

べ ての母 親 が子供 た ちを人生 の 宝石 ， 永遠 の

御 父か ら送 られ た贈 り物 とみな し，彼 らを知

恵 を働 かせ ， 主 の訓 戒 に従 って育 て るな らば，

私 たちの 住 む この杜 会 は どれ程 麗 し くな るこ

とだ う つ。

古代 の予 言 者 イザヤは こ う語 った。「あな た

の子 らは み な主 に教 え を うけ， あなた の子 ら

は大 いに平 安 を得 る。」(イ ザヤ54：13， 欽定

訳 よ り和訳)私 は この言葉 に次 の よ うに付 け

加 えたい。「子 らの父 と母 ほ大 いに平安 と喜 び

を得 る。」

皆 さんが この平安 を得 られ る よ うに心か ら

祈 る と共 に，以 上 申 し上 げ た こ とが真 実 であ

るこ とを イエ ス ・キ リス トのみ 名に より証 す

る。 ア ー メ ン。

十二使徒評議員会会 員

ジエ ーム ズ ・E・ フ ァウス ト

召 しに応えて

私は神 と神の予言者に，私の生涯 と勢力と，

少 しではあ りますがあ らん限 りの能 力を，無

条件 にすべてお捧 げします

キ ンボール大管長 ならびに兄弟姉妹の皆
さん， 私 は今， この召 しを受 け るの に 自

分 はふ さわ し くな いの では な いか とい う気 持

ちで い ます 。 これ まで に この召 しを受 け ただ

れ よ りもその気 持 ちが 強 いか と存 じます。 私

は一 昨 日の 木曜 日以来， 昼 も夜 も考 え続 けて

きま した。 その 間， 自分 は ふ さわ し くな い し，

備 え もで きて いな い とい う思 い を断 ち切 るこ

とが で きませ ん で した 。

しか し私 は，聖 な る使徒 職 に あ る者 の第一

の条件 が， 神 聖 な贈 い主， キ リス トな るイエ

スの個 人的 な証 人 とな る こ とで あ るの を知 っ

て い ます 。 この 点 につ いて は，私 に も資格 が
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あ る と思 い ます 。私 は言 葉 に言 い表わせ ない

神の み た まの平 安 と力 に よ って， 真理 を学 ん

で きたか らです。 、

私 は， 自分 の心 と体 の一 部 の よ うにな って

いる愛す る妻 の ルー スの 愛 に満 ちた励 ま し と

支持 を感謝 して い ます 。 また，家 族 の一 人一

人に心 か らの愛 を表 わ した い と思 い ます 。

私 が初め て古代 と近 代 の使 徒 た ちの名 前 を

覚 えたの は，初 等協 会 にお いて で した 。母 も

私 の教 師 で した。 その母 が どんな に並 はず れ

た夢 を見 た と して も， 自分 の教 えた子供 がや

が て主 イ エ ス ・キ リス トの 特 別 な証 人た ち

の評議 会 の一 員 にな ろ う とは， よ もや 予想 し

なか っただ ろ う と思 い ます 。

私 は宣 教 師 と して， 軍 人 として， また教 会

幹 部 として 多 くの国 々 を訪 れ，す べ ての 人々

を愛す るこ とを学 び ました 。私 は，地 位 の な

い人や しいたげ られ て い る人， 貧 しい 人，苦

しん でい る人， 謙遜 な 人， これ らの 人々 に い

つ も深 い愛 を示 す キ ンボー ル大 管長や その他

の方 々の模 範 に倣 い，主 の弟子 と して働 きた

い と思 い ます 。 も し もこれ を忘 れ た な らば ，

決 して主 の弟子 とは なれ ない こ と を私 は承 知

してい ます。

私 た ちは愛 す る友 人で あ り， 同僚 であ るデ

ルバ ー ト ・L・ ステ イプ レー 長老 の逝 去 され

た知 らせ を悲 しみ を もって聞 きま した。私 た

ちは ステ イプ レー長 老 を心か ら愛 して い まし

た。

私 は キンボー ル大 管長 をは じめ， タナ ー副

管長 ， ロムニー 副管 長， ベ ンソ ン会 長， その

他十 二使徒 の兄 弟 た ちの支持 と愛 に感謝 して

い ます。 また， フ ラ ン ク リン ・D・ リチ ャー

ズ会 長 をは じめ とす る七十 人 第一定 員会 の兄

弟 たち， な らび にそ の他 の教会 幹 部 の兄弟 た

ちに，私 の変 わ らぬ愛 と感謝 の気持 ち を申 し

述べ た い と思 い ます 。私 は神 と，神 の予 言者

キ ンボール大 管長 に， 私 の生 涯 と勢 力 と， 少

しでは あ りますが あ らん 限 りの能 力 を， 無条

件 にすべ てお捧 げ し ます 。 イエ スが キ リス ト

で あ り，神 の御子 であ る こ とを知 って い るか
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らで あ ります 。救 い主 も御 存 じの よ うに， 私

は主 の生 きてお られ るこ とを知 って い ます 。

です か ら，喜 ん で この 召 し と鍵 と責任 を引 き

受 け，最 善 を尽 くす と約 束 申 し上 げ ます 。 イ

エ ス ・キ リス トの聖 な るみ名 に よって 申 し上

げ ます 。ア ー メ ン。

七 十 人 第一 定 員 会 会 員

F・ バ ー ト ン ・ハ ワ ー ド

予言者 と

ひとつになる

私は福音 を愛 しています 。選択の余地な く，

また周囲の状況か ら止むを得ず こうなったの

ではあ りま'世ん

愛 する兄弟姉妹の皆さん・私は大甑 会の
方 々が 示 して下 さっ た愛 と信頼 を心 か ら

感謝 して い ます。 また， 今 この大会 で与 えて

下 さった皆 さん の支持 の挙 手 に も感謝 してい

ます 。私 は主 を愛 し， また主 の み業 を愛 して

い ます。

はな はだ個 人的 な こ とで 申 し訳 あ りませ ん

が， 福音 に対 す る私 の気 持 ち を話 させ て い た

だ きたい と思 い ます 。私 は福 音 を愛 してい ま

す 。選択 の余 地 な く， また周囲 の状 況か ら止

む を得 ず こ うな ったの で はあ りませ ん。 また，

は るか 彼方 か らの 命令 を盲 目的に受 け 入れ た

の で もな けれ ば，他 人に あや つ られ たの で も

あ りませ ん。 前向 きの態度 で 目的 意識 を もっ

て行動 し， 自分 に与 え られた 自由 意志 を使 っ

て心 を捧 げ る決意 を したの です。私 は主 のみ

業 に謙 遜 に， 正直 に， 最善 を尽 くして， 積極

的 に携 わ りた い と思 い ます。魂 を従属 させ る

こ とも， 他 人 を支 配 す る こ とも求 め ずに， 主

に従 う人々 と心 をひ とつ に して， いか な る場

所 にあ っ て もみ業 に携 われ る こ とを感謝 し，

分か ち合 い， 助 け合 い なが ら，孤 立せ ず ， 自

己欺隔 の生 活 に陥 らな い で， なすべ きこ と を



確 実 に， 喜 ん で行 ない た い と思 い ます。 大義

を支 え， 盛 り立 て， 愛 し，大 義 に心 と生 命 を.

捧 げ，感 謝 の念 に満 ちた忠実 な僕 にな りたい

と思 い ます。

私 は疲 れや 恐 れ を知 らず， しっか りと立 ち

た い と思 い ます 。弱 さ とは外か らの圧 力 に屈

す るこ とです 。

私 は 内部 か ら力 と愛 を放 つ 人間 にな りたい

と思 い ます 。受 け 身 では な く積 極 的に， 熱心

に， 明 る く， 忠 実 に， いつ も主 と一 致 してい

た い と思 い ます 。願 わ くは私 た ちが 主 と， そ

して主 の予 言者 と一 致 し， い かな る場所 にあ

ろ う と， どの ような職 に あ ろ うと託 され た責

任 の 中に和合 一 致 を保 て ます よ うに。私 は皆

さん方 の ため に祈 っ てい ます 。 また，特 に弱

い私 です ので， この よ うな大 いな る召 しを受

け るにあ た って 自分 自身 の ため にいつ も祈 り

た い と思 っ てい ます 。 イエ ス ・キ リス トのみ

名 に よ り申 し上げ ます 。 アー メン。

七十 人 第 一 定 員会 会 員

テ デ ィ ー ・E・ ープル ー ア ー トン

福音は入々を

幸福にする

福音について聞いたある友入が 言った 。「あ

な たはこれ以上何 を望み ますか」と

皆 さん御 存 じの よ うに・ こ の地 上 に 回復 さ
れ た イエ ス ・キ リス トの福 音 は， 人々 を

幸福 に します 。私 は少 し前 に， ニ ュー ヨー ク

か らや っ て きたあ る著名 な弁 護 士 と話 を した

こ とが あ ります 。彼 は私 を じっ と見つ め て，

「あ なた は これ以上 何 を望 み ます か」 と言い

ま した 。私 は彼 の 言葉 に うなず きなが ら，考

え ました。昔 の こ とや現 在 の こ と を考 え る と，

当然の こ とな が ら， 私 た ちが 家族 と して受 け

て い る大 きな祝 福 を再確 認せ ずに はお れ ませ

ん で した 。私 は妻 を愛 してい ます。 主は私 に

妻 を与 えて下 さい ま した 。私 は福音 を愛 して

お り， 福 音が 真実 であ るこ と を知 って い ます。

私 は2日 前に キンボー ル大 管長 とお会い した

時 に， こ こ4年 間 程 キ ンボー ル大管 長の 写真

を見， また直 接 に遠 くか ら見か け， 握手 をす

る たび に大管 長が ど うい う人 であ るかが 次第

に分 か って きた こ とをお話 し ました。大 管長

は この地 上 にお け る主の代 表 者です 。 その こ

とを私 はは っ き り と知 って い ます 。

イエ ス ・キ リス トの福 音 は私 たち を幸 福 に

します。 です か ら私 た ちは この教 えをす べて

の 人々 にお伝 え したい と思 い ます 。私 は 自分

の生 涯 と財産 と働 きのす べ て を主 に，大 管長

会 に， そ して 自分 を管理 す る方 々に捧 げ るつ

も りです 。私 は神 に仕 えた い とい う強い望み

を持 って い ます 。最 近私 は機 会 あ るご とに，

自分 が最 も嫌 いな こ とは参加 しな いこ とであ

る と語 っ て き ました。何 をす るか は 問題 では

あ りませ ん 。 ただ， いつ も教 会 で何 か を して

いたの で した 。

救 い主 の奉仕 の模 範 は私 た ちに 多 くの こ と

を教 えて い ます 。私 たち はその模 範 に従 い，

それに倣 う必要 が あ ります 。

私 た ち一 人 一 人に特 別 な祝 福 が あ り，非常

な勢 いで世 界 中 にみ業 を推 し進 め ん とす るキ

ンボー ル 大管長 の 抱 いて お られ るビジ ョン を

理 解す るこ とが で きる よ うに祈 ってい ます。

また 当然 の こ となが ら，私 た ちが み業 を推 し

進 め， 強 くして い くこ とのみ を心 に掛け て，

それ を行 な うこ とが で きる よ うに祈 って い ま

す 。

私 と妻 は この1，2週 間前 に非常 に珍 しい

経 験 をし ま した。約20年 間 にわ たって私 たち

が 計画 して きたこ とが今年 の 末に ようや く実

現 す る運 び となっ たの です。 私 たちは互 いに

顔 を見合 わせ て， 「ど うして だ ろ う。ま さか で

きる とは思 わ なか った」 と語 り合 った もので

す。 そ して， 一 昨 日の 木曜 日に そ.の訳 が分か

っ たの です 。

私 は， 自分 の生 活に 主の み力 が働 いて い る
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こ とを感謝 して います 。私 は主 が私 に与 えて

下 さっている多くの素 晴 らしい祝 福 に値 する者

とな り，， 主 の王国 を嬉 設する ため に立 派な働

きがで き るよ うに ， イエ ス ・キ リス トのみ 名

に よ り祈 ってい ます。 アー メン。

七十 人第 一 定 員会 会 員

ジ ャ ッ ク ・H・ ゴ ー ス リ ン ド ・ジ ュ ニ ア

「善を行って

決 して飽かず」

私 は以前にもま して主に頼 リ，心から主の

みたまを祈リ求める気持ちです

愛 する兄弟姉妹 このよりに主に仕える召
しをいただ い.て皆様 の前 に立 ち， 胸 が一

杯 です。 身に重 い責任 ですが ， 人々 に仕 え る

この機 会 に，感謝 の 気持 ち は言葉 で 言 い尽 く

せ ないほ どです 。

木曜 日の午後 に キ ンボー ル大 管長 の面接 を

受け てか ら， い ろいろ な事柄 が変 わ りま した。

私 は前に も増 して主 に頼 り， 主 のみ た ま を祈

り求 め，皆 様 の励 ま し と愛 を受 け たい と心か

ら願 って い ます 。

今 感謝 して い るこ とは数 々 あ りますが ， ア

ルマ が息子 ヒラマ ンに 「善 を行 って 決 して飽

かず ，謙遜 で柔 和 な心 を抱 け・・…・青年 の時 智

恵を得 よ。… …神 の命 令 を守 る こ とを習慣 と

せ よ」(ア ルマ37：34-35)と 教 えた よ うに，

私 を教 え導 いて くれ た父 と母に 愛 と尊敬 を も

って感謝 を述べ たい と思 い ます 。両 親 の愛 と

影響 力 を私 は永遠 に忘 れ ない こ とで し ょう。

また， 辛抱 強 く理 解 を示 して くれ た 友人や

親 戚の 人.々に感 謝 して ます 。私 は これ ま で 自

分 を強め， 豊 かに して くれ た良 き友 に 恵 まれ

て きま した。 ア リゾナ ・テ ンペ 伝道 部 を管理

して いた当時 の600人 余 りの宣 教 師 たちに も

感謝 してい ます。 あの 素晴 ら しい伝 道 か ら得
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た教 訓 は決 して忘 れ ませ ん。 また天 父が 与 え

て下 さった最 も高貴 な助 け手 で あ る妻 の グエ

ンに 感謝 して い ます 。.妻は いつ も献 身的 に私

を支 え て くれ ま した。愛 と信 仰 に満 ち，福 音

をこ よな く愛 して い る妻は， い つ も私 を励 ま

して くれ ます 。私 は心か ら妻 を愛 して い ます 。

また， 私 の6人 の子供 た ち， 義理 の 息子， そ

れ に私 た ちの初 孫 を も愛 し， 心 か ら感謝 して

い ます 。彼 らの義 しい 生活 を見 て い る と， た

だ喜 び と幸せ 以 外 には何 も考 え られ ませ ん。

現 在， 言 語訓 練伝 道部 に 入 って い る息子 に

も特 別 な愛 と感謝 の言葉 を送 りた い と思 い ま

す。 息子 は 火曜 日に イタ リアの バ トバへ伝 道

に 出掛 け る予定 です 。

兄 弟姉 妹 ，私 は きょ う皆 様 に私の証 を述べ

た い と思 い ます 。主 イエ ス ・キ リス トが生 き

て お られ ， このみ業 が 主 のみ業 で あ り， スペ

ンサ ー ・ウー リー ・キン ボー ル大管 長が 実 に

この地上 にお け る神 の予言 者 であ る こ とを証

し ます 。私 は キ ンボー ル大 管長 を心 か ら愛 し

て い ます。 そ して， 大 管長 と教 会幹 部 の兄 弟

たち に また兄弟 姉妹 であ る皆様 に， 心 と思 い

と勢 力 と力 を尽 くして仕 え るつ も りです。 主

イエ ス ・キ リス トのみ 名 に よ り申 し上 げ ます。

アー メ ン。

七 十 人 第一 定 員会 会 員

□.バー ト ・E・ ウ エ ル ズ

霊性のはかり

人格と能力と霊的資質は，私たちの進歩の

物差 してある

愛 す る兄弟姉 妹 の皆 さん・私 たちが 皆・ み
た まに よ って ひ とつ とな り， 共 に高 め ら

れ， この 福音 の 麗 し さを知 って喜 び を分 かつ

こ とが で きる よ うに祈 る もので あ る。 私 は今



ポケ ッ トに1ド ル銀 貨 を持 って い るが ， その

片面 に は 「我 ら， 神 を信 頼す 」 と書か れ て い

る。私 た ちは予 言者か ら主 を信 頼 す る よ うに

と教 え られ てい る。 少年 ダ ビデが 巨 人 ゴ リア

テ と対 決 した時の よ うに主 を信 頼 す る こ とで

あ る。次 に，銀 貨 の もう一 方 の面 には 「さ ら

ば神， 我 らに信 頼 を寄 す」 と書 か れて い る。

主 は私 たちに信 頼 して欲 しい と願 って お られ

る と同時 に，私 た ち を信頼 した い と望 んで お

られ るの であ る。 かつ て あ る偉 大 な予 言者 は

次 の よ うに語 った。「信頼 され るこ とは，愛 さ

れ る こ と以上 の 素晴 ら しい賛辞 で あ る。」(デ

ビ ッ ド・0・マ ッケイ，万 獺'o漉61勉 励 「信

仰 に忠実 に」p.274)

この 人生 の主 た る 目的の ひ とつ は， 主 か ら

・信頼 を受 け る価値 が あ るか どうか を見 られ る

ご とで あ る。 よ く知 られ た聖 句 の ひとつ に，

次 の よ うな 言葉 が あ る。「而 して，これ に よ り

て彼 らを試 し，何 に て もあれ ，主 な る彼 らの

神 の命 じた まわ んすべ て の こ とを彼 らが為 す

や 否や を見ん 。」(ア ブ ラハ ム3：25)私 た ち

は この地上 で過 ごす間 に， 信頼 を受 け る価値

が あるか ど うか を試 され， 計 られ るの であ る。

予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスが語 ってい る よ う

に，私 た ちは この世 に おけ る最 高 の祝 福 を得

るには ， た とえ身 の危 険や犠 牲 に直 面 しよ う

とも，何 事 に おい て も信 頼 で きる と主か ら認

め られ る まで， あ らゆ る試 しを受 け， それ を

克 服 しなけ れば な らな い。主 は神 のす べ ての

子 らを愛 してお られ るが ，信 頼 を寄せ る度合

は それ ぞれ に違 う。主 が 私 た ち一 人一 人 を愛

し，信 頼 でき る とした ら何 と素晴 ら しい こ と

で はな いだ ろ うか 。

人 の値 打 ちは その 人が どれ程 お 金 を持 って

い るか で は な く， その 人 は どれ程 借金 が で き

るか， あ るい は他 人.のお金 を どれ程 任せ られ

るかに よって決 まる とよ く言 われ る。 これ は

銀行 家 た ちが用 い る信頼 の 目安 で あ るが ， そ

の まま霊 に関 わる信 頼 に も応用 で き る と思 う。

銀行 家 が 人格 と能 力 と資産 を評価 す るよ うに，

主 は私 た ちの人格 ， 能 力，霊 的 資産(資 質)，

を評 価 し，信 頼 で き る人間か ど う.かを決 め ら

れ るの であ る。

人格 は信頼 を勝 ち取 るため の一要 因 であ る。

借 り手 の人格(つ ま り1い か な る犠 牲 を払 っ

て も期 日に返 済す る とい うその人 の道義心)

に何 か疑 惑が あ れば， 信頼 は されず ，お金 を

借 りる こ とはで きな いで あ ろ う。

主 は，私 たちが どの よ うな状 況 にあ って も

正 しい こ とを行 な う信 頼 で きる者か どうか を，

知 りた い と思 って お られ る。エ ジ プ トに売 ら

れ た ヨセ ブは ポテ パル の側近 とい う高 い地位

に のぼ った。 そ こで ポテパ ルの妻 は彼 を誘惑

し，罪 に陥 れ よ う とした。 ヨセ ブは故郷 や家

族 と遠 く離 れ てい た。 彼は信 頼 を受け ては い

た が， 奴隷 で あ るこ とに変 わ りはなか っ た。

ヨセ ブの道 徳心 につ い て知 る人 もい なけれ ば，

心配 して くれ る人 もい なか った。 ポテパル の

妻 の要求 を拒め ば面倒 にな るの は必至 であ っ

た。 しか し ヨセ ブ は 自分 の高 潔 な人格 を捨て

去 る こ とが で きず ， 罪 を犯 さなか った。 その

ため にか え って捕 え られ て獄 に入 れ られた。

ヨセ ブ は代 価 を払 って清 さ を守 ったの であ る。

もしそ うしなけれ ば彼 の 人格 にゆ ゆ し く傷つ

いて い たはず で あ る。 またニー フ ァイ も， そ

の 強靱 な性 格 のゆ えに 主の 命令 に従 うこ とが

で きた。 さ もなけ れば 悪 人 レーバ ンに容 易に

殺 され て いた であ ろ う。 しか し三一 フ ァイは

真 ち ゅ う版 を得 るため に主 が必 ず その方法 を

備 えて下 さ る とい う証 を持 って いた ので， も

し彼が その 気持 ちに逆 らって いたな らば， そ

れ はニー フ ァイの 人格 に大 きな傷 跡 を残す こ

とにな った で あろ う。 この よ うに して， ヨセ

ブ とニー フ ァイは主 か ら信頼 を受 け るに足 る

者 とな った の であ る。

立 派 な性格 を身に付 け て い る人 は， ひ と度

証 を述 べ た な らば ， その証 に かな った生 活 を

す る。 マ ルチ ン ・ル ター は ボルム ス議会 の場

で， 己れ に忠 実 であ る こ との大切 さ を述べ た。
「私 は この こ とを撤 回で きな い し

，撤 回 しよ

うとも思 わ ない。 なぜ な ら良心 に反 す る行 な

い をして いて は，安 全 も良 い結果 も得 られな
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いか らで あ る。 これが私 の信 念 で あ る。 ほか

に道 は ない。神 よ， ど うか私 に助 け を与 えた

まえ。」(Oo∫ρ61Z4θσZs「福音 の理想 」p.354)

ジ ョセ ブ ・ス ミス はパ ウロ の性格 を次 の よ

うに描写 している。「パ ウロが… …光 を見 声 を

聞 いた示 現の 顛末 を語 っ た際… … あ る者 はか

れ は偽 りを語 る と言 い， 他 の者 はか れ は狂 え

りと言 った， …… しか しなが らすべ て こ れ ら

の反対 も，.パウ ロが示 現 を得 た と言 う現 実 を

打 ち破 らなか った。、パ ウ ロは， 先 に示現 を受

け た。 彼は これ を受 けた と言 う事実 を身 を以

て知 った。 そ して天下 の あ らゆ る迫害 もこれ

を変 え るこ とは で きなか った。」 それか ら，ジ

ョセ ブは 自分 が受 け た示 現 につ いて， 自分 の

証 を付 け加 え た。 その証 は ジ ョセ ブの性格 が

いか に強靱 で あったかを示 してい る。「私 は示

現 を受 け たの であ るか らそれが事 実 で あ るの

を身 を以 て知 って い る。私 は神が それ を知 り

た もうこ とを知 っ てい る。私 はそれ を打 ち消

す こ とは で きなか った 。 また敢 て打 ち消 そ う

と もしなか った。」(ジ ョセブ ・ス ミス2：24

-25)ジ ョセ ブ ・ス ミス は
， どの よ うな犠 牲

を強い られ よ うと信 頼 を寄せ るに 足 る者 であ

る ことを神が お認 めに な った， 気 高 く大 いな

る人格 を備 えた 人で あ った。

デ ビ ッ ド ・0・ マ ッケ イ大 管長 は次 の よ っ

に述べ ている。 「人生 における最大 の関 心 は金

銭 や名 声や財 産 を得 る こ とでは ない。 技能 を

伸 ばす ことで も， 知 識 を増す こ とで もな い。

人間 の この世 におけ る最 大 の 目標 はき：1捻～上

の よ うな 人格 を育 む こ とで あ る。」(：τ翔 θ'o

地 励 「信 仰 に忠実 に」P.32)

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会 の 活発 な会

員 は， キ リス トの ような人格 を育 んで い る。

専任宣 教師 と して伝 道 に 出 るこ とは，主 の信

頼 を受 け るに 足 るキ リス トの よ うな性 格 を築

き上 げ るのに役 立 つ。

次に，能 力 も信 頼の 一部 で あ る。銀行 家 が

顧 客に求 め る能力 は， 約束 を履行 す る と確 信

で きる能 力 であ る。主 が私 たち に求め てお ら

れ る能 力は， 主 に益 を もた らす僕 と して働 け
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る能 力で あ る。主 は私 た ちに才 能 と賜 と祝福

を与 えて下 さって い る。 そ して，私 たちが そ

れ らを伸 ば し，主 の信 頼 にこたえてそれ を人 々

へ の 奉仕 に用 いる こ とを期待 してお られ る。

5タ ラ ン トを渡 された僕 は それ を10タ ラ ン

トに して 帰 ってきた時， 「良 い忠実 な僕 よ，よ

くや っ た。 あ なた はわず か な もの に忠 実 であ

ったか ら，多 くの もの を管理 させ よ う」(マ タ

イ25：21)と 言 って ほめ られ た。2タ ラ ン ト

を受 け た僕が4タ ラ ン トに して帰 って くると，

先 の僕 と同 じよ うにほめ られた。`しか し与 え

られた1タ ラン トを増や そ う とし.なか った怠

惰 な僕 は， 主か ら懲 ら しめ を受 け た。 この原

則 は明 白であ る。主 は僕 たちが能 力 を倍加 す

る ように と期 待 してお られ るの で ある。才 能

で も責任 で も 自分 の僕 た ちが その与 え られ た

もの を倍 加 す るこ とを望 んでお られ るの で あ

る。偉 大 な予 言者，キ ンボール 大管 長 もあ ら

ゆ るこ とを倍加 して ほ しい と望 ん でお られ る

こ とは確 かで あ る。 キ ンボー ル大管 長 は宣教

師 の数 が2倍 に な り， 忠実 な新 しい教会 員の

数 が2.倍 に増 え聖 餐会 の 出席 が2倍 に伸 び る

の を見 たい と思 って お られ る。私 た ちは それ

ぞれ 自分 の能 力や 働 きをあ らゆ る手段 を尽 く

して倍 加 す る聖 な る責 任 を負 ってい る と思 う。

そ うしたな らば， 主 は僕 で あ る私 た ちの 能力

を信頼 して下 さ るに違 いな い。

能 力 を増す 努 力 は何 も教会 の奉 仕 に 限 られ 、

た こ とでは な い。私 た ちの 日々 の生活 の糧 を

得 てい る仕事 の技術 を伸 ばす 努 力 も しなけれ

ば な らな い。 また親 として， 教 師 として，能

力 を伸 ば さな けれ ば な らない。 また人 々に黄

金 の質 問 を して福 音 を分か ち合 う能 力 も伸 ば

す 必要 が あ る。同 じキ リス ト教 徒 の隣 人 たち

が 人 に奉仕 して い るよ うに， 良識 あ る市民 と

して その能 力 を伸 ばす こ とも必要 で あ る。 主

は，私 た ちが能 力 をどの よ うに使 うか に応 じ

て信頼 を寄 せ て下 さる。私 たちが 自分 に与 え

られ た もの を用 い て何 をな したか に よ り， 私

た ちに信 頼 を寄せ て下 さ る。 モ ル モ ン教会 の

活 発な 会員 た ちは物 心両 面 で その能 力 を伸 ば



して いる。専 任 宣教 師 として伝 道に 出 る こ と

は， 主か ら信 頼 され るに足 る能 力 を伸 ば すの

に役 立つ 。

霊 的資 質 も信頼 の一 部 で あ る。銀行 家 は，

顧客 の 緊急時 に 利用 で き る資 産や積 立金 と同

時 に客 の事 業 に対 す る意 気込 み， 決意 とい っ

た もの を見 る。 この こ とを霊 的 な事 柄 に 置 き

換 えてみ る と，主 は 人生 の危機 に直面 した時

の個 人の霊 的 資質 と同時 に， 主 の王 国に対 す

る個 人の 決意 の度合 も見 られ るので あ る。

霊 的資 質は あ る意味 で 各人 が義 しい生活 を

通 して行 な って き'た投 資 であ る。 言 わば非 常

時に 引 き出す こ との で きる予備 資産 であ る。

私 た ちは その霊 的 資質 を どの ように して蓄 え

れば よい だ ろ うか 。聖典 や 生 け る予 言者 たち

の言葉 を学 ん で その投 資 をす る。 天父 と もっ

と親 し く交 わ りを持 つ こ とに よ って投 資す る

こ と もで きる。 また他 人 に奉仕 し， 人々に 無

条件 で無私 の愛 を示 す こ とに よ って投 資す る

こ と もで きる。 さ らに伝 道 の投 資 に よって 多

くの祝福 を倉 に積 み上 げ， 罪 の赦 しを得 るこ

ともで きる。 賢明 な両 親や 従順 な子 供 となる

ことや， 召 しに対 して今 まで の2倍 も働 くこ

ともその投 資 であ る。 こ うした投資 が， 主 か

ら信 頼 され ，世 の障 害や 誘 惑 を克服 してゆ く

霊 的資 質 を築 き「上 げ るの であ る。

私 たちの 先祖 は， 犠牲 とい う投資 に よ って

霊 的資 質 を築 いて きた 。彼 らは， 自分 た ちの

生 活 を よ く整 えて いた上 に， 予 言者 に従 うた

め に 自分 たちの 宝 をすべ て 投 げ売 って犠 牲 を

捧 げ， ま た天か ら祝 福 され た民 で あ る とい う

こ とを よ く'知って いた ので， どん な困難 に も

立 ち向か ってゆ くこ とが で きた。彼 らは迫害

を被 った。 それ で も家族 を後に 残 して伝 道 に

出 た。肥 沃 な農場 や快 適 な家 を捨 て て， 乾 い

た砂 漠や 寒 々 とした山 中へ 出て行 った。 予 言

者 ジ ョセブは次 の ように述べ てい る。「あ らゆ

る もの の犠 牲 を求 め な い宗教 は， 命 と救 い を

得 るため に 必要 な信仰 を生 む力 を持 つ こ とは

で き ない。」(Lθσ魏㎎soη1勉 娩 「信仰 講話 」

N・B・ ラン ドウ ェル編 ，p.58)

キ リス トの教 会 の活発 な会 員 は皆 ， 力強 い

霊 的資質 を築 いて い る。専任 宣教 師 として伝

道 に 出る こ とは揺 る ぎな い霊 的 資産 を築 き上

げ るの に役 立つ 。

教 義 と聖約 の 第124章20節 に こ う記 され て

い る。「わが僕 … …彼 の心 誠実 な るを以 て信任

す る こ とを得 。 彼 はわが 証 を為す を愛す る故

に主 な るわ れ彼 を愛 す。」

私 は今 ここ に証 し人の ひ と りとして厳 粛 に

証 す る。 神 は生 きて お られ，私 たち を愛 して

お られ る。神 の御 子 イエ ズ ・キ リス トは栄光

を受 け， 昇栄 され た御 姿 で その聖 な るみ 名 を

い ただ くこの教会 の頭 として 立 ってお られ る。

この 地上 に おけ る権 威 あ る正 当 なる主 の代 弁

者は， 予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス によ って回復

され た この大 いな る神 の教 会 を導 く私 た ちの

生け る予 言者 た だ ひ と りで ある。 これ らの こ

とをイエ ス ・キ リス トの み名 に よ り， 申 し上

げ る。ア ー メ ン。

七十 人 第一 定 員会 会 員

ボ ー ン ・J・ フ ェザ ー ス トー ン

伝道の祝福

神の祝福があって，伝道 に出る ことのでさ

る入すべてが伝道の召しにあずかれるように

「お よそ・ 出 で行 きて この王 国の福 音 を宣

べ てすべ ての事 に終 始忠 実 な る者 は，

何 人 も心 に衰 え を感ず るこ とな く， また心 暗

くな る こ ともな し。体 も手 足 も関節 も衰 えず，

神知 りた まわ ず には その頭 髪一 筋 も地に落 つ

る こ とな く， また飢 ゆ るこ と も渇 くこと もな

か るべ し。」(教 義 と聖 約84：80)

過 去2年 間， 私 は家族 と共 にテ キサス の伝

道部 で働 いて きた。 そ こでの経 験は 期待 をは

るか に上 まわ る充 実 した素 晴 らしい もの で あ
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った。初 めて その 地 を訪 れ た 時， フ ェザ ー ス

トー ン姉妹 は 主に こ う祈 った。「私 たちには時

間 があ ま りあ りませ ん 。 どう か で きるだけ 早

く私が いろ いろ な こ とを覚 えて， み業 に携 わ

れ るよ うに して下 さい。」

後に，彼女 は こ う話 して くれ た。「主 は私 の

祈 りに答 えて下 さ り， 大切 な教訓 を数 々与 え

て下 さ ったわ。 その ひ とつが 伝道 に 来 て1カ

月 とたた ない頃 に得 た教 訓 なの 。来 る 日も来

る 日も忙 し くて， 静 か に過 ごす 時 間が少 し も

なか ったの。 で もあ る 日， 午後 の時 間が45分.

位 あい たので， 外 で愛 馬に くし をか け てや っ

たの。 その間， 少 しの 時間 だけ ， 自分 ひ と り

の世 界 にひ たる こ とが で きた わ」 と。

妻 は伝 道部 でわ ずか数 分 の時 間 も自分 ひ と

りにな る こ とが で きなカ〕った 。 その ため に妻

はひ ざまず いて主 に祈 った。「天 のお 父様，ど

うぞ少 しで よい ですか ら 自分 だけ の時 間 をお

与 え下 さい 。」

す る とこの世 の事物 を 目に見 る よ うに は っ

き りと，次 の よ うな 言葉 が脳 裏 に浮 か んで き

た。 「娘 よ，これは あ なたの 時間 で はな い。私

の時 間で あ る」 と。 私 た ちは， 主か ら召 され

て い るこの期間 ，全 力 を尽 く して働 こ う と努

め てい る。そ の労働 の 基準 も， 他の 人 とで は

な く，絶 えず 自分 の基 準 と比較 す る必要 が あ

る。

こ こで， 私 た ち と一 緒 に働 いて きた宣教 師

たちの 「信 仰」 の経 験 を少 しご紹 介 した い と

思 う。

ウ ェイデ ル長老 夫妻 が週 間報 告 書 に こ う書

いて きた。「少 し長 くな ります が，今 週 あ っ た

ひ とつ の霊 的な経：験 をお伝 え したい と思 い ま

す。金 曜 日に， ア ロイ長 老 と臨時 に その 同僚

にな った カーチ ス長 老が 私 た ちの家 を訪 問 し

て下 さい ま した。 そ して ふ た りを宣教 師 の家

まで お送 りしま した。 その 時ア ロイ長 老 が宣

教師 のアパ ー トが ど うい う もの か 中に入 って

見 る ように勧め て下 さ った の です。 彼 は裏 口

か ら入 って私 た ちのため に， 表 の戸 を開 け て

くれたの ですが ， その時 彼 の顔 は何 と も言 え
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な い輝 きを放 って い ま した。

『長 老 ， ほ ら， いた だ き もの です よ。 見 て

下 さい 。』テーブル上 に は食料 品 が 山 と積 まれ

て い ま した。後 で カー チス長 老 か ら伺 った こ

とです が， ア ロ イ長 老 と同僚 はあ る時 その 日

の 食物 に も事 欠 く家族 に 出会 い， 自分 た ちの

食べ 物 をそ っ く りその 家族 に あげ て し まった

の で した。 私 た ちの胸 は い っぱい にな りま し

た。」そ して最 後 にウ ェイデル姉 妹 は こ う結 ん

でいた。「主 は ご 自分 の弟子 たちを必 ず 見守っ

てい て下 さい ます 。」

また， 夫 を失 った後 に宣 教 師 とな った ロー

ナ ・コー ル ・ア ルダー 姉妹 は， 週 間報 告書 に

次の ように書 いて きた。「伝 道 の経 験 は証 を本

当に 強 くして くれ ます 。証 を得 た 日時につ い

ては は っ き り告 げ る こ とは で き ませ んが， 私

の信 仰 の土 台 を強 く，堅 固 な もの として くれ

た 多 くの 出来事 を私 は よ く覚 えてい ます 。心

を謙遜 に して くれ た数 多 くの経 験 を通 して，

この8カ 月間 ほ ど主 を近 くに感 じた こ とは な

か っ た と思 い ます 。 メキ シ コの革命 を3回 体

験 し， 本 当の証 を築 き上 げ るこ とが で きま し

た。教 会 で レ ッス ンを準備 す る時 も主 を近 く

に感 じるこ とが で きま した。主 は言葉 で は言

い尽 くせ な い沢 山の祝 福 を与 え て下 さい ま し

た。 けれ ども伝 道 生 活の ように，一 日中霊 的

な経験 が得 られ た こ とは かつ て一 度 もあ りま

せ ん で した 。

その ほか特 に私 の霊 性 が 高め られ たの は，

息子 た ちが伝 道 に出 て いた時 の こ とです 。 息

子 た ちは伝 道先 か ら私 にモ ルモ ン経 を読 む よ

うに言 っ て き ました。夫 は長 男がチ リで伝道

中 に亡 くな りました。 その 試練 の時 期 に私 は

本 当に謙 遜 に な りま した。 あの 辛 い経験 と豊

か な祝福 を心か ら感謝 してい ます。 真心 と感

謝 を込 め て， アル ダー姉 妹 。」

数 カ月前 に， 私 た ちの伝 道部 へ素 晴 ら しい

夫婦 が 赴任 して きた。 彼 らの到 着す る前 に娘

さんか ら次の ような手 紙が 届 いていた。「親 愛

な るフ ェザ ー ス トー ン伝道 部 長へ 。間 もな く，

あな たの伝 道 部 に1年 半 の伝 道 をす るた めに
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一 組 の夫婦 が着 任す る と思 い ますが
， 彼 らは

世 界 で最 も素敵 な夫 婦 です 。 父母 は あな たの

下 で働 け る こ とを心 か ら喜 ん でお ります 。 あ

なた のお っ しゃ るこ とは何 で もす るつ も りだ

と申 して お.りました。 あ なた は きっ と私 の両

親 をお気 に召 してい ただ け る と思 い ます 。 ど

うか 父 と母 を くれ ぐれ もよ ろ し くお願 い しま

す 。」伝 道 に 出て くる宣 教 師の 大部 分 は，主 イ

エス ・キ リス トを愛 し，主 に仕 え， 人々 を主

に導 きたい と望 ん で い る。 しか し少数 で はあ

るが， 召 しか らの大切 さ を忘 れ，伝 道 が成 功

して い ない こ とを'正当化 しよ う とす る老 もい

る。 それ は， 給料 袋 を受 け取 って5ド ル 足 り

な いのに 気が つ いた 人に た とえ られ る。 彼は

主 人の ところへ 行 き，「今 週 の給 料 は5ド ル足

りない よ うですが 」 と抗議 した。

す る と主 人は答 えた。「や は りもどって 来 ま

したね。 先週5ド ル余 計 に払 ったの に も どっ

て来 なか った じゃ ない ですか 。」

す る と彼 は言 った 。「え え，1回 の 間違 いな

らまあ我慢 もで き るの ですが ，続 け て2回 も

す る もんです か ら。」

年.配の夫婦 や 未亡 人 も， よ く準備 が整 い さ

えす れ ば伝道 の 召 しに あずか るこ とがで きる。

そ して子供 や孫 たちが夜 ひ ざまず いて， 「愛す

る天 の お父様 ， テ キサ スで伝 道 して い るお じ

い さん とお ば あさん をどうぞ祝福 して下 さ い」

と祈 る時，彼 らは豊 か な祝福 を受 け るの で あ

る。

オル セ ン姉 妹 には12人 の子 供 が いた。 そ し

て 息子 た ち を全 員伝 道 に 出 した。現 在 はその

子供 たちが母 親 を援助 し，伝 道 に 出 してい る。

この よ うに， 私 は 自分 の伝道 部 で ，毎 月の よ

うに，宣 教 師 と家族 の 間の 愛 を見聞 きして い

る。1

また， ひ と りの素 晴 ら しい青年 が 伝道 に 召

され て きた。 それ まで 彼 は外 国の 自動車 会社

で働 いて いて， 国 中 を車 で まわっ て いた。末

日聖 徒 で ない彼 の上 司 は， 彼が2年 間伝 道 に

出 る とい うの を聞 いて そ の青 年 に こ う言 った。

「伝 道 に行 かず に これ か らも私 の下 で働 くな

ら，28，000ド ル の フェ ラー リを君 に進呈 しよ

う。」その グラニ ス長 老 は，ゾー ン リー ダー と

して1カ 月前 に伝 道 を終 えた 。

あ る長 老は ，私 がサ ンア ン トニ オに着任 し

て間 もな く伝 道部 にや って きた。 彼には 大勢

の兄 弟が い た。 彼の 交親 は息子 の伝 道費 用 の

足 しにパ ー トタイム の仕事 を見付 けた。 しか

し， それ で も足 りないの で，母 親 が学校 給 食

の仕事 を手伝 うこ とに なっ た。 この仕事 な ら

子供 た ちの帰 宅 時間 には 家 にい られ るか らで

あ る。 それ で も， この宣 教師 に送 られ て くる

金額 は微 々 た る もので あ った。私 は面接 の時，

そ の長老 に財 政 の こ とを尋ね る と， 彼 は顔 を

曇 らせ ， 一生 懸 命 に倹約 して使 って はい るん

で す が， 家 族 の送 金 で は ど うして も足 らな

い とい うこ とであ った。 そ して 彼は こ う言 っ

た。「伝 道部 長，私 は決 してむ だ遣 い は して い

ませ ん。 倹約 しよ うと思 っで， この3日 間，

何 も食べ て い ませ ん。」それ か ら，次 の よ うに

語った。「幼 い妹 まで もが，私 を助 け て くれ ま

す。 誕生 日に もらっ た1ド ル札 を， 自分 よ り

も私 の方 が 必要 だ ろ うか ら とい って封 筒 に入

れ て送 って くれ たの です 。」そ う言 って彼 は泣

き出 した。 私 はワ イ シャ ツの ポケ ッ トか ら手

の切 れ るよ うな100ド ル札 を2枚 取 り出 した。

この100ド ル札 は必 要 な時 に使 って欲 しい と時

折 親友 が送 って くれ る もの であ る。「実 は，私

の 友 人が， これ をあ なた にあ げる よ うに と送

って き ま した」 と言 って その100ド ル札 を差

し出す と， 両手 に 顔 を うず め て泣 き くず れた

の で あ った。.

また， ダニ エル ・ギフ ォー ド長老 は，祝 福

師 の祝福 で，伝 道 中 に教会 幹部 の近 くで働 く

とい う約 束 を受 け て いた。 彼 はテ キサ スで伝

道 す る よ うに 召 され た時 ， まだ召 されて2，

3カ 月 しか な らな い伝 道部 長 の下 で ど うして

その よ うな約 束が 成就 され るだ ろ うか と不 思

議 に思 って いた。 とこ ろが，'彼が宣 教師 訓練

セ ンター で10月 の総 大会 の最 後の一 般大 会の

模 様 を聴 い て いた時 に， タナ ー副 管長が 次は

七 十 人第一 定 員会 会 員 であ り， 新 し くテ キサ
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ス ・サ ンア ン トニ オ伝 道部 の伝 道 部長 に 召 さ

れ たボー ン ・」 ・フェザ ース トー ン長 老 です

と発表 す るの を耳 に したの であ った 。後 日，

ギ フォー ド長 老 は伝 道部 長補 佐 に召 され た時

に， 自分 が受 け た祝福 師 の祝福 の 約 束の こ と

を私 た ちに話 して くれ た。 この ギフ ォー ド長

老 に とっ て， これが だれ の業 か疑 問 を説 く余

地が あ るだろ うか 。

別 の伝 道部 か ら移 っ て きたあ る長老 が， 親

元へ帰 りたい と言 って きた。 両親 や 監督 が思

い と ど まっ て伝 道 を全 う して 欲 し い と望 ん

でい るこ とは本人 も承知 して いた。 私 は何 回

も彼 を面 接 した。 その面 接 の 中で， 彼 は 自分

の ワー ド部 では過去5人 の長 老 た ちが いず れ

も伝 道 の途 中で帰 って きて い る と話 して くれ

た。私 は，後 に続 く若者 た ちの悪 い模 範 とな

った最初 の長 老 の 軽率 さ に あ きれ て し ま っ

た。 そ してこの長 老 こ そは何 と して も立 派に

伝道 を終 え させ よ うと決 心 した。 彼 は約4カ

月間， 毎週， 宣教 師 の召 しを解任 してほ しい

と，理 由 を書 き連 れ て手 紙 を書 き送 って きた。

それに対 して，私 は 一通 も欠 か さず返事 を書

いた。

そ うす る と，4カ 月 目の終 わ りに， よ うや

く彼か ら他 の宣教 師 と同 じよ うな内容 の 手紙

が届 いた。 その追 伸 の ところに こ う記 されて

い た。「伝 道部長 ご覧の 通 り，私 の 負け のよう

です。」それ を読 ん だ時，私の 目に涙が こみあ

げ て きた。
'ビ ンス ・ロ ンバ ルデ ィは

， 「闘 いは苦 しけれ

ば苦 しい ほ ど降伏 しが たい ものだ 」 と言 った 。

この長 老 は立 派 な ゾー ン リー ダー と して伝 道

を全 うした。彼 は暖 か い心 と教 え る才 能 に恵

まれ， 人々 を愛 し， 気遣 い，霊 的 に も傑 出 し，

伝 道 も立派 に終 え， 名誉 の解 任 を受 けた 。そ

して神 殿 で美 しい女性 と結婚 し， 現在 は， 神

殿 の近 くに住 み， 神 殿に もしば しば参 入 して

い る。 この長 老 は 自分 の ワー ド部 の将 来 の宣

教 師 たちに とって立 派な模 範 とな ったの であ

る。

シェフ ィー ル ド長老 は 大手術 を11回 も受 け，
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そ のほか1時 間以 内の手 術 もさ らに 回数 多 く

受 けて きた。彼 の最 大 の願 い は， 手 術に よ.っ

て伝 道 で き る体 に な るこ とで あっ た。伝 道 に

出 る1年 前， 彼 は最 後 の手術 を受 け た。 それ

に もかか わ らず， 伝 道 に 出てか らは， 週 平均

70時 間か ら80時 間 も伝道 の業 に従 事 して い る。

そ して あ らゆ る人か ら深 く愛 されて い る。

シェ フ ィー ル ド長 老 は，問 題 を抱 えた 宣教

師 た ちに とっ て大 きな祝 福 となって い る。あ

る面 接 で彼 の 同僚 が ， シ ェフ ィー ル ド長 老は

よ く肩 をは ずす こ とが あ る と教 えそ くれ た。

そ れは ひ どい痛 み を伴 い， しか もよ く夜 中に

起 こ るそ うで あ る。 私 はす ぐに シ ェフ ィール

ド長 老 と面接 し， 病 院 に入 って必 要 な手 当て

を受 け る よ うに勧 め た。 す る と， 彼 は私 の 目

を見詰め ， め.った に見せ ない厳 しい表 情 で こ

う言 った 。「伝 道 部長 ，私 は 人生 の大半 を病 院

で過 ご して きま した。 この伝 道が 終 われ ば ま

た手 術 を受 け なけ れば な りませ ん 。私 は主 に

約 束 しま した。 も し伝道 させ て下 さるな ら，

その 間 どん な に具 合 いが 悪 くて もどんな に苦

し くて も，2年 間 は1日 た りと も病 院に は入

りませ ん と約 束 したの です。」

伝 道 の祝福 が何 であるか ，「あなたた ちは知

っ てい るか 。」(ア ル マ26：2)

恐 ら くウ ィ リアム ・ケイ ス ・ク ラー ク兄弟

姉 妹 は それ を知 っ てい たで あ ろ う。 彼 らは こ

う書 い て きた。「愛 す るフェザ ー ス トー ン伝 道

部 長 ，お 手紙 をい ただ いて喜 ん でお ります 。

私 たち もあ な たを愛 してお ります 。」(実 に彼

らは私 に まだ会 っ たこ ともないの に 愛す る こ

とが で きた の であ る)彼 らの 手紙 は こ う続 い

て いる。「私 たちは も う若 くあ りま せ ん 。ウィ

リア ム ・ケ イ ス ・クラー クは81歳 で ご ざい ま

す。 彼は 副監 督， 監 督， そ して祝福 師 を31年

間務 め て参 りま した 。私 エ レ ン ・クラー クは

76歳 で， これ まで ワー ド部 ， ス テー キ部 のあ

らゆる組 織 で音楽 指揮 者 と教 師 を して参 りま

した。私 た ちは これ まで 恵 まれた豊 か な 人生

を送 らせ て いた だ き， 福音 を教 え るこ とを大

きな喜 び と して参 りま した。10人 の子供 はみ



ん な神 殿結婚 を して教会 で活発 に働 い てお り

ます 。最 近 家族 の集 ま りを持 ったの です が，

56人 の.孫と26人 の ひ孫 が集 ま りました。今 回

の伝 道 は夫 には4回 目.，私 に とって は3回 目

に な ります 。私 た ちの一 番幸せ な時 間 はイエ

ス ・キ リス トの福 音 を教 えてい る時 で ご ざい

ます。」どの宣教 師 に も愛 と犠 牲の体 験 が ある6

私は 宣教 師 た ち を心 か ら愛 して い る。 大義 に

捧 げ る彼 らの献 身，主 に対 す る愛 ， そ して喜

ん で主 のため に奉 仕す る心 は， 必 ずや 彼 らの

生 活 と子孫 を永遠 に祝 福 す るこ とだ ろ う。

愛す る兄 弟姉 妹 す べ ての 人が イエ ス ・キ

リス トの福 音 の 回復 を聞 く特権 に あず か らな

けれ ば な らない。 宣教 師 の召 しに 応 じる人々

は，「何 人 も心 に衰 え を感 ず る ことな く，また

心 暗 くな る こ ともな し。体 も手 足 も関節 も衰

えず， 神知 りた まわず に はそ の頭髪 一 筋 も地

に落つ るこ とな く， また飢 ゆ る こ とも渇 くこ

ともなか るべ し。」(教 義 と聖 約84：80)

私 た ちはあ らゆ る人 を捜 し求 め， しか もキ

リス トの純 粋 な愛 に よって それ を行 な わな け

れ ば な らない。

人 を裁 いては な らない。神 が だれ を備 え て

お られ るか だれ も知 らな いか らで ある。予 言

者 ジ ョセ ブ ・ス ミスは， 次 の よ うに述べ て い

る。「今 や 真理 の旗 が掲 げ られ て いる。いか な

る汚れ た者 の手 も， このみ業 の発 展 を止め る

こ とは で きない 。迫 害 は威 を振 い，暴 徒 は連

合 し， 軍隊 は集合 し， 中傷 の風が 吹 き荒 れ る

か もしれな い。 しか し神 の真 理 は大胆 かつ 気

高 く，悠 然 と出 で立 ち， あ らゆ る大陸 を貫 き，

あ らゆ る地方 に至 り， あ らゆ る国に広 ま り，

あ らゆ る者 の耳 に達 し，神 の 目的 は成 し遂 げ

られ るであ ろ う。 か く して， 大 いな るエ ホバ.

は，み業 は成 った と告 げ られるこ とであろ う。」

(研s'oη(～/劾 θC勉2納 「教 会歴 史」4：540)

神 の祝福 が あ って， 伝道 に 出 る こ との で き

る人す べ てが 伝道 の 召 しに あずか れ る よ うに。

伝 道 が確か に祝 福 を もた らす こ とを，私 は知

って い る。 これ らの こ と を， イエ ス ・キ リス

トの み名 に よって 申 し上 げ る。ア ー メ ン。

七十 人 第 一 定 員会 会 長

J・ 卜一 マ ス ・フ ァ イ ア ン ズ

私たちの

共通の先祖

4代 の系図探 求を終えた教会員は，教会の

記録抄 出プログラム に従事す ることになる

フ アゥス ト長 老・私 たち七+人 第一定 員会

会長会 は， あ なたの新 しい召 しを全 面的

に支持 し，心 か らの愛 を表 明 したい と思 う。

また， 新 し く召 され た3人 の教 会幹 部 の方々

を心 か ら歓 迎 したい 。皆 さんは私 た ちが 担 う

幾 多の責任 を共 に担 って下 さる方 々で あ る と

確 信 してい る。

私 は 自分 の父 の こ とを私 の 父 と呼 ぶ。 しか

し私 の4人 の 兄弟 姉妹 の こ とを考 え る と， 父

が私 だけ の父 で はな く，私 た ちの 父で ある こ

とに気 付 く。

祖 父 を例 に とる と， も し私が祖 父 を自分 だ

けの祖 父 と呼 ぼ う とす れば ，兄 弟 だけ でな く，

、いと こた ち も加 わ っていっせ いに， 「彼は私 た

ちの祖 父 だ」 と言 うであ ろ う。 曾祖 父 を私 の

曾祖 父 と呼 ぶ な らば， またい とこ もや って き

て ，曾 祖 父は私 た ちの 曾祖 父だ と言 うに違 い

ない。

私 た ちの先祖 が共 通 の先祖 で あ るこ とは明

白で あ る。 私 た ちは過去 を さか のぼ って 「私

の， 私 の」 と言 っては な らない。 「私 た ちの」

と言 っべ きで あ る。過去 に さか のぼれ ば さか

の ぼ るほ ど， その 叫び は大 き くな る。

最 近， 系 図探 求 の仕 事 の 中に重 複 した とこ

ろがあ る こ とが 明 らか にな って きた。 それが

どの程度 の もの か具体 的に知 りたい と思 って，

私 は 自分 の 系図 記録 を専 門 の系図調 査所 に持

って行 った 。 そ こで私 の記録 を人名録 と照合

してみ る と， 私 の記録 の95パ ーセ ン トがす で

に その フ ァイル に載 っ てい た。 とい うこ とは，
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新 しい記 録 はわず か5パ ー セ ン トしか な い と

い りこ とで あ る。 ほか に34人 の依頼 人 が私 と

先祖 を共 通 に してい たか らであ る。 これ には

す っか り驚 いて しまい， だれ もが こん な状 態

だろ うか と思 った。 そ こで私 は この調査 所 に

依頼 して，合 衆 国内 の全地 域か ら教 会 員， 非

教 会員 を問 わず依頼 人 を選 び 出 し， 彼 らの 先

祖 の名前 を互 い に照合 して も らった。 す る と

どうだろ う。記録 の80パ ー セ ン トが重 複 して

お り， 当人 だけ の記録 は わず か20パ ー セ ン ト

とい う次 第 であ る。

また， 別 のあ る機 関に調 査 を依頼 した とこ

ろ，私 には348人 の い とこ， またい とこ， そ

の またい とこが いて， そ の全 員が 同一 の2代

目曾祖 父 を探 求す るこ と もあ り得 る とい う調

査 報告 を得 た。

以上 の例 か ら明 らか な ように， 系図 探求 に

おけ る重 複 は著 しい 。 キ ンボール 大管 長が4

代 前 までの 先祖 の探求 を指 示 され た のは， こ

の よ うな基 本的理 由 があ っ たか らで あ る。4

代の 系図探求 を終 えた教会 貝 は，教 会 の記 録

抄 出プロ グラム に従事 す るこ とにな る。

そ れでは， 私 た ちには どの よ うな責 任が あ

るの だろ っか。

まず，4代 家族 の 記録 プ ロ グラム を考 えて

み よ う。4月 の総 大会 で キ ンボー ル大 管長 が

系図 につ いて話 され て以 来， 系図 活動 が盛 ん

になって きた。今 人々 に は， 「自分 も系 図探 求

がで きる」 とい う気持 ちが あ る。 そ して， 多

くの 「兄弟姉 妹 で構 成す る家族 」 が， 互 いに

協 力 し合 って4代 の 「家族 の 記録」 を見直 し，

情報が正 確 か ど うか の確 認 を行 なっ てい る。

例 えば， 私 た ち夫 婦 には5人 の子供 が い る。

その5人 は ひ とつ の 「兄 弟姉妹 で構 成 す る家

族 」 を成す 。彼 らは私 た ち夫婦 の助 力 を得 て，

私 た ちの4代 の 「家族 の 記録」 を調 べ る。 そ
.
して，記 録 に記載 された情 報 がすべ て正 確 で

あ るこ とが確 認 で きた ら， 私 た ちは家族 とし

て， それ を1セ ッ トの 「家 族 の記録 」 に して

提 出す る。 セ ッ トを6つ も7つ も作 成 してそ

れぞれ に提 出す る よ うな こ とは しな い。

40

4代 家族 の記録 プ ロ グラム は， あ る意 味 で

専 任 宣教 師 として伝道 に 出 るの に似 てい る。

私 たちは専 任 宣教 師 に召 され る と， この最 も

大切 な神 の務 め に全 力 を傾 中す る。 そ して伝

道 を終 えた後 も伝 道 活動 に対 す る関心 は失 わ

な い。依 然 として関心 は持 続す る。 しか し，

伝 道 中の よ うに専 心す る とい うわけ には いか

な い。

4代 家族 の記録 プ ロ グラム は，専 任 宣教 師

として伝 道 に出 るの に似 て い る。私 たち は，

「兄 弟姉妹 で構 成す る家族 」 と して 「家族 の

記録 」 を提 出す る。 そ して これ を終 える と，

あ る意味 で私 た ちは 自分 の系 図の使 命 は達 成

した こ とに な る。 しか し， そ うだ か ら と言 っ

て系 図へ の 関心 を失 って よい とい うわけ では

な い。 自分 の 自由意志 を働 かせ て， 望 む とこ

ろまで探 求 を続 け るので あ る。 しか しなが ら，

私 た ちの 心 を先祖 に 向け る方 法は ほか に もあ.

る。 それ が 記録抄 出 プ ロ グラム であ る。今 そ

の長 所 と必要性 にっ いて 少 し説明 したい と思

う。

も し皆 さんが ソル トレー ク ・シテ ィーへ 来

て，私 に電話 をか け たい と思 っ たち， 電話 番 .

号 簿 で私 の家 の 番号 を捜す はず であ る。 か り

に， 番号 簿 を開 い た時に電 話 を設 置 した 日付

順 に 名前 が載 ってい た とす る。 しか もソル ト

レー ク ・シテ ィー に は数冊 の電 話 番号 簿が あ

る。 あ なた は まず どの番号 簿 に私 の名 前が 載

って い るか を見定 め，.次い でペ ー ジ をめ くっ

てわ が家 に電 話が つ いた 時期 をた よ りに番 号

を捜す で あ ろ う。

だ れか が この 番号簿 の 氏名 をア ル フ ァベ ッ 冷

ト順 に並べ 直 して1冊 の本 に ま とめ た ら， ど1

んなにか翻 が調べやすい・とであろう.寛

数年 前 までは， 系 図 を調 べ るの に， 先祖 の

記録 が あ る と思 う土地 へ 出掛 けて行 き， 牧 師

や 司祭 や 記録 の保 管 人に許 可 を も らって調べ

た もので あ る。

そ の よ うな海 外旅行 の ため に教会 員 が莫 大

な時 間 と経 費 をか け， そ れが教 会 員に か な り

負担 にな っ てい た。 そ こで， 系図部 では 人 を



?

派 遣 してマ イ クロフ ィル ム撮影 の許 可 を取 り，

教 会員 が いな が らに して その マ イ クロフ ィル

ム を容 易 に利 用 で きる よ うに した 。 これ らの

.記録 は，電 話 の設 置順 に載せ られ た電話 番号

簿 の よ うに，年 代順 に収 録 されて い る。

これが現 状 で あ る。 で は将 来は ど うな るの

で あろ うか。

各 ステ ー キ部 には間 もな く次の 方式 が紹 介

され る はず であ る。私 た ちは まず マ イ クロフ

ィル ムか ら全 部の 名前 を写 し取 り， カー ドに

記 入 し， コン ピュー ター でア ル フ ァベ ッ ト順

に整理 して ゆ く。 これが 記録 抄 出 と呼 ば れ る

仕 事 で あ る。 こ うしてア ル フ ァベ ッ ト順 に並

べ られ た名前 の リス トは ，電 話番 号簿 の よ う

に，神 殿 の儀 式 だけ で な く， 将来 の い ろい ろ

な資料 の基 となる。

私 た ちがマ イ クロフ ィル ム ・リー ダー の前

に座 り， 過去 の記 録か らひ とつ ずつ 人名 を書

き出す 時， それ は， 記録 に載 って いる先祖 の

子孫 た ち一 人一 人 に代 わ って行 な って いるの

で あ る。今後 は， 干 し：草の 山の 中 に埋 もれ た

針 を捜す よ うなこ とは な くな る。電話 番号 簿

の ように整理 され た ものの 中か ら捜せ ば よ い

の であ る。

現 在 は この世 の先祖 の こ との み を考 えて い

るが， もし前世 の先祖 の こ とを考 え， それが

天 の御 父 であ る こ とを思 えば， 自分 が記 録の

中に見 る名 前 は皆 自分 の兄 弟や姉 妹 で あ るこ

とが よ く分 か る。 これ は伝 道活動 で言 えば さ

しずめ 戸別訪 問 とい った ところで あ る。

これ まで熱心 に働 い て きた 人々 の労苦 に感

謝 しよ うでは ない か。過 去 の系 図探 求 にお け

る働 きはみ な素 晴 らし く、， すべ て現 在 の基礎

を築 くもの で あ った。

私 た ちは開拓 者 た ちの働 きの こ とを考 える

と，畏 敬の 念 を抱 かず に はお られ な.い。あ る

者 は手 押 し車 で大平 原 を越 え て きた。今 日の

私 た ちが あ るのは その よ うな 人々 あ辛苦 と苦

難 の お陰 であ る。私 た ちはそ の手押 し車 と と

りわけ そ れ を押 した彼 らの手 に心 か らの愛 と

尊 敬 を抱 いて い る。

現代 は， 超 音速 の飛行 機 もある。 命令 を与

え さえす れば， コ ンピュー ター は心 を先祖 に

向け る手伝 い を一 手 に引 き受 け て くれ る。

科学 技術 の もた らす 恵み を享受 したか らと

い って， 人間性 が奪 われ るわ けで はない 。そ

れに よ り，先祖 の 探求 法が もっ と近 代化 され

るの で あ る。

天 父の 目か ら見 て， 私 た ちは何 をなすべ き

で あろ うか。

私 た ちは福 音 の もた らす 最 高の祝 福 を， か

つ てこの世 に生 を受 け たすべ ての神 の子供 た

ち に， それ を受 け入 れ る意志 のあ る限 り与 え

る よ うに しなけ れば な らな い。

私 た ちは今 どこ まで.それ を進 展 させ てい る

だ ろ うか 。

現 在， 教会 全体 で年 間 お よそ100万 人の名

前が聖 な る儀 式 の ため に処理 され てい る。 し

か し， この割 合 で ゆけ ば，10億 の名 前 を調べ

るのに1，000年 もか か る勘 定 であ る。主 の時

間表 に よる と，過 去 に亡 くな った10億 人 ご と

に1，000年 もか け るだ けの時 間の余 裕が 果 た

してあ るだ ろ うか。

私 た ちは霊 的に も技術 的 に も， 主の豊 か な

祝福 を受 け て は じめて， 私 た ちの 心 を先祖 に

向 け る とい う愛 を待 ち望 ん でい る神の子 供 た

ちに昇栄 の 機会 を分 かつ 働 きを促 進 させ るこ

とが で きるの であ る。 イエ ス ・キ リス トのみ

名 に よ り申 し上 げ る。 アー メ ン。

十二使徒評議員会会長

エ ズラ ・タ フ ト ・ベ ンソン

主が完全に

受け入れたもう価値ある……

父母や祖父母に働きか けて，個人の歴史，

家族の歴 史を作 っていただきたいと思う

今 卿4月 の総絵 で，スペ・サーw・

キンボー ル大 管長 は 次の ように 言われた。「さ
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らに私 は，生 者へ の伝 道 と同様 に， 死 者 の た

めの神殿 活動 も急 ぐ必 要 が あ る と感 じて い る。

なぜ な らば， このふ たつ は基本 的に 同 じだか

らで ある。 ……

大管長 会 と十二使 徒 評議 員会 は先 頃 ， この

非常 に大切 な業 を早急 に推 し進 める ため には

どの よ うにす れば よいか につ いて い ろい ろ と

検討 を加 えた。… …

私 たちは4代 家族 の記録 プ ロ グラム の重 要

性 をここで再 び強調 し， この プ ロ グラムに 関

す る責任 を個 人 と家族 の双 肩 に直接 課 したい

と思 う。 さらに可能 であ れば，4代 以上 さか

のぼ って調べ， 家族 の 記録 を作 成す るよ うに

す る とよい。

……系 図記録 か ら人名 を抄 出す るプ ロ グラ

ム を実施 す る。教会 貝 は2マ イル行 く精 神 を

もって， この抄 出プ ロ グラム に従事 し， 奉仕

す るよ うに して いた だ きたい。 この プ ロ グラ

ムは地元 の神権 指導 者 が管理 し， 運 営す る。」

(『生命 と救 いに至 る まこ との道 』「聖 徒 の道」

1978年10月 号，p.2)

この発表 によ り， 系 図探求 と神 殿 の儀 式 の

ための名 前の提 出方 法 が大 幅に 変更 され るこ

とにな る。 それが個 人 と家族 に実 際 どの よ う

な影 響 を及ぼす か， ここで変 更 にな っ た事 柄

と， そ うで ない事柄 とを明確 に して お きた い

と思 う。

まず，従 来 と同様 に変 わ りの ない 点 を挙 げ

て み よう。

1.教 義 と聖約 第128章 にあ る主 の命令 。 「兄

弟 よ， われ ら まこ とに偉 な る大 義 に向 って

進 まざ らんや 。・∴…

この故 に， い ざわれ ら一 教会 員 として，

一 人の民 と して
， また末 日の聖 徒 として，

義 しきに適 う捧 物 を主 に捧 げ ん。 また い ざ

われ ら， 主の神 殿 の完 成せ る時 ， その 中に

於 て，主 が完全 に受 け 入れ た もう価 値 あ る，

わ れ らの 死者 の記録 を載 せ た る一冊 の書 を

主 に呈せ ん。」(22，24節)

2.日 記 を付 け， 個 人 と先 祖 の歴 史 を記す責

任 。特 に系図表 に あ る4代 の先祖 の 歴 史 を
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記 す責 任 。

3.生 きて い る家 族 全買 が神 殿 の儀 式 を受 け

る よ うにす る責 任 。
へんさん

4.覚 えの書 を編纂 す る責 任 。 また， 少 な く

とも4代 まで の先祖 の 名前 を提 出 し，彼 ら

の ため に神 殿 の儀 式 を執 行 す る責 任 。

5.夫 婦 と子 供 た ちで構成 され る家族 を組 織

立 て る責 任 。子 供 た ちが結婚 し， その子 供

が 生 まれ る と，祖 父母 を頭 とした家族 組 織

が構 成 され る。 この よ うな家 族組 織 を通 じ

て， 教会 の全 家 族 は，伝 道活 動， 家族 の備

え， 系 図 と神 殿 活動 ，福 音 の教育 ，文 化 ・

社会 活動 に活発 に参 加す るよ うに しなけ れ

ば な らな い。以上 の必須 の責 任 は今後 も変

わ らな い。

次 に，変 更 に なっ た点 を挙 げてみ よ う。

1.4代 家 族 の記録 プロ グ ラム は大 幅 に変 更

された。 これ までは ，4代 の 「家族 の 記録 」

を提 出す る責 任 は各個 人 に あ った。 しか し，

従 来 の4代 家 族 の記録 プ ログ ラム は1978年

12月 を もって終 了す る。 そ して1979年7月

以 降 ，教 会 は，個 人 では な く， 家族 組 織 で

新 たに作 成 され る 「家族 の記録 」 と 「系 図

表 」 を受 け 入れ る こ とに な る。 したが って，

1979年7月 まで の期 間に， 教会 員 は兄 弟，

姉 妹， お よび両親 か ら成 る家族 を組 織 立 て

て， 彼 らが共 通 に持 って い る「家族 の記 録」

の情 報 を比較 し， 情報 が正 確 か ど うか， 日

付 は正 しいか ど うか調べ る よ うに して い た 、

だ きた い。 そ して ，家 族 としてひ とつ の記

録 を提 出 す る ようにす る1次 に，(両 親 が健

在 で あれ ば)両 親 もこれ を行 ない， すべ て

の世 代 の記 録 が正確 であ る よ うにす る。 ま

た， 必要 であ れば訂 正 す る。 そ うす れ ば，

家族 組 織 の大切 さが分 か るで あろ う。

2.次 に大 きな変 更 点 は，4代 以 上 さか のぼ

って系 図探 求 を続 けて もよいが ， これ は教

会 の個 人や 家族 に義 務 と して は課せ られ な

い とい うこ とであ る。 それ に代 わ って， 教

会 が， 大規模 な記録 の収 集 と抄 出の プ ロ グ

ラム を実施 し， 神殿 の儀 式 を施 す死 者 の名



前 を用意 す る こ とに な る。

末 日聖 徒 の聖典 と系 図 探求 に通 じた人 な ら

ば ，抄 出プ ロ グラム は 「主が 完全 に受 け 入れ

た もう価 値 あ る」 教会 の覚 えの書 を作 成 す る

第一 歩 であ る こ とが お分 か りいただ け る と思

う 。抄 出プ ロ グラム の 目的 は，個 人 の神 殿の

儀 式 を行 な うため に名 前 を効 率 よ く確 認 し，

神 殿活動 を迅 速 に進 め る こ とにあ る。 これに

よ り，神 殿 を運営 す るため に 多数 の名 前 を用

意す る とい う必要 も解 決 で きるわけ で あ る。

これ まで は，先 祖 の探 求 に家族 が法 外 な時

間 と金銭 と労 力 を費や す こ とが珍 し くなか っ

た。 しか し今 後 は， 先祖 を捜 し出す こ とに一

度 それ な りの努 力 を払 えば， た とえ見付 け 出

せ な い場 合 で も家族 の責 任 は完 了 し， 確 認 で

きな い先祖 は抄 出/索 引プ ロ グラム に まかせ

て， さ らに別 の家系 の先 祖 に進 む こ とが で き

る。

ここで， 先祖 を中心 とした家族 組 織 につ い

て一言 申し上 げた い と思 う。 この家族 組 織 は

共 通 の先祖 を持 つ子 孫 だ ちで構 成 され る。先

祖 を中心 とした家族 組 織 を設 け る第一 の 目的

は，系 図活動 を共通 の先 祖 ご とに相 互調 整 を

す るため で ある。 とこ ろが この家族 組織 が，

本来 の 目的 を忘 れ て社会 活動 や文 化 活動 ， そ

の他 の活動 に 主眼 を置 くよ うにな る と， 両親

や 祖 父母の 家族 組織 の領 域 が侵 され るこ とに

な る。 したが って， キ ンボー ル大管長 の変更

の発表 に合 わせ て， 現 在進行 中の系 図活動 が

完 了で きる よ うに して い ただ きた い。今 後 は，

両 親 ま たは祖 父母 の家族 組 織 で， 家 族 の集 い

や 資金 の調 達 を行 な うよ うに しな けれ ばな ら

な い。

この先祖 を中心 とした家 族組 織 の も うひ と

つ の大 切 な 目的は， 両 親や祖 父母 の家族 組織

が 家族 の歴 史， 特 に最 初 の4代 の先祖 の歴 史

を作 成す る こ とが で き るよ うに， 必要 な資料

を提供 す る こ とで あ る。 この ように先祖 を中

心 と した家 族組 織 は， 記録 文書 や写 真， 手紙 ，

、原稿， 日記 ，新 聞， 書籍 な どを集 めて フ ァイ

ル し，'目録 を作 り，保 管 す る。

繰 り返 し申 し上 げ るが ，教 会の 全家族 は，

両親 また可 能 で あれば 祖 父母の 家族 組織 に

所 属 す る よ うにすべ きであ る。先祖 を中心 と

した家族 組織 は， 家族 の歴 史 を含 め， 系図活

動 の相 互 調 整 を行 な うため にのみ 存在 す る。

この 目的が十 分 に果 た され た ら， この家族組

織 は解消 す る とよい。

教 会 の家族 が予 言者 の勧告 通 りに組 織 され，

教会 と して， また家族 として可能 な限 り先祖

を調 べ上 げ るこ とがで きれ ば， その時 初め て

私 た ちは， ブ リガ ム ・ヤ ン グ大管 長 の予言 し

た祝福 を受 け るに ふ さわ しい資格 が得 られ る

の であ る。

「あ なた方 は主 の神 殿に 入 り
， 主 のみ前 で

死者 の ため の儀 式 を捧 げ るであ ろ う。 …… こ

の儀 式 が完 了す るまで， シオ ン山の大 勢 のイ

ス ラエ ルの長 老 た ちは， 主 の神殿 の柱 の よ う

に， そ こか ら出て くるこ とは ないだ ろ う。 彼

らは神 殿の 中 で寝 泊 りし， 食事 を とる。 また

しば しば次 の よ うに言 うこ とだ ろ う。『昨 晩あ

る人が神 殿 に 来 ま した 。そ の 人は だれか知 り

ませ ん が， 私 た ちの兄 弟 であ るこ とは間違 い

あ りませ ん 。 その 人は 私た ちの知 ら.ないこ と

をた くさん教 えて くれ ました。 また， 記録 に

出 て いな い，私 た ちの 先祖 の名 前 を沢 山教 え

て くれ ま した 。私 の真実 の 系図 と何 百年 もさ

か のぼ って 私 の先祖 の 名前 を与 えて くれ ま し

た 。』 この人 は，『あなたと私 は 同 じ家族 の 中で

つ なが って い ます 。 この 中に あな たの先祖 の

名 前が 出 てい ます か ら， これ らの名 前 を取 り

上 げ て， 書 き出 し， あな た と同 じよ うに，バ

プテ スマ と確 認の儀 式 を授 け て この人 たち を

救 って下 さ い。彼 らに 永遠 の神権 の祝 福 を授

け て下 さい と私 に 言 いました。』私 た ちが この

世 に生 を受 け た 入た ちの ため に しよ う として

い るのは この こ となので あ る。 これ を考 え る

時 に， 私 はゆ っ くり休 み たい とは思 わ ない。

む しろ終 日勤 勉に働 きた い と思 う。 この仕事

はか な り労 力 を要 す る仕 事 で あ るので， むだ

に過 ごす時 間 が全 然 ないか らで ある。」(ノo簾

欄1(ゾ α 誘6侃欝お 「説教 集 」6：295)
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私は， これ まで説 明 した原 則 に従 い， 自分

の家族 を組織 してみ た。 皆 さん の 中に も実行

され た方は.多い と思 う。 私 はエ ズ ラ・タフ ト・

ベ ンソ ン家族 とい う， 祖 父母 の家 族 を組 織 し

た。私 の子供 たち と結 婚 した孫 た ちは この家

族組織 の一 員 であ り， 同時 に それ ぞれ の両親

を中心 と した家族 組 織 の一 員 で もあ る。

私 た ちの 親族 は 「系 図表」 を照合 し，1979

年 にひ とつ の家族 として教会 に提 出で きる よ

うに 「家族 の記録 」 の確 認 を急 い でい る。

また，子 供 た ちには家 族 の歴 史 を作成 して

もらって い る。私 と妻 は子供 た ちの模 範 とな

るよ うに， 私 た ち 自身 の歴 史 を作成 してい る。

さらに私 た ちの1枚 目の 「系 図表」 に 出て く

る4代 目ま での妻 と私 の それ ぞれ の先祖 の 歴

史 を ま とめて い る。つ ま り，私 た ちの子 供 に

とって は5代 の家族 の 歴 史が で き，孫 に とっ

て は6代 ， ひ孫に とって は7代 の 家族 の歴 史

が残 るわけ であ る。

私 た ちは これ らの歴 史 を ま とめ る時， ご く

一般 的 な様 式 で書 くよ うに努 め
， 家族 の覚 え

の書に収 め るの に都合 の よ い よ うに，「系 図

表」 と同 じサ イ ズの紙 に タ イプ した。 また，

ひ と り当た り10ペ ー ジ以 内 をめ どに， 簡潔 に

ま とめ る ように心 掛 けた。 何 度使 って も文 字

が 消 えた りしな い よ うに， わ ざわ ざオフ セ ッ

トで印刷 し， コピーが 何枚 も取れ るよ うに し

た。歴 史に はそ れ ぞれ，先 祖 の写 真 をは るつ

もりで あ る。私 た ちは家族 組 織 に属す る全 員

に， それ らの歴 史 を各々 の家 庭 の夕べ の基礎

資料 として使 い， 子供 たち に先祖 に対 す る愛

と感謝 と尊敬 を教 える よ うに勧め て い る。

も し皆 さんが ま だ始 め て いなけ れ ば，現 在

の 自分 の家族 と祖 父母 の 家族 を組 織立 て て，

個 人 と家族 の歴 史 を作 成 してい ただ きたい と

思 う。

「さあ行 って私 たちの儀 式 に あずか ろ うで

はな いか。 そ うす れ ば，霊 界に行 って父， 母 ，

兄弟，姉 妹 に会 っ た時 に， 怠 惰 の責め を彼 ら

か ら受 け るこ とは ない。 …… これ ら 〔神殿 〕

の儀 式 は私 た ちに啓示 され た もの で あ る。 私
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た ちは その こ とを知 ってい る。 したが って，

その儀 式に あ ずか らな けれ ば罪 の宣告 を受 け

るで あろ う。」(ウ イル フ ォー ド ・ウ ッ ドラフ，

ノo%7ηα」(ゾ1)ガs6伽駕6s「説教 集」13：327)

予言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス は次 の よ うに述べ

てい る。「わ れ らまことに偉 な る大 義 に向 って

進 まざ らんや 。進 み行 きて退 くこ となか れ。

奮 い起 て よ， ……進 み 進み て勝 利 に至 れ 。汝

ら喜べ 大 いに喜 べ よ。世 の 人， 歌声 を張 り裂

け しめ よ。 死 者 よ，王 イ ンマニ ュエ ル に永遠

讃 美 の歌 を語 り出だせ 。 イ ンマ ニ：ユエル こそ
ひとや

創世 の前 よ り， われ ら を して死 者 をそ の囚屋

よ り腰 う を得 しむ るこ とを定め た まえ り。 そ
めしうど ゆる

は囚 人は釈 さるべ けれ ば な り。

…… この故 に
， い ざわれ ら一 教会 員 として，

一 人 の民 として， また末 日の聖徒 として，義

しきに適 う捧 物 を主 に捧 げん 。 またい ざわ れ

ら，主 の神 殿 の完 成せ る時 ， その 中に於 て，

主 が 完全 に受 け 入れ た も う価値 あ る， われ ら

の死者 の 記録 を載せ た る一 冊 の書 を主 に呈せ

ん。」(教 義 と聖約128：22，24)

これ らの こ とを イエ ス ・キ リス トの み名 に

よ り申 し上 げ る。 アー メン。
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十二使 徒評議員会会員

リグラ ン ド ・リチャ ニズ

伝道のもたらす
　 り

暑ひ

私たちの偉大な指導者の期待 を裏切る こと

な く，すべての男子 を伝道に送 り出せるよう

に祈っている

ム 宵 ， この場 に 立 ち， この聖 な るタバナ ク7

ル をい っぱい に満 た した神 権者 の大会 衆

を拝 見す る と非 常 な感動 を覚 え る。特 に， 私

はア ロ ン神 権 の長 として，14年 間， 教 会 の管

理 監督 を務 め た関係 上， こ こにお集 ま りのア

ロ ン神 権者 を拝 見 す る と， 深 い感動 を覚 え る。

もちろん， 他 の会場 で この大会 の話 に耳 を傾

け てい るア ロ ン神権 者 に対 して も， 同 じよ う

な気 持 ち を抱 いて い る。私 た ちは世 界各地 で，

聖徒 た ちが キ ンボー ル大管 長 に対 して， また

特 にキ ンボー ル大 管長 が伝 道 活動 を強調 して

お られ る.ことに対 して大 きな関心 を寄 せ て い

るこ とを 目にす る時， 深 い感動 を覚 え る。御

存 じの よ うに， キ ンボー ル大 管長 は ，す べ て

の少 年 は伝 道 に 出 るよ うに と語 って い る。

私 は少年 の 時 に経 験 した， ひ とつ の 出来事

を思 い 出す。 まだ執事 に聖 任 され る前 で，私

の育 った小 さな 田舎 町の ワー ド部 の 集会 に 出

席 した 時の こ とで ある。 その 日， 南 部諸 州 で

の伝 道 を終 えて帰 って きたふ た りの 宣教 師 の

伝 道報告 を聴 いたも 当時 の宣 教 師 は，財 布 も

袋 も持 たず に旅 を し，宿 の ない 時 には幾 晩 も

屋 外 で眠 らなけ れ ばな らなか った。 私 は その

夜 ，ふ た りの宣教 師 か ら何か 特別 な話 を聴 い

たか ど うか覚 えて いな い。 しか し， た とえ特

別 な話 を聴 か なか った として も， 主 が私 に何

か特 別 な もの を与 えて下 さっ た こ とは確 か で

あ る。 とい うのは， そ の集会 が 終 わ った時，

私 は， もし召 され た ら，世 界の どの地方 にで

も伝道 に 出掛 け よ うと思 ったか らであ る。私
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は帰宅 す る と， 自分 の寝 室 に 入 り， ひ ざ まず

いて 主に祈 った， そ して，伝 道 に 出か け るこ

との で き る年齢 に達 した ら召 しを受 け られ る

よ う，十 分 にふ さわ しい生 活が 送れ るよ うに

助 け て下 さい と願 っ た。後年 ， ソル トレ」 ク

駅 か らオ ランダ に向 けて旅 立つ 時， 私が 愛す

る 人々 に言った最後 の 言葉 は， 「き ょうは，生

涯最 良 の 日です 」 であ った。

私 が伝 道 に出掛 け る前 に， 当時大 管長 会 の

一員 で あ ったア ン ソン ・H・ ラ ン ド副管 長 は
，

私 たち宣 教師 に次 の よ うに語 った。 「皆 さんは

人 々か ら愛 され るで し ょ う。 しか し， お ご り

高ぶ っては な りませ ん。皆 さんが愛 され るの

は， 皆 さ んが 他の 人 々 よ りも優 れ て いる ため

で はな いか らです 。皆 さんが携 えて行 くもの

の ため に，人々 は愛 して くれ るの です 。」その

時 は，私 はその 言葉 の意 味が分 か らなか った 。

しか し， 約3年 間過 ご したオ ラ ンダ の地 を後

に す る時 に， ラン ド副管長 の 言 った こ との意

味 が よ く理解 で きたの であ った。私 は聖 徒 た

ちや ， それ までに教 会 に導 いた改 宗者 た ちに

別 れの あ い さつ を して 回 った。 その時， 私 は

伝 道 に出掛 け る際 に愛す る入々 に別 れ を告 げ

た時の何 千倍 もの涙 を流 した。

例 えば，別 れの あい さつ をす るた めに アム

ステル ダム の あ る家庭 を訪 れ た時 の こ とで あ

る。 それ は，私 が改宗 に導 いた家 庭 で あ る。

私 が訪 れ る と， 夫 人は頬 に涙 して私 の顔 を見 、

上 げ，こ う言 った。 「リチ ャー ズ兄 弟，シオ ン

に行 く娘 を数 カ月前 に 見送 りま したが， とて

も寂 し く感 じ ました。 で も， あなた を見 送 る

方 が もっ と寂 しいです わ。」私 は，その家庭 を

初 め て訪 れた宣教 師で あ った。 その 時に私 は ，

「皆 さん は人 々か ら愛 され るで し ょう」 と，

ラ ン ド副 管長 の語 った意 味 が分か った気 が し

た。

次 に私 は， オ ラ ンダひ げ をはや した兄 弟 に

別 れ を告 げ に行 った。 彼 はオ ラ ンダの服 を着

て 出て くる と， ひ ざまず いて私 の手 を取 り，

しっか りと握 って 口づ け を し， 涙 で私の 手 を

ぬ らした。そ の時 も私 は， 「皆 さんは 人 々か ら



愛 され るで しょ う」 と， ラン ド副 管長 の語 っ

た意 味が 分か った気 が した。

こ こで， グラン ト大 管長 が よ く私 た ちに話

して下 さっ た，改 宗者 は宣 教 師 をどれ程 愛 し

てい るか とい う話 をご紹 介 した い。 グラ ン ト

大 管長 はス カ ンジナ ビア の あ る国か らア メ リ

カに移 住 して きた夫婦 につ いて話 した。 そ の

、夫 婦 は福音 の知 識 は あ ま りなか った が，福 音.

が 真実 であ るこ とを知 って いた。 そ こ で監督

は この夫婦 の ところへ 行 き，什 分 の一 の律 法

につ いて教 えた。 す る と彼 らは什 分 の一 を納

め た。.それか ら監 督 は再 び彼 らの とこ ろへ 行

き，断 食献 金 につ い て教 え た。す る と彼 らは

断 食献 金 を納 め た。監 督 は また， ワー ド部 の

集 会所 を建 て る ため の献金 の要 請 に 出掛 け た。

彼 らは，什 分 の一 か らそ の資金 を まか な うべ

きだ と考 え た。け れ ども， 監督 が 去 る前 に，

その夫 婦 は集会 所 の建 築 資金 を納 め たの で あ

った。

それ か ら間 もな く して， 監督 は そ の家庭 を

訪 れ， 父親 に 息子 を伝 道 に行か せ て ほ しい と

頼 ん だ。私 に は， グラ ン ト大管 長 が こ こに立

って， 「それに まった く耐 え られ ない重 荷 で し

た」 と語 る声が 聞 こ え るよ うな気 がす る。 そ

の兄弟 は こ う言 った。 「彼 は私 たちのたったひ

とりの 子供 です 。 妻が寂 しが る こ とで し ょう。

だか ら，彼 を伝 道 に.出すわけ にはい きませ ん。」

それ に対 して監 督は言 った。 「△△ 兄弟 ，あな

たは 自分の 親族 を別 に して， だれ を一 番愛 し

て い ますか 。」す る と彼 は 少 しの問 考 えて いた

が， や が て， 「白夜 の国 を訪 れ て，イエ ス ・キ

リス トの福 音 を教 えて くれ た若 者 を愛 してい.

ます」と答 え た。監 督 は また言 った。 「△△ 兄

弟， あな たの 息子 さん をその よ うに愛 され る

人 に して は いか が です か。」 す る と彼 は， 「監

督， あな たに は負 け ま した。 どうぞ息子 を連

れて行 って下 さい 。伝 道の ため に 息子 を捧 げ

ます」 と言 った。

さて， 父 親 の皆 さん， あな たの 息子 さん を，

白夜 の 国 を訪れ て福 音 を教 えたあ の若 者の よ

うに， ほか の 人か ら愛 され る人に して は いか

が で あろ うか。 私 は， オ レ ゴンで伝 道 した あ

る帰還 宣教 師 の話 を聞 いた こ とが あ る。・彼 自

身， 教 会へ の改 宗者 で あ った。彼 は しっか り

した 足取 りで説教 台の前に立つ と， 「私 は百万

ドル の小切 手 と引換 えで も，伝 道 の経験 は手

離せ ませ ん」 と言 った 。彼 の後方 の席 に座 っ

てい た私 は，心 の 中で考 え た。「オランダでの

最初 の伝 道 を， 百万 ドル と引換 えにで きるだ

ろ っか 」 と。 それか ら私 は， 自分 が仲立 ち と

なっ て教 会 に導 い た家族 を数 えて みた。 百万

ドル と引換 え に彼 ら を売 る とした ら， 自分 は

一体 どん な人間 だ ろ う
。私 は， 全世 界 のお金

と引換 え で も手 離せ な い。

あ る晩の こ と， 私 はアパ ー トの一 室 で，過

去 の こ とを思 い起 こ して み た。 私 は主 の使 い

として10家 族 を教 会 に導 いて いた 。そ して，

彼 らの 息子 た ちが何 人 も伝 道 に出掛 け ていた。

今か ら数 年前 の こ と， 私 はブ リガム ・ヤ ン グ

大学 で開か れ たイ ンデ ィア ンのため の 食事 会

で話 をす るこ とにな って い たので，.これ ら10

家族 の 中の一 家族 が どうな ってい るか調べ ，

そ の家族 につ いて話す こ とに した 。当時， そ

の一 家族 だ けで153人 の直 系子 孫が い た。そ

して その 中の35人 が， 専任 宣教 師 の経験 を持

ち，4人 が ステ ー キ部 宣教 師 として働 いてい

た。 も しひ と りが2年 間伝 道 した とす ると，

彼 らの 改宗 した 人々 の伝道 を入れ な くて も，

そ の家族 だ けで70年 間伝道 活動 を行 な った こ

とにな る。 また， そ の会 に 出席 してい たあ る

家族 は， イ ンデ ィア ンの子 供 をふ た り家庭 に

引 き取 った 。 そ して， その 中のひ と りは8年

間， そ の家族 の世 話 に な り，後 に伝 道 に出た 。

私 と同僚 が その家 族 を教会 に導 い た時，私 た

ちは70年 先 を見通 せ なか った。 彼 らが ど うな

るか 予 想で きなか った。

私 は また， 自分 が仲 立 ち とな って教 会 に導

い た も うひ とつ の家族 を調 べ た。詳 しいこ と

は分 か らなか ったが， 聞 い た ところで は， 彼

らの祖 父はす でに亡 く， 当時150人 の直 系子

孫が 教 会に所 属 し， そ の中の5人 が監督 を務

め て いる との こ とで あ った。
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私 はあ る 日， これ ら10家 族 の こ とを思 い巡

らし，イエ スのみ 言葉 を思 い 浮かべ た。 「あ な

たが たは 自分 の ため に， 虫が 食 い， さび がつ

き， また， 盗人 らが押 し入 って盗 み 出す よ う

な地上 に， 宝 をた くわ えて はな らな い。

む しろ， 自分 のた め， 虫 も食 わず， さび も

つか ず， また， 盗 人 らが押 し入 って 盗み 出す

こ ともな い天 に，宝 をた くわ えな さい。」(マ

タイ6：19-20)

私 が青年 時代 の わずか数 年 間 に， オ ラ ンダ

の 人々の 間で過 ご した数年 間に， どれ程 の 宝

を天 に蓄 えたか お分 か りい ただ け るだ ろ うか。

あ る人々 はす でに他 界 した 。 しか し私 は 自分

自身の家族 と同 じよ うに彼 らを愛 して い る。

私 は 自分 の時が 来 てか の世 界の 人々 の所 へ行

った ら，再 び彼 らに会 え るこ とだ ろ う。 私 は

そ の 日を楽 しみ に して い る。

私 は宣教 師 と共 に働 く機会 を何度 も得 た。

私 は これ まで4回 伝 道 に 阻て ， そ の 中2回 は

伝 道部 を管理す る責 任 を与 え られ た。 また，

数 多 くの伝 道部 を訪 問 して きた。若 い人々 が

述べ る証 を聴 くの が，私 は大好 きで ある。 例

えば， オ レゴ ン州 の ある青年 は， どん な に給

料 の高 い会社 で あっ て も伝 道活 動 を止 め て入

社す る価値 の あ る会 杜 は この世 に ひ とつ とし

て な い と，証 会 で述 べ た。：彼 は，数 年 間 の兵

役 を終 えて帰郷 した後， 伝 道 に出 て きた ので

あ った。

先週， ア イダ ホ州 で伝 道 中 の ある宣教 師 か

ら手紙 をいただ いた。 そ の一部 をこ こで皆 さ

んに お読 み した い。

「伝道 活動 に勝 る仕事 はあ りませ ん
。私 は，

これ までの27年 間の 人生 で最 も素 晴 らしい報

い をこの伝道 か ら得 て きま した。私 は 自分 の

生 活 を主 に捧 げ てい ます。 私 の心 は，今 私 の

目か ら流れ落 ちてい る喜 びの涙 の よ っに， 満

ちあふ れて い ます 。伝 道 の成功 と喜 び を味わ

え るこ とは， 何 に も増 して素晴 ら しい こ とで

す 。」

先 日，私 は， アルゼ ンチ ンで の伝 道 を終 え

た ある兄弟 の訪 問 を受 け た。 彼 と旅 を共 に し
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た宣 教 師 たち はワ シ ン トンに帰 った が， 彼 は

他 の宣教 師 た ちの訓 練 を手伝 うため， ソル ト

レー ク ・シテ ィー に来 たの であ った 。す で に

彼 は3年 間，親 元 を離 れて暮 ら して い だ。私

は彼 に言 った。 「クレッグ， あなたは伝 道 地 に

い る時間が 無駄 だ と思 い ませ ん か。故 郷 に帰

れば教 育 は受 け られ る し，安 定 した生活 の道

を開 くこ ともで きるで しょう。」す る と彼 は言

っ た。「いい え，監督 。私 を幸せ に した い と思

った ら， 明 日の朝 にで も飛行 機 に乗せ ， ア ル

ゼ ンチ.ンへ 送 り返 して下 さる ことセす 。」若 人

の心 に， お金 で この よ うな気持 ち を抱かせ る

こ とが果 た して可能 であ ろ うか 。 この よ うな

信 仰 を人 々の心 に植 え付 け る こ とが で き るの

は， 人の 感情 を創造 した もうた主 ただ おひ と

りであ る。

兄 弟の 皆 さん，私 は 自分 の ため に伝 道 に 出.

た い とい うよ うな息子 を持 ち た くない し， そ

の よ うな息子 を伝 道 に出 した くもな い。 なぜ

な らば， 私 た ちは世 の 人々 に福 音 の真理 を宣

べ伝 える責 任 を負っ てい るか らで あ る。 また，

子供 た ち を伝 道 に備 え させ る確 か な方法 の ひ

とつ は， 彼 らの ため に伝 道 資金 の 口座 を開 き，

彼 らに その貯 蓄 を行 なわせ るこ とで ある。 そ

うす れば ，幼 な い頃か ら伝 道す る よ うに なる

で あ ろ う。一例 を挙 げ る と，私 が訪 問 したカ

リフ ォル ニア 州 のあ るワー ド部 の監 督 は， 少

年が 執事 に聖 任 され た ら， 宣教 師基 金 か ら15

ドル をその少年 に与 え る とい うプロ グラム を

実施 して いる。監 督か ら15ド ル を も らっ た少

年 は， 父親 に も同額 のお金 を もら う。 またそ

の後 ， 少年 は面接 を受 け るた び に， 例 え ば教

師 に聖任 され る時に，伝 道 資 金 の貯 蓄 額 を調

べ られ る。

教 会 のすべ て の ワー ド部 が そ のワー ド部 の

よ うに行 なって宣教 師 を送 り出 したら，55，500

人 の宣教 師が 出 て も よい計 算 に な る。 私 は 自

分 の家 系 に属 す る， まだ伝 道 に 出て いな いす

べ ての 男子 に伝 道資 金の 口座 を開かせ ，幼 な

い 時か ら伝道 の 意識 を持 たせ るよ うに してい

る。



神 が皆 さん全 員 を視 福 した も うよ うに。 ま

た， 私 た ちの偉 大 な指 導 者 の期 待 を裏 切 るこ

とな く， すべ ての 男子 を伝 道 に 送 り出せ るよ

うに祈 って い る。私 は皆 さんに私 の祝 福 をお

残 し した い。主 イエ ス ・キ リス トの み名 に よ

って 申 し上 げ る。 アー メ ン。

七十 人 第 一 定 員会 会 員

デ ィ ー ン ・L・ ラ ー セ ン

信 仰 ，'勇 気 ， 決 断

入生 においてどのようなチャレンジに直面

す るかはそれに対 して下す決断 に比べればそ

れほど重要てはな い

私 は・信 仰 と勇気 と決 断 につ いて・ ア ロ ン
神権 の年代 に あ る若 人の皆 さんに お話 し

たい と思 う。 そ して，皆 さんが 成長 期 に伴 う

数 々 のチ ャ レン ジに直面 した時 に， 私 の話 を

役 立 てて それ を乗 り越 え て下 さ るよ うに と願

って い る。

最：近 ，私 は宣 教 師か らレ ッス ンを受 け てい

るひ、と りの青年 に会 った。 彼 は モル モン経 を

読 ん で祈 った 時に， 答 え を得 た と感 じて いた。

彼が行 な うこ とは， バ プ テスマ を受 け るか 否

かの決 断 を下す こ とだけ であ った 。

彼 は優秀 な青 年 で， これ まで厳 しい試練 を

幾度か 経験 し， 大 きな勇気 と思 慮深 さ を示 し

て きた。 しか し，教 会 員 にな ろ う とす る今 ，

これ まで にな いチ ャ レ ンジに直 面 したの であ

る。

私 た ちは， 彼が新 たに下 さなけ れ ばな らな

い最 も重要 な決断 につ いて話 し合 った 。 「なぜ

多 くの 人が モル モ ンに批判 的 な のです か」 と

彼は尋 ね た。 そ して， 宣教 師 と交 際 して い る

ため に友 人や 家族 ，会 社 の同僚 か ら受 け て い

る扱 いに つ いて話 し， さ らに 次 の よ っに 晋 っ

た。』「教会 に 入 った として も，とて もその よう

な感情 の 中で生 活 して行 け る とい う自信 は あ

りませ ん。 で も， あな たの教 会 の教 えは信 じ

てい ます 。です か ら， モル モ ン としてでは な

く，善 良 な ク リスチ ャン と して生 活 した い と

思 うのです が いかが で しょ うか 。」

この青 年 が家 族や 友 人の悪 感情 を恐 れてバ

.プテ スマ を受 けな い とい う決 断 を下 す な らば，

どの ような結果 を招 くか 想像 す るの は難 し く

ない 。 もち ろん，彼 に は選択 す る完全 な 自由

が与 え られて い る。 しか し， 選択 の招 く結 果

を選 ぶ 自由は な いので あ る。

私 た ちは時 として，末 日聖 徒 であ る こ とを

忘 れ て主 か ら受 け てい る信頼 を損 な う思 いや

行 ないに ふけ るよ うに誘 惑 され る こ とが ある。

しか し，私 た ちは いつ も自分 が正 しい と知 っ

て い る事柄 に 基づ いて物 事 の選択 をす るよ う

に求 め られ る。私 た ちは ほ とん どの場 合， 自

由に 決断 を下せ るが， その選 択 の もた らす最

終的 な結 果に つ いて は選 択 す る 自由 はな いの

で あ る。

何 が正 しいか を知 る こ と， また それが良 い

と信 じる こ.と， それだ け では十分 で ない。私

た ちは進 ん で 自分 の立場 を明 らかに し， いか

な る状況 の下 に あっ て も自分の信 念 に従 って

行 動 ・しなけれ ば な らない。 た とえ自分 に信 念

が あ って も， その信 念に 反す る行為 を秘 かに，

あ る いは公然 と行 な うとす れ ば， その信 念は.

何 ら価値 が な いので あ る。

今 日の社会 に おい て，忠 実 な末 日聖 徒 であ

るため には， 多 くの 勇気 が必要 とされ る。 多

くの聖徒 に とって， それ は容易 なこ とでは な

い。 また，時 の経 過 と共 に次 第に容 易 にな る

とい う もの で もない 。現代 の試 練 は厳 しい 。

と りわ け， ア ロン神権 者 で ある若 入に とって

は厳 しい。 とい うの は， 主の教 えに忠実 に従

って生 活 したか ら とい って， 必ず しも人々の

称 賛 を得 られ ないか らであ る。 しか し， 勇気

を持 って 自分 の信 念 を貫 くな らば， 必 ずや そ

の報 い を得 るであ ろ う。 西 ドイツの13歳 の 少

年， アー ミン ・サ ッコー ・ジュニ アは 自分 の

経 験か らこの こ とを知 り， 「ニ ュー ・エ ラ」誌
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に次 の よ うに書 き送 った。「クリスマス の時 に，

ぼ くた ちは先生 と一 緒 に イエ ス様 の こ とにつ

いて話 しま した。先 生 は， 『キ リス トは死 んで

地 上か らいな くな り，今 も死 んだ ま まです 』

と言 い ま した。 ぼ くは， 先生 の言葉 を聞 いた

時に， 教会 の教 え につ いて考 え ま した 。ぼ く

は， キ・リス トが3日 後 に復 活 し， 多 くの 人々

に現 われ， そ れか ら天 に昇 られ た こ と を知 っ

て い ました。 ですか ら， 事実 は先 生 の話 と全

く違 うこ とを先 生や 友達 に教 えなけ れ ば いけ

な い と感 じま した。 先生 は ぼ くの こ と を相手

に しませ んで した。 で も， ぼ くは… … イエ ス

様 が復 活 され た こ とを皆 に話 し ま した 。ぼ く

が先生 の言 っ た こ とを訂 正 しよ う としたの で，

先 生 は不愉快 そ うで した。 けれ ど もぼ くはか

まわず 話 し ま した。 す る と先 生 は， これは考

え方 の相違 にす ぎませ ん と言 い ま した。 ぼ く

は それ に答 え て， 『ぼ くが 話 したことは，だ れ

で も聖 書か ら読 む こ とが で き る事 実 です 。 は

っ き りと書 かれ て い ます か ら，ぼ くの話 した

こ とと違 う考 え方 の で き る人は い ない と思 い

ます』 と言 い ま した。授 業が 終 わ ってか ら，

先 生 は， ぼ くが どこの教 会 に属 して い るのか

尋 ね ま した。 そこ でぼ くは， 『末 日聖 徒 イエ

ス ・キ リス ト教 会 です 』と答 え ま した。その 日

は，心 の 中に本 当に 良 い気持 ちが しま した。」

("：τ%6翫 加oγ五勿召s!"八 珍ωE名 α『救 い主 は

生 きて お られ る』 「ニ ュー ・エ ラ」1977年12月

号 ，P.18)

自分 の信 じて い るこ と を話 そ うと決 意 した

アー ミン少年 に賛辞 を送 ろ う。 それ は決 して

容 易な こ とでは なか った。 しか し， アー ミン

少年 は 自分が正 しい と知 って い るこ とを行 動

に移 したの であ る。

私 た ちが この世 で直 面す るチ ャ レン ジの中

に は，極 めて個 人 的 な もの もあ る。身体 障 害

や それ に類す る制約 が そ うで あ る。 この よ う

な場 合 で も，落 胆や 敗北 感 で はな く，満 足 と

達 成 感 を得 る決 断 を下す 機会 が 与 え られ る。

皆 さんの 中に は 「ニ ュー ・エ ラ」誌(「聖 徒 の

道」1977年1月 号)の ステ ィー ブ ン ・フ ェ ラ
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ンスの話 を読 ん だ方 もお い でだ ろ う。 彼 は4

歳 の時 に進行 性筋 無 力症 とい う不 治の病 にか

か った。 医者 は，12歳 まで生 きられ ない だ う

っ と言 った。 しか し， ス テ ィーブ ンは人生 に

背 を向 けて無 気力 な病 人 に なっ た りせ ず に，

可能 な 限 りあ らゆ る活 動 に 自 ら参加 した ので

あ る。彼 は 人生 を明 るい 目で 眺め なが ら，一

生 懸 命 に過 ご した。 そ して， 自分 の障害 を補

う方法 を見 いだ したの で あ る。彼 は医者 の宣

告 よ りも6年 も長 く生 きた。 晩年 のス テ ィー

ブ ンは 人の助 け を借 りな けれ ば動 くこ とも困

難 な状 態 に あ ったが， 熱意 と独 創 力 とユ ー モ

アの セ ンスは 決 して失 わ なか った。 彼 は 自分

の人生 を幸福 で意義 深 い もの に しただ け でな

く，彼 を知 るすべ ての 人々 を霊 的 に鼓舞 し，

良枢 感 化 を与 え たので あ る。若 人 の皆 さん の.

中 で， ス テ ィーブ ンの話 を知 らな い人が お い

でな らば是 非，読 ん でい ただ きた い と思 う。

(ベ ン ・ホニ トン，『スティー ブ ン』「聖徒 の道 」

1977年1月 号，pp.21-23参 照)

以前 に私 は 高等学 校 のバ ス ケ ッ トボー ル ・

チ ーム の コー チ を務 め た こ とが あ る。 その シ

ー ズンは例年 にな く不調 で
， 開幕 後 ，立 て続

け に何 試合 も負け た。 その ため， フ ァンや 町

の 人々 の 中に は成績不 振 に不 満 を押 さ え切 れ

ない人 々が い た。 多 くの人 々か ら公 然 と非難

を受 け た。 これはチ ー ムの選 手 に とって 大 き

な試練 で あっ た。 その結 果，数 人の選 手 が落

胆 して退 部 して しまっ た。 しか し，残 った選

手 た ちは， 自分 自身 とコーチ を信 頼す る気持

ち を失 わ なか った。 そ して， チー ム の不振 が

誘 因 とな り， か え って練 習 に精 出す こ と とな

ったの で ある。

シー ズ ン半 ば に なる と， 状 態は 一変 し， チ

ー ムは試 合 に勝 ち始 め
，州 大 会に 出場 す る資

格 を獲得 して人 々 を驚 かせ た 。 しか し， さ ら

に驚 い た こ とに， チー ム は その州大 会 で優 勝

したの であ る。 これ は学校 創立 以 来 の快 挙 で

あ った。

決 勝戦 後，優 勝杯 の授 与 式 と祝 賀会 を終 え

て， 私 は数 人の選 手 と共 に車 で帰宅 の途 に就



い た。車 の 中で， 私 た ちは その シー ズ ンに 成

し遂 げ た信 じ難 い出来 事 を思 い返 して， み ん

な沈 黙 して いた。 しば ら くす る と，大 会 の優

秀 選手 の ひ とりに選 ばれ た少年 が 口を開 い た。

「コー チ
， ぼ くは今 晩 の試 合 に勝 つ と思 っ て

い ま した。」

私 は， なぜ その よ うに考 え たの か興 味 を覚

え，彼 に尋 ね た。 「ど う して，勝つ と思 った の

か ね。」.

す る と，簡 潔 で率 直 な答 えが返 って きた。

私 はそ の言葉 を生 涯決 して忘 れ な いだ ろ う。

「それ だけ の こ とを したか らです
。」これが彼

の返事 であ った。

確か にその 通 りで あ った。 彼 らは それ だ け

の代価 を払 ったの で あ る。 その波 乱 に富 ん だ

年 に少 年 た ちは， 彼 らの生 涯 に とっ て価値 の

あ る貴 重 な教 訓 を学 ん だの で あ る。

人生 にお い て どの よ うなチ ャ レン ジに直 面

す るか は， それ に対 して下す 決 断 に比べ れ ば

そ れほ ど重要 では ない。 最善 を尽 くす 勇気 と

信仰 を持 って いる 人は 自分が この世 に 来た 目

的 を達 成 し， さ らに ほか の 人々 に も各 自の 目

的 を達 成 す る力 を与 え るこ とだ ろ う。

私 が最 初 に紹介 した青年 は ，非 常 に重 大 な

決 断 に迫 られ て い る。 決 断 をあ い まいに す る

こ とは許 され な い。教 会 員に 与 え られ る祝 福

を享受 す るに は， バ プテ スマ を受 け て教会 に

入 り， それに よ って生 じる結果 を進 ん で 負わ

なけれ ば な らない 。進 ん で代 価 を支 払 うこ と

が 必要 な ので あ る。 そ の ため には， 信仰 と信

頼 が要求 され るで あ ろ う。私 たちが 直面 す る

チ ャ レン ジに対 して選択 をす る場 合 も同様 で

あ る。 ア ロン神権 者 の皆 さん，主 は大 きな信

頼 を寄せ ，皆 さんが 自分 の立 場 を堅持 して な

すべ きこ とを行 な うよ うに期 待 して お られ る。

皆 さんは すべ て勝 利者 とな るため に この世 に

来 たの であ る。主 の み業 は必 ずや伸 展 す るこ

とだ ろ っ。 そ して， 主 の王 国 を建 設 す るため

に皆 さんが 行 な うべ き こ とは 多 い。

私 た ち一 人一 人 が，神 の助 け を受 けて 「代

価 を支 払 い」，いつ の 日か神 の み もとに帰 る こ

.　「

とが で き る よ うに ， イ エ ス ・キ リス トの み 名

に よ り祈 る も の で あ る 。 ア ー メ ン 。

七 十 人 第一 定 員 会 会 員

ジ ョ セ ブ ・B・ ワ ー ス リ ン

あなたがたの光を

輝かせなさい

各神権者はあらゆる機会を とらえて救い主

の ことを証すべ きである

私 たちの心に鯛 に焼きついた心温まる思
い出は， いつ まで も忘 れ得 ぬ もの であ る。

そ の よ うな思 い出の ひ とつ に， 昨年 東 ドイ ツ

の ドレスデ ンで 開か れ た伝 道部 大会 が ある。

1936年 以 来40年 以 上 もの問 ， この地 方 を教 会

の大 管長 が訪 れ た こ とは なか った。 しか し，

つ いに聖徒 の 祈 りが答 えられ た。 キン ボー ル

大 管長 が伝 道 部大 会に 出席 され る との発表 が

あ ったの であ る。

1，200名 以 上の 教 会 員 と求 道者 が， 遠方か

らあ るい は近隣 か ら，予 言者 の 言葉 を聴 くた

め に集 まった 。中 には， 数百 キロ も旅 をして

大会 に 出席 した人 々 もいた。 会場 は満 員 で，

そ れ以上 ひ と りも入る余 地が な い程 であ った。

あ る兄弟 は， この また とな い機会 を逃 した く

な いため に， 大 きなは しご を持 ち出 して壁 に

立 て掛 け，上 の窓 か ら大会 の模 様 を眺め ，大

管 長 の話 に聞 き入 って いた。 彼の顔 に はほほ

えみ が あっ た。私 に はそ の意味 が よ く理解 で

きた 。 た とえ2時 間半 の 間，地上4メ ー トル

半 の は しごの上 で危険 な状 態 にあ ろ う とも，

彼 は大 会 に出 席で き.たことに感 激 し，感謝 し

てい たの であ る。

キ ンボー ル大 管長 の話 を聴 きなが ら，超満

員 め会 衆 の 目に涙が 光 って い た。 大管 長 は祝

福 と霊 感 をそ の大会 衆 とは しごの上 の兄弟 に

与 えた だ けで な く， 車椅 子 の姉 妹 ，マ ー ガレ
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ッ ト ・ヘ ルマ ン姉 妹 に も与 えた。 このヘ ルマ

ン姉 妹 は若 い頃か ら腰の病 気 を患 って い た。

そ して年 が たつ と共 に その痛 み は ます ます 激

し くな り，つ いに松 葉杖 を使 わ なけ れ ば歩 け

な い状 態 とな った。 歩行 の痛 み を和 らげ，場

所 の移動 を容 易 にす るため に，教 会 貝 が お金

を集め て彼 女 の車椅 子 を購 入 した 。 しか し，

この車 椅 子 も しば しの安 ら ぎ しか与 えなか っ

た 。や が て，車 椅子 に座 って い るだけ で， 耐

え難 い苦痛 を感 じる よ うにな った か らで あ る。

同 時に， 彼女 の左側 の顔 面神 経 が麻 痺 し， 苦

痛 は さ らに激 し くな った。 そ の よ うなあ る 日，

予 言者が ドレスデ ンに 来 る とい う知 らせ が届

いたの であ る。 そ こで彼女 は どん な こ とが あ

って も大 会 に出席 し， 予 言者 に手 を触 れ た い

と熱望 す るよ うにな った 。

彼女 は，予 言者 が 自分 の頭 に手 を置 いて祝

福 を与 え る時 間 な どあ ろ うは ずが ない と思 っ

た。 しか し， マ ル コに よる福 音書 に 記 され て

い る12年 間長 血 を患 っ た女性 と同 じよ うな信

仰 を もって い た。イエスの こ とを聞 いて， 「せ

めて，み衣 にで もさわれ ば ， なお してい ただ け

るだ ろ う」 と思 っ たあの 女性 であ る。 その女

性 が み衣に 触れ る と， イエ スは 次 の よ っに 言

っ た。「娘 よ，あなたの信仰 が あな た を救 った

の です 。安心 して行 きな.さい。」(マ ル コ5：

25-34参 照)

ヘ ルマ ン姉 妹 は孫 の フ ラ ンクに頼 ん で早 目

に会場 まで連 れて行 って も らい，予 言 者が 通

る通 路 に車 椅子 を置い て予 言者 を待 った。 こ

の 時の模様 が， 彼女 の手 紙 の 中に 麗 しい言 葉

で記 されてい る。 「予 言者が 私 の方 に近 づ いて

来 られ，私 の 手 を優 し く握 って下 さい ま した。

そ して，愛 の こ も った まな ざ しで， じっ と私

を見詰め ました。 それ か ら とい う もの ，現 在

に至 るまで，私 は まった く痛 み を感 じませ ん 。

これは私 の生 涯 で最 も素 晴 ら しい証 です 。」

記念すべ き大会 も終 わ り，私 たちが 人々の

間 をぬ って退 出す る時 ， 出席 者は 心 を込 あ て

美 しい讃 美歌 「神 よまた逢 うま で」 を歌 っ た。

ま さにそれ は，忘 れ得 ぬ思 い出 であ り，神 の
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力 と信 仰 に対 す る力強 い証 で あ った。

兄弟 の 皆 さん， 私の切 な る願 いは，福 音 の

ため にす べて を忘 れて は しごに登 っ た兄弟 の

よ うに， 各 自が進 ん で行動 す るこ とであ る。

また， 車 椅子 の姉 妹 の よ うに 強 い信仰 を育 ん

で下 さる よ う願 って い る。

その ため の最善 の方 法 は， 主 に仕 え，神 権

を尊 ぶ こ とで ある。 これ が私 の証 で あ る。神

権 を尊 ぶに は， イエ スが こ の世 で導 き と教 え

を施 してお られ た期 間 に述べ た もうた偉大 な

教 え と， 啓示 を通 して この末 日に下 され た偉

大 な教 え を， 私 た ちのす べ ての思 い と行 な い

の 基に す る こ とで あ る。 また，祈 り， 清 い思

い， 汚 れ ない 言葉遣 い， 健全 な身だ しなみ，

他 の 人々へ の奉仕 ， そ し.て今 日の誘惑 を退 け

るの に助 け とな る 自らの改宗 を図 る努 力 ， こ

れ らの事 柄 を通 して神 権 を尊 ぶ の であ る。個

々の生 活 の 中で模 範 の光 を輝かせ ，加 えて家

庭 と家 族 を強 め， さらに教 会 の独 身 成 人の生

活 に祝 福 をもた ら し励 まし を与 えるため に，

で きる限 り理解 の 手 を差 し伸 べ るよ うに しよ

う。

家庭 と家 族 を強 め るため に， 私 た ちにで き

る こ とは 沢 山あ る。 中で も大切 な こ とは，私

た ちの妻や 娘 が扶 助協 会 で活 発で あ る よ うに

励 ます こ とであ る。残 念 な こ とに， 現 在教 会

の 多 くの女性 が この祝 福 を受 けて い ない。 皆

さんの働 きを通 して扶 助協 会 の現 状が 改善 さ.

れ るな らば， 皆 さん の家庭 は祝 福 され るであ

ろ う。

最近 ， ア イ ダホ州 の ある警 察官 か ら聞 いた

話 は， この事 実 を裏イ寸け る もの であ った。 彼

は， 妻が 活 発な扶 助協 会 の会 員 であ った ので ，

20年 以上 もの間， 子供 を しか る必 要が なか っ

た とい うこ とであ る。

夫 ， 妻， 息子， 娘 が それ ぞれ協 力す るな ら

ば， イエ スが教 え られ た最 も大切 な言葉 を真

に達 成 で き るの で あ る。

「あな たが たは
，世 の光 であ る。 山の上 に

ある町 は隠 れ る こ とが で きない 。
ます

また， あか りをつ け て， それ を枡 め下 に お



く者は い ない。 む しろ燭 台 の上 に お いて， 家

の 中の すべ て の もの を照 ら させ るので あ る。

その よ うに， あ なた が たの光 を人々 の前 に

輝 か し， そ して， 人々 が あな たが たの よいお

こな い を見 て， 天 に い ます あ なた が たの 父 を

あがめ るよ うに しな さい。」(マ タイ5：14-

16)

私 た ちは福音 の 原則 に従 って生 活す る時に ，

「あ なたが たは世 の光 で あ る」(マ タ イ5：14)

と宣言 され た救 い主の み言 葉 を.成就 す るこ と

が で きる。 この光 を持 つ私 た ち は，生 活 と行

ない を通 して 人々 の 間に光 を放 ち，彼 らが天

父 の栄 光 を輝 かす よ うに感 化 を与 えるの で あ

る。

イエ スは私 た ち一 人一 人が 主 を知 る よ うに

望 ん でお られ る。 なぜ な らば ，主 を知 る知 識

に は人 を変 え る力が あ り， 私 た ちの生 活 に至

上 の喜 び を もた らすか らで ある。 しか し，福

音 の及ぼ す影 響 は個 人 に と どま らず， 周 囲 の

人 々の生 活か ら暗闇 を追 い払 う光 とな る。 自

分 ひ と りで救 わ れ る人 間は いな い。 そ れは丁

度， ランプ が光 を放つ のは， ラン プ 自体 の た

め でな いの と同 じであ る。

今 日， キ リス ト教 は教 義 の基 本 にお いて分

裂 して い る。全世 界の忠 実 な末 日聖徒 で この

現状 に 疑 い を抱 か ない者 は な い。 この分 裂 の

こ とが ，最近 の 『タ イム』 誌に 「イエ スの神

性 に関 す る新 たな論 争」 と題 して掲 載 され た。

現代 の 多 くの学 者が ， 「イエスは永 遠 なる神 の

御 子 であ る とは主 張 な さらなか った し，初 期

の ク リスチ ャン も同様 で あ った」 とい う見 解

を発表 した。英 国 では7大 学の 神学 者 が， イ

エ ス は神 では なか っ た とい う内容 の書 物 を 出

版 した。 ア メ リカで も同様 で あ る。 あ る著 名

な牧師 は， 「イエ スが 自分 を神 である とか ，御

子 で あ る と主張 した こ とはな い」 と確 信 を も

って述 べ て いる。『タイム』誌 は以 上 の こ とを

次の ように要約 した。 「(いわゆ るキ リス ト教

唱道者 の)新 た なキ リス ト研 究 の観点 に立つ
ズ へ

と，，キ リス トは か つ て の よ っに 神 聖 な 存 在 で

は な い 」 と。(π'耀 「タ イ ム 」1978年2月27

日)

この よ うに曲解 され た， 危 険 な見解 の中で

明 らか に要求 され るこ とは，教 会 の柱 であ る

神 権 者 と姉 妹 が 「パ ン種 の よ うな」(マ タイ

13：33)模 範 を示 し， その影響 力 をさ らに広

く及ぼ して非 惨 な世 の 中 を満 たす ごとであ る。

私 た ちの主 で あ り救 い主 で あ るイエ ス ・キ リ

ス トの神 性 につ い て， 回復 され た教 会 と教会

貝 が とる立場 は， ジェー ム ズ ・E・ タル メー

ジ長 老 の次 の言葉 に雄 弁 に語 られて いる。

「今 ，生 きてい る と死 ん でい る とにかか わ

らず， 無数 の 人々 の厳粛 な証 が， このイエ ス

こそ神 で あ り， 生 け る神 の御 子 であ る ことを，

また 人類 の腰 い主， 救 い主 であ って， 人間 の

身 も霊 も裁 く永 遠 の裁 き主 であ り， 父な る神.

が選 んで油 注 ぎた もうた御方 ， す なわ ち 『キ

リス ト』 であ る と異 口同音 に宣 言 してい る。」

(「基督 イエ ス」P.2)

私 た ちの教会 は ，現 在 も将 来 も， この点 に

つ い て決 して妥 協 をしな い。私 たちはイエ ス ・

キ リス トの神性 につ いて揺 るぎな い証 を述べ

る時 いつ， いか なる場 所 にあ って も， ため ら

って は な らない。 不承 不承 行 な って もな らな

い。世 の状 態 が どうあれ， 各神 権者 は あ らゆ

る機 会 を と らえ て救 い主 の こ とを証 し，福 音

の真理 を教 え，模 範 を示 し，私 た ちの救 い主

イエ ス ・キ リス トに 関す る真理 が 永久 に残 る

よ うに友 人や 見知 らぬ 人々の前 に光 を輝 か さ

なけ れ ばな らな いの で ある。

最 後 に， ブルー ス ・R・ マ ッコン キー長 老

の 「我 キ リス トを信 ず」 と題す る簡潔 で美 し

い詩 を引用 して， 救 い主へ の絶対 的 な信 頼 を

心か ら厳粛 に証 したい と思 う。

「我 キ リス トを信 ず， そ は我が 主， わが神

主 に よ りて我 は 恵み の上 にあ り

力 をつ くして我 はあ がめ ん
ま こ と

主 は真理 の光 の源 な れば

我 キ リス トを信ず ，

よ し何事 か 起 こら ん と も

主 のみ もとに ぞ我 は 立 たん

か の大 い な る 日， 主再 び地 に降 りた まい
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す

すべ て 人の子 を統べ た まわん その と きに 」

(『イエ スにつ い ての証 』 「聖徒 の 道」

1973年4月 号 ，pp.158-59)

(『イエ スの証』 「エ ンサ イ ン」1972年7月p.

109)

キ ンボール大 管長 は確 か に主 の 力強 い予 言

者 であ る こと を証す る。大 管長 の霊 感 あふ れ

る言葉 と模 範 は，揺 る ぎない証 が確 か な もの

であ るこ とを表 わ してい る。大 管長 は私 た ち

に豊か な祝 福 を宣 言 し， 限 りな い愛 と励 まし

を与 えて下 さっ てい る。私 たちが偉 大 な指 導

者で ある大管長 の指 示 に従 える よ うに， イエ

ス ・キ リス トの み名 に よ りへ り下 り祈 る もの

であ る。アー メン。

第二 副 管 長

マ リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー

キ リス トの弟子

神の律法を守ること，これこそ真実 にキ リ

ス トの弟子 となるすべての人が従わな けれ ば

な らない大切な事柄てある

兄 弟の皆 さん・私 は・ イエ スの弟 子 に な る
とい っこ とにつ いて， 少 しお話 した い と

思 う。私 た ちは神権 を受 け て お り， キ リス ト

の弟 子 とな るにふ さ わ し くあ りたい と願 って

いる。 この こ とに関連 して，教 義 と聖約41章

5節 に次 の よ う.に記 され てい る。
おきて

「わが 律法 を受 け て これ を行 う者 はす なわ
おきて

ちわが弟 子 に して， わが律 法 を受 け た りと言

いて これ を行 わ ざ る者 は わが弟 子 に あ らず。

これ らの者 は，汝 らの 中より追 い出 さるべ し。」

キ リス トは，主 の弟 子 とな る よ うにすべ て

の人 を招 いてお られ る。す べ て の人 々に 呼 び

か け，そ して約束 を与 えて下 さってい る。「す

べ て重荷 を負 うて苦労 してい る者 は， わ た し

の も とに きな さい。 あな たが た を休 ませ て あ
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げ よ う」(マ タ イ11：28>と 。

ま た ，主 は 言 っ て お られ る。 「そ の 罪 を捨 て
きた

て われ に来 り， わが名 を呼 び， わが声 に従 い，
いましめ おもて

わが 戒命 を守 るあ らゆ る人 々はゴ わが 面 を見

て われ在 るを知 る こ とあ らん。」(教 義 と聖 約

93：1)

イエ スは， この招 きに対 して礼 金 を求め た

りは決 して な さ らない。 ニー フ ァ イが 記 して

いるように，主 は， 「世 界 の隅 々 に至 る一切 の

人々 よ。 われ に きて金銭 な しに無 料 で乳 と蜂

蜜 とを買 え」(IIニ ーファイ26：25)と 言 っ て

お られ る。 しか しなが ら，金 銭 の支 払い を求

め られ な いか らとい って， ま った く代 価 を払

わな くて よい とい うわ けで は ない。 キ リス ト

の弟子 とな るため には， 支 払わ なけ れば な ら

ない ものが あ る。 しか も， 現実 に要求 され る

ものが 。 それ は金銭 で は ない。 実際 の行為 で

あ る。

イエス は この こ とをは っ き りと述べ て お ら

れ る。主 に従 うと公言 す る人 々は， 代価 の要

求 され る こと を，最 初 に知 らなけ れば な らな

い と， 主 は述べ てお られ る。 ル カに よる福音

書か ら， 幾つ か例 を挙 げ てみ よ う。

「道 を進ん で行 くと， あ る人が イエ ス に言

っ た，『あな たが おい で にな る所な らどこへで

も従 って まい ります』。

イエ スは その 人に 言わ れた， 『きつね には穴

が あ り， 空の 鳥 には巣 が あ る。 しか し， 人の

子 には ま くらす る所 がな い。

また ほか の 人に， 『わ た しに 従 って き な さ

い』と言わ れた 。す る とそあ 人が 言 った， 『ま

ず， 父 を葬 りに行 かせ て くだ さい』。

彼は 言 われ た， 『その死 人 を葬 るこ とは，死

人 に任せ てお くが よい。 あ なた は， 出て行 て

神 の 国 を告 げ ひろめ な さい』。

またほか の 人が言 った， 『主 よ，従 って まい

ります が， まず 家 の者 に別 れ を言い に行 かせ

て くだ さい』。

イエ ス は言 われ た， 『手 をす きにかけて か ら，

うしろ を見 る者 は， 神 の国 にふ さ わ し くな い

もの であ る』。」(ル カ9：57-62)



イエ スは， 口先 ば か りの人 を求 め て はお ら

れ ない。 イエス が求 め てお られ るの は， 努 力

し犠 牲 を払 うこ とこそ主 に従 うこ とで あ る と

知 って い る人々 で あ る。

ル カは次 の よ うに 記 している。 「大 ぜ いの群

衆が つ いて きた の で， イエ スは 彼 らの方 に 向

い て言 われ た， 『だれ で も， 父，母 ， 妻 ，子 ，

兄弟 ，姉 妹， さ らに 自分 の命 まで も捨 てて，

わ た しの も とに 来 るの でなけ れ ば， わ た しの

弟子 とな るこ とは で きない。 自分 の 十字 架 を

負 うて わた しに つ いて来 る もの で なけれ ば，

わ た しの弟子 とな る こ とは で きな い。… …

それ と同 じよ うに ， あな たが たの うちで，

自分 の財 産 を こ とご と く捨 て切 る もの でな く

ては ，わた しの弟 子 となる こ とはで きない』。」

(ル カ14：25-27，33)

イエ スの この み言葉 に は， 厳 しさが うかが

える。しか し，「文 字通 り自分 の家 族 を憎 ん で

捨 て るこ とが 弟子 とな るため の 条件 で あ る と

は言 ってお られない。」弟子 にな ろ う と思 う者

は，個 人や この世 の 「要求 よ りも， まず神 に

対 す る義務 を果 た さな くては な らな い」 こ と

をイエ スは 強調 して お られ るの である。(ジ ェ

ーム ズ ・E・ タル メー ジ 「基 督 イエ ス」p .

522)

また イエ スは， この世 の事 業 を行 な う場 合

と同様 ， 費用 を計 算す る こ とが大切 で あ る と

述べ てお られ る。主 は次 の よ うに言 われ た。

「あ なたが た の うちで， だ れか が邸 宅 を建

て よ う と思 うな ら， それ を仕上 げ るのに 足 り

るだ けの 金 を持 って い るか ど うか を見 るため ，

まず， す わ ろて その 費用 を計算 しな いだ ろ う

か。

そ うしな い と， 土 台 をす えた だけ で完 成す

る こ とが で きず， 見 てい るみ ん なの 人が，

『あの 人は建 てかけ たが
，仕 上 げが で きな

か った』 と言 っ てあ ざ笑 う よ う に な ろ う。」

(ル カ14：2830)

主 は この神権 時代 に， か つ て主 ご 自身 が こ

の世 にお いて模 範 を示 された よ うに， 私 た ち

が 主 のみ業 にす べ て を捧 げ，主 の戒 め に厳 密

に従 うこ とが大切 で あ る と述 べ てお られ る。

教会 が 組織 され た翌年 の1831年 ， 主は， ミ

ズー リ州 ジャ クソン郡 に集合 して いた聖 徒 た

ち を訪 れ た予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス に， 「こ

は約 束の地 に して シオンの 市 を建 つべ き所 な

り」(教 義 と聖約57：2)と ， 啓 示 を下 され た。

この朗 報 に， シオ ンの祝 福 を得 た い と切 に願

って いた聖徒 た ちは大喜 び した。.しか し同時

に， シオ ンが建 設 で きるか否 か は，聖徒 たち

が 主 の律 法に従 順 で あ るか ど うかに かか って

い る と告 げ られた ので あ る。主 は彼 らに次 の

よ うに言 われ た。 「聞 け，汝 らわが教 会 の長老

た ちよ。 わが 言に耳 を傾 け よ。 汝 らに関 して

わが欲 す る ところ， また汝 らを遣 わ した るこ

の 地 に関 して わが思 う ところ をわれ よ り知 れ。

われ 誠に 汝 らに告 ぐ，生 くる も死 ぬ る もわが

戒 命 を守 る者 は幸福 な るか な。 お よそ銀難 の

中に も忠実 な る者 の報 いは天 国 に於 て更 に大

いな るべ し。 多 くの銀難 の後 に祝福 は来 る。
あらかじ

… … わが豫 め告 ぐる この事 を心 に 憶 え よ
。」

(教義 と聖約58：1-2，4-5)

主 は この よ うに告 げ， 約束 された シオ ンの

祝福 を， その栄 光 のあ るが ま まに受 け るため

に は， 銀難 を体 験 しな けれ ばな らな い とい う

こ とを聖 徒 た ちに 明 らか に され た。

また主 は聖 徒 た ちに， 当時 シオ ンであ り将

来 もシオ ン とな る ミズー リ州 ジャ クソ ン郡 で

は， 律 法す な わち主 の律 法 を守 らな ければ な
.らな

い と警告 され た。 そ こに住 む者 は， 真実

の 弟子 とな らなけれ ば な らなか った 。 ミズー

リ州 の聖 徒 た ちに この こ とが知 らされたの で

あ る。私 たち もまた， この こ とをは っ き りと

知 る必要 が あ る。神 の律 法 を守 る こ と， これ

こそ真実 にキ リス トの弟 子 とな るすべ て の人

が従 わな ければ な らない大切 な事 柄 であ る。

それ か ら1週 間後 ，予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミ

スが カー トラ ン ドに向か って旅立 つ 間際に，

主 は彼 を通 して，すべ ての もの を捧 げ るこ と

の 大切 さを強調 す るひ とつ の啓示.を下 され た。

「主 は言 う
。 誠心 を以 て わが栄 光 を仰 ぎ見

て今 この地 に集 り来 たれ る人々 は， 見 よ，幸
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福 な るか な。 そ は生 くる者は 地 をつ ぐこ とを

得， 死 ぬる者 は全 く働 きを休 みて安 息 を得 。

され ど彼 らのな した る業 はそ の人 々に つ き従

いて， わが備 えた る父 の住 居 に於 て冠 を受 け

しむれ ばな り。然 り， そ の足 シオ ンの 地 の上

に 立 ちて， わが福 音 に従 い居 る者 は幸 福 な る

か な。 その者 は報 い として地 の善 き もの を受

け，而 も地 はそれ を力強 く生 ずべ けれ ば な り。

また わが前 に忠実 に して勤 勉 な る者 は，天 よ

り祝福 をもて冠 を受 くべ く， また誠 に少 か ら

ざる戒 命 とその時 々 に関す る啓示 とを与 え ら

る るな り。 この故 に， わ れ彼 らに 一つ の 戒命
いわ

を与 う。臼 く，汝 心 を尽 し， 勢力 と思 い と体

力 とを尽 して主 な る汝 の神 を愛す べ し。 また，

イエス ・キ リス トの 名 に よりて神 に仕 うべ し。」

(教義 と聖約59：1-5)

主 の律 法 に耳 を傾 け，受 け 入れ る と公 言す

るだけでは 十分 で はな いの であ る。

次 いで，主 は， 聖徒 たちが シオ ンで繁 栄す

るために行 な わなけ れば な らない事柄 を，具

体 的に幾つ か挙 げ られ た。

「汝 己れ の如 く汝 の隣 りを愛せ よ
。.汝盗 む

なか れ。 また， 姦淫 を犯 す なか れ。 また， 人

を殺す なか れ。 また何 事 に て もこれに 類す る

こ と を為す こ となか れ。 すべ て の事 に就 きて，

主 なる汝 の神 に感謝 すべ し。汝誠 に真 にへ り

くだ りたる心 と悔 い る精 神 とを以 て， 汝 の神

に義 しき捧 物 となす べ し。 汝 なお さ ら充 分 に

世 の汚れ に染 ま ざる様， 祈 りの家 に行 きて わ

が聖 日に汝の聖 式 を捧 ぐべ し。」(教 義 と聖約

59：6-9)

これ は， 主 が ミズー リの聖 徒 た ちに告 げ ら

れ た こ とで，主 の弟 子 た るにふ さわ しい こ と

を証 明す る ために は， これ を守 らなけ れば な

らない。 シ オンの ステ ー キ部 の中心 地 で あ る

ミズー リ州 ジャ ク ソン郡 に聖 徒 た ち を導 きた

も うた時 に，主 は この よ うに告 げ られ たの で

あ る。

また主 は，最 後 に次 の よ うに言 われ た。

「正 しき業 を行 う者 は よ き報 い を得， す な

わち この世 に在 りては平 和 を得 ， 次の世 にあ
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りては 永遠 の生命 を得 ん 。」(教 義 と聖 約59：

23)

私 は こ こで， ミズー リ州 ジ ャク ソン郡 の聖

徒 た ちの歴 史 につ いて話 すつ も りは ない 。た

だ 当時 の聖徒 たち は， シオ ン を築 くため に必

要 な献 身 を示 さなか っ た と言 えば ， それ で十

分 で ある。 そ の結 果， 彼 らは 「敵 の手 に よ り

て 追払 われ且 つ 危害 を与 え られ た。」(教 義 と

聖約103：2)そ の後 ，1834年2月24日 ， 主

は予 言 者 ジ ョセブ ・ス ミス に，聖徒 た ちがそ

の 地 を追 い払 われ た訳 を次 の よ うに語 ってお

られ る。

「そは， … …わが名 を冠 す る者 た ちが与 え

た る教 え と戒 命 とをこ とご と く聴 か ざ りし故，
しは こら

暫 しの 問痛 く且 つ苦 しき懲 しめ に服 さ しめん

ため な り。」(教 義 と聖 約103：4)

彼 らは本 当 の意味 で主 の弟 子 にな らな か っ

たの であ る。 しか し主 は彼 らに， 次 の よ うな

大 い な る約 束 を与 えられた。 「彼 らは即刻 その

敵 を守 るこ とに よ りて， 彼 らは この世 の 国々
あしもと

わが脚 下 に服 し，聖徒 らに この世 の与 え られ

ていつ まで もこれ を占め るに至 る まで敵 に打

勝 つ を止め ざるべ し。」(教 義 と聖 約103：6-

7)

この大 いな る約 束は私 た ち に与 え られ た も

ので あ る。 私 た ちは，主 が この世 にシ オ ンを

お建 てに な るまで，敵 に打 ち勝 ち続 け る こ と

だ ろ う。 そ して， この 大い な る約 束 が いつ成

就 され るか は， 神 の神権 をあず か る者が いつ

真 実 の弟子 とな るかに かヵ・っ てい る。 したが

って私 たちは ，福音 の教 えにか な った生 活 を

す るこ とに よって， この世 に はび こ ってい る

放 蕩や 邪悪 に 立 ち向か わ なけれ ば な らない。
いのち

「何 人 もわが為 に生 命 を捨 つ るこ とを怖 る

るなかれ 。 わが為 に生 命 を捨 つ る者 は再 び こ

れ を得 べ けれ ば な り。」(教 義 と聖 約103：27)

また次 の言 葉 は，私 の胸 を強 く打 たず に は

おか な い。

「また何 人に まれ
， わが 為 に喜 びて その生

命 を捨 て ざる者 はわが 弟子 に あ らず。」(教 義

と聖 約103：28)



私 た ちは この 大い な る宣言 を考 え る時に，

メル ケゼ デ ク神 権 を持 つ すべ て の人 々 に関 わ

る誓約 が 思 い出 され る。

教義 と聖 約 第84章 の啓 示 は， 「聖 な る神 権 」

(教義 と聖 約84：6)と 「小神 権 」(教 義 と聖

約84：30)に つ いて 明 らか に した後 ， さ らに

次の よ うに 続 く。

「お よそ 忠実 に して わが今 語 れ る二つ の神

権 を得， 而 して その 天 よ りの召 を全 力 を尽 し

て遂 行す る者 た ちは， 『み た ま』に よ り聖 め ら

れて そ の 肉体 再新 さ る。 これ らの者 は モー セ

の息 子 た ち とな り;ア ロ ンの息 子 た ち とな り，

ア ブ ラハ ム の子 孫 とな り， また教 会 員 に して

王 国の 民 とな り神 の選 民 とな る。主 は 言 う，

またすべ て この神権 を受 け 入 る る者 は， われ

を受 くる な り。 そは， わが僕 らを受 け 入 る る

者 は われ を受 くれ ば な り。 また， われ を受 け

入 れ る者 は わが 父 を受 くるな り。而 して， わ

が 父 を受 け入 る る者 はわ が父 の王 国 を受 くる

な り。 この故 に わが 父の もて るすべ ては彼 に

与 え らるべ し。而 して こは神権 に属 け る誓 詞

と誓約 に よ りて 然 るな り。 この故 に この神 権

を受 くる者 は，す べ て わが 父の この 誓詞 と誓

約 と を受 け， 而 して これ をわが 父は破 るこ と

も変 え る こ とも為 した もうはず な し。 され ど

何 人 に まれ一 度 この 誓約 を受 け て後 これ を破

り， また こ とご と くこれ に違 背 す る者は この

世 に於 て も未来 の世 に於 て も罪 の赦 しを受 く

るこ となか るべ し。」(教義 と聖約84：33-41)

私 は， すべ て の神権 者 が この 誓約 を忘 れず ，

この 誓約 の下 に 各 自の務 め を果 た して， そ の

宣 言 に従 う者 に約 束 され て い る祝福 を得 られ

るよ うに と切 に願 い， また祈 って い る。

「誠に
，主 か くの 如 く言 う。 その 罪 を捨 て

われ に来 り， わ が名 を呼 び， わ が声 に従 い，

わが戒 命 を守 るあ らゆ る人 々は， わが面 を見

て われ在 るを知 るこ とあ らん。」(教 義 と聖約

93：1)

兄 弟 の皆 さん ，私 は こ こで皆 さんに証 を残

したい と思 う。 私 は，1神が生 きて お られ る こ

とを知 って お り，神 の こ とを もっ とよ く知 り

た い と心 か ら願 って いる。私 は これ まで， イ

エ ス ・キ リス トの福 音 が真 実 であ る とい うこ

とに つ いて疑 い を持 った こ とは ない 。私は，

自分 が今生 きて い る.ように確 か に， イエ スが

生 きてお られ るこ とを知 って い る。 イエ スは，

いつ の時代 に も肉にお け る神 の独 り子 で あ り，

私 た ちの 瞭 い主 であ る。

私 は， ジ ョセ ブ ・ス ミスが この最 後の神権

時代 を開 い た こ とを知 ってい る。御 父 と御子

が森 の 中で ジ ョセブ ・ス ミス に姿 を現 わ した

も うた こ と，そ して，御 父 が予 言者 ジ ョセ ブ ・

ス ミス に私 た ちの主 な るイエ ス ・キ リス トを

.親 し く紹 介 な さった こ とを思 う時に ，深 い感

動 を覚 え る。私 は，天 使 た ちが 訪れ て きて，

予言 者 とオ リヴ ァ ・カ ウ ドリに神権 を回復 し

た こ とを知 って い る。神 は地上 に再 び主 の教

会 を建 て られ た。 そ して， 末 日聖 徒 イエ ス ・

キ リス ト教 会 は， 主 の教会 で あ る。 イエ ス ・

キ リス トの名 をおい て， 人類 を救 い得 る名 は

天下 のだ れ に も与 え られ て いない。.私たちが

世 界 の隅 々 に至 る まで広 く宣べ伝 えて いる イ

エ ス ・キ リス トの福音 を受 け 入れ， これ に従

う者 のみ が， この世 にお い て， 物心 両面 の救

い を得 る こ とが で き るの で ある。

私 は近 い将来 主 のみ前 に立 っ て， この世 で

自分 のな した事 柄 につ いて報告 を しなければ

な らない こ とだ ろ う。私 は皆 さんに この証 を

述べ る と共 に， 私 た ちが福 音 に完全 に従 って，

キ リス トの まこ との弟子 とな り， この世 に お

いて平 和 を得， 来 るべ き世 にお いて永遠 の生

命 を得 るこ とが で きるよ うに祈 る もので ある。

イエ ス ・キ リス トのみ名 に よ り申 し上 げ る。

アー メン。

☆ ☆
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第 一 副管 長

N・ エ ル ド ン ・タ ナ ー

面接のもたらす

祝福.

私たち.の第一の 目的 は，入に救 いをもた ら

すことであリ，教 会員 にこの世の使命 と目的

を理解させることである

兄 弟 の皆 さん・ この よ うに テ ンプル ス クエ
ア の タバ ナ クルに会 した大 勢 の神権 者 を

目の あた りにす る こ とは， まこ とに素 晴 ら し

い光 景 であ る。 この会場 以 外 に，全 世 界 の約

1，500の 建物 で何 万 人 とい う神 権 者が この放

送 に耳 を傾 けて い るこ とを思 う と， この上 な

い力強 さを感 じる。

私 た ちが今 宵 こ こに集 ま ったの は， 神 の予

言者 であ る教 会 の大管 長 をは じめ とす る指 導

者か ら指導 を受 け るため で あ る。 私 た ちは皆 ，

神 権 とは与 え られた職 の範 囲 内 で神 のみ名 に

よって行動 す るため に人 に授 け られ た神 の権

能 であ るこ とを知 ってい る。 人に 与 え られ る

祝 福 の中 で， 福音 の証 を持 つ こ とと， 神権 を.

持 つ こ とに 勝 る祝福 はな い。

皆 さん方 は全 員神権 者 として主 の み業 に携

わ って，真理 と正 義 の大 義 を打 ち建 て，神 の

王国 を建 設 しよ う と努 め てお られ るこ と と思

う。実 際 に，私 たちは この こ と を行 な う責任

が それ ぞれ に課せ られて い るの であ る。

私 た ちは皆 ， この教 会 が イエ ス ・キ リス ト

の教会 で あ り，主 ご 自身 が神 の予 言者 で あ る

スペ ンサー ・W・ キン ボール 大管 長 を通 して

この教 会の み業 を導 いて お られ る こ とを知 っ

て いる。私 は皆 さん方 全 員が この こ とを知 っ

て いる よ う.にと切 に望 ん で い る。

この教会 が神 権 を有す る唯 一 の教会 で あ る

こ とを知 って い る とは， ど うい う意味 であ る

か考 えて いた だ きたい。 ア ロ ン神権 ， これは

バ プテ スマ の ヨハ ネが遣 わ されて ジ ョセ ブ と
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オ リヴ ァに授 けた尊 い神 権 で ある。 メル ケゼ

デ ク神 権 ， これ はペ テ ロ，ヤ コブ， ヨハ ネが

按 手 礼 に よっ て ジ ョセ ブ とオ'リヴ ァに授 け た

神 権 で あ る。

これ らふ たつ の神権 の権 威 と権能 ， お よび

神 権 の職 に伴 う働 きを考 えて み る と，何 と素

晴 らしい こ とであ ろ うか 。ア ロン神 権 者 は聖

餐 を祝福 し， 教会 員 に聖 餐 を配 る こ とが で き

る。 また，監.督か ら割 り当て られ るその他様

々 の義務 を果 たす 。祭 司 は， 天父 .と御 子 と聖
.霊との み名 に よって実 際 に人 々にバ プテ スマ

を施 す こ とが で きる。 しか し， この よ うな儀

式 を執行 す る人 は皆， 主 の信任 を受 け るにふ

さわ しい清 い神権 者 で なけれ ば な らない 。

兄弟 の皆 さ ん， 私 た ちは神権 を与 え られ る

こ とを当然 だ と考 えて はい ない だ ろ うか 。私

た ちは 主が寄 せ て下 さ る信頼 と，福 音 の儀 式

を執 行 す る特 権 に感謝 して い るだ ろ うか 。

私 たち に与 え られた責 任 をふ さわ しい状態

で果 たす こ との必要性 は， い くら強調 して も

し過 ぎ る とい っζ とは ない。

私 は毎 朝毎 晩， 私 た ちの指 導者 であ る， ス

ペ ンサ ー ・W・ キ ンボー ル大 管長 が健 康 と活

力 を得 ，理解 と知 識 を深 め， 主 に代 わ って教

会 を導 くため に必要 な霊 感 と啓示 を受 け られ

る よ うに祈 ってい る。

また， 私 た ちすべ て の教会 幹部 が主 の導 き

を得 て神権 の 召 し を全 力 を尽 くして遂 行 で き

る よ うに祈 っ てい る。 また， 常 に考 え方 に一

致 が あ り， 各 自の受 け てい る職 にふ さわ し く

生 活 で きる よ うに祈 っ てい る。 さ らに， 全世

界の神 権者 と教 会貝 が 人々 の 中に あっ て良 い

模 範 を示 し， 良い感化 を及ぼ し， 人々が 私 た

ちの善 い行 な い を見 て福 音 に興 味 を持 つ よ う

にな る こ とを祈 ってい る。福 音 は， そ の教 え

を信 じて生 活 に取 り入 れ るす べ ての 人々 に生

命 と救 いを もた らす もので あ る。

私 た ちが この世 に来 たの は， 天父 のみ も と

に帰 る資格 の あ るこ と を立証 す るため であ り，

また，他 の 人 々 を同 じ祝 福が 得 られ る よ うに

備 えさせ る こ とで あ る。



そ のた めに， 私 た ちは福 音 の教 えに従 って

生 活 しな けれ ばな らない。 主 は，私 たち が こ

の 目的 を遂 げ る こ とが で き る ように数 々 の組

織 を与 えて下 さった。

そ の ひ とつ が家族 であ る。 こ こで少 し私 の

家 族 につ いて述 べ てみ た い と思 う。私 が ア ロ

ン神権 者 の時， 幸 いに も父は監 督 で あ った。

その ため， 面接 を.受け る時， 父が 父親 と して

面 接 して い るのか ，監 督 として面接 して い る

のか分 か らない こ とが あ った 。 しか し，面 接

の時 に いつ も父は ，神 権 が どれほ ど大切 で あ

るか， また神権 者 と して ふ さわ し くあ るには

ど うす べ きか につ い て説 明 して くれ た。 父は

私 に とって最 良の 友 であ った 。すべ ての 監督

は， ア ロン神権 者 に とって家族 外 の最 良 の友

で あるべ きだ と思 う。 ア ロ ン神 権 者 は， 次の

こ とを心 に留 め ておか な けれ ば な らな い。す

な わち， 監督 は あな たが ふ さわ しい生 活 をし

て， 誓約 を守 り福 音 の教 えに従 う者 だけ に与

え られ る大 いな る祝 福 を受 け られ るよ うに助

け る人 であ る とい うこ とで あ る。 父親 が模 範

的 で家族 に 良い影 響 を及 ぼ して い る家 庭 ，定

期 的 に家 庭 の夕べ を開 いて い る家庭 で生 活 で

きる こ とは素 晴 らしい こ とであ る。

教 会 の補 助 組織 や聖 餐会 ，.神権 定員 会 はす

べ て，.教会員 に備 えを させ る こ とを 目的 とし

て定 め られ た もので あ る。

これ らの組 織や 集会 は， 知 恵の 言葉 を厳密

に守 り， 什分 の一 を納 め， 集 会 に出席 し，す

べ ての行為 や 取 引 きにお いて正 直 で高 潔 で正

当 であ り， 自立 し，薬 物 の乱 用や 卑 わ いな言

葉 を避 け，伺 性愛 な どの不 道徳 な行為 を断 ち

切 るな ど，主 の 目にか なっ た生活 をす るこ と

の重要 性 を強 調す る。 この よ うな生活 を して

こそ， 神 権 の昇進 を受 け ，神 殿 に参 入 し， 伝

道 に出 る とい う大 いな る祝 福 に あずか るこ と

が で きるの であ る。

教 会 の神権 者 は，主 の み業 を妨 げ る よ うな

行 ない は一切 しな いで あろ うと私 は確 信 して

い る。

.神権 者 の 中に あ
って も，教 会員 で な い人 々

と共 に いて も，神 権者 たる者 は行動 や思 いや

感化 力 を常 に最善 の状 態 に保 って， この地上

に神 の王 国 を築 き， 人 を救 う業 に携 わ ってい

る と人 々に見 なされ る よ うでなけ れば な らな

い。 ア ロ ン神 権者 の皆 さん， どこにあ ろ う と

も， これが私 た ち神権 者 の責 任 であ.る。ひ と

た び神 権 を受 け た者 は，教 え られ た通 りの生

活 をし， 模範 とな るよ うに期待 されて い るの

で あ る。

監 督や ス テー キ部長 は， 自分 が管 理 して い

る人々 に先程 私が 述べ た義 務 を教 え，彼 らを

訓練 し， 励 ま し， 力づ け る責任 を負 ってい る。

一 方
， 若 人 はこれ らの事 柄 に備 えて ふ さわ

しい生 活 をす る責 任が ある。

この ように互 いが その義 務 を果 たす 時に，

監督 は若 人 に とって家 族 以外 で得 られ る最高

の友 とな り， あ らゆる面 で模 範 とな るの であ

る。 しか しなが ら，監 督や ステー キ部長 には，

若 人が神 権 の昇進 を受 け るにふ さわ しいか，

伝 道に 出 る資格 が あるか ，神 殿 に参入 で きる

状 態か どうか を面接 に よっ て判断 す る責 任 が

あ る。

監督や ステー キ部長 は，若 入が どの ように

戒 めに従 って生 活 して い るか を観 察 し， 面接

を行 な って こ の判 断 を下 す。 そ の際，若 人が

ふ さわ しい生 活 を して なけ れば，神 殿 に参 入

で きない し， 伝 道 に出 る こ ともで きない。ふ

さわ し くな るまで待 た なけ れば な らない。

中 には， ふ さわ し くない状 態 で神殿 に参 入

し，良 心の 呵責 に耐 え られ ずに数 年後 に大管

長 に告 白 し， ど うす れ ば よいか尋 ね る若 い男

女 が い る。

また，監督 や ス テー キ部長 に うそを言 って，

ふ さわ し くな い状態 で伝 道 に 出る若 い男性 も

い る。 こめ よ っな こ とは決 して正 しい こ とで

は な く，主 の 目に 忌み きらわれ る こ とで ある。

ふ さわ し くな い ままで伝 道 に行 くよ りは， ふ

さわ しい状 態 にな る まで待つ か， 伝道 に 出な

方 が賢 明 であ る。'

この世 は，邪 悪 と誘 惑 に満 ちて いる。私 た

ちは この よ うな誘 惑 に 背 を向け るべ きで あっ
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て，世 の誉 れ を得 よ う として誘 惑 に陥 っ ては

な らない。

悪 の満 ちて い る今 日， 面接 す る責 任 の あ る

人が正 しい面接 を行 な うこ とが 最 も重要 で あ

る。

私 た ちの第一 の 目的， 責任 は， 人 を救 うこ

とであ る。 この こ とを常 に忘 れ ない で いただ

きたい。.

大切 な こ とは， 面接 す る相 手に ， 彼 らは神

の霊 の子 供 であ り， 人々 か ら愛 され て い るこ

とを自覚 させ るこ とで あ る。 また， 彼 らの幸

福 と人生 に おけ る成功 を願 い，助 け に な りた

い と思 って い るこ とを知 らせ るこ とで あ る。

資格 の有無 を判 断 す る面接 は， 監 督や ステ

ー キ部長 の 大 きな責 任 であ る
。 また同 時 に，

面接 を受 け る側 に も同等 の責 任 が伴 う。面接

をす る場合 は，常 に一対 一 で行 な うよ うにす

るこ と.が大切 であ る。

若 い男性 と伝 道 に出 る面接 をす る時 に は，

主 と主 の教 会 を代表 す る宣教 師 に主 が何 を望

ん でお られ るかにつ いて話 し合 う。例 えば，

知 恵の言葉 ， 道徳， 正 直， 自立 ， 什分 の一 ，

従順， 献 身等 につ いて 主 は宣教 師 に何 を期 待

してお られ るか彼 に説 明 させ る。

若 い 男性 に， あな たが主 に代 わ って面接 し

て い るこ とを告 げ る。 したが って ， あ なた に

話す こ とは， 主 に対す る約 束 とな るの であ る。

面 接 と同 時に， 彼 に 自己評価 させ る。 主 は

彼 を，主 の代 理 として望 ん でお られ る だ ろ う

か 。彼 は あ らゆ る面 で主 の 目にか なっ てい る

だ ろ うか。主 はす べ て の こ とを御 存 じであ り，

決 してあな どられ る よ っな御 方 で はな い こ と

を思 い出 させ る。

彼 に何か 欠 けて い る点 が あれ ば， そ れ を正

す方法 が あ るこ とを知 らせ る。悔 い改 め には

大 いな る清 め の力が あ る。

ふ さわ し くない ままで伝 道 に出 る よ りは伝

道 を延 期 した方 が は るかに よい こ とを，彼 に

知 らせ る。 ほ とん どの場 合 ，悔 い改 め に よ っ .

て伝 道の備 え をす るこ とが で き る。

重 大 な罪 を犯 した場合 は，教 会 幹部 の承 認
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を得 な ければ な らな い。 しか しそれ も， 監督.

とステー キ部 長 の双方 が面 接 をして， 彼が 完

全 な悔 い改め を し，伝 道 に 出 るに ふ さわ しい

者 とな って い るこ とを認 めて か・らで なけ れば

な らな い。

面接 の約 束 は， ステー キ部 長が教 会 幹部 と

その件 につ い て話 し合 い，面 接 の時 間の 有無

を確 認 して とる よ うに しな けれ ばな らな い。

過 ち を犯 した者 は，面 接 され るの を.待たず

に，友 で あ る監督 に 自 ら進 ん で話 す よ うにす

べ きで ある。

かつ て過 ち を犯 した若 者が 生 活 を一 新 し，

主 の使 い とな るた めに 清 くふ さわ しい生 活 を

始 め る こ とほ ど喜 ば しい こ とはな い。

面接 は ，思 いや りと温情 と愛 を基 と して い

る こ とを常に 心 に留め て おか なけ れば な らな

い。 これ は非 常 に大切 な こ とであ る。相 手 に

愛 して い るこ と と，助 け たい と思 って い るこ

とを知 らせ なけれ ば な らない 。

監 督や ス テー キ部長 は， 神 殿推 薦状 を発行

す るため の面 接 をす る時， 次 の よ っに 言 っと

よい。

「あ なた は神殿 に参 入 す る推 薦状 を受 け る

ために ここに おい でに な りま した。 そ して，

私 は主 の代理 としてあ なた を面接 す る責任 が

あ ります。 資格 の ある こ とが 確認 で きま した

ら，.私は あ な た の神 殿推 薦状 に 署 名 し ます

が，私 の 署名 以 外に必 要 な署 名が あ ります。

そ れ は あ な た の署名 で す 。 こ の両方 が あ っ

て は じめ て， 推 薦状 と して認 め ら れ るの で

す。

そ して， 推 薦状 に署名 す る時 に， あ なた は

この推 薦状 を持 つ にふ さわ しい者 とな る とい

う約 束 を主 と交 わす こ とに な ります 。 これか

ら， 幾つ かの 質問 をし ます の で，すべ てに正

直 にお答 え下 さい。」

数年 前 に， 私の 友 人が次 の よ うな話 をして

くれた。 彼が まだワー ド部 で責 任 を持 って い

た 頃，神 殿推 薦状 の発 行 を受 け るため に監督

の ところに行 った時 の こ とで あ る。

彼の監 督 は忙 しそ うに こ う言 った。 「さて，



兄弟 の こ とは よ く知 ってい るの で，署 名 す る

前 に とり立てて質 問す る必要 もないで しょう。」

そ こで友 人 は次 のように答 えた 。「監 督，あ な

た には質 問 をす る責任 が お あ りで しょ う。 そ

して，私 に は それに.答え る特 権が あ ります 。

私 は， あな た と主 に対 して その質 問 に答 えな

け れば な りませ ん.。です か ら，質 問 を して い

た だけ ませ んか 。」

ま さにそ の通 りであ る。主 は教 会 貝 に，面

接 を通 して それ らの 質 問に答 える特権 をお与

え にな って い るの であ る。 そ こで もし欠け て

い る点 があ れば， 会 貝 は神権 の昇 進や 伝 道，

神 殿 推薦 状 を受 け る資格 を得 る よ うに生 活 を

改め るこ とが で きる。

さ らに，規 定 の質 問 を終 え た後 に，次 の よ

うにイ寸け力日え る とよい。

「主 の宮居 に参 入 す る人 は
， 汚れ な く，神

聖 で，清 い状 態 に あ り， 決 して不 自然 な行為

を行 な って い ては な りませ ん。」

兄 弟 の皆 さん， 私 た ち教会 を導 く者 の責任

は， 皆 さん に はっ き りと教 え るこ とで あ る。

したが って， 私 は通常 この よ うな集 会 では話

さな い こ とを， あ えて今 ここ でお話 したい と

思.う。

現 在， 世 の 中に は邪 悪 で不 正 な行為 が 見受

け られ る。 これ らは衰退 す る どこ ろか， ます

ます増加 して い る。 時折 ，結 婚 した夫婦 が愛

情 を表現 す るのに，不 純 で不 自然 なふ さわ し

くな い行 淘 に走 るこ とが あ る。 こ の こ とに 関

して，私 たち は しば しば手紙 で， 「不 自然 な」

「ふ さわ し くない」 とい う言葉 の定 義 につ い

て 問合せ を受 け る。 この答 え は， 皆 さん方 が

よ く御 存 じで あ る。 少 しで も疑 い を抱 くよ う

な こ とは，行 なわ ない こ とで ある。

言 う まで もない こ とであ るが， 不 純 な行為

を習慣 として い る神 権者 は， 神権 の昇進 を受

け る資格 が な い， また神 殿推 薦状 に署名 す る

資格 が な い と感 じてい るは ず であ る。

万一皆 さん の中 に不純 な行 為 に陥 って い る

人 が あれば， それ を捨.て去 る こ とであ る。 そ

して， 資格 を問 う面 接 にお い て， 自分 自身 に，

主 に， 面接 す る神 権 役 員に， あな たがふ さわ

しいこ とを告 げ られ る ように なって いた だ き

た い。

繰 り返 し申 し上 げ るが，会 員 の資格 を問 う

面 接 を行 な う皆 さんは， 主 の代理 であ る。 し

たが って， 主 ご 自身が行 なわれ るよ うに 面接

しなけれ ばな らな い。

す なわ ち，面 接 には， 不謹 【真で， 品位 を落

とす よ うな こ とが み じん た り とも混 じってい

ては な らな い。面接 は不 作 法 であ った り， 不

快 で みだ らな気持 ち を起 こ させ る もの であ っ

ては な らない 。

時 々，監 督や ス テー キ部長 が 軽率 で不 謹慎

な面接 を して い る.とい う報告 を受 け るこ とが

あ る。 これは， 特 に既婚 者 に対 して多 いよ う

で ある。

この よ うな下 品 で， みだ らで， 不謹 慎 な行

為 を一 つ一 つ取 り上 げ て， 会貝 をきび し く詰

問す る よ うな こ と をしては な らな い。

ある若 い宣教 師 が背 罪 を犯 した こ とを告 白

し，伝 道本 部 で教会 幹部 か ら面接 を受 け た。

その 罪は， 今 後の伝 道 活動 の 資格 を喪 失 させ

る もの であ った。

教会 幹部 は 彼の行 為 の醜 悪 さに驚 き， 彼 を

その よ うな行動 に 追 いや った もの は何 か を尋

ね た。 そ して その 若者 の監督 か らその よ うな

行為 につ いて教 わ った とい う答 え に， 教会幹

部 はが く然 とした 。

その監督 は ，伝道 の予 備面 接 で， 「あなたは

こ うい うこ とは して い ませ んか 。 ああ い うこ

とは して い ませ ん ね」 と， 思 いつ くすべ ての

不 正 な行為 を挙 げて質 問 した ので あ る。 それ

らの事 柄 は， これ まで若者 が想像 もしなか っ

た よ うなこ とばか りであ った 。そあ 結果 ，邪

悪 な思 いが刻 み込 まれ た若 者 の心 に，悪 魔は

巧 み に取 り入 り， つ いに若 者 は誘惑 に屈 して

しまっ たの であ る。

兄 弟の皆 さん， 面接 は愛 と慎 み をもって行

な わなけ れば な らな い。面 接 を適切 に行 な う

ため に， 時折 次の よ うに尋 ね てみ る とよい。

「ご 自分 の神殿 推薦 状 に署 名す るの に
，不
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安 に感 じる こ とや㍉ 主 に対 して不正 直 だ と感

じる こ とはあ りませ ん.か。」

「署名 す る前 に
， 何 か しな けれ ば な らな い

こ とはあ りませ んか 。主 ばすべ て を御 存 じで

あ り，決 して あ な ど られ る よ うな御 方 で は あ

りませ ん 。私 た ちは あな た をお助 け した い と

思 って い ます 。 召 しや推 薦 や祝 福 を得 るの に，

正 直 で あって い ただ きた いの です 。」.

あな たが以 上 の方法 を用 い る時 に， 相 手 の

会 員は 自分 自身 を吟味 す る責任 を負 うこ とに

なる。監 督や ス テー キ部長 は 識別 の 力 を用 い

る権 利が あ る。 した が って， 推薦 状 を発 行す

る前に彼 らに何 か欠 けて い る とこ ろが ないか

ど うか を見分 け る こ とが で き るで あ ろ う。

識 別 の賜 を持 って い る とい うこ とは， 何 と

い う祝福 であ ろ うか 。 これ は，神 権役 員 に与.

え られ て いる賜 で ある。

時折， 監督 や ス テー キ部長 は， ず っ と以前

に犯 した背 罪に つ いて教 会質 か ら告 白を受 け

る ことが ある。 この よ うな 人々 は， もっ と前

に告 白 してい なけれ ば な らず， それ を しなか

った ばか りに不 必要 な苦 しみ を受 け るこ とを

余儀 な くされ てい る。

そ の よ うな場 合， 必ず し も教 会法廷 を開 く

必 要 はな い。 これ は，監 督 の判 断 に任 されて

い る。監督 に はそれ に関 して霊 感 と導 きを得

る資格 が あ る。.特に本 人の そ の後 の生 活 に悔

い改 めの状 態が うか が われ る場 合， 霊 感 に よ

って 決定 しな けれ ば な らない。

責任 を果 たす時 に，霊 感 と啓 示 を受 け られ

る とい うこ とは何 と素 晴 ら しい こ とであ ろ う

か。神 権 者の皆 さん， こ の よ うな霊 感 と啓示

を受 け るにふ さわ しい人 とな って い ただ きた

い。

私 は，思 いや りと愛 を具 え た監督 や ス テー

キ部長 の 話 を しば しば耳 にす る。 彼 らは， 霊

感に よって面接 を行 ない，教 会 貝 の いか な る

問題 に も対処 す る こ とが で きる。 す なわ ち，

教会 員 の生活 を正 して， 彼 ら を伝 道 に出， 神

権 の昇進 を受 け， 主 の宮居 に参 入 す るの にふ

さわ しい教会 員 とす る こ とが で き るので あ る。
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これ こそ私 た ちが 目指 す業 であ る。 忠実 な者

に約 束 され て いる祝福 を得 させ るた めに，.こ

れ らの若 人に愛 と思 いや りと関心 を示 す こと

で あ る。

も う一 度 申 し上 げ る。 目的 を達 成 で き るよ

うに，私 たち に識別 の賜 と啓 示 と霊感 が与 え

られ てい るこ とは何 とい う祝福 であ ろ うか。

これ らはすべ て人 に救 い を もた らす ため の も

の で あ る。 まさに これ らは， 私 た ち 自身 を救

いに導 くだけ でな く，す べ ての教 会 員に この

世 の使 命 と目的 を理 解 させ ， 天 父の み も とに

帰 る備 え をさせ る もの で ある。

神 権 者 の皆 さん， 私 た ちは これか ら， 愛す

る キン ボール大 管長 の話 をお聞 きす る， キン

ボー ル大管長 は神 の予 言者 で あ り， 主は 大管

長 を通 して この教会 を導 いてお られ る。 私 た

ち全 員が大 管長 の 言葉 に耳 を傾 け， その教 え

を信 じ，従 う ことが で きる よ うに， イエ ス ・

キ リス トのみ 名に よってへ り くだ り祈 って い

る。 アー メン。

大 管 長

ス ペ ン サ ー ・W・ キ ン ボ ー ル

考え，従 うべき

基本原則

女性を敬 い，生命を大切に し，徳 高い生活

を営み，福音が宣べ伝え られるよう祈 リを捧

げていただ きたいとの予言者の呼びか け

今 宵・ 神儲 の皆 さん を ここに お迎 え し・
私 は大 きな喜 び を覚 えて い る。世 界 の各

地 で，私 たち神権 者 は主 を礼 拝 し， 主 をたた

えるた め に集 まって い る。

兄 弟 の皆 さ ん， 過 日，世 界 各地 の数 百 の会

場 に何十 万 もの教 会 の姉妹 たちが 出席 し，教

会 の女性 のため の特別 集 会が 開か れ た。実 に

感銘 深 い集会 であ った。皆 さん はす でに奥 さ

んや 姉妹 ，母 親 あ るい は娘 か らその会 の模 様



につ い てお聞 き及び の こ と と思 う。私 た ちは

その よ うな集 会 を開 け た こ と， そ して現 代 の

科 学 技術 で それが 可能 に な った こ とを感謝 し

て い る。私 た ちは教 会 の 女性 を愛 し， 深 い尊

敬 の 念 を抱 いて い る。

私 は その集 会 を振 り返 る意 味 で， 息子 ，兄

弟 ， 父親 ，夫 で あ る皆 さんに，.二， 三勧告 し

た い。パ ウロが テモ テ に強 く求 め た よ うに，

教 会 の女性 に対 して 「年 とった女 に は母 親 に

対 す るよ うに， 若 い女 には， 真 に純 潔 な思 い

を も って，姉 妹 に 対 す る よ うに 」(1テ モ テ

5：1-2)接 して い ただ き たい。私 た ち神

権 者 は その よ うにすべ きで あ る。ほ とん どの

神 権 者 はす でに そ うな って い る とは 思 うが，

私 た ちは世 の男性 とは異 な って い なけれ ば な

らない。 私 た ちは年 老 いた女 性 を 自分 の母親
あねいもうと

の よ うに扱 い， 若 い女性 を 自分 の姉妹 の よ う

に扱 うよ うに， しか も 「真に 純潔 な 思 い を も

っ て」 そ うす るよ うに と語 った パ ウPの 勧告.

は， 卓越 した教 えで あ る。 これ に対 して世 の

男性 は， 女性 を軽視 し， あ る いは単 な る欲望

の対 象や 利 己心 を満 足 させ るた めの 対象 と し

か考 えて いな い。 しか し，私 たち は女性 に対

す る行 動 や交 わ りに お いて世 の 男性 と同 じで

あ って は な らないの で あ る。

ペ テ ウは妻 を尊ぶ よ う私 た ちに勧告 して い

る。(1ペ テ ロ3：7参 照)私 は と りわ け妻，

母親 ，姉 妹， 娘 に対 して他 のだ れ よ り も礼節

を重 ん じな けれ ば な らない と考 えて い る。パ

ウ ロは， 自分 の 親族 と家 族 をか え りみ な い場

合 は， 「不 信 者以 上 に わ るい」(1テ モ テ5：

8)と 述 べて いるが ， 自分 の親族 をか え りみ

る とい うこ とに は， 経済 的 な保護 の ほか に，

愛情 面 での保 護 を与 える こ とも含 まれ る と思

う。 主 は現在 の神 権 時代 に次 の よ うに述 べ て

お られ る。 「妻 た る者 は …… 夫に扶養 を要 求す

る権 利 あ り。」(教 義 と聖 約83：2)こ の扶養

とい う言葉 の 中に は，愛 情 を注 ぎ， 食物 だけ

で な く思 いや りを も与 え る義 務 が含 まれて い

る と思 う。

か つ て リー 大 管長 は， 私 た ちの周 囲 に いる

「乏 しき者 」 は
， 食物 と同様 に，友 情 と愛 の

手 を も必要 と して い る と述べ た こ とが あ る。

私 は 時折， 末 日聖徒 の女 性が 「乏 しい」 状態

にあ る と考 え る こ とが あ る。 そ れは，本 来彼

女 た ちが受 け るはず の思 いや りを寄せ られて

いな いか らで あ る。 食料 貯蔵 室 を一 杯 にす る

こ とはで きて も，姉妹 た ちは愛情 に飢 え， 自

分 を認め られ る こ とにつ いて満 た されて いな
.いの であ る

。

兄弟 の皆 さん，私 たちは姉 妹 た ちか ら支援

を受 けて い る と同 じよ うに，教 会 の召 しに働

く姉 妹 た ち を支 援 しよ うでは ないか。姉 妹 た

ちは軽視 され て も何 とか や って ゆ くこ とが 多

いか らとい って， 彼女 た ち を軽視 す る こ との

ない よ うに し ようでは な いか 。

家族 全 員 をた たえ る声 で家 庭 を満 た して い

ただ きた い。 同僚 の神権 者 た ち， す なわ ち教

会 の責 任 で共 に働 く兄弟 た ちに 関心 を払 うあ

ま り， 永遠 の伴 侶 を軽視 す る こ との ない よ う

に してい ただ きた い。妻 との交 わ りは永遠 に

続 くもの だか らで あ る。

愛 に満 ちた天 父 は，地 上 での あ らゆる生 活

で喜 び を得 ， 恵み に あずか る機会 を私 た ちに

与 えて下 さってい る。 こ こで主 のみ 言葉 を読

ませ て いただ きたい。

「神 は また 言わ れ た
， 『水 は生 き物の群 れ で

満 ち，鳥 は地 の上 ，天のおおそ らを飛べ』。……

神 は また言 われ た， 『わた しは全 地 のお もて

に ある種 をもつすべ ての草 と，種 の あ る実 を

結 ぶ すべ ての 木 とをあな たが たに与 え る。 こ

れは あ なたが たの 食物 とな るであ ろ う。.

また地 のすべ て の獣 ，空 のすべ て の鳥， 地

に這 うすべ て の.もの，す な わ ち命 あ る もの に

は， 食 物 としてすべ ての青草 を与 える』。その

よ うに なっ た。

神 が造 ったすべ て の物 を見 られ た ところ，

それ は， は なはだ 良か った。 夕 とな り， また

朝 とな った。 第六 日であ る。」(創 世1：20，

29-31)，

私 は， 前 回の総 大会 の神 権部 会 で，古 くか

ら歌 われ て い る歌 の一 節 を読 んだ。 この 「小
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鳥 た ち を殺 す な」 とい う歌 は， 私 がア リゾナ

で子 供 の頃， よ く口ず さん だ歌 で あ る。 同年

代 の少年 た ちは手 に手 にパ チ ン コ を持 って沢

山の小 鳥 を殺 した もので あ る。

初等協 会や 日曜学校 で私 たち は こ う歌 っ た。

「小 鳥た ち を殺す な 木 々 で鳴 く鳥

夏 中ず っ と きれ い な声 で。

小 鳥 たち を撃 つ な この地 は神 の もの

小 さ くとも大 き くと も 神 は 恵み た も う。」

(D(彫 勉Soη8s「 デゼ レ ト歌 集 」1909年 ，Nα

163>

私 は全世 界の若 人 と話 を しなが ら， この歌

詞 に関連 して もっ と話 を して おか なけ れ ば な

らな い と感 じた 。

私 は世 界 のあ らゆ る国 々で， 美 しい声 をあ

げ，木 々 を飛 び交 う小 鳥 を見 る こ とが で きる

と思 う。

ジ ョセ ブ ・フ ィー ルデ ィン グ ・ス ミス大管

長 は， これ らの 小鳥や 野 生動 物 の保護 に力 を

注 いだ方 で ある。

あ る時， ス ミス大 管長 は ワサ ッチ 山岳 地 帯

を訪 れて， 丘や 森 に住 む動物 た ち と接 した折

に， 次の よ うな詩 を詠 み，4節 か らなる その

詩 に それ ぞ れ絵 を描 いた。最 初 に野 リス を次

の よ りに詠 んで いる。

高 山 をか け まわ る小 リス。

小 リスは え さ をね だ り，

えさ を もらう と，

感謝 を込 めて さよ うな らをい う。

次 は コ ウ モ リで あ る。

夜 空 を飛 び交 う小 さな コウモ リ。

コウモ リは 昆虫や 蚊 を食べ る。

全 くコウモ リに似 つか わ しい えさだ 。

次 に鹿 を描 い てい る。

山小屋.を訪 れ る子鹿 のバ ンビ。

差 し出す塩 をなめ
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山 中 を駆 け巡 る。

次 に小 鳥 を うた う。

一 日中歌 い私 た ち.を楽 し ませ て くれ る

空 の友 。

冬 の寒 さが訪 れ る と

賢 くもいず こかへ 去 って行 く。

さて，私 は不 必 要 な流血 や殺 生 につ い て私

の考 えを付 け加 えて お きた い。予 言者 た ちの

情 感 あふ れ るこれ らの言葉 に， あ らゆ る 人は

心 を動 か され る と思 う。

罪 もな い小鳥 の殺 生 だけ で な く，農 夫 や 人

類 の敵 で あ る害 虫 を食べ て くれ る野 生動 物 に

つ いて も申 し上 げ た い。 これ らの動 物 を無益

に殺 す こ とは邪 悪 な こ とであ るばか りか，恥

ずべ きこ とであ ると私 は考 える。 この 原則 は，

小鳥 だけ で な くあ らゆ る動 物 を その対 象 にす

べ きで あ る と思 う。主 が私 たち にす べ て の動

物 を与 え られた と記 され て いる聖 句 の 目的 と

す る とこ ろは ここに あ る と理 解 して い る。 こ

れ らすべ て の生 き物 は，私 たちが 活用 す る た

め， さ らに私 たち を助 け るため に地上 に 置 く

必要 が あ る と主 はお考 えに な ったの では な い

だ う つか。

ジ ョゼ フ ・F・ ス ミス大管 長 は次 の よ うに

述 べ てい る。

「数年 前
，イエロー ス トー ン国立公 園 に行っ

た時， 私 は小 川や 美 しい湖 を小 鳥 た ちが 少 し

も人 を恐 れな い で泳 いで い るの を見 た。小 鳥

た ちは飼 い鳥 の よ うに，通 行 人が そば を通 っ

て も恐れ なか った。 また， 美 しい鹿 の群 れ が，

道路 の傍 らに集 ま ってお り， 家畜 の よ うに人

を恐 れ なか った 。そ れ を見た 時，私 は， この

地上 で， 中で もシオ ンの住 民 の 中で， だ れ も

傷つ け る者， 悩 ます者 の い ない 時代 が来 るの

を， か い ま見 た よ うな気 が した 。 これ らの鳥

は， も し も人の 住ん で い る他 の地 域 に行 けば

人懐 っ こいの で簡単 に狩 猟家 の え じきにな る

こ とだ ろ う。 同 じこ とが あ の美 しい動 物 ，鹿



とカモ シカに つ いて も言 え る。 も し彼 らが，

公 園の保 護 区 を迷 い出 る と， 当 然彼 らの 命 を

ね らう人々 の え じき とな るこ とだ ろ う。 私 は，

ど うして人が動 物 の 命 を奪 いた い とい う よ う

な血 に飢 えた望 み を持 つ ように な るのか， 全

然理解 できない。小 鳥 を何百 羽 と撃 ち殺 す 『ス

ポー ツ』 を楽 しんで い る人々 を私 は知 って い

る。私 たちの 中 に もその よ うな 人々が い る。

彼 らは一 日の ス ポー ツが終 わ る と， 害 の ない

鳥 を どれ だけ殺 したか を 自慢 し合 う。 そ して

猟 の許 されて い る期 間中， 毎 日何十 人， 何 百

人 とい う人々が 狩 りに行 くのであ る。(鳥 たち

に も保護 の期 間が設 け て あっ て危険 を気 遣 う

必要 のな い時が ある)狩 猟解 禁 の朝 早 く， 大

軍 隊が戦 闘 を始 め たか の よ うな鉄 砲 の音 が と

どろ きわ た る。 そ して， 罪 の ない小 鳥 た ちの

虐殺 が行 なわれ るの で あ る。

食料 として必 要 でな い限 り， だれ も動 物 を

殺 して は な らない と私は 考 えて い る。 人の 食

用 とな らない罪 の ない小 鳥 を殺 して は な らな

い。 命 の ある動物 を殺 そ う とす る こ とは ， 人

に とって悪 い こ とだ と私 は思 う。 あ る著 名 な

人々 が，動 物 の血 を流す こ と を楽 しみの よ う

に して い るの を見て， 私 は驚 い た こ とが あ る。

動 物 の血 を流すことは間違 って いる。」(Gosρθ1

1)06'廟 θ「福 音の教 義 」pp.265-66)

この点 につ い てあ る詩 人は次 の よ うに記 し

てい る。

「あ なたが 与 え るこ との で きない命 を

奪 って は な らない。

あ らゆ る ものは平 等 に生 きる権 利 を

持 って い るの だか ら。」

私 は この詩 に付 け加 えた い。神 が あ らゆ る

ものに命 を与 えられ たの だか ら， そ して ， 人

の 食料 を必要 を満 たす こ とのみ に用 い るべ き

もの だか ら， と。

開 拓者 た ちが平 原 を旅 して い た時 に，バ ッ

フ ァ ロー を殺 して子供 たちや家 族 の 食料 に し

たの とは事 情 が違 う。 舌 と皮 だけ を とるため

に野牛 を殺 し，や た ら命 を粗 末 にし，食糧 を無

駄 に した 邪 悪 な人 々 もいた こ とは 確 か で あ

る。

予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスは， 多 くの 人々 を

どの よ っに治め て い るか尋 ね られ た時， 次の

ように答えた。「私は 人々 に正 しい原則 を教 え，

人 々 に 自ら を治 め させ る。」

私 たち は予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミスに正 しい

教 え を求 め て いる。予 言者 は次 の よ うに語 っ

て い る。 「私 た ちはエンバ ラス川 を渡 り， この

川 の支流 を西 へ1マ イル程 行 った所 に野営 し

た。 テ ン トを張 って い る と，3匹 の が らが ら

蛇が 兄弟 た ちに襲 いか か ろ う として い るのに

気付 い た。 しか し， 私 は兄 弟 た ちに 言っ た。

『その ま まに してお きな さい
。 手 を出 しては

いけ な い。神 の僕 た ちが 同 じよ うな気 持 ち を

もって殺 そ う として いた ら， 蛇 はいつ まで も

毒 液 をは いて立 ち向か って くる。私 たち は ど

う猛 な動物 を前 に して で も手 を出 さない よ う

に しなけ れば な らない。 人 が残 忍な気持 ちを

な くして， 動物 を殺 す の をや め る時に， ライ

オ ン と羊が 一緒 に生 活 し，乳 飲み子 が蛇 とた

わむ れて も危害 を受 けない 日が来 るのだか ら。』

そ こで兄弟 た ちは注 意深 く蛇 を棒 に巻 きつか

せ る と， 対岸 に運 ん で行 っ た。私 は兄弟 た ち

に， 旅 の間 中， 飢 え をしの ぐため に止 む を得

ない場合 を除 いて，蛇 や小 鳥 をは じめ あ らゆ

る動 物 を殺 さ ない よ うに戒 め た。」(∫∫癖oη

σ 劾6C乃 〃肋 「教会 歴 史」2：71-72)

さて，年 齢 を問わず すべ て の兄弟 た ちに も

りひ とつ 申 し上 げた い こ とが あ る。一 篇 の詩

を読 むの で， そ の内容 を真 剣 に考 えて いただ

きたい。 この詩 には 「清潔 に」 とい う題が付

いて お り， この主 旨 につ いては すで に何 人か

の兄弟 た ちが 本大会 で話 して い る。

「あな たが 汚れ た話 を 口にす る時
，

人 々に どん な印象 を与 えてい るか

考 えて い るだ ろ うか 。

子 供 た ちは喜 ぶだ ろ うか 。

人々 が笑 うか ら とい って

誇 ら しげに話 して もよ い もの だろ うか。
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あ なたの 口 をつ いて

汚れ た話が 出て くる時に ，

自分 の心 の中 にあ るすべ て を

さ らけだ して いる こ とを知 って い るだ ろ う

か。

それ はあ なたが 汚 れて い るこ と を

明 るみ に出 し，

あ なたの無知 を声高 らか に

宣 言 してい るの だ。

本 当の楽 しみ を求 めて い る礼 儀 を知 った少

年 た ちに

愛想 をつ か され るこ とに なる。

あ なたは 人々 にあ なた の心 が どれ ほ ど

不 潔か を示 しな が ら，

自分 に本 当の常 識 があ る とで も思 って い る

のだ ろ うか 。

あなた は 自分 の両 親 と友達 を

侮 辱 して い るの を知 っ てい るだ ろ うか 。

思 い を巡 らしてみ な さい，

それが わか るだ ろ っ。

周 囲の 人か ら尊敬 を受 け たけ れば ，

も う少 し言葉 を選 び

も う少 し上 品な言 葉 を使 いな さい。

そ うす れば， 汚れ や悪 臭， 罪 の 中に

人生 を求め て い る人々 よ りも，

は るか に大 きな尊 敬 を受 け る こ とだ ろ う。」

兄 弟の皆 さん， これ らの こ とを考 えて いた

だ きた い。深 く心 の 中で思.い巡 ら して い ただ

きたい。 ふ さわ しい生活 を営 み ，戒 め を守 り，

神権 を尊 びな さ い。 そ うす れば ，主 は あ なた

を愛 し，祝 福 を与 えて下 さる であ ろ う。私 は

主 の僕 として皆 さんに私 の 愛 と祝 福 を与 えた

い 。

会 を閉 じる前 に今 ひ とつ 申 し上 げ たい こ と

が あ る。 この会 の は じめ に リグ ラン ド ・リチ

ャー ズ兄 弟が語 った よ うに，偉 大 な伝道 プ ロ

グラム につ いて数 々話 されて きた 。現 在， 宣

教 師は26，606名 を数 え， さ らに毎週 その数 が

66

増加 して.いる。

しか しな が ら， い まだ に入 国 で きない 国，

査証(ビ ザ)や 旅 券(パ ス ポー ト)を 入手 で

きな い国が 数 多い。 これ は非常 に大切 な こ と

であ る。 オ リブ 山で主 よ り与 え られ た責 任 を

果 た そ う とす るな らば，つ ま り私 た ちが 「全

世 界 に出て行 って， すべ て の造 られ た ものに

福音 を宣 べ伝 え」 よ う とす るな らば， これ ら

の 国々 の 門戸 を開 く必要 が あ る。私 は先 日地

区代 表 の集会 で この ことにつ い てお話 した。

私 た ちは まだ ほん の表面 をひ っか い たに過 ぎ

ない。私 たち には もっ と多 くの宣教 師が 必要

であ る。私 た ち を友 と考 えて入 国の機 会 を与

え， 世 の 中で最 も素 晴 ら しい ものす なわ ち キ

リス トの福 音 を民 に伝 え る機 会 を与 えて くれ

る国が もっ と必 要 であ る。 この福 音 は彼 らに

救 い と大 いな る幸 を もた ら し得 る もので あ る。

今 宵私 の話 に耳 を傾 け て い るすべ ての方 々

にお願 い した い。 これ らの 国々 の指導 者 と接

触 を図 り， 私 た ちが 彼 らの 民に よき もの をも

た らす とい うこ とを信 じて い ただ くため に特

別 な努 力 を払 って い る兄 弟 た ちが い る。皆 さ

んの毎 日の祈 りの 中で， 国 々の 門戸 が開 かれ

る とい う偉 大 な祝福 を実 現 させ るために ， こ

れ らの兄弟 た ちへ の祝福 を願 って いただ きた

い。私 た ちは 彼 ら を善 良 な市民 に， また善 良

な人 にす るこ とが で きる。 そ して彼 らに幸福

と喜 び を与 え るこ とが で き る。

すべ て の家族 は毎 週 月曜 日欠 か さず家 庭 の

夕べ を開 いて い ただ きた い。 そ して，家 庭 の

夕べ で特 に伝 道活動 を取 り'上げて話 し合 って

い ただ きた い。父 親，母 親 ， そ して子供 たち

が この非 常に 大切 な点 につ い て順 に祈 りを捧

げ てい ただ きた い。す な わ ち， 国 々の 門戸 が

開か れ る よ うに， 次 に教 会 の若 い男女 の宣教

師が 喜 んで伝 道 に携 わ り， 人 々 を教 会 に導 く

こ とが で きる よ うに祈 ってい た だ きたい。

中国 には9億 の人 々が住 ん で いる。 昨 日，

50人 程 の 中国 人の聖徒 た ちに お会 い した。 私

は教 会本 部 の 中を案 内 し， 私 た ちの計画 につ

い て話 した後 ，この よ うに言 った 。「きょ う私



たち は中 国の こ とにつ いて 話 し合 い ま した。」

(そ の 日は地 区代 表の集会が開かれた)「 中国

の 人 々はす ぐれ た 資質 をも って お られ るこ と

を知 りま した。 また主 のみ た まが 中国 の 人々

の上 に臨み ，福 音 を もた らす可能 性 が 見 えて

きた よ うです 。」私 は この大 会に 出席 して い る

すべ て の 中国 人の方 々にお願い したい。 「皆 さ

ん の家庭 の 夕べ， 家 族 の祈 り，集 会 の祈 りの

中 で主 に この こ とをお願 い して い ただ けな い

で あ ろ うか 。 もち ろん， 主 は皆 さん の助 け が

な くと もお で きに な る。 しか し， 主 は私 た ち

が その こ とに関心 を持 ち， その こ とを どれほ

ど理解 して い るか を知 りた い と思 って お られ

るので はな いだ ろ うか。」

したが って，今 後 聖徒 た ちの祈 りが 増 し，

そ して その祈 りの 中で主 の プ ロ グラム が確立

され， 主の 命 じられた よ うに主 の民 の もとへ

福 音 を携 えて行 くこ とが で きるよ う常 に願 っ

て いた だ きた い と，私 は心 か ら望 ん でい る。

私 は これが行 なわれ るこ とに深 い関心 を寄せ ，

また祈 って い る。

話 を終 え るに あ た り， 愛す る教 会幹部 の 兄

弟 た ちが ここで語 ったすべ て の こ とに 感謝 の

意 を表 した い。福 音 が真実 であ り，偉 大で あ

るこ と を証 し， イエ ス ・キ リス トのみ 名に よ

り申 し上 げ る。 アー メン。

テ ンプ ル ス クエ ア で 子供 た ち と握 手 す るキ ンボ ー ル 大管 長
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午前の部における説教

末 日聖徒 イエ ス ・キ りス ト教 会第148回 半 期総 大 会報告
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第 一 副 管長

N・ エ ル ドン ・タ ナ ー

生ける神を信しる

信仰の基

神の存在を信 しる ことに加えて，私たち は

神の性格や属性を知らなけれ ば，私たちの信

仰 は不完全な もの となって しまう

△ 唱 団に よる「わ が 先祖 の神 」(Gα4げ0π7
口 勲 漉

6鴬)の 美 しい合 唱 に続 い て， 「天 に

い ます われ らの 父」 に祈 りが 捧 げ られ， 次 い

で キ リス トをたた え る 「主 の愛 を歌 う喜 び」

C7器Sω θθ拷oS腕9劾6ル 勉娩16ss五 〇〃の が

歌 われ た。 こ こで， 私 は神 と人 間の 関係 につ

い てお話 した い と思 う。 皆 さん にお 話す る間，

主 のみ た ま と祝福 が あ る よ うに謙 遜 にお祈 り

す る。

聖 書は ，「は じめ に神 は天 と地 とを創 造 され

た」(創 世 記1：1)と い う，簡 潔な 言葉 では

じまって い る。 この 言葉 の 中に， 神 を信 じる

信 仰 の 基 ，神 の 無 限 の 力 ， そ して 人間 が 死

すべ き状 態 に置 かれ て い る理 由 を見 いだ す こ

とが で きる。 創世 記 の 第1章 を読 む と， 私 た

ちは この地球 の崇 高 な創 造 につ いて知 る こ と

が で きる。神 は，.光とや み を分 け，天 と地 を分

け， 青草 と種 を もつ 草 と実 を結 ぶ果 樹 とを地

に生 えさせ ， 日と月 と星 を置 き， 魚 と鳥 と動

物 を創造 され，そ して つ いに，「神 は 自分 のか

た ちに 人 を創 造 され …… 男 と女 とに 創造 され

た。」(創 世1：1-27)神 の存 在 を立証 す る

これ らの聖 句 を読 まず に，私 た ちは 実際 に創

造主 な る神 を どの よ うに して知 る こ とが で き

るだ ろ うか。 神 の性 格や 特質 ， 属性 を実 際 に

どの よ うに して理 解 で き るだ ろ うか 。神 が存

在す る とい う事 実 を信 じるこ とが まず大切 で

あ る。 しか し， 神 のみ も とに もど り，永 遠の

生 命が得 られ る よ うに私 たち を導 く知性 を伴

った信仰 を働 か す には， 神 の存 在 を信 じるだ

け で は不 十分 で あ る。

神 の存在 を信 じるこ とに加 えて，神 の性格

や属 性 を知 らなけ れば， 私 た ちの信仰 は不完

全 で空 しい ものに な って しま う。真理 の原 則

に 基づ い てい なけ れば， 信仰 は何 の役 に も立

た な いの であ る。 この こ とは以 前 もお話 した

ヨ山 ロ ッパ 人 が最初 に新 大 陸 を探検 した時の

話 に 明 らか に され て いる。 ヨー ロ ッパ 人 と出

会 つ たイ ンデ ィア ン は， 火薬の 威力 に驚嘆 し，

火薬 の生産 法 につ い て幾つ もの 質問 を浴 びせ

た 。無知 な インデ ィア ン をだ ま して もうけ る

絶 好の機 会 と見て とった ヨー ロ ッパ 人は， 火

薬 は植物 の種 か ら取 れ る とイ ンデ ィア ンに教

えた。 そ して イ ンデ ィア ンは， その 言葉 を信

じ， 金 と交 換 に種 をも らった。 イ ンデ ィア ン

は， 注 意深 く種 を まき， 成長 を見守 った。 も

ちろん， 植 物か ら寒薬 が取 れ る訳 が なか った。

どん な誠 実 な気持 ち を もって信 じて も，誤 っ

て いれ ば何 に もな らな い。誤 りは真理 に変 わ

る こ とが で きないか らであ る。

私 たち の神へ の信 仰 もこれ と同 じであ る。

神 を知 り，神 の性格 や属 性 を理解 しない限 り，

私 た ちは神 を信 じる完全 な信 仰 を持つ こ とは

で きない。 旧約 の 時代 には， 神 につ いての疑

問 は皆無 であ った 。神 は， ア ダムや イヴ と共

に 歩 き， 語 られたか らで ある。 そ して， 罪 を

犯 して園 を追 われ た後 も， ア ダム とイヴは 引

き続 き神 に頼 り，神 に犠 牲 を捧 げた。 また神

は ふ た りに戒め を与 え， ふ た りは それ らの戒

め を守 った。

アベ ル とカイ ンは， 両 親 の教 え と個 人へ の

啓示 に よって神 の こ と を知 っ たので あ る。 ア

ベ ルの捧 げ物が 受 け 入れ られ ， カイ ンの捧 げ

物 が拒 まれた後 ， カ イン は兄 弟殺 しの罪 を犯

したが， 神 は カ イン と語 りた まい， カ インは

そ れに 答 えた 。

ア ダム は930歳 生 き長 らえ， その 間9代 の

後喬 ， ノアの 父 ラ メクに至 るまで 自分 の証 を

伝 え るこ とが で き・た。(創 世5： .5-31参 照)

神 の知 識 は， ノア とその家族 によ って大洪 水

後 も人類 に受 け継 がれ， ノア はその 後10代 に
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わ た って直接 彼 らに教 え を授 け た。(創 世6：

9参 照)ま た神 は， アブ ラハ ム， イサ ク， ヤ

コブ(イ ス ラエ ル)と 続 き，、イ スラエ ル の子

孫 た ちの間 に偉大 な 驚嘆す べ きこ とをな した

もうた。(創 世17：1， 出エ ジ プ ト3：15参 照)

神 は， モー セ に様 々 な方法 で ご 自身の事 を

知 らせ た も うた。 モ ーセ は， 神 のみ 姿 さえ目

に したの であ る。 そ して， 何代 に もわた って

神 とイス ラエル の民 との 直接 の交 通 の道 が開

か れて いた。

歴史や伝 説 のほか に， 人 間の理 性 も神 の存

在 を力強 く宣 言 して いる。私 たち を取 り巻 く

自然の 中にそ の証 明 を見 いだす こ とが で きる。

かつ ての 著名 な科学 者， ジェー ム ズ ・E・ タ

ル メー ジ長老 の言葉 を引用 してみ た い。
すがた

「この 自然 の相 を観 察す る人は 天地 万物 の

中に一 糸乱れ な い秩 序 が あ るこ とに感銘 を受'

け，昼 と夜 とは規 則正 し く交代 して動 物 に植

物 に 人間に 活動 と休 息の期 を交 互 に与 え， 四

季 の循 環は 活動 と休養 の期 を違 えず，動 物 は

植 物 に依 り植 物 は動物 に依 り， 水 は海 か ら昇

って雲 とな り，雲 は 冷却 して 水 と成 って 人 を

利益す るこ とに 目を注 ぐ。 また 人が進 ん で物

事 を くわ し く研 究す れば ，勉 学 と科学 的研 究

に よって これ らの証 明 は幾層 倍す るこ とを知

る。 また地球 とそれ に伴 う諸 星 は その軌 道 を

踏み 外す こ とな く， 衛星 は遊 星 に属 し遊 星 は

太陽 に属 して互 い に引 き合 って い る法則 を知

り得 る し， 動植 物や 自分 自身の体 の 驚嘆 すべ

き組 織や ， 肉体 の機 構 の考 え も及 ばぬ を見 る

こ とが で きて， 一 歩一 歩進 む ご とに理性 に訴

え るところが 多 くな り， はた して これ らの秩

序 これ らの組 織 を誰 が 造 ったか と疑 問 を発せ

ざ るを得 な くな り， その結 果疑 問 は変 じてそ

の存在 と能 力がか くも強 力に声 明 され て い る

『創造者 』 に対す る崇拝 とな り観 察者 は変 じ

て礼拝す る者 とな る。」(「信 仰 箇 条の研 究」，

P.40)

この証 明 を もってす れ ば，神 の 存在 を疑 う

こ とはで きな いはず であ る。初 期 の聖典 は，

神 の存 在 を論 証 しよ う として い ない し， 無神
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論 の 誌弁 を論 破 しよ うと もして いな い。 そ し

て， 後に な って， 誤 りが 入 り込 んで きた よう

で あ る。 キ リス トや使 徒 の死 と共 に， 啓示 が

止ん だ背 教 の時代 が訪 れ た。 この間神 の性 格

や属性 につ いて の単 純 で道理 に かな った権 威

あ る教義 が ゆが め られ は じめ ， 人の造 ったお

び ただ しい数 の説や 教義 が 出現 した。 その 多

くは，超 自然 的で不 可解 な もの で あっ た。

当時， 神 会 に関す る多 くの不 和， 論争 に決

着 をつ け るた め，紀 元325年 ， コンス タ ンチ

ン大帝 に より， 「権 威 あ るもの として受 け入 れ

られ る…… 信仰 の 宣言」 を獲得 す るニ ケア公

会議 が 召集 され た。 そ して， 現 在 ニケ ア信経

として知 られ て い る信 条が 公表 された。 そ の

後 ， ア タナ シウ スの信 経が 現 われ た。 その一

部 を紹 介 しよ う。「カ トリックの信仰 は，その

ペ ル ソナ を混 同す るこ とな く， また その本体

を分 つ こ とな く， 唯一 の神 を三 位 に於 て， ま

た三位 を一体 に於 て礼 拝 す る こ とこれ な り。

何 となれ ば 父 と子 と聖 霊 との 神性 は一 に して，

その 光栄 は等 し くその権 威 は共 に無窮 な れば

な り。子 は 父の如 く聖 霊 もまた 同 じ。 す なわ

ち 父 も子 も聖 霊 も造 られ た る者 に非 ず，共 に
こうだい

宏大 に して 永遠 な り。 然れ ども三 つ の永遠 な
あら

る者 あ る に非ず して，造 られ ざる者 と宏 大 な

る者 との一 な るが如 し。同 じ く父 も子 も聖 霊

も全 能 な り。 され ど全能 な る者三 者 あ るに非

ず して， 一 の全 能者 あ るの み。か くの如 く父

も子 も聖 霊 も神 な れ ど も三つ の神 ある に非ず

して神 は一 な り。」(「信 仰 箇条 の研究 」p.58)

タル メー ジ長 老 は， 「以上 これ だけ の短か い文
どうちゃく

章 の 中に これ ほ どの矛 盾 と撞 着 が あ るこ と を

想 像す るのは 困難 で あ る」(「信仰 箇 条 の研 究 」

p，58)と 言 って い る。 多 くの 人々 に とって，

神 は全 く神 秘 的 で不可 解 な もので しか な いの

であ る。

とこ ろが， この末 の 日に，神 は昔 な した も

う と同様 ，再 び 人に ご 自身 を現わ され た。聖

書 に は， 真実 の福 音が 姿 を消 して 背教 が起 こ

るこ と， また， 回復 が あ り， それ が どの よ う

に もた らされ るか につ いて も予言 され て い る。



そ して この 予 言は， 実 際に御 父 と御子 が 予 言

者 ジ ョセ ブ ・ス ミス を訪 れ た も う とい う崇高

な出来事 に よって成就 した 。彼 は， そ の時代

に あ って御 二方 が別個 の御方 であ り， 御 一方

が， 他 の御一 方 を指 して 「こは わが 愛子 な り。

彼 に聞 け」 と仰せ られ た(ジ ョセ ブ ・ス ミス

の著2：17)こ とを証 明す る こ とが で きた し，

現 に証 した の であ る。

ジ ョセブ ・ス ミスは この示 現 の こ とを人々

に話 した時， あ ざけ り笑 われ ，迫 害 され， ア

グ リッパ 王 の面前 に於 て弁 明 したパ ウ ロの よ

うであ った と述べ て い る。(ジ ョセ ブ ・ス ミス

2：21-24参 照 〉

「彼は これ を受 け た と言 う事 実 を身 を以 て

知 った。 そ して天 下の あ らゆ る迫害 も これ を

変 える こ とが で きなか った。 ……私 も正 にそ

の通 りであ った。 …… 私 は 自分 の胸 の 中 で語

る よ うに な った 『何 故 真実 の こ と を話す か ら

私 を迫 害 す るのか 。私 は本 当 に示現 を受 け た

のだ，私 が どうして神 に抗 らえようか。.何故世

の 中の人 は，私 が 本 当に見 た もの を見 な い と

言 わせ よ う と思 うのか 。.私は示 現 を受 け たの

であ るか らそ れが事 実 で あ るの を身 を以 て知

って い る。私 は神 がそ れ を知 りた もうこ とを

知 ってい る。私 は それ を打 ち消す こ とはで き

なか った 。 また敢 て打 ち消 そ うと もしなか っ

た。私 は 少な くと も，本 当に あっ た こ とを打

ち消す な らば神 の怒 りを受 けて 罪の 宣告 を受

け るこ とを知 って い る』 と。」(ジ ョセ ブ ・ス

ミス2：24-25)

後 に， ジ ョセ ブ ・ス ミス は，天 使 を通 じて，

イエス ・キ リス トが 地上 に お られた 時に 組織

された予 言者 や使 徒 の い る初 期 の教会 と同 じ

イエス ・キ リス トの 教会 が 回復 され る こ とを

知 らされた 。 そ して， 古 代の 予言 者 に よって

予 言 された通 り， 末 日の聖 典 が世 に現 わ され，

新 しい啓 示が 与 え られ， さ らに福 音 の回復 が

予言 の成 就 を待 ち こがれ て いた 人々 に告 げ知

らされ た。

1830年 に教 会が、回復 されて 間 もな く， ジ ョ

セ ブ ・ス ミスは末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教

会 の信 仰箇 条 として知 られ る十三 力条 を作 成

した。 第一 条 には 次の よ うに記 され てい る。

「わ れ らは
， 永遠 の 父な る.神と， その御子

イエ ス ・キ リス トと聖霊 とを信 ず。」

啓示や 聖典 を通 して， 私 た ちは この御 三方

は， 各 々歴 然 とした別個 の御 方 であ る ことを

知 って い る。 ヨハ ネは救 い主 にバ プ テスマ を

施 した 時， 肉体 の イエ ス を 目の前 に して聖霊

の しる しを認め， 御 父 の声 を聞 いた こ とが 記

録 され てい る。神 会 の御 三方 が それ ぞれ ご 自

身 を現 わ され たの であ る。'(マタ イ3：1317

参照)後 に救 い主 は， 弟 子 た ちに， 神会 の御

三 方 が別 個 の御方 であ るこ とを明 らか に され ，

ご 自分 が 去 っ た後 は御 父 が慰 め主 すな わ ち聖

霊 を遣 わ して下 さ る と語 られ た。(ヨ ハ ネ14：

26参 照)

この御三 方 は， そ れ ぞれ神 と呼 ばれ，神 会

を構成 してお られ る。 イエス が示 され た よう

に御三 方 は， 各々 別個 の御 方 であ るが 目的に

お い ては ひ とつ であ る。 イエ スは，御 三方 が

一 致 して い る こ とを繰 り返 し証 された
。

疑問 を もち， 理解 して いた だけ ない人 に私

は 申 し上 げ たい。 すべ て の入 はそ の心 に個 人

的 な この証 を受 け るこ とが で きる， と.。神 は，

ジ ョセ ブ ・ス ミスや その ほか の人 に対 す る よ

うに は個.人的 に訪 れた まわな いが ，聖 霊 の力

を通 して， すべ て の真理 が 明 らか に され， す

べ ての 人 は神 が生 きて まし ま し， イエス ・キ

リス トは御 父 の御子 で あ って，生 命 と救 いの

計画 を人 々に もた らす ため に この世 に降 られ

た こ と を知 るこ とが で きるの であ る。

最 近， 私 は ヒーバ ー ・J・ グラ ン ト大管長

の1919年 の 説教 を読 ん だ。 その 中で大 管長 は，

ア ルバー ト ・J・ ビバ リッジ上院 議員 の著 わ

した 「若 者 と世 界」(η36yo観g1晩%侃4

漉6賄7幼 と題 す る本 を読 ん でい る と話 し

て い る。グラン ト大管 長 に よる と，第一章 「若

者 と説教 台」 で， ビバ リッジ氏 は次の よ うに

語 ってい る。「説教 す る聖 職 者 にな ろうとす る

人 は， その述 べ ん とす る真理 に心 か ら改宗 し

て いな けれ ば， 説教 台 に立つ 度に 神 を冒 と く
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す るこ とにな る。

あ る人が正 しい答 え を得 よ う として， 夏の

休 暇 中， 接 した すべ ての牧 師 に次 の3つ の質

問 をした。最 初 の質問 は， 『父な る神 を，ひ と

りの存 在 として の神， 明 らか に触知 し得 る英

知 あ る存 在 であ る神， また宇 宙全体 に漂 って

い る霧 の よ うな存 在 で ない神 を信 じますか 。

あな たが 想像 す る神 は その よ うな神 ですか 。

何 もお話 しにな らな くて結 構 です 。 ただ心 に

、感 ず るま まに ，はいかいいえで 答 えて下 さい。』

『は い』.と 答 えた牧 師は， いなか った。 ・

次 の質問 は， 「『は いか い いえ で答 えて下 さ

い。 あな たは， キ リス トが生 け る神 の御子 で

あ り，世 を救 うため に神 よ り遣 わ された 方で

あ り……，神 よ り命 じられ たあ る使命 を もち，

十 字架上 で死 な れ， 死か ら復 活 され た神 の御

子 で あ る と信 じます か。『は い』と答 え た人 は

ひ とりもい なか った。

3番 目の質 問 は， 「『あ なた は死 ん でか らも

再 び， 自分が 何者 で あ り， そ の他 の 人々が 何

者で あ るか を知 る英知 あ る存在 と して生 き る ・

で しょ うか。 は いか いい えで 答 えて下 さい。』

や は り， だれ も 『は い』 と答 え なか った。」

グラン ト大 管長 は， 今 日聖典 を学 び， 神 を

知 り，生 命 と救 いの計 画 を知 ろ う と願 う末 日

聖 徒 は， 老若 男女 を問わず すべ て， この3つ

の質問 全部 に 「はい」 と答 える こ とが で き る

と，続 け て 説 明 して い る。(Coη ル㎎η6θ

Rθρo"「 大会報 告」1919年10月 ，pp.27-

28)

私 たちは前世 に いた こ とを知 ってお り， 天

父のみ も とへ も ど り， 永遠 の生 命 に あずか る

にふ さわ しい備 え をす るため に死す べ き体 を

もっ てこの世 で生 活 して い るこ と を知 っ てい

る。 この こ とは信仰 箇 条 の中 に述べ られ てい

る。

「われ らは
， キ リス トの贈 罪に よ り， すべ

て の 人類 は，福 音 の お きて と儀 式 とを守 るこ

とに よ りて救 われ得 る と信 ず。」(信 仰箇 条 第

3条)

この宣 言は， ジ ョセ ブ ・ス ミス に与 え られ
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た教 義 と聖約 第76章 の 啓示 の 中で明 らか に さ'

れ て いる。

「その時 天 よ り声 あ りて われ らに証せ る福

音， す な わち喜 び の音信 とはか くの如 し。

それ， イエ スは世 に来 りた も うて世 の ため

十字 架 に附 け られ，世 の罪 を負 い，世 を聖 く

し， あ らゆ る不 義 を潔め た もう。」(教 義 と聖'

糸勺76：40-41)

キ リス トの晒 罪 につ いて， パ ウ ロは コ リン

ト人へ の手紙 の中 で次の よ うに教 えてい る。

「も しわた した ちが
， この世 の生活 で キ リ

ス トに あ って一単な る望 み をいだ いて い るだけ

だ とす れば， わた した ちは， すべ て の人 の中

で最 もあわ れむ べ き存在 とな る。

しか し事実 ， キ リス トは眠 ってい る者 の初

穂 として，死 人の 中か らよみ が えっ たの であ

る。

それ は，死 が ひ とりの 人に よって きた のだ

か ら，死 人の復 活 も また， ひ と りの 人に よ っ

て こな けれ ば な らない。

ア ダムに あ ってすべ て の 人が死 ん でい るの

と同 じよ うに， キ リス トに あっ てすべ て の人 、

が生 か され るの で あ る。」(1コ リン ト15：19

-22)

キ リス トは言 われ た。

「父 は， わた しが 自分 の命 を捨 て るか ら，

わ た しを愛 して下 さ るの で あ る。 命 を捨 て る

のは， それ を再 び得 るた めで あ る。

だれか が， わ た しか らそれ を取 り去 るの で

は ない。 わ た しが，.自分 か らそれ を捨 て るの

で あ る。 わ た しには それ を捨 て る力が あ り，

ま たそれ を受 け る力 もあ る。 これ は わた しの

父か ら授 か った定 め であ る。」(ヨ ハ ネ10：17

-18)

また， 主 は言 われ た。

「それ は， 父が ご 自分 の うちに生 命 をお持

ちに な って い る と同様 に， 子 に もまた， 自分

の うちに生 命 をもつ こ とをお許 しにな った か

らで あ る。

そ して子 は 人 の子 であ るか ら，子 に さば き

を行 う権威 をお与 え にな った。



この こ とを驚 くに は及 ばな い。墓 の 中 にい

る者 た ちがみ な神 あ子 の 声 を聞 き， 善 をお こ

な った人 々は ，生 命 を うけ るため に よみ が え

り，悪 をお こな ゐ た人 .々は， さば きを受 け る

ため に よみが えっ て， それ ぞれ 出て くる時が

来 るで あ ろ う。」(ヨ ハ ネ5：26-29)

私 た ちは， マ ル タが兄 の死 を告 げた時 に イ

エ スが語 られ た言葉 を思 い 出す 。

「わ た しは よみが え りであ り， 命 で あ る。

わた し を信 じる者 は， た とい死 ん で も生 きる。

また， 生 きてい て， わ た しを信 じる者 は，

いつ まで も死 なな い。 あ なた は これ を信 じる

か 。」(ヨ ハ ネ11：25-26)

救 い主 は，栄 えあ る約束 を次の ような 美 し

い言葉 で宣言 してお られ る。

「神 は その ひ と り子 を賜 わ ったほ どに， こ

の世 を愛 して下 さ った。 そ れは御 子 を信 じる

者 が ひ とり も滅 び ない で， 永遠 の生命 を得 る

ため で あ る。 、

神 が御 子 を世 につ か わ された のは， 世 をさ

ば くた めで は な く，御 子 に よ って， この世 が

救 われ るため であ る。」(ヨ パ ネ3：16-17)

これ らの 聖 句か ら， キ リス トの賄 罪 とそ の

贈 罪 に伴 う私 たち の責 任 につ いて，理 解 す る

こ との大切 さが， よ く分 か る。願 罪は万 人 の

ため に あ り，や が てすべ て の 人が墓 か ら復 活

す るこ とが 分 か る。 そ して私 た ちは，生 命 の

復 活 に あずか るか ， さ もなけ れば神 の の ろい

を受 け るの であ る。私 たち はイエ ス ・キ リス

トを信 じ， 従 い， 戒め を守 らなけ れば な らな

い と， は っ き り述 べ られ て い る。
とが

過去 の筈 に さい な まれ， 希 望 を失 っ てい る

人が い るか もしれ ない 。人生 の道 を変 え るに

は遅 す ぎる と思 ってい る人 がい るか も しれ な

い。福 音の 計画 は万 人 に悔 い改 め の原 則 を通

して，栄 光 あ る復 活 と神 の 永遠 の生 命へ の望

み と励 ま しを与 える もの であ る。救 い主 は こ

の地上 で導 き と教 え を施 してお られた 時に，

「悔 い改め て， バ プ テスマ を受 け ，わ れに 来

よ」，と言 われ た。悔 い改め とは， 自らの罪 を

認 め， 告 白 し， その 罪 を捨 て る こ とであ る。

イエ ス ・キ リス トの教 え を受 け入 れ， それに

生 き る代 償 は， この世 の 富 をは るかに越 え る

もので あ り， 天 に私 た ち 自身の宝 を蓄 え るこ

とに な る。(マ タイ6：20参 照)

キ リス トの特 別 な証 人 と して， 私 は厳 粛に

証 申 し上 げ る。 神 は生 きて お られ ，私 た ちは

神 の霊 の子供 であ る。 イエ ス`キ リス トは 肉

に おけ る天 父 の独 り子 で あ り， また万 人の救

い主 であ る。 また 「神 は その ひ と り子 を賜 わ

った ほ どに， この世 を愛 して下 さ った。 それ

は御子 を信 じる者 が ひ と ウも滅 び ないで， 永

遠 の命 を得 るため で あ る。」(ヨ ハ ネ3：16)

そ して， キ リス トの賄 罪 を通 して全 人類 は，

福 音 の律 法 と儀式 に従 うこ とに よって永遠 の

生 命 を享 受す るこ とが で きるので あ る。

さ らに私 は， 完全 な福 音が， この末の 日に

回復 され， イエ ス ・キ リス トの指示 に基づ い

て建 て られ た この教 会が 神の 予言 者スペ ンサ

ー ・W・ キ ンボー ルに よ り，導 か れて い るこ

とを証 す る。 イエ ス ・キ リス トの 福音 を私 た

...ちすべ てが 受 け入 れ， 永遠 の生命 を受 けて，

神 と共 に住 む こ とが で きるよう謙遜 にイエス・

キ リス トのみ 名に よ り祈 る もの で ある。アー

メ ン。

十 二 使 徒 評 議 員会 会 員

マ ー ビ ン ・J・ ア シ ュ トン

収穫を失う入

人と しての特質を受け入れ，変化を受け入

れ，指示 に従い，決意す ることの大切さ.

現 在 世界各地で人々は収穫期を迎えてお
り，農 作 物が 全 人類 のため に収穫 され て

い る。 また， この時期 は万 人に感謝 の 念を起

こ させ る時節 で ある と共 に，個 人の黙想， 評

価 ， 計画 の 時 と もな る。 農業 にお いて も， 日
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常 生 活に おい て も，収 穫 を得 るため には何 が

必要 だ ろ うか。収 穫 と生産 量 を増 す ため に，

私 たちは何 が で きるだ ろ うか 。一 方， どの よ

うな時に収穫 を失 うだ ろ うか 。

救 い主 は， マ タイに よ る福 音書 第13章 の種

まきのた とえ話 の 中で，収 穫 を失 う原因 を指

摘 してお ら.れる。 また， どの よ うな 人が収 穫

を失 うか につ いて も語 うてお られ る。救 い主

の警告 とみ.言葉 は実 に貴 い6私 た ちは現在 ，

土の 薄い石地 で生 きて いる。 つ ま り， 注 意 を

払 ってい なけれ ば，収 穫.すなわ ち報 い を失 い

かね ない。

「見 よ
，種 ま きが種 を まきに 出て行 った。

まいて いる うちに， 道 ばた に落 ち た種 が あ

った 。す る と， 鳥が きて 食べ て し まった。

ほか の種 は土 の薄 い石 地 に落 ちた。 そ こは

土 が深 くないの で，す ぐ芽 を出 したが，

日が上 る と焼 けて， 根が な いた め に枯 れ て

しまった。… …

また， 良 い地 に まか れ た もの とは，御 言 を

聞 いて悟 る人の こ とであ って， そ うい う人が

実 を結 び，百 倍， あ るい は六十 倍， ある いは

三 十倍 に もな るので あ る。」(マ タイ13：3-

6，23)

この よ うに， 良 い地 に種 をま き， しっか り

と根 をは った人 には収穫iが約束 されて い る。

私 たちに収穫 す な わち報 い を失 わせ る原 因

とな る4つ の事 柄 につ いて ， こ こで一緒 に考

えてみ たい。 これ らは今 日ます ます 大 きな 問

題 となって いる。

1.人 としての特 質 を快 く受 け入 れ ない こ

と。 イエ スが深 い知 恵 と判 断力 と技 術 を もっ

て教 えられた 時， イエ スの 身近 に いた 人々 は，

そ の驚異 的な才 能や 奇跡 に 驚 き さえ感 じた。

そ して，「この 人は，この知 恵 とこれ らの 力 あ

るわ ざを， ど こで習 って きた のか 。

この 人は大工 の子 で はな いか。 母 はマ リヤ

とレ、い・・・…。

わ た した ち と 一 緒 に い るで は ないか 。」

(マ タイ13：54-56)人 々 は， イ手 スの み言

葉や み業 に感動 し， 驚 き さえ感 じた。 しか し，
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「大工 の子 で はな いか
。 わた した ち と一 緒 に

い る では ないか 」 とい う言葉 か ら分 か る よ う

に， イエ ス を受 け 入れ よ うと しなか った。

今 日， あ る人々 は土 の薄 い石 地に種 を まい

て い る。 これ らの 人々 は，勧 告や 指示 を与 え

る人々 の権 威 に疑 い を抱 いて いる人 々 であ る。

一部 の 人々 の 中に無 視
， 非難 ， 反抗 な どの風

潮が ある.のは， 彼 らが神 は 人間 を通 じて その

み言 葉 を伝 え られ る とい うこ とを受 け入 れて

い な いため であ る。 ナザ レの イエ ス では な く，

平和 の君 を待 ち望 ん で い る人々 は， イエ ス ・

キ リス トを救 い主 と して受 け 入れ るこ とはで

きないで あろう。「この人 は大工 の子 では ない

か。」 「か いば お けで生 まれ た者 では ないか 。」

「ナ ザ レか ら， なん の よい ものが 出 よ うか 。」

(ヨ ハ ネ1：46)こ の よ うな疑問 は，指 示 や

勧 告 を与 え る よ うに 召 され支持 され た人 の人

としての特 質 を快 く受 け 入れ よう と しな い弱

さの表 わ れ であ る。

い ば ら を植 え て収 穫 を損 な お う とす る疑 い

深い 人々 に惑 わ され ては な らない 。 この よ う

な土壌 で不 作 を免れ るに は ど うした ら よいだ

ろ うか 。「ア リゾナ 出 身で はな いか 。」「カナダ

か ら来た 人で は ないか 。」 「メキ シ コ生 まれ で

はな いか 。」.「新 しい監督 の とこ ろに相談 に行

け って?彼 はあ の通 りを少 し行 った 所 に住

んで いる人 じゃないか 。」 この ような風や 嵐 で

根 を枯 らさな い よ うに しなけ れば な らな い。

マ タイ に よる福音 書 を読 ん でみ よ う。

「こ う して 人々 は イエ スにつ まず い た
。 し

か し，イエ スは言 わ れ た。 『預 言者 は，自分 の

郷里 や 自分 の家 以 外で は， どこでで も敬 われ

ない こ とは ない。』

そ して彼 らの 不信 仰の ゆ えに， そこ では 力

ある わ ざを， あ ま りな さ らなか った 。」(マ タ

イ13：57-58)

「預 言者 は
， 自分 あ郷 里や 自分 の家 以 外で

は，どこで で も敬 われ ない こ とはな い。」ガ リ

ラヤ 人 の この よ うな態度 は， 彼 ら自身に不 幸

を招 い たの であ る。 間 もな く， イエ スは ガ リ

ラヤ 人へ の伝 道 をや め， ナザ レを出 てエ ルサ



レムに近 い 南方 の地 方 でみ業 を進 め られ た。

も しガ リラヤの 人々 に イエ スの み業 を受 け入

れ る信仰 が あれ ば， 彼 らは奇 跡や 顕現 ， 肉体

や霊 の癒 し を享受 で きた こ と.だろ う。 しか し，

主 は これ らの人 々の も とを去 り，.再び その他

を訪 れ る こ とは なか っ た。

悲 しい こ とに， この よ うな こ とは今 日私 た

ちの まわ りに もあ る。`日々 ジ ョセ ブ ・ス ミス

や スペ ンサ ー ・W・ キ ンボー ル大 管長 と共 に .

歩 き，語 り， 彼 の そば にい る こ とを喜 び と し

なが ら本質 的に信 仰 が ない ため， 予 言者 と し

て彼 らを受 け入 れ る こ との で きない 人 々が い

る。 あ る 日， ハ ロル ド ・B・ リー 大管 長 は，

「私 に あ ま りに 身近 な 人だか ら」 とい う理 由

で ジ ョセ ブ ・ス ミス を予 言者 と して受 け 入れ

られ なか ったニ ュー ヨー クの高 名な 人物 につ

い て話 した。

私 たちは， ステー キ部 や ワー ド部 で よ く顔

を合 わせ る人か らの指 示 や 啓示， 勧告 を拒む

こ とに よ って，収 穫 を放棄 して い ない だ ろ.う

か。 欠 点が あ り， 家 族 もい る普通 の 人間 で あ

る とい うこ とで指 導 者 を拒 んで は いな いだ ろ

うか。

「この 人は大工 の 息子 で はな いか」 とい う

態度 で接す る時 ，私 た ちは， 真理 や進 路， 究

極 的 な収 穫.まで も失 って し まうこ とに な る。

イエ ス を 「た だのマ リヤ の子 供」 と しか 認め

ず， 神 の独 り子 と して受 け 入れ なか っ た人々

が 大勢 い た。

ジ ョセ ブ ・ス ミス， ブ リガム ・ヤ ング， ジ

ョセ ブ ・フ ィー ルデ ィン グ ・ス ミスな ど歴代

大管 長.の価 値や 重要性 は， 背格 好， 服装 ， あ

るいは公衆 の抱 いて いる イ メー ジで測 られ る

もの では な い。 ガ リラヤの 海辺 で育 った人 で

あ ろ うと， ニ ュー ヨー ク州北 部 に住 ん だ人 で.

あ ろ うと， 永遠 の真理 を教 え る教 師 の体 型や

出生 ， 人気 で， その 真理 の価 値 は減 じるわけ

では ない。

「われ らは
， すべ て神 の これ までに 啓示 し

た まい しこ と， すべ て今 啓示 した も うこ とを

信 じ， なお 今 よ り後 ，神 の 王国 につ きて 多 く

の偉 大 に して重要 な るこ と を啓示 した もうこ

とを信 ず。」(信 仰 箇 条 第9条)私 た ちが この

よ うで あ るな らば，安 全 は保証 され る。私 は，

これ らの啓示 は 人々 を通 して，・す な わち人 と

しての特 質 を具 え た予 言者 を通 して与 え られ

る とい うこ とを一 言 付 け加 えた い。

2.変 化 を快 く受 け 入れ られ ない。 私 たち

が， 種 ホ きの た とえ話 め中 にあ る よ うな変化

を受 け 入れ なけ れば ，私 た ちに根 は ない。

「そ の 中に根 が ない ので， しば ら く続 くだ

け であ って， 御 言の ため に 困難や 迫害 が起 っ

て くると，す ぐつ まず いて しまう。」(マ タ イ

13：21)

私 た ちの根 が 深け れ ば，絶 えず 与 え られ る

啓示 や 変化， 指 示 を快 く受 け入 れ るであ ろ う。

快 く解任 を受 け 入れ ， また情 熱 を もって召 し

や新 しいチ ャ レ ンジに取 り組 む 力 を増 す こ と

だ ろ う。 そ して， 多忙 で罪 を犯す 暇 もな く，

大 き く成長 して， 傷 つ く余地 もない。 また，

どの よ うな召 しに も心 か ら献 身す る気持 ち を

もって仕 え るこ とだ ろ う。 そ して人 々 をあ る

が ま まに受 け 入れ， 可能 性 を認め るこ とが で

きる よ うに な るだ ろ う。変化 は， 根 を深 く張

り巡 らす だけ で な く， その 根 を新 しい肥沃 な

土壌 の方へ 伸 ば して くれ るの であ る。

数 年 前， 私の 知 人の母 親 が， ひ とつ の経 験

を話 して くれ た。 それ は， 変化 が根 を肥沃 な

土壌 まで伸 ば した こ とを示 す もので あ る。 彼

女 は，数 年 間 ワー ド部 の青 少年 活動 に熱心 に

携 わ り， 当時若 い女 性 の会長 を務 め て いた。
ドある 日

， ステー キ部 長 か ら電話 を受 け，翌 週

の 日曜 日の午後 に ステ ー キ部 長 会.と会 うこ と

に な った。 彼女 は涙 を抑 えて，夫 の 所へ 行 く

と不 安 げ な声 で，こ う言 った。「ステ ー キ部 の

仕事 を頼 まれ るか もしれな いわ 。で も， ステ

ー キ部 の仕事 は した くない
。私， ワー ド部 が

好 きなの。 ワー ド部 の青 少年 を愛 して いるわ。

それ に，副 会長 の姉妹 た ち も。今 の仕 事が 大

好 きなの。 変 わ りた くない わ。」

夫 は こ う言 っ た。「行 ってみ た ら どうか な。

ぼ くは君 に どん な責 任 で も受け て もらいた い
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ね。」

予 測 は的 中 してい た。 ス テー キ部若 い女性

会長 の 召 し.であ った 。後 に ステ ー キ部 長 は彼

女 に， あな たの ように しぶ しぶ 召 し を引 き受

け， が っか りした様子 で帰 って行 った 人 を今

まで見 た こ とは ない と言 っ た。

そ して，6年 以 上 に わた って， 彼女 は同 じ

副会長 の姉妹 た ち と共 に， ステー キ部 の若 い

女性 の仕 事 に携 わった。「この期 間は ，私 に と

って最 高の奉 仕 がで きた時 で した」 と， 彼女

は語った。「視 野 が開 け ま した。ステ ー キ部 の

素 晴 らしい指 導 者， それ に 多 くの立 派 な若者

と親 しくなれ ま した 。 それ にユ タ州 内 の立派

な指導 者 と共に働 く経験 も得 ， その 後 に中央

管理会 で働 く機会 に 恵 まれ ました。 もしあ の

時に責 任 を辞 退 して い た ら と考 え る と， 身震

い します。」

天 の父 な る神 は，私 た ちに必要 な もの を御

存 じであ る。変化 は 困難や 恐 れ を招 くこ とが

あ る。 しか し，正 しい方 向へ の 変化 は成長 を

もた らす。新 しい責任 や， 福 音 に基づ く新 し

い経験 は， その 人が持 て る能 力 を十分 に発揮

す るな らば， その人 に新 た な力 を増 し加 え る

であ ろ う。.

新 しい召 しや機 会 とい った変化 へ の抵抗 や

反感 は，福音 の 中に下 ろ した根 を深 め， 丈夫

にす るの を妨 げ る土 の薄 い石 地 であ る。

セ ォ ドア ・1・ ル ー ビ ンは次 の よ うな名言

を残 して い る。「もし私 た ちが行 動 を起 こす な

らば， 人生 は変化 を伴 った経 験 を限 りな く生

む。 そ して， あ なた が意欲 を持 ち喜 ん で立 ち

向か うな ら， 人生'の長 さ と同 じだけ変 化 し成

長 す るこ とがで きる。 これ は， 人間 で あ るこ

とに伴 うチ ャ レン ジで あ り， 苦 しみ で あ り，

また喜 びで あ る。」

時 として私 た ちは， 他 の 人々 の変化 を喜 ん

で受 け 入れ ない こ とが あるが， それ は愚か で

あ り， 悲 しい こ とで あ る。私 は最 近， 小 さ な

町に住 むひ と りの男性 の こ とを聞 い た。 彼は

家族 を養 い なが ら，仕 事 に専 念 して い た。 彼

は問題 がなか ったわ け では なか ったが ，主 と
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福音 を心か ら愛 す る善 良 な人 であ った。過 ち

は， それが どんな に小 さ い もの で あっ て.も，

なか なか周 囲 の人 々は それ を，忘れ ない もの で

ある。 その ため ，彼 は 成長 し進 歩 して， 以前

とは違 う新 た な 自分 に 変わ るこ とが不 可能 の

よ うに 思 われ た。

宣 教 師 として海外 で働 いた時， 彼 は驚 くべ

き貢 献 をして いた。 伝 道部長 は， 彼 が他 の ど

の ア メ リカ人 とも比 較 に な らないほ ど，2国

間 の文 化の 橋渡 しを して くれ た と言 っ た。 そ

して， 彼 は伝道 を終 えて小 さな町に 帰 った 。

彼 の隣 人 た ちは，悪 意 は ない まで も彼の過 去

をいつ まで も覚 えてお り， 彼 を招 くこ と も，

成長 した彼 を認 め よ う ともせ ず， かつ て の魅

力 の ない 人間 としか 見 よ う としなか っ た。

その よ うな偏 見 のた めに， 彼 は不幸 で， 王

国建 設 の ため に十分 な働 き もで きない ま ま一

生 を終 え たの だ った。 しか し， もし も新 しい

土地 の 人々 が別 な時 期 に， 彼が変 わ る こ とを

託 し， 実際 に彼 が望 ん で い る通 りの 人，心 の

中に描 いて い る彼 自身 の姿 の通 りに な る こ と

を認 め て いた ら，彼 は立 派 な生涯 を過 ご して

いた であ ろ う。

もっひ とつの 例 をお話 し よ う。私 の友 人 は

ひ と りの少年 と一緒 に通 学 して い た。彼 は家

庭生 活 に恵 まれ な い，福 音 の大切 さ もあ ま り

理解 して いな い少年 だ った 。彼 は酒 をた しな

み， 時 には 大酒 を浴 び る こ ともあ った。 しか

し， 故郷 を出て か ら とい う もの， 教会 で非常

に活 発 にな っ た。彼 の ひ とつ の夢 は故 郷 に も

ど り，事 業 を始 め る こ とで あ った。 そ して彼

は それ を実行 に 移 した。 しか し不 幸 に も， 前

述 の人 と同様 に ，故 郷 の人 々は 彼の立 ち直 っ

た姿 を見 よ う とせ ず ，以 前 の彼 として しか 扱

わ なか った 。 そ こでつ いに 彼は故 郷 を捨 て，

ほか の地 で事 業や 教 会 のため に 目覚 ましい働

きを した。 そ して最近 ， 彼 は友 人に こ う語 っ

た とい う。残 念 な こ とに， 福 音 を知 って い な

が ら，以 前 の友達 や町 の 人々は，「故郷 へ帰 ろ

う」 とい う気持 ち を私 に起 こ させ な い， と。

3.快 く指 示 に従 わ ない。 従順 で な いため



∫

に報 い を失 う人 が い る。「聞 いて も聞 かず ，ま

た悟 らないか らで ある」という言葉 は，損な わ

れや す い所 に落 ち た種 につ いて説 明 した種 ま

きのた とえ話 の解 説 で あ る。(マ タイ13：13)

「ほか の種 は いば らの地 に落 ち た
。 す る と，

い ば らが伸 びて， ふ さ いで しまっ た。」(マ タ

イ13：7)私 た ち もいば らの中 に落 ち るこ と

が あ る。私 たち は従順 に な らな けれ ば，約 束

された祝福 か ら.遠ざか って しま うの であ る。

私 は，数 日前， 一 時教会 に来 なか っ たが 後

に再 び熱心 にな った長 老 の話 を聞 き， 深 く感

動 した。彼は， 「私 は教 会 にもどり，きょつか ら

活発 に.なります。 私 の長老 定 員会 会長 は， 私

が だれに も会 い た くな い時 に訪 ね て きて くれ，

まただれ か ら も愛 され た くない時 に私 を愛 し

て くれ たか らです 」 と言 っ てい た。 こ こに，

責 任 を忠実 に果 た して いる長 老定 員会 会長 が

い る。

私 た ちは従順 であ る よ うに と言 われ る。 な

ぜ 従順 でなけ れば な らな いの だ ろ うか 。 それ

は， その よ っに主 が命 じられ たか らであ る。

ニー フ ァイ第一 書9章5節 に 次の よ うに あ る。
「それ であ るか ら

， 主 は あ る賢い み こ ころが

あ って私 に この版 をつ くれ と命 じた も うが，

そのみ こころが 何 であ るか私 に解 らな い。」 ニ

ー ファ イは， 主の 賢明 な 目的 を完全 に は理解

で きなか った が， その指 示 に従 った。 そ して，

ニ ー フ ァイが従 順 で あ った こ とで全世 界の 人

々に祝 福が もた らされ たの で あ る。現 在の指

導 者 に従 わな い こ とは， 石 地 に種 をま くこ と

であ る。す な わ ち， 収穫 は得 られ ない こ とだ

ろ う。

4.快 く決意 し よう と しな い。種 ま きの た

とえ話 は， しっか りと した根 を張 らな い人 々

の こ とも述べ てい る。 この よ うな 人は決 意や

証 が な く，都 合 の よい 時に だ け教 会 員 として

振 る舞 う。 彼 らの証 はす ぐに芽 を出 し， 苦難

に遭 って も石 地 に落 ちて も しば ら くは生 い茂

って いる。 しか し，や が て枯 れ始 め る。

「1まかの樹
.よ土の 薄 い石地 に落 ちた。 そ こ

は土 が深 くな いの で， す ぐ芽 を出 した… …。」

(マ タイ13：5)

深 く， 揺 るぎな い証 は，毎 日養 分 を吸収 し「

て さ らに強 くな って い く。 また分 か ち合 う時

に， そ の証 は さ らに強 くな る。 力強 い証 は，

肥 えた土 地 に根 を下 ろ して い る。太 陽や雨 ，

嵐 さ え もが その証 を強 くし， さ らに揺 るぎな

い もの とす る。 日常 生 活に は様 々 な出来事 が

あ るの で， それ らの摩擦 に よ って枯 れて しま

う証 もあ る。根 が浅 い と証 は弱 ま り， も う収

穫 は望 め な い。 しっか りと決 意 を固め よ うで

は ないか 。 そ うす れば， 私 た ちは石地 に落 ち

て枯 れ る こ ともな い し，安 全 と幸 福 の道 を踏

み はずす こ ともな い。 召 された どの よ うな責

任 に対 して も心 か ら献 身す る人 は， しぼむ こ

とも枯 れ るこ と もな く，不 安 を感 じる こ とも

横 道 に それ る こ ともな い。 その根 が深 く， 王

国の 肥 えた土 壌 に しっか りと下 りて い るか ら

で あ る。収 穫 は， これ まで仕 え て きた 日々 の

所 産 で あ る。

収穫iを失 わな い よ うに しよ うでは ないか 。

私 たちが 失 う収穫 とは何 で あろ うか。 それ は

福 音 に基づ く業 を果 たす 時 に もた らされ る成

長 と発 展 の 日ご との喜 びで あ り， 困難 な仕事

や よ りよい奉 仕 を した時 の満 足感 で あ る。

と りわけ私 た ちは 永遠 の成 長 と進歩 を失 っ

て し ま う。(1)人 と しての特 質 を快 く受 け 入

れ ない こ と。(2)変 化 を快 く受け 入れ ない こ

と。(3)快 く指示 に従 わな いこ と。(4)快 く

決 意 しよ う としな いこ と。 この よ うな土 の薄

い石地 を避 け る こ とが で きるよ うに祈 って い

る。 そ うす るこ とに よ って， 深 くしっか りと

根 を張 り， 天 父が すべ ての子 供に望 ん でお ら

れ る収 穫 を得 る こ とが で きるよ うに。イエス・

キ リス トのみ 名 に よって祈 る もの であ る。 ア

ー メン。

☆ ☆
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七十 人 第一 定 員 会会 員

カ ー ロス ・E・ エ イ シ ー

神を仰ぎ見て
生きよ

今 日私たちは聖典 と生ける予言者を通 して，

神のみ声を聞くことができる

私 は・渡 も上 を'見よ う と もせず に 入生 を
過 ご して きた ひ とりの 人 を知 って い る。

彼は決 して人生 を送 った とは言 えない 。 ただ

この世 に いた だけ で ある。 彼 は長年 ア ル コー

ルの 奴隷 とな って いた。 いつ も酒 に浸 り，惨

め な毎 日で あっ た。 うつ ろな 目を して， 千 鳥

足 で通 りをさ迷 い， 通 りす が りの 友 人か らあ

い さつ を され て も， ただ 力な く手 を振 り， 小

声 でぶつ ぶつ 言 うだけ で あ った。手 の付 け ら

れ な い者 とい うのは彼 の よ うな者 を言 うので

あ ろ う。

ア ル コール 中毒 の彼 は， 入 と話 す のが きら

い で， 人 目を避 け るよ うに よろ よろ と裏 通 り

をさ迷 い，挙 げ句 の果 て に溝 に落 ち込 む 。彼

の行 き着 く所 は， そ こ しか なか った。 彼 は 自

分の 周囲 にだ れが い よう と，何 が 起 ころ うと，

一切 とん ちゃ くしなか った
。

大 勢の 人々 が彼 の健康 を気遣 い， 誇 りや 目

的， 家族 の愛 ， その他数 々の祝 福 を失 って し

まった彼 を哀 れ んで いた 。 しか し， 人々 は彼

の 束縛 され た状態 をただ 見 てい るだ けで， だ

れ もそのかせ を取 り除 い てや ろ うとは しなか

った。 またあ る人々 は， 同情 す る こ ともな く，

た だ嘲笑 す るだ けで あ った。

しか し， あ る親切 な入 々が ， この 男に 奇跡

を起 こそ う と立 ち上 が った。 彼 らは 多 くの時

間 を費や し， 愛 を示 し，優 し く説 得 に努 め，

彼 の ため に熱 心 に祈 り， 彼 を更生 させ るため

に あ りとあ らゆ る努 力 を払.った 。そ の結果 ，

彼 は悔 い改め の 階段 を上 り始 め た。(1)ま ず

78

彼 は神 のみ 言葉 を受 け 入れ ，虚 弱 な心 に養 い

を与 え るよ うに なっ た。(2)次 に， 生け.る予

言者 に 目を向 け， その教 えに耳 を傾 け る よ う

にな った。(3)そ して， キ リス トを信 じるよ

うに なっ て 自信 を回復 した。

間 もな く彼 は， 自信 と活 力 を得 て， しっか

りと した 足取 りで通 りを歩 くよ うに な った 。

サ タンの 束縛か ら解 か れ たの であ る。彼 は胸

を張 り， 人の 目を見 て言葉 を交 わす よ うに な

った 。.さらに重 要 な こ とには， 彼 は愛 に満 ち

た夫 として， また尊敬 で き る父親 として 自分

の役割 を立派 に果 たす よ うに な ったの で ある。

あ る時，新 し く生 まれ変 わ った この兄弟 は，

教 会 で次 の よ うに証 した 。
「皆 さんは

， 人の靴 の ち りよ りも笑顔 の 方

が どれほ ど素 晴 ら しいか， 多分 お分 か りに な

らない と思 い ます 。

黒 い大地 を見下 ろす よ りも， 青 く澄 み きっ

た大 空 を見上 げ る方 が どんな に素 晴 ら しいか，

お分か りに な らない と思 い ます 。

仕事 を終 えて 帰宅 した 時に 子供 た ちが あな

た を恐れ て逃 げ る よ りも， 喜 び を満 面 に たた

え て駆け 寄 って くる方が どん な に素晴 ら しい

か，皆 さん にはお 分か りにならないで しょう。」

珍 しい こ と で は な い

これ は特別 な こ とで も珍 しい こ とで もな い。

世間 に よ くあ る話 であ る。 しか も， 幸せ な結

末 を迎 え ない方 が普 通 なの であ る。私 たちの

周 りには， 酒 を浴 び， 自分 の足 を引っ ぱ り，

顔 も上 げ られ ない よ うな罪 に陥 って い る若者

た ちが 大勢 い る。 人が 自らの罪 や過 ちの 重荷

ゆ え に， 胸 を張 り前 を向 いて生 活 で きない と

は， 何 と も悲 し く.恐ろ しい こ とで あ る。 反対

に， 人が次 の よ うに なる こ とが で きた ら， ど

ん な に素晴 ら しい こ とで あ ろ う。

.一 聖典 を通 して神 を仰 ぎ見， 神 の真理 を受

け 入 れて 身 と霊 を養 う6

生け る予 言者 を通 して神 を仰 ぎ見， 霊感

され た人 の勧告 に従 って 人生 を歩 む。

一 キ リス トを仰 ぎ見
， キ リス トの贈 い を通



して もた らされ る祝福 を受け るにふ さわ しい

者 とな る。

神 の み声 を聞 く

数年 前 ，私 の管 理 下 に，教 会 の召 し と意義

をなか なか理 解 しない若 者が いた。私 は 召 し

の大切 さ を熱 心 に説 い た。 自尊心 に も働 き掛

けて み た。 しか し何 の効 果 も得 られ そ うにな

か った。 そ して考 えあ ぐね た末 に，私 は こ う

尋 ね た。「あなたに 自分 の召 しを完 全に果 たす

よ う教 え るの に， 一体 何 が必 要 だ と思 い ます

か 。」彼 は答 えなか った。そ こで私 の方 か ら切

り出 した 。「燃 えるしば でも見 るの を期 待 して

い るので は ない ですか 。 それ とも天使 の訪 れ

ですか 。 天の 声 を直接 聞 くこ とですか 。」

す ぐに答 えが返 っ て きた。 「そ うな んです 。

私 に必要 なの は神 の声 を聞 くこ とです 。」

最 初 この若者 は正 気 な のだ ろ うか と疑 った。

しか し， 彼の顔 を じっ と眺め， その声 の調子

を うか が って い る と，正 気で あ る こ とに問違

いなか った。 そ こで， 彼 と一 緒に 次の聖 句 を

読 ん だ。

「汝 らの主
，汝 らの神 な る イエ ス ・キ リス

トな るわ れ これ を語 れ り。

これ らの言 は世 の 人々 よ り.出で しに もあ ら

ず また人間 の 言に もあ らず， われ よ り出 で し

言 な り。 この故 に汝 らは この 言が われ よ り出

で し言 に して， 人 間 よ り出で しに あ ら ざるこ

とを証す べ し。

この 言 を汝 らに語 れ る はわが 声 な り。 そ は

わ が 『み た ま』 に よ りて汝 らに与 え られ， わ

が能 力 に より て互 いに これ を読 む を得 る な り。

され ど も しわが 能 力に よ らざれば， 汝 らこれ

を有 つ こ と能 わ ざ らん。

これ を以 っ て，汝 らわが声 を聞 きわが 言 を

知 る を証 す るを得べ し。」(教 義 と聖 約18：33

-36)

や が て この若 者 は，聖 典 が主 のみ ここ ろで

あ り，主 の精 神 で あ り， 主 のみ 言葉 で あ り，

主 のみ声 であ る こ とを理 解 し始 め た。1(教義 と

聖約68：4参 照)

私 は若 者 に，聖 典 を通 して神 を仰 ぎ見，毎

日の学 習時 間 を主 と個 人的 に交 わ る時 間 とす

る よ うに勧 め た。 そ して， 彼が聖典 を忠実 に

読 み， そ の言葉 を深 く考 える よ うに な るなら

ば， 自分 の召 しの 目的 を知 り， それ を果 たす

熱 意 も湧 いて くるだ ろ うと約 束 した。

キ リス トの み言葉 羅針盤

モル モ ン経 の中 に，球 または道 しるべ と呼

ば れ る道具 を持 ってい た人 の こ とが記 され て

い る。一 見 羅針 盤 の よ うなこの道具 は主か ら

与 え られ た もの で あ り， 人 々の神 を信 じる信

仰 の度合 いに応 じて動 い た。人々が 義 しく信仰

を もって生 活す れ ば，針 は彼 らの 進むべ き方

向 を示 して くれ た。 戒め を守 ろ うとす る熱意

や 信 仰が な くなっ て くる と， 針は動 か な くな

っ て し まう。(1ニ ー ファ イ16;18：12参 照)

モル モ ン経 を記 した あ る予 言者 は，羅 針盤

とその働 き を，霊 に かか わ る もの であ り，「意

味の な い こ とで は ない」(ア ルマ37：43)と 述

べ ， さ らに こ う続 け て い る。
「た とえば

， 永遠 に尽 きぬ幸 福へ 行 く真す

ぐな道 を示す キ リス トの 言葉 を守 る こ とが容

易 であ るの は，先 祖 が約 束の地 へ行 く真 す ぐ

な道 を 自分 らに示 す この 羅針 盤に従 うこ とが

容 易 で あ った と同 じで あ る。

これは 全 くよ く似 て い るこ とで はな いか。

先 祖 が この道 しるべ に従 って約 束 の地へ行 っ

た よ っに ，私 た ちが もし もキ リス トの御 言葉

が 示 す道 を歩 い て行 くな らば， 確 にその御 言

葉 に よ って憂 き世 を越 えては るか に善 い約 束

の世 へ 行 くこ とが で きる。

… …わ れ われ は この道 が踏 み易 いため に怠

りとな らな い よ うに 注意 しな くて はな らない 。

朱祖 の時代 に もこれ と同 じこ とが あ った。す

なわ ち ただ仰 い で見 れば 命が助 か る と言 う道

の備 えが あ った。 今 のわ れわ れ もその通 りで

あ る。道 は備 って いるか ら， われ われが もし

仰 ぎ見て従 うな らば すな わ ち とこ しえに生 き

るの で あ る。 ……

神 の命 に従 って生きよ。」(アルマ37：44-47)
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私 た ちの 多 くは， この 聖 な る書物 の重 要性

を考 え るこ と もな く， 日々 の生 活 に追 い回 さ

れ てい るので はな いだ ろ うか 。 私 た ちは医者

や弁護 士， 仕事 の相 手 との約 束事 な らば，何

として も守 ろ う とす る。 しか し，神 との交 わ

りを引 き延 ば す こ と， す なわ ち聖典 の研 究 を

怠 るこ とは何 とも思 わな い。心 の 貧血症 にか

か って お り， 人生 の指 針 を失 うこ とには何 ら

注意 を払お うと もしない 。毎 日15分 か20分 間

聖典 を読 む よ うに計 画 し， 実行 す る時に， 八

生 は どれ ほ ど実 りある もの とな る こ とだ ろ っ。

このよ うな神 との交 わ りを通 して，私 たちは

神の み声 を知 り， あ らゆ るこ とにつ いて神 か

らの導 きを得 るの であ る。

私 た ちは聖典 を通 して，神 を仰 ぎ見 なけれ

ば な らない。

改宗 談

20世 紀 に 入 る少 し前 の こ と， ふ た りの宣教

師がハ ワイ のあ る島の 山村 に 足 を踏み 入れ よ

うと してい た。小 屋の そ ばで， 宣教 師 の登 っ

て くる姿 を見て いた 男が， 近 くに い た子供 に

こう言 った。「下 りて行 うて，あの 人 た ちに帰

る よ うに言 い なさ い。 彼 らの 説 いて い るこ と

に は関 心が な いか らと言 いな さい。」子 供 た ち

は父親 の言 い付 け通 りに した。

それで も宣教 師 たち は丘 を登 ってや って来

た。村 に着 くとそ の男 の とこ ろに来 て こ う言

った。「ご迷 惑 を掛 け るつ もりはあ りませ ん。

私 た ちは現 在 この地 上 に生 け る予 言者 が お ら

れ る こ とを， あ なたに お伝 えす るため に，遠

くか らや って 来た めです 。」

「何 ですって
。」その 男は 驚 きの 目を見張 っ

て尋 ね た。

宣教 師たちは繰 り返 し証 を述べ た 。「現 在 こ

の地上 には生 け る予言 者が お られ ます 。 そ し

て私 たちは その予 言者 の メ ッセー ジをあ なた

にお伝 え したい と思 って い ます。」

す る とこの男 は子供 た ちに 向か って こ う叫

んだ。「急 いで お母 さんを呼 んで きな さい 。お

兄 さんや お姉 さん も呼 ん で きな さ い。 そ して
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生 け る予 言者が お られ る と伝 えなさい。」その.

後 間 もな く， この 家族 は福 音 を受 け入 れ，，バ

プテ スマ を受 け た。(ハ ワイ の トム・カ レオ兄

弟 が エイシー長 老 に語 った実 父 の改宗 談 より)

予 言者 の役 割

昔 か ら主 は予 言者 を通 して み こ ころ を明 ら

か に して こ られ た。 彼 らは特 別 に備 え られた

入 であ り，真 理 を受 け 入れ て教 え るよ う召 さ

れ た人 で ある。 彼 らの使 命 は神 の代弁 者 とし

て仕 える こ とであ る。

アモ ス は次の よ うに宣 言 している。「まこ と

に 主な る神 は その しもべ であ る予 言 者に そ の

隠 れた事 を示 さな いで は，何 事 をもな され な

い。」(ア モス3：7)ア モス は 自分 が生 きて

いた時代 の こ とだ け を述べ て い るのだ ろ うか 。

いや ， そ うでは ない。 ア モス は神 が 「人々 を

偏 り見 る者 」(教 義 と聖 約1：35)で な い こ と

を知 って い た。神 が その子 ら を愛 して お られ

る こ とは いつ の世 に あ って も変わ らな い こ と

も知 って い た。 そ して絶 え ざ る啓 示が 必要 な

こ ともよ く知 って いた。

近代 の予言 者 は次 の よ うに述べ て い る。

「この故 に
， 主の 声 は…… 地 の果 に まで及

ぶ。

その 時主 の腕 現 われ て，主 の声 も ま歴主 の

僕 らの声 も聞か ん とせ ず，予 言者 に して使徒

な る者 た ちの言 に も耳傾 け ん とせ ざ る者 の そ

の 民の 中 よ り絶 た るべ き 日来 るな り。」(教 義

と聖 約1：11，14)

指 揮官 の命 令.

軍隊 は指 揮官 の指 示 が なけ れば行 進 もで き

ない し，立 派 な戦 績 を上 げ るこ と もで きない 。

また， 昔 の戦 略や 策略 で今 日の戦 闘に 勝 とう

とい うの も矛 盾 した考 えで ある。 戦闘 の基 本

原理 とい う もの はいつ の 時代 に も大体 同 じか

もしれ ない。 しか し， 武器 は改良 され ，戦 場

は 異な り， 敵 は 賢 くな って い る。 そ のほか 多

くの面 で状 況が変 化 してい る。 その ため指 導

者か ら絶 えず命 令 を受 け る必 要が あるの で あ
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教会 の頭 であ り，神 の王 国 の将 軍 であ る キ

リス トは， これ まで と同様 ，今 後 もキ リス ト

に従 う者 た ちの歩 調 を合 わせ るよ うに指示 し，

前 進す る時.も立 ち止 ま る時 もす べ て予 言者 を

通 して命 じられ るで あ ろ う。 そ して， 主の 命

令 に従 い， 隊列 を崩す こ とな く終 わ りまで耐

え忍 ん だ忠 実 な兵 士 の上 に勝 利 は輝 くの であ

る。

私 た ちは生 け る予 言者 を与 え て下 さ った神

に感謝 す る。 そ して， 私 た ちの永 遠 の必要 を

満 たす ため に， 予 言者 を通 して主 の戒 め と勧

告 を受 け るこ とので きる特 権 に賛 歌 を捧 げた

い 。

確 か に私 た ちは生 け る神 の予 言者 を通 して，

神 を仰 ぎ見 て生活 しなけ れ ばな らな い。

火の へ び

イス ラエ ルの民 は エ ドム の地 に向 けて荒 野

を旅 してい た時， 落 胆 して神 と彼 らの指導 者

モー セ に不満 を並 べ た てた。 そ こで 「主 は，

火 のへ び を民の うちに送 られ た。」不平 を言 っ

た 多 くの民 はそ のへ び にか まれ て死 ん だ。 人

々は 自分 た ちの 愚か さに 目覚 め， モー セ に次

の よ うに嘆願 した。「わ たしたちは主 にむ か い，

また あなた にむ か い， … … 罪 を犯 し ま した。

ど うぞへ び をわ た した ちか ら取 り去 られ るよ

うに主 に祈 って くだ さい。」(民 数21：6-7)

そ こでモー セ は民 の ため に祈 り， 主か ら答

.え を受 けた ので あ る。「火 のへ びを造 って，そ

れ をさおの上 に掛 け な さい 。すべ て のか まれ

た者 が仰 いで， それ を見 るな らば生 きるで あ

ろ う。」(民 数21：8)

モー セは 主か ら命 じ られ た通 りに した。

その結 果 は ど うであ った だ ろ うか 。従 順 に

それに従 った者 が何 人 いた だ ろ うか 。従 わ な

か った 者は どれ ほ ど いただ ろ うか。 さおの先

のへ び を見 て生 き長 らえ た者 は何 人い ただ ろ

うか 。 その 答 えは， モ ルモ ン経 の 中に 記 され

て い る。「主 は…… 火 のよ うに 飛ぶ 蛇 をかれ ら

の 中につ か わ した も うた。 しか し， か れ らが

か まれ たあ とで これ を癒 す方法 は備 え て置 き

た も うた。 そ して癒 され る ための 骨折 りとい

えば， ただ 目を向け て見 る だけの こ とであ っ

たが ， この 骨折 りが簡 単 で容 易 であ ったが た

めに か え って死 んだ者 が 多か っ た。」(1ニ ー

フ ァイ17：41)

荒 野 で さおの先 にへ び がか け られた こ とは，

キ リス トの十 字架 上 の死 を象徴 してい る。 イ

エ スは御 自 らこの真理 を教 え られ た。 また何

回 とな くご 自分 の無惨 な死 に方 を予言 され た。

そ して あ る時主 は モー セに， この荒野 での 出

来事 につ い て次 の よ うに述 べ られた。

「そ して
， ち ょう どモーセ が荒 野 でへ び を

上 げた よ うに， 人の 子 もまた上 げ られ なけれ

ば な らな い。

それ は彼 を信 じる者 が，す べ て永遠 の命 を

得 るた めで あ る。」(ヨ ハ ネ3114-15)

私 た ちは 永遠 の生 命 を得 たい と思 うな らば，

古代 の イス ラエ ルの 民 と同 じよ うに 目と心 を

十字 架 の キ リス トに向 け なけれ ばな らな い。

なぜ な らば ， キ リス トの復 活に よ って，私 た

ちは 肉体 の 死 に打 ち勝 つ こ とが で きるか らで

ある。 そ して， キ リス.トの瞭 い に よって，私

た ちは 罪 に打 ち勝 ち，霊 的 に生 まれ変 わって，

神 のみ も とに帰 る道 に 入 る ことがで きるの で

ある。

私 た ちが キ リス トを仰 ぎ見 て生活 す るこ と

はそれ ほ ど大切 なこ とな ので あ る。

私 たち の 目 を どこに向け るか は重要 な問題

であ る。

ダ ビデ王 は屋 上 か ら 「ひ と りの女 がか らだ

を洗 って い るの を見 た。 その女 は非 常 に美 し

か っ た。」(IIサ ムエ ル11：2)ダ ビデ は それ

を遠 くか ら眺 め，欲 望 に か られて しまい，つ

いに 堕落 した。

イ ス カ リオテ のユ ダは，30枚 の銀 貨 に 目が

くらみ，正 義 も欲望 に押 し切 られ て しまっ た。

ユ ダ は 自分 の命 と魂 を30枚 の銀 貨 で売 って し

まったの で あ る。(マ タイ27：3「10参 照)

私 た ちは 脇見 をした り， この世 の朽 ち る物

に 目 を向 け た りして はな らな い。目は，「か ら
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だ の あか り」(マ タイ6：22)で あ る。 私 た ち

は 目を前 方 に向 けて 見開 くよ うに訓練 しなけ

れ ば な らない。私 た ちは神 を仰 ぎ見 て生 活 し

なけ れば な らな いの で あ る。

老 い も若 きも次代 を担 う人々 がすべ て，神

につ いて証 す る聖典 を通 して，神 を仰 ぎ見 る

よ うに祈 って い る。 タナ ー 副管 長 は先程 ，神

につ いて述 べ られ たが， その神 につ いて教 え

て下 さる生け る予 言者 を通 して神 を仰 ぎ見 る

よ うに お勧 め す る。 また キ リス トを仰 ぎ見 る

よ うに。

私は聖典 を通 して神 の み 声 を聞 くこ とがで

きるこ とを証 す る。 ま た現 在 生け る予 言者 が

お られ るこ と， キ リス トこそ，全 人類 に 救 い

を もた らす こ との で きるみ名 で あ るこ とを証

す る。 イエ ス ・キ リス トの み名 に よ り申 し上

げ る。アー メン。

十二使徒評議員会会員

卜一 マス ・S・ モ ンソ ン

宣教師の信仰

今日若入は新しい試練，新 しい問題，新 しい誘

惑に直面 している。しか し，絶えず熱心に主 に

仕えよう と努力している若 入が何十万もいる

一 の歴 史的 な タバ ナ クル の 中で主 を礼 拝 し，
一

この素 晴 らしい コー ラス を聴 いて霊 感 さ

れ鼓 舞 され ない者 が い るであ ろ うか。

エバ ン ・ステ ィーブ ンス兄 弟が タバ ナ クル

合 唱団 の指 揮 者 をしていた時 の こと，彼 は 「末

日聖 徒 の若 人の信 仰」 とい うテー マ で話 され

た故 ジ ョセ ブ ・F・ ス ミス大 管長 の説 教 に非

常 に心 を動か された 。大会 が 終 わ る と， ス テ

ィー ブ ンス教 授 は ひ と りで シテ ィー ・クリー

ク ・キ ャニ オ ンに 出掛 け て行 き， 大管 長 の霊

感 された言葉 を心 に思 い巡 らして いた。 す る

と突 然，天 よ りの霊 感が 彼 に下 り， 彼 は岩 の
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上 に腰 を下 ろす と一 篇 の詩 を書 い た。 それ が

次 の詩 で あ る。

シ オ ンの若者 真理 を守 り

攻め 来 る敵 に会 い ひ る まず逃 げず

ああ

われら受けし 信仰持ち

殉教者の持つ 真理を信 じ

戒め守らん

手に心に霊にも

(讃 美歌150番;J・ スペ ンサ ー ・コー ン

ウオー ル，S如 πθsqプ0%γ 舳)箔〃zoη伽 ηs

「モル モ ンの讃 美 歌物語 」p .173)

教 会 の初 期 の時代 に も， 若者 た ちは数 々 の

苦 難 に直面 し， 解 決す べ き様 々な 問題 を抱 え

てい たに違 いな い。青 年期 は安 易 な時期 で も

ない し， 難問 か ら解放 され る時期 で もな い。

昔 と同様 に今 で もその こ とが 言 え る。事 実 ，

時代 の変 遷 とと もに若 人に降 り懸 か る問題 の

規模 や 範 囲 は非常 な勢 いで増 大 して い る。誘

惑 は人生 の地 平 線 にいつ も不 気味 な姿 を現 わ

す。 暴 力，盗 み ，薬 物 の乱 用， ポル ノ な どが

テ レ ビ番 組 の主 題 とな り， ほ とん ど毎 日の よ

うに新 聞 をに ぎわ して い る。 この よ うな もの

は私 た ちの 計画 を打 ち砕 き， 思 考 力 を鈍 らせ

る もの で しか な い。間 もな くこれ まで仮 定 で

しか なか っ たこ とが現 実 とな り，世 界 中至 る

所 で若 者が 「去年 よ り悪 い」 とか 「最 悪の 連

中だ」 とい うよ うに きめつ け られ て し ま う時

が や って くる と言わ れて い る。 しか しそ の よ

うな考 え方 は間違 いで あ り， そ の よ うな主 張

は誤 っ てい る。

今 日は新 しい 試練， 新 しい問題 ，新 しい誘

惑 を抱 え る新 しい時代 か も しれ な い。 しか し，

何十 万 とい う末 日聖徒 の若 人は初 期 の若 人が

そ うで あ った よ うに，絶 えず努 力 を惜 しまず ，

熱心 に仕 え，信 仰 に忠実 に 生 き よっ と して い

る。善 悪の 区別 が 非常 には っき りして い るた

め， 現 代の 風潮 か ら見 れば 例外 と 目され る人

人 を，世 界 中の心 あ る人 々はか えって 賞賛 し，



注 目し， 感謝 す るので あ る。

こ こで皆 さ んに ミネ ソ タの あ る住 民か らい

た だ いた手紙 を ご紹 介 したい。 あ て先 はブ リ

ガム ・ヤ ン グ大 学 とな って い る。

「拝 啓
，

私 は12月22日 に ミネ ソタ南部 を出発 し， ア

イオ ワ州 デ モ.イン， イ リノイ州 シカ ゴを経 由

して フ ロ リダ の南端 までバ ス旅 行 をし ま した。

途 中， デ モ イ ンで若者 たち の グルー プ と一

緒 に な りました。 この 若者 た ちは ブ リガム ・

ヤ ング大学 の学 生 で，休 日を利用 して田舎 に

帰 る ところで した 』

皆 さん， 非常 に礼 儀正 し く， 服 装 も きちん

として いて，若 者 ら しい考 え を持 っ てい る人

た ちで した。 その よ うな 若者 た ち と同行 で き

て， 本 当に うれ し く思 い ました。 彼 らは私 の

未 来 に希望 の光 を投 げ掛 けて くれ ま した 。

私 は， 大学 だけ で は この よ うな立 派な若 者

が 育 つは ず のな い こ とを知 って い ます。 彼 ら

の 人格 は素 晴 しい家庭 で 形成 された もの だ と

思 い ます 。 多分 ， ご両 親 の力 で しょ う。 ご両

親 に直接 この こ とをお伝 えす るこ ともで きま

せ んの で， この感 謝 の気持 ち を伝 えるべ く大

学 にお便 りさせ て いた だ きま した。」

この よ うな賞賛 の 言葉 を受 け る こ とは 決 し

て珍 しい こ とでは ない。 お ほめ の言 葉 をい た

だ くた びに， 私 た ちは いつ も大 きな喜 び を覚

え るの で あ る。 末 日聖徒 の学 生 た ちは信 仰 を

行動 に表 わ して い る素晴 ら しい模 範 であ る。

世 界 の 人々 を驚か せ， 彼 らの心 に信仰 を湧

き立たせ る も うひ とつ の集 団が あ る。 それ は，

末 日聖 徒 の 宣 教 師 で あ る。現 在， 全 世 界 で

26，600名 を超 え る宣 教 師が働 いて い る。 これ

らの青年 男女 は伝 道 の 召 し を受 け る特別 な 日

を心待 ちに し， そ の 日の ため に， 全生 活 を懸

け て準備 して きた 人々 で あ る。 父親 は子 供 に

誇 りを感 じ，母 親 は幾 分不安 を覚 え る。 こ こ

で宣教 師推 薦書 か ら， あ る監督 の 言葉 を読 ん

でみ た い。

「これ まで に推 薦 した 人の 中で ，彼 ほ ど傑

出 した人 物は お りませ ん 。彼 は生 活 のあ らゆ

る面 にお いて 秀 でて お り， これ まで教会 では

ア ロン神権 定 員会 会長 を務 め， 高校 で は役 員

を して い ま した。 また陸上 競 技 とフ ッ トボー

ルの ス ター で もあ りました。私 は これ ほ ど優

れ た若 者 を宣 教師 に推 薦 した 記憶 があ りませ

ん。 そ して 自分が その若 者の 父親 で ある こと

を誇 りに 思 って い ます。」

監 督や ス テー キ部 長は もっ と一般 的 な こ と

を書 いて くる。「ジ ョンは素 晴 らしい青年 です 。

彼 は 肉体 的， 精神 的 ，経 済的 ，霊 的 に伝 道 の

備 えが で きてお り， どこに召 され よう と喜 ん

で仕 え， 立 派 に召 しを果 た して くれ る もの と

思 い ます 。」

あ る 日，私 は キ ンボー ル大 管長 が専任 宣教

師 の召 しの 手紙 に署 名す るの を見 て いた。 そ

の 中に大 管長 自身 の孫 に あて た召 しの手紙が

あ った 。彼 は その手 紙 に教会 の大 管長 と して

署名 を した後， 本文 の下 に こ う書 き添 え た。

「君 を誇 りに思 ってい るよ
。愛 を込 めて， お

じい さん よ り。」

召 し を受 け た若者 は， 大学 の教 科書 に代 わ

って聖典 を手 にす るこ とにな る。家族 や友 人，

親友 としば ら くの 間別 れ て， デ ー トや ダンス，

ドライブ を忘 れ， 求.道者 を見付 け て福音 を教

え， 証 を述 べ る よ っ.にな る。

ここで信 仰 篤 い数名 の 宣教 師 をご紹介 した

い。 この実 例 か ら，彼 らが 「シオ ンの若者真

理 を守 り」 とい う言葉 通 りの生 活 をしてい る

こ とが よ く分 か るで あ ろ っ。

最初 に， 旧 メキ シ コ出身の ホセ ・ガ ル シヤ

兄 弟 の こ とをお話 した い。彼 は貧 しい家 庭 に

生 まれ たが， 幼 い頃 か ら信仰 を育 まれ て きた。

そ して， ホ セは伝 道 の召 しに備 えて いた。 彼

の推薦 書 が大 管長 の も とに届 い た時， 丁度私

もそ こにい た。推 薦 書 には次 の よ うに書か れ

て いた。 「ガル シヤ兄 弟 が伝道 に 出 るこ とは，

家族 に とって大 きな犠牲 です 。彼 は家 族の生

活 を支 え る働 き手 です 。彼 の持 ち物 はた だひ

とつ ， 宝物 の よ うに大切 に してい る切 手 の コ

レ クシ ョン しかあ，り1ませ ん 。 も し必要 で あれ

ば， 彼 は伝 道 のた めに それ も喜 ん で売 るつ も

(p.94へ続 く)



りで います。」

キ ンボール 大管長 は推薦 書 の この 言葉に 次

の ように答 えた。「彼 に切 手 を売 るように 言 っ

て下 さい。 この犠 牲 は彼 に とっ て大 きな祝 福

とな るこ とで しょ う。」それか ら大 管長 は 目を

輝 かせ，顔 に笑み を浮かべ て 次 の よ うに 言 っ

た。「毎 月，教 会本 部 には世 界 各地か ら何千 通

もの手紙 が送 られて きます 。 そ れ らの切 手 を

取 ってお いて， ガル シヤ兄 弟 の伝 道 が終 わ る

時 に渡 して下 さい。彼 は ただ で メキ シ コ中の

だ れ よ りも素 晴 しい切 手 を集 め る こ とが で き

るで しょ っ。」

これは 時 と場 所 は 異な るが， 救 い主 の経 験

をその ま ま表 わ して い るよ うに思 わ れ る。

「イエ スは 目をあ げて
， 金持 たちが さいせ

ん箱 に献 金 を投 げ入れ るの を見 られ，

また， あ る貧 しいや もめ が， レプ タニつ を

入 れ るの を見 て

言われ た，.『よ く聞 きな さ い。あの貧 しいや

もめ はだ れ よ りもた くさん入 れ たの だ。』」

(ル カ21：1-3)

「みん なの者 はあ りあ ま る中か ら投 げ 入れ

たが ， あの婦 人 はその 乏 しい 中か ら， あ らゆ

る持 ち物， その生活 費全 部 を入れ たか らであ

る。」(マ ル コ12：44)

次 に，ユ タ州 プロ ボに あ る宣 教 師訓練 セ ン

ター に いた宣教 師 を ご紹 介 した い。 この宣 教

師 は南 ドイツ で伝道 す るため に ドイ ツ語 を熱

心 に勉強 して い た。 毎 日， ドイ ツ語 の文 法 書

を手 に取 って， 表紙 にあ る西 ドイツの ロー テ

ンブル クの古風 な趣 の あ る家 の写真 に じっ と

見入 って いた。 その写真 の 下 に住所 が書 か れ

て いる。その青年 は決心 していた。 「この家 を

訪 問 して， そ こに住 ん で い る人に きっ とこの

真理 を伝 え よ う」 と。 そ して彼 は それ を実行

した 。そ の結果 ，ヘ ルマ ・ハ ー ン姉 妹 を改宗

し，バ プ テスマ を施 す こ とが で きたの であ る。

彼女 は現在 ，世 界 中か ら家 を見 学 に くる観光

客に語 りか け， イエ ス ・キ リス トの福 音 か ら

得 られた祝 福 につ いて述 べ るの を喜 び として

い る。ハ ー ン姉妹 の 家 は恐 ら く， 世 界 で も最
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も有 名 な記 念撮 影の 場所 の ひ とつ であ る と思

う。 そ して こ こ を訪 れ る人 は皆， 彼女 の称 賛

と感 謝 の念 に満 ち た，福 音 の簡 潔で しか も熱

の込 もっ た証 を聞 いて帰 るの であ る。ハー ン

姉 妹 に福 音 を伝 え た この 宣教 師 は，主 か ら与

え られ た神聖 な責 任 をよ く覚 えてい たの であ

る。 「それ ゆ えに，あな たが たは行 って，す べ

ての 国民 を弟 子 と して， 父 と子 と聖 霊 との名

に よって，彼 らにバ プテ スマ を施 し… …」(マ

タイ28：19)

3番 目は， 揺 る ぎな い信仰 をもら た宣教 師

マー ク ・ス キ ッ ドモ ア長 老の 話 であ る。 スキ

ッ ドモ ア長老 は， ノル ウェーへ の召 しを受 け

た時， ノル ウ ェー語 を一 言 も知 らなか っ た。

しか し， 福音 を教 え，.証を述べ るため には ，

ノル ウ ェー 人の 言葉 に通 じる必要 が あ る。 そ

こで 彼は秘 か に 誓った。「私 は ノル ウェー 人の

家族 をバ プ テス マの水 に導 くまでは絶対 に 英

語 を話 さな い。」それ か ら彼は よ く勉強 し，熱

心に祈 り， 主 に嘆 願 した 。 この よ うに して彼

は信仰 の 試 しを経 て，望んで いた祝福 を得 たの

であ っ た。彼 は素 晴 らしい家族 を教 え， バ プ

テス マ を施 した ので あ る。そ して 彼は半 年 ぶ

りに 英語 を話 した。 その週 に， 私 は彼 と会 っ

たが， 彼 の 口か ら出 るの はた だ主 に対す る感

謝 の 言葉 だけ で あ った。私 は その 時勇敢 な司

令 長官 モ ロナイの言葉 を思 い出 した。 「われ は

権 力 を求 めず， … … われ は また浮世 の名 誉 を

求 めず ，わが神 に 栄光 の あることを求め …… 」

(ア ルマ60：36)

最 後 に気 高 い宣教 師の息 子 を持つ 母親 に つ

いて お話 した い。 この家族 は 寒 さの厳 しいワ

イオ ミン グ州 の ス ター ・バ レー に住 ん でい た。

その地 方 は， 夏 は短 く， 冬は長 くて寒 い。19

歳 の息子 が 伝道 で家 をあ ければ ， その分 仕事

の負担 が だれ にか か るか は明 らか であ る。 そ

の上 ， 父親 は病 気 にか か って いて仕事 もで き

ない。 そ のため ，家 族 を養 う乳 牛の乳 しぼ り

の仕 事 も， 母親 の両 肩 にか か っ たの であ る。

私 は， 伝 道部 長 を して いた時， ソル トレー

ク ・シテ ィー で開催 され た伝 道 部長 セ ミナ ー
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に出席 した。 そ の時私 と妻 は 自分 の伝 道部 で

宣 教 師 と して働 いて い る若 者 た ちの両 親 と会

合 を持 った。 そ の会 には裕 福 で， 身 な りもき

ちん とした両親 が 大勢 集 まった。 話 しぶ りも

穏 やか で， 信仰 も強か った。 そ れ とは反対 に

それ ほ ど恵 まれ てい る風 で もな く，服 装 も質

素 で， 遠 慮が ち な人 々 もい た。 しか しその よ

うな両 親 もまた， 宣教 師 で あ る我 が子 を誇 り

に思 い， 彼 らの ため に祈 り， 彼 らの ため に犠

牲 を捧 げて い るこ とに変 わ りは なか っ た。

そ の 日の午 後 に会 っ た両 親 の 中で， 最：も強

く印 象 に残 って いる のが， ス ター ・バ レー か

ら来 た母親 であ った 。彼女 が私 に握手 を求 め

て きた時， 私 は その手 に大 きな た こが で きて

い るの を知 っ た。明 らか にそ れ は，彼女 の毎 日

の野 良仕事 に よって で きた もの であ る。母 親

は，北 風 に吹 かれ て荒 れ た顔 で，節 くれだ っ た

手 をいか に もす まな さ そ うに差 し出 しなが ら，

小 さな声 で こ うつ ぶや いた。「息子のスペ ンサ

ー に， 愛 してい る と伝 えて下 さい。み ん な息

子 の こ と を誇 りに思 って い ます。 毎 日彼 の た

め に お祈 りしています と，そ う伝 えて下 さい。」

そ の夜初 め て，.私は天使 に会 い，天 使 の語

る声 を聞 い た よ うな気 が した。私 は その 言葉

を聞 い た時，一 言 も言葉 を発 す る こ とが で き

なか っ た。 その天 使 の よ うな母 親 が キ・リス ト

のみ た ま を私 た ちの もとに運 ん で くれ たか ら

で あ る。 彼女 は神 のみ 手 を しっか りと握 りし

めて 死の 陰の 谷 を勇敢 に 歩 き， この世 の生 活

を息子 に捧 げて いた の であ る。 それ は決 して

忘 れ る こ とので きな い印 象 を私 の心 に残 した。

そ の よ う.な気高 い母 親 に育 て られ， 導か れ

た宣教 師 た ちは ヒ ラマ ンの若 い兵 士 に も匹敵

す る。

「か れ らはみ な青 年 であ って 筋骨 た くま し

く活 発 な勇士 で あっ たばか りで な く， いつ い

か な る時 で も委 ね られ たこ とを忠 実 に行 った。

かれ らはみ な神 の命 令 に服従 す るこ と と，

神 の前 に正 しく真 す ぐに暮 す こ ととを教 え ら

れ ，真 実 な心 を持 つ真 面 目な青 年 で あ った。」

(ア ルマ53：20-21)

この よ うな宣 教 師の模 範 は人 々の心 に信仰

を育 み， 自信 を植 え付 け る。 また真理 を教 え，

神 を証 す 乱 それ は ま さに 次の 讃美歌 の歌詞

を立 証 す る もの であ る。

シオ ンの若 者 真 理 を守 り

攻め 来 る敵 に会 い ひ る まず逃 げず

ああ

われら受けし 信仰持ち

殉教者の持つ 真理を信じ

いましめ守らん

手に心に霊にも

私 たちが シオ ンの若者 と共に堅 く立 ち，信

仰 に忠実 に 生 き続 け るこ とがで きるよ うに イ

エ ス ・キ リス トの み名 に よ り心か ら祈 るもの

で あ る。ア ー メ ン。

十 二使 徒評 議 員会 会 員

マ ー ク ・E・ ピ ー タ ー セ ン

モ ロナイの

最後の言葉

モ ロナイは今 日の道徳的退廃を憂慮し，そ

の悲劇の結末を警告 している

先 週 私たちは教会の認める最も大切な言己
念 日を迎 え た。 それ は， イエ ス ・キ リス

トの福 音 の 回復 に先駆 け て天使 モ ロナ イが ジ

ョセ ブ ・ス ミス を訪 れ た 日で ある。(ジ ョセ ブ・

ス ミス2：28-65参 照)

モ ロナ イはす でに死 人の 中か らよみが え り，

復 活体 を得 てい る。

彼 は今か らお よそ1500年 前 にア メ リカ大 陸

に住 んで い た人 で， 当時 多 くの民の生 命 を奪

った悲惨 な戦争 の最：後 の生 存者 で あっ た。

モ ロナ イ は 自分 の家族 を含む すべ ての民 が
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滅び るの を見た最 後 の 目撃 者 で あ った。敵 は

激 しく復 讐心 を燃や し.，民 を全滅 させ る こ と

を誓 い合 った。 そ して この誓 い が現 実 とな っ

たの であ る。

モ ロナ イの 父は モル モ ンで， 古代 の民 ニー

ファイ人 の軍の 司令 長官 で あ った。 この 戦 い

が ア メ リカ大陸 で起 こっ たのは ， キ リス トの

降誕 か ら400年 後の こ とで あ る。(モ ル モ ン6

章参 照)

戦 いが 終 わ りに近 づ い た頃， モ ル モン は，

現在 のニ ュー ヨー ク州 西部 の クモ ラ と呼 ば れ

る小高 い丘 に全軍 を集 め た。

その時 ， レーマ ン 人 と呼 ば れて い た彼.らの

敵 が この丘 に攻め 寄せ て きた 。モ ル モ ンは当

時の恐 ろ しい出来事 を次 の よ うに 記 して いる。

「私 の民 とそ の妻子 とは レーマ ン人の軍 が

進 ん で くるの を見た 時， す べ ての悪 人の胸 に

満 ちてい る非 常 に死 を怖 れ る心 を抱 いて レー

マ ン人 と戦 い を始 め る時 を待 った。

私 の味方 は敵 の数 が 多いか ら一 人 の こ らず

非常 な恐 れ を生 じた。

レー マ ン人 は剣 ， 弓， 矢，.ま さか りお よぴ

あ らゆ る武 器 を以 て私 た ちを襲 っ 鳶の で， 私

と一 しょに居た一 万 人の 部下 は うち倒 され，

私 もまた負傷 して兵 の間 に倒 れた… …」(モ ル

モ ン6：7-10)

次 に モルモ ンは， ニー ファ イ人の 軍隊 で彼

と一 緒 に戦 った他 の指揮 官 た ち も兵 士 た ち と

共 にそ の屍 を横 た えた と語 っ てい る。 この ク

モ ラに おけ る最 後 の戦 い で命 を落 としたニー

フ ァイ人の兵士 の数 は お よそ25万 人に のぼ っ

た。

モル モンは おび ただ しい死者 を見て， こ う

記 して い る。

「私 は死ん だ私 の民 の こ とを悲 しみ悼 んで

全 身が 引 き裂 け る思が し， 次 の よ.うに 叫 んで

言 った。

『美 しい者 た ち よ
。 お前 た ちは なぜ 主 の道

を離れ たのか 。 美 しい者 た ち よ。 お前 た ちは

なぜお 前た ち を抱 えよ う として両 手 をひ ろげ

た も うた イエ ス を拒 んだ のか 。
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見 よ， お前 た ちは これ さ え しな か った な ら

ば死 ななか った もの を。 しか しお前 たちは も

う死 んで しまって， 私 は お前 た ちの亡 い こ と

を悲 しみ歎 い て い る。

美 しい 息子 よ，娘 よ， 父母 よ，夫 婦 よ， 美

しい者 共 よ。 ど うして この よ うに死 ん で しま

った のか 。

しか し，お 前 た ちは も うこの世 を去 っ たか

ら，私 は この 悲 しみ でお 前 たちを呼 び返す こ

とは で きな い。 ……

あ あ， この 大 きな 滅亡 がお 前た ち に来 な い

内 に お 前 た ちは 悔 い 改 め た ら よか った もの

を。』」(モ ル モ ン6：16-20，22)

なぜニ ー フ ァイ 人は滅 び たの であ ろ うか。

ア メ リカ大陸 に住 む こ とは ひ とつ の特権 で あ

る と彼 らは教 え られ て いた。 なぜ な ら， ア メ

リカ大陸 は約 束 の地 で あ ったか らで あ る。 そ

の ため に， この地 に 住む 者 は神 の定 め られ た

律法 を守 らなけ れ ばな らなか った。

この地 の神 であ るイエ ス ・キ リス トに喜 ん

で仕 え る者 のみ が こ こに と どまる こ とを許 さ

れ， そ の他 の者 は一 掃 され て しま うの であ る。

(イテ ル2：1.0-12参 照)

ニー フ ァイ 人は この こ と をよ く知 っ てい た

に もか か わ らず， 故意 に 罪 を犯 し， キ リス ト

の教 え を拒 ん だ。

彼 らは約 束 の地 に住 む ため の条件 を満 たせ

なか った ため に，.一掃 され るこ とにな り， こ1

の よ うな 流血 を招 い たの であ った 。

モ ルモ ンは ， この悲劇 を詳細 に記録 した。

その記 録 の中 で， ニー フ ァイ 人の生 存 者 は，

男女， 子供 を合 わせ てわ ずか に24人 であ った

と述べ て い る。 この わず か な生 存 者 も翌 日に

は殺 され ， ただ ひ と りモ ロナ イだ けが 記録 を

封 じる ために 主 に よって 命 を救 われ たの で あ

る。

モロナ イ は記録 を書 き終 え る と，戦 場 と化

してい た クモ ラの丘 に それ を隠 した。 この記

録 は後 に， それ を抄録 した歴 史家 モル モンの

名 にち なん で モル モ ン経 と名 付け られ ，世 に

出 る こ とに な って いた ので あ る。 当時， 唯一



の生 存 者モ ロナ イ は この記録 を完成 させ るこ

との大切 さに触 れ， 次 の よ うに述 べ て い る。

「私 モ ロナ イは 父 モル モ ンの記 録 を書 きつ い

で 結び とす る。」(モ ル モ ン8：1)

そ して最後 の 戦 いの模 様 をこ う記 してい る。

「私 は一 人 だげ 生 き残 っ たか ら私 の民 の悲 し

い全滅 の記事 を書か な くて は な らない 。

私 は.記録 を作 ってか ら地 の 中に 隠 してお く。

父 も一 切 の親族 も戦 で殺 され たか ら私 は一

人の こ って友 もな く行 く所 もない 。 また主 が

私 をいつ まで生 き永 らえ させ た も うか もわ か

らな い。」(モ ルモ ン8：3-5)

モ ロナ イは この 言葉 を記 しなが ら， ニー フ

ァイ の民.が滅 び たのは ，彼 らが 悪 を好 み， 神

の勧 告 をな いが しろに した上 に， この世 の 富

や不 正 を追 い求 め たた め で ある こ とを繰 り返

し述べ て い る。 彼 らの 滅 びた最 大 の原 因 は こ

れで あ る。

ア メ・リカ大陸 は選 りす ぐ りの地 で あ り， そ

こに住 む 人々 は神 に従 わ なけれ ば な らな い。

さ もけれ ば主 のみ 前か ら追 い払 われ る。主 は

この こ と.を不従 順 なニ ー フ ァイ人 に告 げ てお

られ なか っ ただ ろ うか 。教 えに背 い たニー フ

ァイ人が 滅 びて しまったの は，主 が その 約束 を

果 た され たか らでは な いだ ろ うか 。今 日考 古

学 者 た ちはかつ てそ の よ うな大 文 明が あ った

こ とを物 語 る廃 嘘 を発 掘 してい る。

モ ロナ イ は記録 を閉 じる にあ た り， その記

録 を手 にす る近 代 の 入々 が同様 の滅亡 を招 く

よ うな こ との な い よ うに願 って， 次 の よ うに

述 べ て い る。

「見 よ
， 私 は あな た たちが今 目の前 に あ る

かの ように話 してい るが.本 当 はあ な たた ち

は まだ生 まれ な いの で ある。 しか し， イエ ス・

キ リス トが前以 て あ な たた ち を私 に見 せ た も
わか

うたの であ なた た ちの行 な いが今 私 に解 るの

であ る.。

あな たた ちが心 の 中に 誇 り高ぶ るこ と……

あ な たた ちは金 銭 と自分 の財 産 と 自分 の華

か な衣 を… …愛 する の で あ る。」(モル モ ン8：

35-37)

こ の予 言の 中 で， モ ロナ イは現代 のア メ リ

カ人 を襲 う道徳 的 退廃 の こ とにふ れて いる。

また， なぜ 愚 か に も罪に 身 をゆ だ ね， キ リス

トを拒 み， 災 い を招 こ う とす るのか と問 いか

け て い る。

さ らに 「なぜ キ リス トの御名 を受 け るこ と

を恥 とす るか 」 と尋 ねて い る。現代 のア メ リ

カ社会 では， キ リス トを信 じる と公言 しなが

ら， その み業 を行 なお う としない 人が大勢 い

る こ とをモ ロナ イは十 分承 知 して いた のであ

る。(モ ル モ ン8138参 照)・私 た ちは主 のみ業

に携 わ る こ とに よ っては じめ て真 実 キ リス ト

のみ 名 を受 け るこ とが で きる。 そ れは 口先 だ

けの奉 仕 で はな い。 モ ロナ イは行 な いのな い

信 仰 が死 ん だ もので あ.るこ とをよ く理解 して

い た。私 た ち もその こ とを自覚 す る必要 が あ

る。

モ ロナ イが その父 と共 に記 し， 今 まさに ク

モ ラの丘 に埋.めよ うと して い るこの記録 は，

今 日の私 た ちに対 す る警告 の書 であ るこ とを

モ ロナ イは は っ き りと告 げ てい る。

彼 は現 代 の様子 を描 きなが ら， 何百 万 とい

う人々 が神 の権 能 を否定 し， 地震 や暴 風雨，

戦争 が起 こ り，至 る所 で戦 いの うわ さが 聞か

れ る時 に この記 録が世 に出 るこ とを告 げて い

る。(モ ル モ ン8：26-34参 照).

それ は世 の 中に 「汚 れ た行 いのあ る時」 で

あ る とモ ロナ イは述 べ てい る。(モ ル モ ン8：

31参 照)モ ロナ イが この世 に見 られ る汚れ た

行 ない につ い て語 って い るこ とは何 と興味 深

い こ とだ ろ.う。今 日の生態 学者 も同様 の こ と

を述べ ては いな いだ ろ うか 。

モ ロナ イは さ らに， この 記録 が現 われ る時

代 には ，殺 人， 強盗 ，虚 言， 詐欺 ， みだ らな

行 な いが横行 す る と述べ て い る。今 日，隠 匿，

賄賂 ， 盗み ，横 領， その他 の不正 行為 が個 人

だ けで な く，会 社や 政 府内部 に まで 及ん でい

るこ とを考 えてみ て いた だ きたい。不 正 直が

大半 の 人々 の生 活 と化 して しまって は いない

だ.うつか。

不 道徳 が 国家 をむ しばみ， 社 会的 な流行 病
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となって い るこ と も考 えて い ただ きた い。何.

と恐 るべ き退廃 で あ ろ.うか 。

モ ルモ ンは世 を去 る前 に ， この記 録 は異邦

人に とっては警 告 とな るが， レー マ ン人に と

って は祝福 とな るこ とを告 げ てい る。 また，

ユ ダヤ 人に特別 なメ ッセー一ジを与 え る もの と

な る こと も告 げて い る。「イエスが キ リス トで

ある，生 け る神 の御 子 で あ る とい うこ とをユ

ダヤ入 に信 じさせ るため で， 第二 はユ ダヤ 人，

む しろイス ラエル の全 家が こ とご と く自分 た

ちの神 であ る主が 与 えた もうた受 け嗣 ぎの地

へ， 再 び元通 り集 め られ る事業 に関す る御 父

の偉 大 な永遠 のみ 心が ， その最 も愛 した もう

御子 に よ って成 しとげ られ， そ の結果 御 父の

誓約 が果 され るため であ る。」(モ ル モ ン51

14)現 在 この聖 句が どの よ うな意 味 を持 って

い るか よ く考 えてい ただ きたい。

モル モ ンは， この約 束 の地 に住 ん でい る現

代 のア メリカ人 に こ う書 き残 してい る。「その

時お前 た ちが も しも悔 い改め て その悪 い道か

ら立 ち帰 らない な らば， ど うして よ く神 の 力

の前 に倒 れ ずに 居 る こ とが で き よう。

ご らん， お前 た ちは神 の御 手 の 中に ある。

神 は全 権全能 を持 ちた も う。 また神 の大 きな

命令 があ るな らば， 大地 も巻 物 の よ うに巻 か

れ るであ ろ う。

それで あ るか ら， 異邦 人 よ。悔 い改め て神

の御 前にへ りくだれ 。へ りくだ らない な らば，

神 は その正 義 を以て お前 た ち を責 め た もう。」

(モ ルモ ン5：22-24)

特 に現代 の 人々 に与 え られ た この警 告 を，

私 たちは無 視 して よい もの だ ろ うか 。

モ ロナ イは 父の記 録 に加 えて 次 の よ うに 記

してい る。

「主 の御業 に 反抗 で きる者 が一 人 で もあ るか
。

主の 全権全 能 に逆 ら う者が あ るだ ろ うか。 主

の御業 をいや しむ者 が あ るだ ろ うか 。 ま たキ

リス トの子 らを いや しむ者 が あ るだ ろ うか 。

主 の御業 をいや しむ 一切 の 人 たち よ。見 よ，

お前 た ちは…… 亡 び るの であ る。」(モ ルモ ン

9：26)
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モ ル モ ン とモ ウナ イ は， ニ ー フ ァイ人が こ

の地 の面か ら滅ぼ し去 られ た出来事 の最 中に

これ らの 言葉 を記 したの で あ る。 彼 らは，1私

た ちの時代 も当 時 と同 じ状 態 に な るこ とを知

って い た。

モ ロナ イが 最 後の証 を記 した時 ， この記 録

が今 日の私 た ちに とっ て， どれほ ど重 大 な も・

の とな るか よ く知 って いた。 彼 は私 た ちに，

この 記録 を読 ん で信 じる よ うに と勧告 して い

る。

「そ れが真 実 な ものか ど うか をキ リス トの

御名 に よ って永 遠 の父 な る神 に 問 え。 も し.誠

心誠 意 でそ の上 キ リス トを信 じなが ら問 うな

らば ，神 は聖 霊 の力 に よ って この記録 が確 な

もの で あ る こ とをあな たた ちに示 した も うに

ちが い ない 。」(.モ ロナ イ10：4)

これ がモ ロナ イの最：後 の 言葉 であ る。 モ ロ

ナ イはす で にア メ リカ大 陸 に住む 民 に与 え ら

れ た恐 るべ き神 の警告 の言葉 を書 き残 して い

た。

「この地 はす べ ての ほか の地 よ りも勝 っ て

いる地 で あ るか ら， この地 を所 有す る者 が神

に事 えな い時 に亡 びて しま う……」(イ テル2

：10)

モ ロナ イはニ ー フ ァイ 人が全 滅 した こ と を

例 に取 って ，私 た ちに教 訓 を与 えて い る。 ま

た， ジェ レ ド人の 悲劇 につ いて も記 して いる。

同 じよ うな滅亡 が， まっ た く同 じ理 由 で私 た

ち を襲 うこ とは考 え られ ない だ ろ うか 。

これが モ ロナ イの メ ッセ ー ジで あ る。彼 は

現代 の人 々 にそ の こ とを伝 える ため に ，死 入

の中か らよみ が えっ たの で ある。

モ ロナ.イの民 もア メ リカ 人で あった 。 そ し

て， モ ロナ イの 言葉 は民か ら民 へ， 古代 の ア

メ リカ人か ら現 代 のア メ リカ人へ と語 り継 が.

れて きた 。 その声 は， かつ て古 代 の民 を襲 っ

たあ の恐 ろ しい状 態 に陥 らない よ うに 私 た ち

に告 げ る苦 き経験 の叫 び声 であ る。

モ ロナ イ は， 裁 きの 日に私 た ち と会 っ て 自

ら記 した言葉 を立証 す る と告 げ ている。(モ ロ

ナ イ10：27参 照)彼 は こあ記 録 を携 えて立 証



す る こ とだ ろ う。私 た ちは将 来数 々の書 物 に

よって裁 か れ るが ， その 中の ひ とつ に この モ

ル モ ン経 も加 え られ る。

今， 私 た ちは モル モ ン経 を手 に して いる。

この書 物 は全世 界の 人々 の ために 書か れ た も

の であ り， 神 の メ ッセ ー ジ をすべ ての 人 々に

伝 えるた めの もの で あ る。モ ルモ ン経 は現 代

の人 々に 完全 で明快 な警告 を与 えてお り， こ

の 警告 は真 実 であ る。

この書物 を読 み， よ く祈 ってい ただ きた い。

また， そ こに 記 されて い る言葉 を信 じ， 勧告

に従 って い ただ きた い、 モル モ ン経は確 実に

私 た ち をキ リス トのみ も とに導 くもの であ る。

私 た ちはモ ロナ イの 最 後の 言葉 を記憶 の外

に捨 て去 って よい もの だ ろ うか。神 の 恵みが

あ って， 私 たちが 決 して そ うい う状 態 に陥 ら

な いよ うに， イエ ス ・キ リス トの み名 に よ り

祈 る もの で あ る。 アー メン。

大会出席者 で一杯 のタバナ クル
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1978年10月1日(日)

午後の部における説教

末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会第148回 半 期総 大 会報 告

ブル ース ●R.㍗ コ ン キー 長 老
、

M・ ラ ッセ ル ・バ ラー ド ・ジ ュ ニア

長 老

、

『 ・デ ル ワ ー ス ・，ヤ ン グ長 老

レ トム ・ペ リー長 老

ジ ヨン ・H・ グ ローバ ー グ長 老

ジ ェ イ コ ブ ・デ ィ エ ガー長 老

ス ペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル 大 管長

100



十二使徒評議員会会員

プル ー ス ・R・ マ ッ コンキ ー

啓示を受廿るであろう

主 はすべての子供たちがいと高き所よ リ下

される光明と真理 と知識を得るよ うに望んて

おられる

私 は死すべき燗 に与えられている貝易の中
で最大 の 賜の ひ とつ とされ る もの につ い

てお話 したい と思 う。そ れば至 上 のみ た まの

賜 で あ り， 末 日聖徒 を世 の人 々 と区別 し， 特

異な 民 とす る もので あ る。そ れ は また， 主 が

ご 自分 の 民に 絶 えず与.えてお られ る賜 で あ り，

彼 らが 神 の選 民 であ る こ とを示 す もの で ある。

これ がな けれ ば， いか な る宗教 も存続 す る価

値 は ない ので あ る。

私 は き ょう ここで， 啓示 につ いて， す なわ

ち天 よ りの導 きにつ いて お話 したい。教 会 や

世 の 中 を導 くため.に予 言者 や使 徒 に与 え られ

る啓示 ， また 自分 自身 と家 族 に対す る啓示 に

つ いてお 話 した い と思 う。

私 は この話 を準備 す るにあ た り， 聖 きみ た

まの導 きが あ るよ うに切 に願 い求 め て きた。

今 また，耳 を傾 け る皆 さんの胸 の 内が 燃 えた

つ よ うに， また生 け る炎 に よって皆 さん の心

が開 かれ ，私 の述べ る教 義 と証 が真 実 で あ る

と聖 きみ た まの 力に よ って知 るこ とが で きる

.よ うに心 か ら祈 って い る。

恵 み深 い神 は， この世 に住 む神 の子供 たち

とどの よ うに 交流 な さ るだ ろ うか 。時 間 と空

間 と肉体 の弱 さの中 で限 られ た経験 しか得 ら

れな い この世 に住 む私 た ち 人間が， どう して

限 りな い永遠 の御 方 を理解 す るこ とが で きる

だ ろ うか 。一体 何 を用い れば， この 入間 の 目

で幕 の彼 方 を見 この耳 で永 遠 の神 のみ声 を

聞 くこが で き るだ ろ うか 。

予 言者 が未 来 を見通 す 目を もって あたか も

現 実 に起 きて い るか の ご と く将 来 の出 来事

を語 るのは ま こ とに 奇 しき こ とであ る。 この

肉眼 で この惑 星 の霧や 暗 黒 を貫 き通 し， 天 の

川の 内側 をか いま見 るこ とは実 に驚 くべ きこ

とであ る。取 るに足 らない小 さな人間が 永遠

の御 方 を知 る よ うに な り， 過去;現 在， 未来

.の事 物 を確実 に 見分 け， 永遠 の光栄 の 中に住

む不 死不 滅 の体 を永 久に受 け継 ぐこ どが で き

る.ようにな る とは， ただ 想像 を絶す るば か り

の驚 きであ る。

しか しどん なに不思 議 だ と言 われ よ うとも，

事 実 を変 える こ とは で きない 。 永遠の御 方が

その方 法 を与 え て下 さ ったか らであ る。慈 愛

に満 ちた天 父は 律法 を定 め られ た。 そ して，

私 た ちは その律 法に 従 う時に， 主 の道 を学 び

主の み こ ころ を知 る こ とがで きるので あ る。

その時 代 の予 言者や 使徒 た ちの 言葉 に従 っ

て キ リス トを信 じる者，世 の もの を捨 てすべ

ての 罪 を悔 い改 め る者 ， バプ テ スマの水 に 入

り生 涯主 を愛 し， 主 に仕 え る と誓約 を交 わす

者， これ らの 人々は聖遡 受 け る人々 で

あ る。

Fの 賜 は， 信 仰の 度合 に応 じて， 神会 の御
一 方 を絶 え ざる伴侶 とす るこ との で きる権 利

で あ る。 す な わち， この 賜は聖 きみ たまに よ

・て啓示綬 ける権利であ叫 予諸 ジ・セ

ブ ・ス ミスは次 の よ うに語 っている。『聖 霊 を

受 け る人は， いか な る入で も啓示 を受 け るこ

とが できる。聖 霊 は啓示 を与 える御 方である。」
へ

(ジ ョ セ ブ ・フ ィ ー ル デ ィ ン グ ・ス ミス，

7セαご痂 η8sσ 漉θP%o助 ♂ ノbsθ帥S競 漉 「予

言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミ スの 教 え 」p.328)

啓 示 は 様 々 な 方 法 に よ っ て 与 え られ る 。 し

か し， い ず れ の 場 合 も聖 霊 の 加 こよ る 。 イ エ

ス は 古 代 の 使 徒 た ち に こ う約 束 され た 。 「助 け

主 ， す な わ ち ， 父 が 私 の 名 に よ っ て.つ か わ さ

.れる聖霊 は， あな たが たにすべ ての こ とを教

え ， ま た 私 が 話 し て お い た こ と を ， こ と こ と

く思 い 起 こ させ る で あ ろ う。」(ヨ ハ ネ14：26.)

また，近代の聖典には次のように記されてい

る。麟 薦.凸，懲鉱謡謡鷹 麹 盟 二鱒ζ.と.
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子 とを証 す れば な り。」(教 義 と聖約4217)へ
さ らに次 の よ うな約 束 も与 えられぞいる1.「聖

霊 の力 に よって一切 の事 の真実 であ るか どう

・ご オた た ちに解 る
。」(モ ロナ イ10：5)

人がみ た まの 力に よって変 え られ る時， 主

は ご自分 の 良 し とされ る方 法 で真理 を明 らか

に され るの であ る。

1820年 の春 ，御 父 と御子 は天の とば りを引

き，.ジ ョセ ブ ・ス ミス を訪 れ て時満 ちた る神

権 時代 の幕 明け を告 げ られ た。 この栄 光 に満

ちた御 二 方は， ジ ョセブ ・ス ミスが これか ら

も真理 の内 に と どま り忠実 であ るな らば， 完

全な る永遠 の福音 を回復す る器 とな るで あ ろ

うと約 束 された。

私 たちの先祖 の神， ア ブ ラハ ム， イサ ク，

ヤ コブの神， ユ ダヤ のベ ツ レヘ ム でマ リヤ か

らお生 まれ にな った全 能 の主 な るエ ホバ は，

1836年4月3日 ， カー トラ ン ド神殿 で栄 光 の

内に ジ ョセ ブ ・ス ミス とオ リヴ ァ ・カウ ドリ

に現 われ た もうた。

「その眼 は燃 ゆ る炎の如 く
， 頭髪 白 きこ と

清 き雪 の如 く， その顔 は 日の輝 きに も勝 りて

光 り輝 き， その声 は洪 水 の激す る音 の如 し。

誠 にエ ホバ の御 声 言 いた もう。

われ は始め な り終 りな り。 われ は生 け る者

な り殺 され た る者 な り。 父 と汝 らの間 の仲保

者 な り。 ……
あわれみ

愛憐 を もてわが 民 に姿 を現 わすべ し。

蜘 雄 誠 命客 竈 くゐ ば)一 聯溜われ

，ねが厳 ら.に.現わ一 の毒.をみ.てこ れ

に温 岱.，L⊥工教義 と聖約110：3-4，7-8)

その後 も， ミカ土 ルや ガブ リエ ル， ラフ ァ

エ ル;な ど多 くの天 使 が現われ，「その神権 の

時代 ， その権能 ， その鍵 ， その 誉， そ の威厳 ，

その栄 ，その神 権 の権能 を宣 言 し」(教 義 と聖

約128：21)た 。

モーセ もイス ラエ ル集 合 の鍵 を回復 した。

また， エ ラ イヤ スは 「アブ ラハ ムの福 音」 を

回復 し， 彼 ら とその 子孫 に よって後 の世 の 人

人がす べ て祝福 され るであ ろ う と約 束 した。

さらにエ ラ イジ ャが 現 われ て この地上 で結 ぶ
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こ とがす べ て天 に おい て も永遠 に結 ばれ るよ

うに 結 び 固 め の権 能 を授 け た。(教 義 と聖 約

110：11-13参 照)

ペ テ ロ， ヤ コブ， ヨハ ネは神 の王 国の鍵 を

回復 し， すべ て の 国民， すべ て の造 られ しも

の に福音 を宣べ 伝 え る使 徒職 の権 能が 授 け ら

れ た。 モ ロナ イは モル モ ン経 を世 に あ らわ し，

バ プテ スマ の ヨハ ネはア ロン神権 のす べ ての

鍵 と権能 を回復 した。(教 義 と聖約128：20-

21参 照)

1832年2月16日 ， オハ イオ州 ハ イラム で，

ジ ョセ ブ ・ス ミス とシ ドニー ・リグ ドンは永

遠の世 界に おけ る光栄 の 王 国 を示現 で見 た。

そ して， 死す べ き体 を持つ 人は ほ とん ど味 わ

うこ との で き ない， あふ れ るばか りの恵み と

真理 を受 け た。(教 義 と聖 約76章 参 照)

神 のみ 声 は，私 た ちが 聞 き分 け られ る よ う

に私 た ちの 言語 で語 り， み た まの 力 に よって

人め心 に語 りか け られ る。 そ して， 神 のみ 声

を今 日に 至 る まで， 多 くの 人々が度 々耳 に し

て い る。

主 の教 会 の忠実 な教 会 員 たちは， ほ とん ど

解 決不 可能 と思 われ る問題 に 直面 し， 悪戦 苦

闘の 末に よ うや く解決 策 を見 いだ し， しか も

その決 定 が正 し く，主 のみ 心 にか な うもの で

あ る とい うみ た まに よ る確 信 を数 限 りな く受

けて い る。

また私 た ちは， 啓示 につ い て語 る時 には い

つ も， スペ ンサー ・W・ キ ンボー ル大管 長 に

注が れて い る偉大 な驚 くべ き物 の知 識 につ い

て証 を述べ る。 キン ボー ル大管 長 は，神 権 と，

福 音 に伴 うすべ ての祝 福 と義務 を今 こそあ ら

ゆ る国民， あ らゆる血 族， あ らゆ る 人種 に 伝

えな くて は な らない と述べ て.いる。

まこ とに，聖 霊 は啓 示 を与 え る御 方 であ る。

聖霊 が 語 りか け られ る言葉 は ま さに主 のみ声

であ る。聖 霊 は キ リス トの 使 いで あ り， 代理

で あ る。聖 霊が 語 る こ とは， イエ ス ご自身が

語 りた も うみ言 葉 であ る。

主 は 「神 権 に按手 聖 任 され… た る皆 の者に」

対 して 次の よ うに言 わ れた 。「およそ聖霊 に感



じた る時語 る ところは こ とご と く聖典 の言 と

な.り， 主の 意 とな り， 主の精 神 とな り， 主 の

言 とな り， 主の 声 とな り，世 を救 いに導 く神1

の能 力，とな るべ し。」(教 義 と聖約68：2-4)

現代 は， 「あ らゆ る人々主 な る神す なわち世

の 救 い主の 名 に よ りて 語」 る約 束 され た時代

であ る。(教 義 と聖 約i：20)

髄 義 旦聖徒 恋 ま迎 望 ま縫 雌

を して い たな らば， 「主の民がみ な預 言 者 とな

り， 主 が そ の 霊 を 彼 ら に 与 え ら れ る こ とヒは ，
　 　 ヤ ドト　 　 　　よ　ヨ　ロ　ロや は ロヘロ ドい　

願 わ しい こ とだ」(民 数11：29)と い っモー セ

の願 いはか な え られて い たで あぢ う∵ 一 一　

現 代 は， 神が 「その聖 き 『み だ ま』 に よ り

知 識」 を与 えて下 さ り， 私 た ちが 「聖 霊 の 言

い尽 し難 き賜」 に よ って 「世 の始 め よ り今 日
かつ

に至 る まで嘗て 表 した まい しこ とな き知 識」

を得 られ る時代 で あ る。(教 義 と聖約121：26)

ま た ジ ョセ ブ ・ス ミスが 次の ように語 っ て

いる時代 で もあ る。「神 は ジ ョセ ブに啓示 した

こ とで， 十 二使 徒 に知 らぜ な い こ とは なか っ

黙 一 藷そ・
あ っ て も， そ れ を受 け る こ とが ロ 目巳""れ ば

す'さ ま べてのこと獅 腔 ぞ　ド.ざ凱二...～
σ 盈6痂 η8sげ'勉Pγo帥6'os砂 吻z漉

言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミスの教 え」p.149)

私 た ちは，栄 えあ る福 千年 を待 ち望 んで い

る。 その時 ，「入は もはや，おのおのそ の隣iと

その兄 弟 に教 えて， 『あな たは主 を知 りな さ

い』 とは言 わ ない 。 それは， 彼 らが 小 よ り大

に至 る まで皆， わ た し を知 るよ うにな るか ら

であ る と主 は言 わ れ る。」(エ レ ミヤ31：34)。

しか し私 た ちは今 で も啓示 を受 けて い る。

「われ らは
，す べ て神 の これ まで に啓示 した

まい し こ と，す べ て今 啓示 した もう こ とを信

じ， なお今 よ り後， 神 の王 国につ きて 多 くの

偉 大に して 重要 な る こ とを啓示 した も うこ と

を信 ず 。」(信 仰 箇 条第9条)

主は予 言 者，聖 見者， 啓示.を受 け る者 に，

教 会 と この世 に 関す る ご自身の み こ ころ を明

らかに され る。 ステー キ部や ワー ド部 ， 定 貝

会 の管理 役 員に は その 組織 に必要 な事 柄 を啓

示 して下 さる。 父親や 母 親，子 供 た ちに は，

「知識 り大 いな る宝 ま こ とに秘れたる宝」(教

i義と聖 約89：19)を 明 らか に し， 彼 らを完 成

へ と導 いて下 さるの であ る。

私 た ちが証 を得 ，啓 示 を求め ，予 言の賜 を

熱 心 に求 め る よ うに主 は望 ん でお られ る。 ま

た， み た まの 賜 を得 る こ とを願 い， 主の み顔

を拝す るこ とを望 む こ と も主の み ここ ろで あ

る。

主 は，す べ ての 子供 た ちが い と高 き所 よ り

下 され る光 明 と真理 と知 識 を得 るよ うに望 ん

でお られ る。 また私 た ちが とば りを貫 き通 し，

諸 天 を開 き， 永遠 の示 現 を見 る こ とも主の み

こ ころ なの であ る。

主 は ご 自身 の 口 を通 して 次の よ うな約束 を

与 え られ た.。「その罪 を捨 てて われに来 り，わぬ　 　　 　セゆ チ　　 ヅ　

が 名 を呼 び， わが 声 に従 い，わ が誠 命 を守 る

あ らゆ る人 々は1わ が 面 を見て われ 在 るを知

る こ とあ らん 。」(教 義 と聖約93：1)

これは， 悲 しみ と罪 の世 に死 すべ き肉体 を

持 っ て生 きてい る私 た ちに与 え られ た約 束で

あ る。

も し私 た ちがね たみ と恐怖 心 とを取 り去 っ

て主 のみ前 にへ りくだ るな らば， 主 が言 われ

る よ っに とば りは 開か れて 私 たち は主 に まみ

え，主 の存 在 を知 る こ とが で き るので ある。

(教義 と聖 約67：10参 照)

これは私 たち聖 な る神権 を持 つ者す べ てに

与 え られ て いる特 権 であ る。

肉欲 に従 う人や ，神 と心 の波長 が合 わ ない

人に は， これ らの 約束 は意 味の わか らない外

国語 の よ うに思 われ るか もしれ な い。 しか し，

天 か らの光 明 を受 け， その心 が 燃 えて いる 人

人に は， その約 束 は決 して燃 え尽 き るこ との

ない しば の よ うな もの とな るであ ろ う。私 た

ち と同 じ使 徒 で あ り， 同 じ主に 仕 える証 人で

あ るパ ウロは 次の よ うに記 している。「神のか

か わ る事柄 は神 の 御霊 を受 け た者以 外に だれ

も知 る こ とは で き な い 。」(霊 感 訳1コ リン ト

2：11)

こ こ で 厳 粛 に 証 を述 べ させ て い た だ き た い 。
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しか も， み た まに よ って この証 を述 べ る。 こ

れ らの教義 は真 実 であ る。主 な る神 は そ の民

の頭 に正 義の 雨 を注 ぎ， 民 が万 物 を知 り尽 く

し，神 ご 自身 と同 じよ うにな る完成 の 日が訪

れ る まで これ か ら も引 き続 きその 雨 を注 がれ

るこ とであ ろ っ。 イエ ス ・キ リス トのみ 名に

よ り申 し上 げ る。 アー メン。

七 十 人第 一 定 員 会会 員

ジ ョ ン ・H・ グ ロー バ ー グ

「お か え り
， フ エ リ ー ラ 」

人間に関する神のみ業 にはいささ'かの偏見

も気まぐれもな い

愛 す る兄弟 姉妹 の皆 さん・ この世 にお い て
も来 るべ き世 に お いて も幸福 を得 るため

に欠かせ な い大切 な もの が あ る。 その こ とに

つ いて これ か ら皆 さん と一緒 に考 えた い。 そ

の間， 私 たちの心 に主 の み た まが 注 がれ る よ

うに， 皆 さん の信 仰 と祈 りをお願 い したい 。

人類 全体 に とって も，私 た ち各 個 人に とっ

て も， 今一 番必要 な こ とは， 創造 主 に対 して

よ り大 きな， よ り強 い信仰 を持つ こ とであ る。

神が文 字通 り私 た ちの御 父 で あ り，慈 悲 深 く，

公平 な御方 で あ り，私 たち を理解 し， 私 た ち

の必要 を知 ってお られ る。 この知 識 は， 私 た

ちの最：も貴 重 な宝 であ る。 そ して この宝 を得

るために は，信仰 ， しか も強 い信 仰 が必 要 で

あ る。

物事 が順 調 にい って い る時 は， 神 を信 じる

こ とは容易 な よ うに 思 われ る。 しか し， 成長

す るには，.神経 を張 りつ め， 努 力 をす る こ と

が 必要 で あ る。信 仰 を強 め るた めに は， 信仰

を働かせ ， 試 しに耐 え る必要 が あ る。

私 た ちの 多 くが経 験す るひ とつ の試 しは，

明 らかに 自分 では ど う しよ うも.ないこ とや，
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不 公平 と思 われ る よ うな出来事 に遭遇 す る時

で あ る。

例 えば，私 はこれ ま で体 の機能 の一 部 が麻

痺 して い る人 を見 ていつ も心 を動 か.され て き

た 。 そ して皆 さん と同 じよ うに， なぜ この よ

うな こ とが起 こるの だ ろ うか と考 えて きた。

事故 に遭 った り， 大病 にかか った り， 家族 が

不慮 の死 を遂 げた り， ある いは知 恵遅 れや 身

体 障害 の子供 が 生 まれ た り， そ のほか 説 明 し

が た い よ うな 出来事 の経 験 を持 つ 人々 は， 二

度 とその よ うな こ とが起 こ らない とい う保 証

を求 め て私 た ちの とこ ろへ 来 る。

聖 典 に は御 父の許.しが な けれ ば，一 羽 のす

ず め も地に 落 ち るこ とはな い と言 われ て い る。

(マ タイ10：29参 照)私 も皆 さんと同 じよ う

に， この聖 句か ら大 きな慰め を得 て きた 。私

た ちは この聖 句 を信 じてい る。 しか し， い ざ

自分の 愛す る人や 友 人 たち に災 いが降 りかか

れ ば， なぜ だ ろ うか とい う疑 問が わ いて くる

の で あ る。私 はすべ て の答 え を知 って いるわ

けで はな いが， これか らお話 す る数年 前 の経

験 が， その よ うな疑 問 と闘 って い る人々 に と

って何 らか の助 け にな るの では な いか と思 う。

太平 洋の あ る小 島に住 む信 仰篤 い家 族 に女

の子が 生 まれ た。 その子 は フ ェ リー ラ と名付

け られ た。 この恵 まれ た霊が この世 に誕 生 し

た時， 大 きな喜 び と幸せ が訪 れ た。 ところが ，

間 もな くこの子 に 問題 のあ る こ とが分 か っ た。
.頭が 異常 に大 きか

った 。医師 は水 頭症 と診断

した 。脳の 損傷や 異常 はなレ・か な ど， いろ い

ろ と医師 た ちは心配 した。 熱心 な断 食 と祈 り

の 後， 長老 定 員会会長 は さっ そ く支部 長 に そ

の こ とを話 した。 支部長 は地 方部 長 に， 地方

部 長 は事 態 の確認 を行 な ってか ら伝 道部 長 で

あ った私 の とこ ろへや って きて， 何か 助 け る

手 立 てが ない だ ろ うか と尋 ね た。

医者 に尋 ね る と， 現地 で はほ とん ど手 の施

しよ うが ない とい うこ とで あ った。 そ こで方

方 に手 紙 を書 き，情 報 を交換 し， レン トゲ ン

撮 影 を行 な って分析 も した 。 問題 は， 山積 さ

れてお り，なすべ きことは沢 山あった。落 ち着



か な い毎 日が過 ぎ， よ うや く解 決 の糸 口が 見

えて きた。 退院 して も 自宅 療養 が何 年 続 くか

分 か らな い とい うのに ， ソル トレー クの あ る

家族 が ， その子 を引 き受 けて くれ る こ とに な

った ので あ る。医 師 たち の意 見 はそ の子が 完

全 に 回復す る見込 みが あ る こ とで一 致 し， 病

院側 として も付 きっ き りで治療 にあ た る こ と

を決 め た。航 空運 賃 の ため のカ ンパ が行 な わ

れ， 地元 の旅 行者 が その子 を病 院 まで連 れ て

行 って くれ る こ とに な った 。 しか し， それ で

すべ てが 解 決 した わけ では なか っ た。査 証や

旅 券 ，健 康証 明 書， 予約 な ど， まだ まだ問i題

は 多 く残 され てい た。

その 間， そ の子 の家族.長 老 定員 会， 支 部

の全 員 が 断食 と祈 りを続 け て い た。 そ うす る

うち に も出発 の 日が だん だん と近づ いて くる。

そ んな あ る朝 ，私 は， ほか に も差 し追 った

仕事 を多 く抱 え てい たが， 今す ぐそ の子 が 出

発 で きる よ うに努 力す る必 要 が あ る と強 く感

じた 。 そ こで国 際電話 をかけ た。領 事 館 はつ

いに査 証 の発 行 を許可 して くれ，航 空会社 の

予 約 も特 別 にで きた 。旅券 係 の 人が正 規 の手

続 き を省 略 して くれ たか らであ る。 ほか に も

多 くの 人々 の協 力 と助 け が あ って よ うや くす

べ ての準 備 が で きた。

いつ もな らば だれ か使 いの者 をや って書類

に琴 族 の署 名 を も らって くる とこ ろで あ るが ，

この時私 は 自分 で行 って支部 長 に会 った方が

よい と強 く感 じた 。 そ して午 後 早 くに， 彼 が

教 え てい る学校 の近 くで支部 長 に会 った。 彼

は外 でひ と りで立 っ てい た。

私 はす ぐさ ま彼 の ところにかけ寄 った。 「何

が あ ったか 分 か ります か。 すべ て うま くい っ

たん です 。奇跡 です。 フ ェ リー ラは あす 出発

で きます 。す ぐに ご家族 に知 らせ て あげ て下

さい 。」

しか し支部長 は さ して喜 ぶ様 子 もな く， じ

っ と私 を見詰 め て いた。 私は 一瞬 ，喜 び の気

持 ちが うすれ て ゆ くの を感 じた。 「本 当 です 。

確 か に時 間、は掛 か りま した し，が っか りす る

こ とも沢 山あ りま した。 で も今度 こそ本 当に

フ ェ リー ラは行 け るのです 。一 体， どう した

の ですか 。」

私 は 自分 の心 が支部 長 の鋭 い まな ざしに さ

し貫 か れ るの では ないか と思 っ た。 ゆ っ く り

と， 彼 は フ ェ リー ラが 死 ん だ こ と をお もむ

ろに告 げ た。すべ ての用 意が 整 い， 大勢 の人

々が奉仕 の心 に燃 え，一致 と無私 の気持 ちが

最 高 に高 ま り， み んなが これ以上 は ない とい

うほ どの犠 牲 を決意 し， 人 々の気持 ちが最 も

盛 り上 が った 。 その朝， 幼 いフ ェ リー ラはひ

っそ りと世 を去 ったの で ある。 あれ ほ ど大勢

の人 々が 断食 をし， 祈 り， よ り良い 治療 が受

け られ る ように努 力 した とい うのに 。

その フ ェ リー ラが死 ん だ?そ れ も今 朝?，

あ んな に骨折 り， 時 間 を掛 け， 断食 と祈 りを

したの に， あん なに 強い気 持 ち を感 じた のに

すべ てが 無.に帰 して しまった のだ ろ うか 。い

や， そん なはず は ない。

支部長 は私 よ りも強 い信 仰 をもって いた。

彼 は私 をまっす ぐに見詰 めた まま信 仰 ある励

ま しの言葉 を残 し， それ か ら静 か に学校 の方

へ 引 き返 して行 っ た。

私 はひ と りそ こに取 り残 され た。 あるいは

そ う感 じたのか も知 れ ない。 ほ こ りっぽい道

を重 い足取 りで歩 きなが ら， 私 は考 えた。 な

ぜ?な ぜ だ ろ う。 あれ ほ ど大 勢 の人 々の善意

と強 い信仰 と心の一 致 もあっ たのに， なぜ だ

ろ う。

太 陽 は輝 いて いた。 そ よ風 はや しの葉 をひ

らひ ら と落 とし， 澄 み きった青 空 を背景 にお

だや か な雲 をゆ った りと押 し流 していた 。私

は その輝 き とそよ風 の暖 か さを感 じた。す る

とあ る感 情が わいて きた。地球 は 美 しい。生

命 は永遠 に続 くのだ 。続 いて 自分 の身 に何が

起 きたのか十 分 に説 明 で きないが， その 一部

を知 ってもらうこ とは で きる と思 う。 「み た ま

に よって 力が尽 きて しまい そ っだ っ た」 と言

うのが 一 番近 い表現 で はな いだ ろ っか。 まる

でだ れか に手 を引 かれ て高 い所 に連れ て行か

れ ， 「見 な さい」と言 われ た ようで あった。見

る と， 想像 を絶す るよ うな壮 大 で美 しい光景
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が 眼前 に広 が っ た。 その時や さ し く，慈 愛 に

あふれ た， それ でいて 大 自然が 静 ま りか え り，

聞 き従 うよ うな力 強 い声が 聞 こえ た。

「おか え り，.フェ リー ラ， 我 が娘 よ。お 前

を愛す る者 たちが お前 の ため に求 め た安 ら ぎ

を得 る所 に， よ うこそおか え り。私 は 彼 らの

祈 りを聞い た。彼 らは お前 の ため に断 食 を し，

愛 を示 した。 私 はそれ に答 えよ う。お か え り，

わが娘 よ。 お前は 人生 の使 命 を終 え たの だ よ。

人々の心 は和 らげ られ ，霊 は高 め られ ，信 仰

が 強め られ た。 さあお い で， フ ェ リー ラ。」

主は 彼女 を知 ってお られ た ノ主 は彼 女 の名

を知 ってお られ たの であ る。主 は フ ェ リー ラ

のすべ て を， そ して周 囲の 人 々の こ とを知 っ

てお られた 。御 父の愛 は何 と完全 無欠 な のだ

ろうか 。主 は祈 りを聞 い てお られ た。 そ して

一番良 い方 法 を とられた の であ る
。主 はす べ

て を知 ってお られ た。 これ まで その こ と を信

じて はい たが，心 か らそ う思 っ た こ とは なか

った 。私 たち 入間の理 解 を超 え る何か 不思 議

な方法 で， 主はす べ ての こ とを知 り尽 くして

お られ るの で あ る。

なぜ なの か とい う私 の疑 問 ，公 正 と道理 を

求 め て納得 で きなか っ た私 の 思 いが， その一

瞬完全 に消 え去 って しまっ た。疑 問 な どは ま

った くの場違 いで あっ た。 グラ ン ドキ ャニ オ

ンをス プー ンで掘 ろ う とす る よ うな見 当違 い

な もの であ った。

私 た ちはヤ コブ の言葉 を忘 れ ては な らな い。

「ごらん
，主 の御 業 は本 当に偉 大 で驚 嘆す

べ き事 であ る。 また主 の奥 義 が何 と深 くて，

隅 々 まで知 ろ うとしで もむつ か しい こ とよ。

それで あるか ら，主 の な した も うこ とを一切

知 るの は とて も人 間業 でで きるこ とで はな い。

主の 道が 啓示 され なか った な らこれ を知 る者

は一 人 もな い。 そ れで あ るか ら兄弟 た ち よ，

神の 下 さる啓示 を軽 ん じて はな らない 。… …

主 に向 って勧 め を しよ う とは しない で主か

ら訓 戒 を受 け よ う とせ よ。 ご らん， あ なた た

ちは主が 智恵 と正 義 と大 きな隣 み と を もって，

造 りた もうた万物 を勧 め戒 め て治 めた も って
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い るこ とを知 って い る。」(モ ル モ ン経 ヤ コブ

4：8，10).

私 は，、永遠 の 中に は完全 な正i義が存 在す る

こ とを証 す る。 人間 に関す る神 の み業 に はい

ささか の偏見 も気 ま ぐれ もない。 そ こに は，

一 貫性 と調和 と完 全が ある
。

あ る入は こ う言 うか も知 れ な い。「しか し，

私 た ちは この何年 間 もず っ と熱心 に断 食 と祈

りを続 けて きた 。主 は この上 ，何 を期 待 され

る とい っの だ ろ っか」 と。

い ろい ろな答 えが あ る と思 う。 しか し私 の

答 えは ただ ひ とつ であ る。主 は もっ と大 きな

こ とを求 め てお られ る。 それ は あな たに永 遠

の祝 福 をもた らす もの であ る と。 これ が私 の

答 え であ る。私 た ちが永遠 を理 解 し始 め る時，

まっ た くの新 しい価値 観 を持 つ よ うにな るか

らで あ る。

人 々 を思 いや る責任 と特 権 と機 会 をお持 ち

の 皆 さん方 が，長 い歳 月の経 験か ら， 主 の思

い を悟 るこ とが で き るよ うに願 って い る。

失望 してはな らない 。主 に助 言 し よ っとし

て は な らない。決 め るのは主 で あ って， あ な

たで はな い1主 は 人の心 を知 り， 人に必要 な

こ とをすべ て御 存 じで あ る。主 は 人の思 い を

測 り， その思 い を知 っ てお られ る。

他 人 を思 いや る時， その量 ，質 ，程 度， 期

間 のすべ てが大切 であ る。 なぜ な ら神 の知 恵

の中 では， 他 人 を思 いや るこ とか ら信 仰 が生

まれ るか らで あ る。

願 わ くは私 た ちすべ てが幼 いフ ェ リー ラを

身に受 け る こ とが で きる よ うに， フェ リー ラ

は大勢 いる。知 能 の遅 れた子 供， 虚 弱 な人，

霊 的， 肉体 的 に特別 な助 け の必要 な人， 老 人

や 子供 たち， この よ うな人 々は 皆私 た ちの心

を愛 で和 らげ， 心 にや さ しさ を育 み ，他 入 を

思 いや るこ とに よって 自己 の価値 を認識 させ ，

と りわけ全知 全 能 の神へ の信 仰 を強 くして く.

れ る。神 こそ持 て るすべ て を人々 のため に捧

げ， 永遠 に生 き， 永遠 に支 配 し， そのふ む道

は永遠 に かわ らぬ一 す じの御 方 で あ る。 イエ

ス ・キ リス トの聖 な るみ名 に よ り申 し上 げ る。



ア ー メ ン 。

七十人第一定員会名誉会員

S・ デル ワー ス ・ヤ ング

「入よ
，彼 はささ に

よい事のなんであるかを

あなたに告 げられた」

「昇栄を可能 にする儀式」を受 け
，「昇栄を実

現さ'せる」福音の行動規範 に従 う

初 め に証 を述べ たい と思 っ・先 程 マ ・コン
キー兄 弟が 述べ られた 原則 の通 り， この

2日 間 に私 と同僚 たちが受 けた 召 しは，33年

前 に私 が受 け た召 し とま った く同 じ主 の霊感

に よ る こ とを，証 申 し上 げ る。皆 さん にそ の

こ とを知 って いた だ きたい と思 う。

科 学 が驚 異的 な進 歩 を遂 げて い る今 日，私

は 自分 の子 供時 代 の こ とを よ く振 り返 って み

る。 これ は老 いた る人 間の常 と言 うものだ ろ

うか。

ソル トレー ク ・シテ ィー の東4番 街 と5番

街 の 間に南7番 街 とい う通 りが 走 って い る。

そ こに古 びた一 部屋 しか ない第2ワ ー ド部 の

集 会所 が あ った。 この ワー ド部 に はデ ンマ ー

ク出 身の教 会員 た ちが集 って いた 。 その ワー

ド部 の ヒー バー ・C・ ア イバー ソン監 督は デ

ンマ ー ク語 を話 す こ とが で きた。 断食集 会 で

は，聖 徒 た ちが覚 え たばか りの 英語 を使 って

四苦 八苦 しなが ら証 を述べ るの で， 私 に はな

か なか 理解 で きない こ とが 多か った。 日曜 学

校 に な る と，針 金 をひいて 緑色 の カー テ ン を

下 げ， 部屋 を幾 つ かの クラ スに分 け た。 自分

の教 師の話 に興 味 が ない時 は， ほ かの5つ の

クラスの どこで も好 きな話 に耳 を傾 け るこ と

が で きた。 また， カー テ ンの 向 こ うか ら私 を

つ つ く少年 が い て， その 少年が だ れか 言 い 当

て る こ とに興 じた もので あ る。

そん な少年 時代 に も，私 は 自分 の救 い を可

能 にす るの は 自分 しか ない こ と， た とえ救 い

が 得 られ な くて もそれ は他 人のせ い ではな い

とい っこ とだけ は分 か って いた。今 ， その 原

則 をど こで教 わっ たのか は っ き り覚 えて いな

いが， 第2ワ ー ド部 で聞 い た証や ， 日曜学校

の クラス あ るいは家庭 で両親 か ら聞 いた証，

さ らに， 当時何 回 も繰 り返 し覚 えた信仰 箇条

第2条 か ら学ん だ ので はな いか と思 う。信仰

箇 条 第2条 にはこ う記 され てい る。「われ らは，

人は皆 各々其 身 に てな した る罪 に対 して罰 を

受 け， ア ダムの省 に対 して罰 を受 け ざ るこ と

を信 ず 。」

私 は子供 心 に も良い 人に な って その罰 を受

けな い よ うに しよ うと決 心 した 。罰 とい う言

葉 を私 は いつ も耳 に してい た。 父 と母 はお尻

を打つ 前 と後 に必 ず この言葉 を使 ってその わ

け を説 明 した。 私 は良 い こ とで も悪 い こ とで

も自分 の行 動 の責任 は 自分 で と らなければ な

らな い こ とをは っ き りと教 え られて成 長 した。

しか し， 十戒 や 山上 の垂 訓に よって定め ら

れて い た人間 の行動 が， 私 が大 人に な る頃 に

はか な り人の思 いつ きに左 右 され る ようにな

って い るこ とが 分 か った。 人は 自分 が一番 よ

い と思 うこ とをす れば よいのだ とい うのが ，

その 口実 で ある。 明 らかに 十戒 は忘 れ られて

い る。 しか し， 十 戒は な くな った わけ ではな

い。 十戒 は今 も， 永遠 の生 命， す なわ ち永遠

の幸福 と喜 びへ 人 を導 くか が り火 であ る。

私 は十戒 の簡 潔 で しか も厳格 な言葉 に， い

つ も畏怖 の 念 を抱 い てい た。 そ して人 々の行

な い を見 るたび に， その言 葉 は鋭 く心 を刺 し

た。 ここで， ア ビナ ダ イが ノア王 に述 べ た十

戒の 言業 を引用 してみ た い。

1.汝 はわ れの ほか に何物 を も神 とすべ か ら

ず 。

2.己 が ため 何 の偶像 を も造 るべか らず 。
いたず

3.汝 は徒 らに 汝の神 なる主 の名 を 口にす る

べ か らず 。

4.安 息 日を.大切 に憶 えて聖 日 とせ よ。

5.汝 の父母 を敬 え。

6.汝 殺 すべ か らず 。.
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7.汝 姦 淫 す べ か ら ず 。

8.汝 盗 む べ か らず 。

9.汝 偽 りの 証 を立 つ べ か らず 。
むさぽ ド

10.汝 貧 るべか らず 。(モ ー サヤ12：35-36，

13：12-24参 照)

ア ビナ ダ イは， こ の十戒 が彼 らの 「心 に記

され て いな い」(モ ーサ ヤ13：11)こ とを知 り，

ノア王 とその 家来 た ちに告 げ た ので あ る。

しか し十戒 は モーセ が シナ イ 山の雷 と稲 妻

の ただ 中で造 り主 とまみ えた 時以 来， 不 変の

言 葉 と して なお も存 続 してい る。

現 代 は，十戒 に従 うこ とが是 非 と も必要 な

時代 であ る。 そ の うち5つ は教 義 と聖 約 の42

章 に繰 り返 され， ほか の戒 め も別 の章 に述べ

られて い る。 私 は幼 な い時か ら， それ をみ な

守 ろ う と努め て きた 。

ところで， 若 い父親 たちに 申 し上 げ るが，

父母 を敬 え とい う5・番目の戒 め を， 時間 を取

って子供 たちに教 えて いた だ きた い。

私 たち は子 供 に うそ をつ いて は な らな い，

盗 ん では な らない と教 え る。 しか し青年 期 の

反抗 が父母 を敬 え とい う戒め を明 らか に破 る

こ とであ るこ とを理解 させ る努 力が 足 りない

ようであ る。 この戒 め を効 果 的 に教 えるに は，

両 親が まず敬 われ るに値 す る生 活 を しなけ れ

ばな らな い。 自分の 父親 が誠 実 な 人で は ない

こ とを知 れば， それ は子 供 た ちに とって致命

的で あ る。

あ る 日，私 は ミカ書 を読 ん で いた 時 に， 自

分 の行動 規 範 を告 げて い る と思 われ る言葉に

ゆ きあた った。 それ を引用 してみ よ う。 その

言葉 は今 で も私 の心 に最 良 の もの を呼 び覚 ま

して くれ る。

「人 よ
， 彼 は さ きに よ い事 の な ん であ るか

をあなた に告 げ られ た。主 の あな たに求 め ら

れ るこ とは， ただ 公義 をお こ ない ， いつ くし

み を愛 し，』へ り くだ って あな たの神 と共 に歩

む こ とで はな いか 。」(ミ カ6;8)

「公義 をお こな うこ と」一 私 は それ を望 ん

でいる。 「いつ くしみ を愛す るこ と」一私 の心

はその思 いで い っぱ いで あ る。 また 「へ り く
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だ って あ なたの神 と共に 歩む こ と」 に よって

私 は一層 神 に近づ くこ とが で きる。 この教 え

は教 義 と聖約11章12節 に繰 り返 され てい.る。

私 は， ジェ シー ・エバ ンズ ・ス ミス姉 妹 が

.タバ ナ クル合 唱 団の 中 で独 唱 す るの を聴 いた 。

彼女 の歌 声 を聴 く人は皆 ， こ の教 えに従 って

生 活 し よ うと決 意 した こ とだ ろ う。詩 篇24篇

の 中 で， 詩 篇作 者 は まず ふ たつ の こ とを尋 ね

て い る。 「主 の 山に登 るべ き者はだれか 。その

聖 所 に立つべ き者 はだれ か。」その答 えは驚 く

ほ ど簡 明 であ る。 「手が 清 く，心のい さぎ よい

者 ， その魂 が むな しい事 に望 み をか け ない者 ，

偽 って誓 わな い者 こそ，そ の人 であ る。」そ し

て 次 に この約 束 が来 る。「この ような人は 主か

ら祝 福 を うけ， そ の救 の神か ら義 を うけ る。」

(詩 篇24：3-5)こ の あ と詩篇 作者 は， 「こ'

れ こそ… …神 の， み顔 を求め る者のや か らで

あ る」(詩 篇24：6)と 断言 してい る。

正 義 を表わす これ らの特質 を述べ た言葉 は ，

隣 人 との 日々 の交 際の 中 で直面 す る様 々 な事

態 に， そ の道標 と して胸 に刻 み 込ん でお くべ

き言葉 で あ る。そ うす る時 に， 予言 者 ジ ョセ

ブ ・ス ミスが私 た ちの生 活 の標 準 は 「正 直，

真 実， 貞潔，慈 善， 高徳 なるべ きこ と， お よ

びすべての人に善 を行 うべ き」(信 仰 箇条 第13

条)こ とであ ると宣 言 した教 えに従 うこ とが

容 易 にな って くる。清 い手 とい さぎ よい心 で

正 義 を行 な い， いつ くしみ を愛 し， 空 しいこ

とを求め ず，へ り くだって 歩む な らば， 十戒

に背.く誘 惑は なか なか 入 って 来な いはず で あ

る。

十 戒に 従 って徳 高 い義 の生活 を求 め る人 は，

私 たちの救 い主で あ る神 の御 子 につ いて知 る

とい う高価 な真珠 を見 い だ し， そ れに よ り喜

び を得 るで あ ろ う。 この こ とを私 は証す る。

さらに隣 人 を愛 し，隣 人 に仕 え るな らば， そ

の 人は真珠 の 鎖 を もいた だ き， 天 父 とあの救

い主 のみ 前 で永遠 の生 命 を見 いだす であ ろ う。

私 た ちは昇栄 を可能 にす る儀 式 を受 け てい

る。

そ して昇栄 を実 現 させ る行動 規範 に従 って



い る。

この ふ たつ の事 柄 を忠 実 に守 り， 従 っこ と

は， 取 りも直 さず主 な る神 を敬 い， 神 の戒 め

を守 り， キ ンボー ル大管 長 を神 の予 言者 と.し

て支 持 す る とい う証 を述 べ る こ とであ る。私

は 主 イエ ス ・キ リス.トが ま こ と.に私 た ち の救

い主 であ る こ とを証 し， これ らの願 い を主 の

聖 な るみ 名に よって 申 し上 げ る。 アー メン。

七 十 人第 一 定 員会 会 員

M・ ラ ッ セ ル ・バ ラ ー ド ・ジ ュ ニ ア

霊の成長

私たち は子供たちの永遠の成長のため に，

注意深 く， しっかりと した霊の訓練 を行なっ

てゆかな ければならな い

私 は全貝を代表し.て・私たちがヤング長老
を敬 愛 して い るこ とをお伝 え した い。

私 は先 日， 初孫 を両 手 に抱 い た折， 生 まれ

た ばか りの わが子 を抱 いた時 と同 じ感動 を味

わ っ た。 も う何年 も前 の こ とに な るが， 生 ま

れ て間 もないわ が子 の あ どけな い顔 を見つ め

て い た時，私 の 心 に こんな 思 いが わい て きた

もの であ る。 この子 は一 体 どん な 人に な るの

だ ろ うか。 天父 は この子 に この世 で何 を成 し

遂 げ る よ うに望 ん でお られ るのだ ろ うか」 と。

多分， 子供 を持 つ 親 であ れば， 幼 な子 を.両腕

に抱 き， 同 じよ うな こ とを考 え た経験 が お あ

りだ と思 う。

スペ ンサー ・W.・ キ ンボー ル大 管長 の父君

は， は じめ てそ の幼 な子 を.抱い た時， その子

が前世 で予任 され た霊 としてや って きて， い

つか 成長 し霊 的 な力 と強 さ を具 え， この よ う

な大 会 に予 言者 と して， また末 日聖徒 イエス ・

キ リス ト教 会の 大管 長 として 出席す るこ とを

想像 した だ ろ うか 。兄 弟姉妹 の 皆 さん ， あな

たの家 庭や あな たの身近 にい る子供 たち の 中

に， あな たの教育 を受 けて， 将 来教 会幹部や

ステー キ部 長， 監督 ，扶 助協 会 会長 ，初等協

会 会長 に な る準備 をなすべ く， あ なたの もと

へ 送 られ て きた霊 の子供 が い る こ とだ ろ っ。

どこかの 家庭 に， 現在 予 言者が 腰掛 け てお ら

れ るそ の席 に着 くよ.うに 召 され る霊 が， 天父

の み も とか ら送 られ て いるは ず であ る。 将来

の予 言者 を教 えて いる人 が だれ であ るか は分

か らないが， ど うか彼 を よ く導 いて いただ き

たい。今 日， キ ンボー ル大管 長が 私 たち を愛

してお られ る と同 じよ うに， 主 と聖典 と， そ

して隣 人 を愛す る ように教 えて い ただ きたい

と思 う。

子供 が 自分 の永遠 の責 任 を果 す こ とが で き

る よ うに霊 的 な備 えを させ るため に，私 た ち

は何 を した ら よいで あ ろ うか 。最 も包括 的 な

答 えは，福 音 の 原則 に どの よ うに従 って生活

す れば よいか を教 える， とい うこ とであ ろ う。

良 い教 師 とな るに は， 良 い聞 き手 となる こ と

が 必要 で ある。個 人的 な経験 に な るが，.私の

長 男の クラー クが4歳 の時， ち ょっ とした い

たず ら を した。 そ れは 父親 が注意 しなけれ ば

な らない類 の こ とであ った 。 そ こで私 は彼 を

寝 室 に連 れて行 き， その よ うない たず らを二

度 と して は な らない とその理 由 を説 明 し， 言

い聞 かせ た 。 ととろが 私 の長 い説教 が終 わ る

と，茶 色 の 目を した この幼 な子 は私 の 目を じ

つ と見つ め て言 った 。「で も，パパ 。.ぼく， そ

ん な こ として いない よ。」彼の まな ざし を通 し

て霊 が私 に語 り掛 け， 私 は それが うそでは な

いこ とを知 っ た。私 は わが子 を抱 き上 げ， そ

して謝 っ た。主 のみ た まは， わ ずか4歳 の子

供 を通 して，私 に語 り掛 け， その 日， 私 は息

子 か ら大 きな教 訓 を学 んだ ので あ る。 いか な

る時 であ って も良 い聞 き手 に な りな さい。

天 父が霊 の子 供 た ち をこの地 上 に送 り， こ

の短 い期 間私 た ちに託 して下 さ った天 父の永

遠 の 計画 を親 た ちが理 解す るこ とは，何 と大

切 な こ とだ ろ うかρ 考 えてみ て いただ きた い。

人 間の 中に は， 天の愛 す る永遠 の父母 か ら生

まれ た生 け る霊 が宿 っ.てい るの であ る。両 親
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が その こ とを気付 いて い るな らば， 永遠 の 関

係 と人生 の 本 当の 目的に 添 って子 供 た ち をよ

り良 く導 くζ：とがで きるで あ ろ う。心 あ る親

であ るな らば，家庭 に忍 び寄 り， その永 遠 に

続 く家族 の行 く末 を断 ち切 ろ う とす る暴 言や

虐待 を許 さない であ ろ う。

あ る子 供 た ちは運動 能 力 にお いて は 多少 の

不 利 な条件 を負 って生 まれて くるか もしれ な

い。 しか し霊 の成長 にお いて はみ な 同 じで あ

る。主 の永遠 の計 画 の中 で ，恐 ら く家 族 の他

の人々 の霊 的 な成長 のため に， 障害 を持 っ た

その子の 存在 が必要 なの だ ろ う.。今 日，私 は

ある素晴 らしい家族 か ら， そ の家 の少 女 を歌

った次の ような詩 をいた だい た。

見 え ない 目で世 界 を見つ め る この子 ，

しか し霊 の こ とは隠 され て いな い。

苦悩 を負 うこ とを選 んだ お ま え，

幕 の こち らか ら見 る人に は，

お まえ の霊の 重荷.はない 。

天 父に は，お まえは ま った く健 や か なの だ。

お まえ はだれ で どん なにす ぐれて い るの か，

幕 の こち らで は，知 る人 はい な い。

お まえ こそ， こ よな き所 にい る， こよな き

霊 だ。

お まえ を見 る人た ちは

そ こに天使 の面 を見 るのだ 。

(エ ド ・ジ ョイナー 「ビ ッキー ・ア ン」

未刊)

天 父 の永遠 の霊 の子供 に肉体 を与 え る父，

母 とな る特 権 を私 た ちに与 えて下 さ った天 父

の大 きな信 頼 につ いて考 え る時 ，私 は 畏敬 の

念 を感 じずに はお られ な い。私 た ちは 天父 が

私 たち一 人一 人に深 い 関心 を寄せ てお られ る

こ とを忘 れて はな らな い。 そ して 人間 は それ

ぞれ 神 の永遠 の 計画 の 中で どれ ほ ど大切 な存

在な のか を よ く認識 す る必要 が あ る。私 た ち

が一 人一 人の大切 さ を理解 す る時，私 た ちは
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親 として神 聖 な責任 に対 す る導 き と指示 を，

心 か ら天 父に祈 り求 め る こ とが で き る。 主 は

言わ れた 。「これ わが業 に してわが栄 光，す な

わ ち人に不 死不 滅 と永遠 の 生命 とを もた らす

な り。」(モ ー セ1：39)こ の言葉 は， この世

の父母 が大 い な る生 命 の永遠 の計 画 の中 で家

族 一 人一 人に とって非常 に重 要 な役 割 を負 っ

てい る こ とを表 わ して い るよ うに思 われ る。・

人 の肉体 は， 親が それ ほ どの こ とを しな く

て も大 人 の体 に成長 す る。子供 が適 当に休 養

と運 動 と食物 を取 れ る よ うに気 を配 って いれ

ば， 肉体 は定 め られ た通 りに完全 な大 人 の体

に成 長す る。 そ うす る内 にや がて私 たち は肉

体 の衰 え を感 じる よ うに な る。 なめ らかだ っ

た 肌に しわが 見 え，頭 髪 には しらが が ま じり

は じめ， やが て見事 な 白髪 とな る。 この よ う

な老 化 をた ど りなが ら ，人はや がて 死 を迎 え

るの で あ る。 そ の時， 人間 の永 遠の 霊 は この

世 の 住 まい を離れ， 天 父の み もとへ 帰 って行

く。

あ る両 親は子 供 のた めに すべ ての物 質 的欲

望 を満 たす の に夢 中に な り， この世 の こ とは

す べ て う ま くい ってい る， さらに永遠 の責 任

もすべ て順 調 に果 たせ てい ると思 い込 ん で い

る。 しか し，子供 をぜ いた くに育 て す ぎ る と

霊 的 な価値 観 を鈍 らせ ， 永遠 の 見地 か ら物 事

を判 断 す る力 を失 わせ る恐 れが あ る と私 は思

う。私 た ちは時 々立 ち 止 まって， 自分 の子 供

が どれ だけ霊 的 に成長 して い るか ， よ く気 を

付 けて み る必要 が ある と思 う。 自分 は子供 の

霊 を養 い，育 て， 訓練 して'いるだろ うか。子

供が 霊 的 な力 を増 す よ うに， どれ ほ ど教 え，

愛 し，霊 感 を与 えて い るだ ろ うか， と。教 え

る機 会 は 山ほ どあ る。 教会 は その ため に家庭

の夕 べ を開 くよ うに奨 励 して い る。忘 れな い

で いた だ きたい。 永遠 とい うのは漠 然 とした

遠 い将来 で はな く，今 始 ま って いるの であ る。

私 たち は毎 日， その一 瞬一 瞬 を永遠 の生 命 の

ため に準備 して いるの で あ る。 永遠 の生 命 の

ため に備 えて い なけれ ば， それ よ ウず っ と劣

る.ものの ため に準備 を して い る こ とに な る。



人の 霊 の成長 は体 の よ うで は ない。 む しろ

逆 で あ る。霊 は正 し く養 い さえす れ ば， 肉体

の よ うに動 作 が鈍 くな り能 力 が衰 える とい う

こ と もな く， 自 ら信 ず るこ とが神 の前 に 強 く

な るの であ る。(教 義 と聖 約121：45参 照)霊

の強 い まな ご を通 して，私 たち は入 々の 力 と

強 さ を感 じる こ とが で き.る。 大管 長会 と十 二

使 徒評 議 員会 の 人々 を知 って い る人 な らだれ

で も， 彼 らの肉体 の年 齢 が霊 の能 力 と何 の関

係 もな い こ とを立 証 で きる「と思 う。 彼 ら と握

手 をす る と， 内 な る霊 の 力 と強 さ を感 じ， 彼

らが長 年福 音 に従 って生 活 して きたこ とで今

や 全教 会 を強 くす るほ どの霊 性 を培 っ て きた

こ とが分 か るので ある。 大勢 の聖 徒 が，霊 の

成長 こそが 人生 で最 も大切 な もの であ る とい

うこ とを知 って い る。 その こ と をよ く知 って

い る両 親 か らそれ を教 え られて育 つ子 供 た ち

は，何 と祝 福 され てい る こ とだ う り。

私 が 申 し上 げ た いの は この こ とであ る。私

た ちは子供 た ちの永運 の成長 の ため に， 注 意

深 く， しっか りと.した霊 の訓 練 を行 な って ゆ

か なけ れば な らな い。子 供 た ちの霊 の 成長 を

図 る こ とは， 肉体 の成長 の ように簡 単 では な

い のでゴ よ く考 えて計画 す るこ とが 肝要 であ

る。

古 代 か ら現代 に至 る まで，主 の予 言 者 は私

たちに いつ も.はっ き りと教 えを述べ て きた。

モ ーセ は基 本 とな る十戒 を告 げ，救 い主 はそ

の教 えに加 えて イエ ス ・キ リス トの永遠 の福

音 を教 え られ た。1820年 には， 天 父 と愛す る

御 子が 直接 ，予 言 老 ジ ョセ ブ ・ス ミスに現 わ

れ た もうな。 その 後， 主の み名 に よ って霊 的

な事 柄 を執 り行 な う神 権 の力 と共 に， 完全 な

福 音の 回復 が告 げ られ た ので あ る。古 代， 近

代 の啓 示 を よ く学べ ば ，天 父が 肉体 よ りも霊

の 成長 に は るか に多 くの関 心 を抱 い てお られ

る こ とが よ く分 か る。

私 た ちが 堅 固 な霊 の基 を築 くな らば，す な

わち 罪 を悔 い改め ，知 恵 と知識 と理解 を深め

るな らば ，私 た ちは天 父 と愛 す る御子 のみ も

とセ 永遠 に暮 らす こ とが で き るであ ろ う。 こ

れ が，神 の あ らゆ る賜 の うちで最 大の永 遠の

生 命 であ る。(教i義 と聖約14：7参 照)

私 は， 神 が生 きてお られ， 人は すべ て神 の

子供 であ る こ とを知 っ てい る。 イエス はキ リ

ス トであ る。 また， も し人々 が真理 を理 解 し，

イエ スの模 範 に従 お う と努 め るな らば， 天父

が 私 た ちに望 んで お られ るよ うな霊 の成 長 を

得 るこ とが で き るこ とを証 す る。私 たちの上

に主 の祝福 が あ ってそ れ を成 し遂 げ るこ とが

で きる よ うに主 イエス ・キ リス トのみ 名に よ

り祈 る。 アー メ ン。

七十人第一定員会会員

ジェイ コ ヴ ・デ ィ エガ ー

誤解のな いよ うに

回復された福音の 目的は，この世において

も来るべき世 においても家族を幸福にする こ

とである

愛 する兄弟姉妹の皆さん・私はへ 自信を
もって こ こに立 って い る。 とい っの は，

今朝 ， 香港 にい る17歳 の娘 か ら貴重 な電報 を

受 け取 ったか らであ る。 その電 文 を ご紹 介 し

た い。 「パパ ，お 話，がん ば って。大 好 きょ。

オー ドリー 。」

オー ドリーが この大 会 の話 を聴 いて い る と

い っこ となの で， まこ とに勝手 なが らこの場

で返 事 をさせ て い ただ きたいと思 う。「あ りが

とう， オー ドリー。 パパ も君 が好 きだ よ。」

愛 す る兄 弟姉妹 の皆 さん，私 は1972年 の地

区代 表 セ ミナー の こ とを今 も覚 えて い る。 セ

ミナー が終 わ った後 ，私 が 片腕 に大 きな2冊

の バ イ.ンダー， も う片方 に 印刷 資料 の束 を抱

えて通 路 の脇 に立 って い る と， マ リオ ン・G・

ロム ニー副 管長 が講 堂 か ら出て こ られ，通 り

す が りに こ う言わ れ た。「デ ィエガー 兄弟，霊

感 に よ って準備 され たこの 資料 の全部 を どの
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よ うに教 えるおつ も りです か。」

私 は一 瞬， 副管長 を満足 させ る答 え を捜 し

て思 案 した。 そ して， 「ロムニー副 管長 ，私 は

み んなが理 解 で きる よ うな方法 で教 えた い と

思 い ます 」 と答 えた。

ロムニ ー副 管長 は片 目をつぶって， 「それ だ

けで な く，神 様か らいた だ いた この 資料 を誤

解 の ない よ うに教 え て下 さい」 と言 い，去 っ

て行 か れ た。

今 ， あれか ら何年 か た って， 私 に は ロムニ

ー副管長 の あの 時の助 言 の意 味が ます ます よ

く分か って きた 。先 日，私 はZCMI百 貨店

の遊 歩道 で人の好 い お年寄 の姉 妹 と会 ったが ，

彼 女 の よ うな誤解 は よ くあ りが ちで あ る。.

「しば ら く前 の総大 会 でお話 され たオ ラン

ダ人 の方 はあ なたで し ょう。」 私 は 「は い，さ

よ うです 」 と返事 を した。 彼女 は話 を続 け た。

「あ あ
， 指 を堤 防に 突 っ込 ん だ 男の子 の あ の

オ ランダの お話， とて も よか っ た と思い ます

わ。」私 は それ に対 して こ う答 えた。 「姉妹 ，

私 は 人 を救 うこ とにっ い て はお話 しま したが ，

その よ うな話は して い ませ ん 。」ところが彼 女

は さ らに こ う言 った。「だ って，あ なた，あ の

お話 は私 が まだ学校 に行 って い た時 に初 め て

聞 いたお話 なの 。馳だ か ら， また あな たか らあ

のお話 を うかが って， とって もなつ か しか っ

たの よ。」

兄弟姉 妹， 私 は議論 しな いこ と， それ も特

に姉妹 た ち と議論 しな い ように心 掛 けて い る

ので， その場 は 笑顔 で姉妹 と別 れた 。心 中，

寂 しい気持 ちが した 。誤解 の な い よ う.に教 え

る こ とに失 敗 した こ・とは確 か で あ った。

そこで， きょ うは気 をつ け て お話 したい と

思 ってい る。私 は， 開か れ たばか りの伝 道部

の小 さな支部 で働 い てお られ る現代 の開拓 者

た ちに，短 い感謝 の 言葉 を捧 げ たい と思 う。

と りわけ， 教会 員 が ま.だ少 な く， 聖 徒 た ち

を鼓舞 し， シ オ ンを確 立す るため に主 が考 え

てお られ る教 会 の様 々な 活動が 行 な えな い地

域 の 開拓者 た ちに感謝 した い。

また，国 際伝 道部 の代表 として，遠 くの地
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.で働
いて いる ご夫 婦 た ちに.も敬 意 を表 した い。

中に は70代.で3度 目の伝 道 という 方 々 もお ら

れ る。

また， 台湾の テ ィエ ンムで 出会 った.執事 ，

フ ィ リピンのバ コロ ドで新 し く長 老 に聖任 さ

れ た兄弟 ， イ ン ドネ シア の ソ ロで会 った扶 助

協会 の姉 妹 ， タ イの コラ トの初 等協 会の 会長 ，

その よ うな方々 の献 身 と忍耐 に対 して賞 賛 の

気持 ちで一杯 であ る。 また， 誤解 の な い よ う

に 申 し上 げるが ，私 は世 界 の各地 で ， この よ

うな立場 と召 しに あ って働 くすべ て の方 々 を

たた え る もの であ る。天 父 の とりわ け豊 か な

祝福 が ， そ うい う現代 の開拓 者 だ ちの上 に絶

えず 注が れん こ とを。.・.

私 たち の前途 に はな ん と大 き.な仕 事 が待 っ

てい る こ とだ ろ う。平 凡な 日常生 活 の 中に，

イエ ス ・キ リス トの福 音 の安 ら ぎと落着 きが

ます ます必 要 にな って い るこ とを認 め るか ら

であ る。予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスに よ り地上

に回復 され，噛イエ ス ・キ リス トのみ 名 を負 う

この教 会 は， あ らゆ る国民 ， あ らゆ る国 語 の

民 に その平安 を もた らす こ とが で き る。

神 の神権 が地 上 に 回復 され， 日々に増加 す

る神 権 者 たちが 主 の僕 として喜 ん で仕 えて い

る こ とを， 証 申 し上 げ る。 私 た ちは この神権

を もって， 私 た ちを最 も必要 として い る人 々

に最 良の働 きをす るの で ある。

人 間が この地 上 に存在 す るに つ いては 深 い

目的が あ る。私 たちの天 父 は， その 目的 を明

らか に し， そ の確 かな 目的 を全 入類 が喜 ん で

果 たせ るよ うに，み 言葉 を授け られ た。 しか

し.，残 念 な こ とに， その教 え を，啓 示 を，導

き を拒 ん で， 自分 の思考 の 暗闇 にづ まず く方

を選 ぶ人 が 多い。

また， 世 間が こぞ って 自分 に敵 対 して い る

とい う気持 ちを持 って い る人々 も多い。 時 に

はそ れが事 実の こ ともあ ろ う6そ うい う人 は

なぜ なのか ，理 由 を考 え るが よい。 そ うす れ

ば， 自分 の欠 点 を見い だ し， どうす れば 向上

で きるか， そ め方法 が分 か るか らであ る。主

は， ご 自分 の教 会 に来 る人 が牢獄 か らであ ろ



う と， 成功 した身 分 の高 い 出で あ ろ う と出 身

を問 われ ない。主 は 経歴 では な く， 人の魂 を

受 け 入れ られ る。 そ れか ら扉 が開 か れ， そ の

人は模 範 に よ って ， また イエ ス ・キ.リス トの

麗 しい た とえ話 の よ うな聖典 を通 して規 則 に

規 則 ，戒 め に戒め を学 ん で進 歩 を始 め るの で

あ る。

分 か りやす く説 明 され た， 当時 の た とえ話

をたび たび読 も うで はな いか 。 それ につ い て

英 国 の詩 人 トーマ ス ・T・ リンチは 次 の よ う

に詠 ん でい る。

主 は緑 と風 と雨 を，

いち じ くの木 と うららか な空 を語 り，

天 と地 を

ひ とつ に結 ぶ こ と を

自らの喜 び とされ た。

主 は野 の花 と小 麦 とぶ ど うの木 を，

つ ばめ とか らす を語 り，

その 言葉 は そぼ くで知 恵 に満 ち，

人の心 に刻 まれ た 。

彼は パ ン種 とパ ン，亜 麻布 と衣 を，

卵 と魚 とあか りを語 った。

見 るが よい， まった くの見 慣 れ た世 界 を

主 は この上 な く聖 らか に論 じ られ る。

イエ ス ・キ リス トの生 活の 社会 的 背景 が，

た とえ話 の 中に 見事 に描 写 され て い る。 た と

え話 は私 た ち を1世 紀の 昔 に連 れ返 して くれ

る。想像 をた くま し くして読 む と， 私 は その

家 に入 って， その家 の主 婦が パ ン を作 り，古

着 を繕 い， な くした硬 貨 を捜 して い る姿 を 目

にす るこ とが で きる。市 場 の雑踏 が 見 え， 道

行 く旅 人が 見 える。 私 は種 ま き と一 緒 に畑 で

働 き，羊 を追 って丘 を登 り， 湖 の岸 で網 を引

く漁師 を手伝 う。

私 は近 所 の商人 とな じみ に な り， 彼 の邸宅

や ぶ ど う園や 穀 倉 を見， 家令 や使 用 人 の扱 い

方 を知 る。私 は そ の よ うな情 景 に ただ うっ と

りとす る。ガ リラヤ 地方 の 活気 あ る生 活 の隅

々 を，救 い主 は逃 さず 見て お られ るよ うであ

る。救 い主 の一 番 の関心 は， 常 に庶 民の上 に

あ った。

兄弟姉 妹 の皆 さん，私 は この神 権 時代 にお

け る主 の謙 遜 な僕 にな りたい とい う私 の願 い

を，皆 さんに知 ってい ただ きたい と思 う。主

は生 きて お られ る。そ の主 イエ スが この教会

の 頭 なの であ る。

私 は改宗 者 であ り，宣 教 師か ら光 を いただ

いた者 で あ る。私 は，世 界 の隅 々に まで光 を

もた らす のに 大切 な.ものが ふ たつ ある と思 う。

天 上 の太 陽 と， この教会 の伝 道組 織 であ る。

私 は担 当の各伝 道部 を旅 しなが ら，毎 日その

奇 跡 を 目の 当た りに して きた。 必要 なの は組

織 だ っ たチー ム ワー クで あ る。 この こ と を心

に留 めて ，私 た ちは ひ とつ の チーム として支

部 ，地 方部 ， ワー ド部， ステー キ部， あ るい

は神権 定 員会や 補助 組織 を地 上 の御 父の王 国

の 中に設 立 し ようでは な いか。そ して， ハ ロ

ル ド ・B・ リー大 管長 が よ く引用 された 次の

言 葉 をいつ も思い 出そ う。 「だれが名声 を得 よ

う と頓着 しないな らば， あな たに で きる善事.

に際 限は ない 。」 今 日必要 なのは，主の回復 さ

れ た教 会 にお け る真の 意味 での弟 子 た ちであ

る。

イエ ス ・キ リス トの福 音 は全世 界 に宣べ伝

え られつ つ あ る。教 会 の伝 道 プ ログラム は発

展 す る教 会の霊 感 され た青 写真 で ある。

それ ゆえ， 私 た ちは 決意 を固め， 愛 と一 致

の精神 を もって前進 し ようで はな いか。勢 力

と思 い と体 力 を尽 くしてみ 業 に携 わ り， 人々

を本 当 に幸せ に し よ う。 この気持 ち こそが前

進 を もた らす の であ る。

旧約 聖 書 の箴言 にはこ う書 かれてい る。「預

言が なけ れば 民は わが ままにふ るま う， しか

し律 法 を守 る者 は さいわ いで あ る。」(箴 言29

：18)

私 は この こ とが 真実 であ るこ と を心 の底か

ら知 っ てい る。 この 回復 され た福 音 の 目的は ，

こ の世 にお いて も来 るべ き世 にお いて も家族
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を幸福 にす る ことであ る。

私 た ちの全 員 が この神 聖 な 目的 を十分 に理

解 で きる ように，主 な る救 い主 イエ ス ・キ リ

ス トのみ名 に よ り， へ り ぐだ り祈 る次 第 であ

る。 アー メン。

十二使徒評議員会会員

L・ トム .・ペ リー

ホ ー ム ・テ ィ ー チ ング
ー そ の 神 聖 な 召 し

私たちの備えは入念で完全なものであ リ，

しかも両親 とその家族の個々の 必要 に見合っ

たものでな ければな らない

「わ れ主 な る神・ ア ダ ム とイヴ を追 い 出 し

て よ り，ア ダ ムは先 に われ 主の 命 じた

りし如 く，土 地 を耕 しすべ ての野 の獣 を治め ，

彼 の額 の汗 に よ りて 食物 を食 うこ とを始 め た

り。而 して， 妻 な るイ ヴ もま こ とに彼 と共 に

働 きた り。 ……

ア ダム とそ の妻 イヴ主 の御 名 を呼び た るに

……声 聞 えて;・・…

主， 彼 らに誠 命 を下 して宣 いけ る。 ……
ほ

アダ ム とイヴ とは神 の御 名 を讃め ， 息子娘

らにすべ て の事 を知 ら しめ た り。」(モ ーセ5

：1，4-5，12)

世 の初 め よ り， 主 はそ の子供 た ち に，互 い

に助 け合 う義務 と責 任 の あ るこ とを教 え られ

た。ア ダムや 昔 の族長 の 時代 には ，最 年長 の

神権 者 が一族 を守 護す る族 長 と して の責任 を

行 使す るの が普通 であ った。 主 の子供 たちが

増加 す るにつ れ， 父親 が 父親 と して の義務 を

果 たせ るよ うに す るため の主 の方 法 が， 教会

員 を守 護す る原 則 として定め られ た。

人類 の歴 史 を研 究 してみ ると， 主 は地 上 に

教 会 を設立 された 時は いつ も， 教会 貝 を守護

し強 め るため の制度 を定 め てお られ る。

イス ラエル の民 を奴隷 の 境遇 か ら導 き出す
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重 大 な責任 を与 え られ た モー セは， 義 父か ら

次の 原則 を教 えられ た。

「あ くる 日モー セ は座 して 民 を さば い たが，

民 は朝か ら晩 まで， モー セの まわ りに立 って

い た。

モー セの しゅ う とは， 彼が すべ て 民に して

い るこ とを見て，言 った， 『あな たが 民に して

い るこ とはな んです か 。 あな たひ とりが座 し，

民 はみ な朝 か ら晩 まで， あな たの まわ りに立

って い るのは なぜ ですか 』。

モー セ は しゅ うとに言った， 『民が神 に伺 お

う として ， わた しの所 に来 るか らです』。… …

モーセ の しゅ う とは彼 に言 った， 『あなたの

してい る こ とは良 く.ない 。

あな た も， あなた と一緒 に い るこの 民 も，

必ず疲 れ果 て るで あろ う。… …

今 わ た しの言 うこ とを聞 きな さい。 わ た し

は あ なたに助 言 す る。 ど うか神 が あ なた と共

に い ます よ うに』。 ……

モー セ は しゅ う との 言葉 に従 い，す べ て言

われ た よ うに した 。

す なわ ち， モー セはす べ ての イ スラエ ル の

うちか ら有 能 な人 を選 んで ，民 の上 に長 と し

て立 て，千 人の長 ，百 人の 長，五 十 人 の長，

十 人の長 と した。」(出 エ ジプ ト18：13-15，

17-19，24-25)

救 い主 が この世 に お られ た問に?主 に従 う

人 々の数 が次 第 に増 えて きた。 そ こで主 は人

々 を教 え， その必 要 を満 たす ため に ひ とつ の

組織 を設け られ た。最 初 に十 二使徒 を召 され

たの であ る。 さ らに.み業 が進 展す るにつ れて ，

次 の よ うな人々 が 召 された と聖典 に 記 され て

いる。

「その後
，主 は別 に七 十 人 を選 び， 行 こ っ

としてお られ たすべ て の町や 村へ ， ふ た りず

つ 先 におつ か わ しにな った。

その とき，彼 らに言 われ た， 『収穫 は 多い が，

働 き人が 少 ない。 だか ら収 穫 の主 に願 って，

その収 穫 の ため に働 き人 を送 り出す よ うに し

て もらいな さい 。』」(欽 定訳 ル カ10：1-2)

主 の み業 は ます ます 発展 し， さ らに新 た な



組.織が加 え られ た ，「そして彼 は ，ある人 を使

徒 と し， あ る人 を預 言者 と し，.ある人 を伝 道

考 とし， あ る人 を牧 師， 教 師 と して， お立 て

に な った。

それ は，聖 徒 た ち を ととのえ て奉仕 のわ ざ

をさせ ， キ リス トの か らだ を建 て させ ，

わた した ちすべ て の者 が，神 の子 を信 じる

信 仰 の一致 と彼 を知 る知識 の一 致 とに到達 し，

全 き人 とな り，つ い に， キ リス トの満 ちみ ち

た徳 の高 さ にま で至 るため で あ る。

こ っして， わ た したち は もはや子 供 で はな

いの で， だ ま し惑 わす策 略 に よ り， 人 々 の悪

巧 み に よって起 る様 々 な教 え の風 に吹 きまわ

され た り， もてあ そば れた りす るこ とが な く

… …。」(エ ペ ソ4：11-14)

こう して， 時代 の経過 と共 に， 教 会 員 を守

護 す るこ とは神権 組 織 の責任 とな った 。 した

が って， この福音 が 回復 され た今 日に おい て

も， 「教会 員 を守護 す る」とい うこの 原則 が教

会 の基本 プ ロ グラム の ひ とつ と して 明示 され

て い るの も当然 の こ とで あ る。1830年 に 予言

者 ジ ョセブ ・ス ミス を通 して授 け られ.た教 会

の組織 と管理 に関 す る啓示 の 中で， この 原則 』

が再 び確 立 された 。啓 示 で次 の よ うに 述べ ら

れて い る。

「教 師 の義務 は常 に教 会 員 を守護 し
， 彼 ら

と共 にあ りて彼 らを強 く.すべ き もの とす。
よこしま

また教 会 貝 の中 に邪 曲 な きよ う， 互 いの 間
かたくな

に頑 固な るこ とな き よ う， ま た虚 言 ，蔭 口，

悪 口な どもな き様 注 意す べ きもの とす。

また教 会貝 の しば しば 集会 す る こ とをはか

り， またすべ て の会 貝に その 義務 をつ くす よ

っにな さ しむ 。… …

され ど彼 ら信警告 を与 え，釈 き，勧 め且 っ

教 えて， キ リス トに来 る様 すべ て の 人々 を勧

誘 すべ きな り。」(教 義 と聖 約20：「53-55，59)

教 会 の初 期 の時代 に この責 任 が いか に遂 行

され たか を伝 え る興 味 深 い記録 が あ る。 それ

は予 言 者 ジ ョセブ ・ス ミスの家 庭 を訪 問す る

教 師 に召 され， そ の責任 を果 た した ウィ リア

ム ・フ ァ リン トン ・カフー ン兄 弟 の証 を記 し

た もの であ る。

「証 を終 える前 に
， …… 決 して忘 れ るこ と

ので きない ひ とつ の 出来事 につ いて話 したい

と思 う.。私 は末 日聖徒 の家庭 を訪 問す る教師

に召 され， 聖任 された 。私 は この召 しに非常

に よい気持 ちを感 じて いたが ， それ も自分が

予 言者 の家庭 を訪 問 しなけ れば な らない こ と

を知 る までの こ とであ った。 当時私 は若 か っ

た(17歳 であ った)の で， 自分 には教 師 とし

て予 言者 の家 庭 を訪 れ るだけ の力 がな い と感

じたの であ る。私 は この責 任 を下 りた い とさ

え思 った。 しか し，私 は意 を決 して予 言 者の

家 を訪 れ， 扉 をたた いた。 す る と間 もな く予

言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスが戸 口に現 われ た。私

は震 え る足 でそ こに突 っ立 って こ う言 った。

『ジ ョセ ブ兄弟
，教 師 として参 ったの です

が ， ご都合 は よ ろ しい です か。』

『ウ ィ リア ム兄弟
， どうぞお 入 り下 さい。

本 当 に よ くい らっ しゃい ま した 。 ど うぞ その

椅子 にお掛 け下 さい。今 ，家 族 を呼ん で きま

す の で。』

や が て家族 が 出 て きて ，皆 席に着 くと，予

言者 は， 『ウィ リアム 兄弟，私 た ち家 族 はあな

た の言 い付 けに何 で も従 い ます』 と言 って椅

子 に腰 を下 ろ した， 『さて ， ウィ リアム兄 弟，

何 で もお 聞 きに な りたい こ とが あ ればお尋 ね

下 さい。』

この時 には ，私 の恐 れ は去 り， 震 えはす っ

か りとまって ，私 は次 の よ うに尋 ね た。

『ジ ョセ ブ兄弟， あ な たは 自分 の宗 教 に従

って生 活 しよ うと して い らっ しゃ いますか 。』

『はい
。』

『家 族 で祈 って い らっ しゃ いますか
。』

『はい
。』

『家族 に福 音 の原 則 を教 えて い らっ しゃい

ます か。』

『は い， その よ うに努 めて い ます 。』

『食事 の祝 福 を して い らっ しゃい ますか
。』

『は い
。』

『家族 の皆 さん と平 安 で一致 の あ る生 活 を

送 る ように努め て い らっ し ゃい ますか 。』
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彼 は行 なって いる と答 えた。 そこ で私 は，

彼の 妻で あ るエ マ姉妹 の 方 を向 いて尋 ね た。

『エマ姉妹 ， 教会 の教 えに従 って 生活 し よ

う と努 め てい らっ しゃい ます か 。両 親 に従 う

よ うに子供 た ちに教 えて い らっ しゃい ます か。

祈 る ように子供 た ちに教 えて い らっ しゃ い ま

すか 。』

彼女 はすべ ての質 問 に， 『は.い，そのよ うに

努 めて い ます』 と答 えた。

私 は ジ ョセ ブの方 に向 き直 って言 った。『私

が教 師 として お尋 ね した い こ とは これ で全 部

です。何 か私 に教 え て下 さる こ とが あ りま し

た ら，喜 ん でお受 け した いの ですが 。』

『神 の祝福 が あ るよ うに
， ウ ィ リアム兄 弟 。

あなたが 謙遜 で忠 実 であ るな らば， 教 師 とし

て働 く時に いか な る困難 に遭遇 して も， それ

を解決 す る力 を与 え られ るで し ょう。』

それ か ら私 は教 師 として予 言者 ジ ョセ ブ ・

ス ミス と家族 に祝 福 を残 し，辞 去 した。」(ノ路

06溺16∫〃5'窺綴07「ジ ュ ー ビニ ル ・イ ン ス ト

ラクター1892年8月15日 ，pp.492-93)

父祖 ア ダムか ら現代 に至 る まで， 主の 教会

が地上 に組織 され た時は いつ も， そこに 兄弟

姉 妹が 互 いに関心 を示 し合 う制度 ある いは プ

ロ グラム が存在 してい た。 これ までの総 大会

の記録 の 中に もこの 神聖 な義務 を思 い起 こさ

せ る兄弟 た ちの説教 が教 多 くある。隔き ょうの

私 の話 もこの 記録 に加 えた い と思 う。 そ して，

皆 さんが ホー ムテ ィー チ ャー の 召 し を 自分 の

生 活の 中で適切 に優i先させ る こ とが で きる よ

うに願 ってい る。 ホー ム テ ィー チ ン グの プ ロ

グラム を成功 させ るため に必 要 な3つ の要素

を もう一 度思 い出 して.みよ う。

第1に ， 家族 は教 会組 織 の基 本ユ ニ ッ トで

ある。 ホーム テ ィーチ ャー は その基 本 ユ ニ ッ

トを守護 し， 強め る第一 の防御 線 で あ る。 し

か しまず 第1に 私 た ちは， 自分 自身の家 族 を

守 り，強 め るため に時 間 を費や さなけ れ ばな

らな い。 それ か ら， 良心 的 で堅実 な ホー ム テ

ィーチ ャーに な るため に備 え るの で あ る。一

ジ ョセブ ・F・ ス ミス大 管長 は，1915年4
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月 の総大 会 で次 の よ うに語 っ た。
じゴト

「教 師 の義 務 は
， 入 々の家 庭 を訪 問 し，家

族 と共に祈 り， 彼 らに高 潔， 尊敬 ，.和 合 一致 ，

愛 ，信仰 ， シオ ンの大義 へ の忠 誠 な どの 諸徳

を身 に付 け る よ うに勧 め る こ とで あ る。 も.し

この 義務 が期待 通 りに果 た され るな らば， こ

れ 以上 に神 聖 で必要 な義 務 は ない であ ろ う。」

(Co卿 彫ηoθRのoπ 「大 会報告 」1965年4月 ，

P。140)

ホー ムテ ィーチ ャー に は，バ プ テスマ や神

権 を受 けて い ない人 を導 いて それ を受 け られ

るよ うに し， 不活 発会 員 が活発 に な るよ うに

助 け， さ らに消 息が分 か らな い教会 貝 を捜 し

出す 責任 が あ る。

第2に ， モーセ が ひ と りで は イス ラエル の

すべ て の民 の必要 を満 たせ なか った よ うに，

ホーム テ ィー チ ャー も能 力以 上の 重荷 を負わ

な い よ うにす る。

ワー ドテ ィー チ ン グ とホー ム テ ィー チ ン グ

の歴史 を見 る と， 時 の経 過 と共 に担 当家族 数

が 変 わ ってい るのが 分か る。 当初 担 当家族数

が8～10も あ った のが， 現在 で は5家 族 以下

に減 って い る。 これは教 会 の発展 に よ り管 轄

区域が 広 が り，訪 問す る範 囲が広 くな ったた

め であ る。達 成感 を味 わ える能 力 を越 えた割

り当 て を与 える こ とほ ど， ホー ムテ ィー チ ャ

ー の精神 を損 な うものは な い
。また，よ く組織

され効 果 的に運 営 され る ホー ムテ ィーチ ング

ほ ど， ス テー キ部長 ，監 督， 定 員会 会長 に与

え られて い る管理上 の責 任 を軽 減 して くれ る

教 会 の プロ グ ラム はな いの で ある。

第3に ， ホーム テ ィーチ ャー の準 備が 必要

で ある。 マ シ ュー ・F・カウ リー長 老 は，1902

年4月 の総 大会 で 次のように述べ て い る。「聖

徒 たちの 家庭 を訪 問す る教 師 た ちは，神 か ら

啓示 のみ た ま を授 か る必要 が あ る。福音 の 原

則 を研 究 し，教 え る時 に聖霊 の導 き を受 け ら

.れ る よ うな生 活 を して い なけ れば な らな い。

そ うすれ ば， 彼 らが教 え る こ とを子 供 た ちは

よ く理 解 し， 関心 を示 す であ ろ う。訪 問の た

び に決 ま りきった質問 を し， ただ毎 日1回 の



訪 問 をこなせ ば よい とい う気持 ちであ って は

な らな い。神 か ら授 け られた 啓示 のみ た まに

よ り霊 感 を受 け た ホー ム テ ィーチ ャー とな っ

て は じめ て， 家族 の 人々 の心 に触 れ る こ とが

で きるので あ る。」(Coη ル紹η6θRのoπ 「大会

報告 」1902年4月 ，p.38)

私 た ちが ホー ム テ ィー チ ン グの責任 を適切

に優 先 す るな らば，訪 問 をす る時の私 た ちの

備 え は入念 で完 全 な もので あ り， しか も両 親

とその 家族 の必 要 に見合 った もの でな けれ ば

な らない。 私 た ちは ホーム テ ィー チ ャー とし

て，最 も神 聖 な この義務 を果 たす 時に 主か ら

の霊感 と導 き を もっ と熱心 に求 め る必 要が あ

るの で はな いだ ろ うか 。

神 の祝福 が あ って， 私 た ちが ホー ムテ ィー

チ ン グの責 任.に対 して大 きな ビジ ョン を持 て

るよ うに， また私 たちが 愛 と関心 を もって仕

える よ うに 召 され た人 々 を守 護 し強 め る こ と

により，主 の み ここ ろ を行 な う望 み を抱 くこと

が で き るよ うに，心 か らへ り くだ りイエ ス ・

キ リス トのみ名 に よ り祈 る もの で あ る。ア ー

メ ン。

大 管 長

ス ペ ンサ ー ・W・ キ ン ボ ー ル

キ リス トにあって

永遠の望みを抱 く

全能の主キ リス トの御名による ほか には世

の入に救いを与えることのでさる名も道も方

法も一切ない

愛 する兄弟姉妹の皆様・枇 ちがこの絵
に集 っ たの は， みた ま によ り清め られ，

高め られ て主 に仕 える決意 を新 たに し， また

私 た ちの心 に真 の礼拝 の精 神 が あ る こ とを確

認す るため であ る。 一

，期 待通 りの素 晴 しい大 会 であ っ た。主 は み

た まの 力 を注 いで私 た ち と共に い て下 さ り，

私 た ちは この大会 に参 加 して 良か った と感 じ

て い る。

皆様 が， これ まで述べ られて きた教 え を信

じ， 教会 幹部 の兄 弟 た ちの勧告 に従 い， そ し

て この 大会 で私 た ちの心 を高 めて くれ た同 じ

み た ま を もって今 よ り一 層前 進 され るこ とを

望 ん でい る。

最後 に， 証 と感謝 の気 持 ち を もって大 会の

閉会 に臨 み たい と思 う。

私 た ちが今携 わ って い るみ業 は，私 た ちが

現 在 所有 してい るすべ での 物 を与 えて下 さっ

た御 方 のみ業.であ る。

私 た ちの愛 す る兄弟 で あるパウロは，「キ リ

ス トが， … …わ た した ちの罪 のため に死 んだ

こ と， そ して葬 られ た こ と，聖 書 に書 いて あ

る とお り， 三 日目に よみ が えっ た こと」 を認

め た上 で， 次 の よ うに述べ てい る。

「もしわた したちが
， この世 の生活 でキ リ

ス トに あって単 な る望 み をいだ いて い るだけ

だ とす れ ば， わ た したちは， すべ て の入の 中

で最 もあわれ むべ き存 在 とな る。」(1コ リン

ト15：3-4，19)

それか らパ ウロは， キ リス トが死 人の 中か

らよみ が えった ように， キ リス トにあ ってす

べ ての 入が墓 か ら復 活す る こ と， そ して各 自

は各 々の行 な いに従 って裁 きを受 け， それ ぞ

れ に備 え られ た場所 に行 くこ とを教 え， かつ

証 してい る。

人 の復 活の状 態 につ いて， パ ウ ロは次の よ

うに 記 して いる。「日の光 栄 に属す るか らだ も

あれ ば， 月の光 栄 に属 す るか らだ もあ り， 星

の光 栄 に属す るか らだ もあ る。 また， 日の光

栄 と月の光栄 と星 の光 栄 との 間に， 栄光 の差

が ある。」(1コ リント15：40， 霊 感 訳 よ り和 訳)

さ て， 啓示 を通 して与 え られ たこの宗教 の

体 系 こそ， きわめ て実践 的 な宗教 で ある と言

え る。 この宗教 は， 羊 の群 れ と羊 飼 い，所有

物 の価 値 につ い て教 え， また，私 た ちが共存

して ゆ くため に は ど うすれ ば よいか につ いて

も教 えて くれ る。 さ らに， わ び し く単 調 な こ

の世 の生 活 を楽 し く陽 気 な もの に変 えるひ と
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つ の生 き方 を教 えて くれ る宗教 で もあ る。・

しか し， それ だけ では な い。 イエ ス ・キ リ..

ス トの福 音 は， 人に救 いを得 させ る永遠 の計

画 で ある。 永遠 の父 な る神 が， 信 じて従 うす

べ ての 人 を救 うため に考 え， 公表 され た計画

だか らで ある。

私 たちは 永遠 の存在 で あ る。神 の霊 の 子供

として神 のみ 前 に どれ だ けの期 間 住 んで い た

かは分 か らない。 しか し私 た ちは 一時 の 問，

試 しを受 け るため に死 すべ き この'世に来 て い

る。 それか ら私 た ちは復 活 し， それ ぞれ の働

きに応 じて与 えられ る王 国 を受 け 継 ぎ，戒 め

を守 って永遠 に生 きるの であ る。

この世 の生 活は ，昨 日， き ょう， そ して明

日とい う束の 間の 時間 の積 み重 ね で あ る。 い

くら長生 き して も，100年 以 上 生 きる こ とは

まれで ある。しか し，生 命 は永 遠 で あり，終 わ

りがな い。 人は墓 か ら よみ が え った後 ，二 度

と死 ぬ こ とはな い。生 命 は永遠 で あ り， 終 わ

り'がな いの であ る。す な わち， 天 父の子 らは

復活 した後決 して死 を味 わ うこ とは ない ので

あ る。

私 た ちは今 こ.の場 で キ リス トに あ って望 み

を抱 い てい る。主 な るキ リス トは私 た ち の罪

の ため にご 自分 の命 を捨 て て下 さった 。 その

主 の贈 い と福音 に よ り， 私 た ちの 罪はバ プテ

スマ の水 で洗 い流 され， あ たか も火で焼 か れ

る ように私 た ちの体 か ら焼 き尽 くされ る。 そ

して私 たちは清 い者 とな り， 明 らか な良 心 を

抱 いて， 人知 では とうてい測 り知 るこ との で

きない神 の平 安 を得 るの で あ る。(ピ リピ4：

7参 照)

私 た ちはキ リス トの福 音の律 法 に従 って生

活す る時 に， この世 の富 を得， また心 身 の健

康 を維持 す る こ とが で きる。今 で も私 た ちは

十 分福音 の 恵み を享受 してい る。

しか しなが ら， 永遠 とい う時 をサハ ラ砂 漠

にた とえてみ るな らば， きょ うとい う 日は そ

の一粒 の砂 にす ぎな い。私 た ちは キ リス トに

あ って 永遠 の行 く末 に望 み を抱 い て い る。 も

しそ うで ない とす れ ば， パ ウ ロが 言 って い る
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よ うに，私 た ちは 「すべ て の 人の 中で最 もあ

われむ べ き存 在」(1コ リン ト15：19)で あ.ろ

う。

も しも復 活 がな けれ ば，私 たちの 悲 しみは

いかば か りで あ ろ うか 。 また， 永遠 の生 命に

対 す る望 み が ない とす れば， どん なに悲 しい

こ とであ ろ う。救 い と永遠 の報 いに対 して私

た ちが 抱 いて い る望 みが 消 え去 るな らば， 私

たちは過 去 に その よ うな希 望 を持 た なか った

人 々 よ りもは るか にみ じめ.な思 い をす るはず

であ る。

「しか し事 実
， キ リス トは眠 って い る者 の

初穂 と して， 死 人の 中か らよみが え った ので

あ る。」(1コ リン ト15：20)

そ こで， キ リス トの復 活の 力は すべ て の人

に 及び， 「ア ダ ムに あってすべ ての 人が死 んで

い るの.と同 じよ うに， キ リス トに あってすべ

て の人が 生か され るの で あ る。」(1コ リン ト

15：22)

つ ま り， 「わ た した.ちは ，土 に属 して いる形

を とってい るの と同様 に， また天 に属 して い

る形 を とるであ ろ う。」(1コ リン ト15：49)

その条 件は 次の 通 りで あ る。「この朽 ちる も

のが朽 ちな い もの を着 ， この死 ぬ者 が死 なな

い もの を着 る とき， 聖 書 に書 いて あ る言葉が

成 就するのであ る。『死 は勝 利 にの まれ て しま

っ た。』」(1コ リン ト15：54)

それか らすべ て め人 は， 大 いな るエ ホバ の.

法廷 に立 ち1現 世 での行 ない に応 じて それ ぞ

れ裁 き を受 け るの であ る。

そ して， この世 の習 わ しに従 っ て生活 した

入々 は， その栄光 が 星 に似 た星 の光栄 の 王国

に行 く。 一

また， 正 し く高潔 で，善 良 な生 活 を送 った

人々は， その栄光 が 月 に似 た 月の 光栄 の王 国

に属 す る.。

一 方
， キ リス トを信 じ， 世 の もの を捨 てて

聖 きみ た まの導 きに従 い， その全財 産 を聖壇

の前 に進 ん で捧 げた 人々， す なわ ち神 の戒 め

を守 っ た 人々は， 日の光栄 の王 国 を受 け継 ぐ。

そ の栄光 は太 陽 にた とえる こ とが で きる。



「死 よ
， お ま えの勝 利ほ， ど こにあ るの か 。

死 よ， お前 の とげ は， どこに あ るめか 。」(1

コ リン ト15：55)パ ウロは こう尋 ねて い るが，

墓 に勝 利 はな い。生 が死 に取 って代 わ っ たか

らで あ る。不 死.不滅 は， 神 の御子 の瞭 罪 を通

して全 人類 に与 え られ た無 条件 の賜 で あ る。

しか し， パ ウ ロは 「死 の とげは 罪で あ.る」

と述べ て い る。 これは， も し罪が あ る まま死

ぬ よ うな こ とが あ れば， その 人は定 め られ た

罰 を受 け， 先 に述べ た低 い光 栄 に属 す る とい

う意味 で あ る。(1コ リン ト15：56参 照)

古代 の使徒 パ ウ白は続 け て こ う言 って い る。

「しか し感 謝す べ き.ことに は，神 は わ た した

ちの主 イエ ス ・キ リス.トに よって， わ た した

ちに勝 利 を賜 わ ったの であ る。」(1コ リン ト

15：57)

もし私 た ちは正 し く忠 実 で あ るな らば，私

た ちは復 活 して不 死 不滅 の体 の み な らず永遠

の生 命 を も受 け るであ ろ う。.不死 不 滅 とは指

定 され た王 国 で永遠 に生 き長 らえ る こ とで あ

る。一 方永遠 の生命 は， 最 も高 き天 界 にお い

て昇 栄 を得， 家族 として生 活す る こ とを言 う。

そ.こでパ ウ ロは聖徒 たち に次 の よ うな訓戒

を与 えてい る。 「灯か ら， 愛す る兄弟 たち よ。

堅 く立 って動 か され ず， いつ も全 力 を注 い で

主 のわ ざに励 み な さい。 主た あ って は， あ な

たが た の労苦 が むだ に なる こ とは ない と， あ

な たが たは知 って いるか らであ る。

目をさ ま して い な さい。信仰 に立 ち な さい。

男 らし く，強 くあ ってほ しい。」(1コ リン ト

15：58;16：13)

私 た ちはキ リス トにあ って 永遠 の望 み を抱

いて い る。 この世 の生 活 は永遠 の 将 来に 備 え

る ため に 与 え られ た ものである。 「また，こ の

世 に てわ れ らの 中に あ る交 りの天 に もある こ

とを知 らん。 た だわれ らの今 この世 にて 享け

ざ る永遠 の光栄 それ と結合 せ る を見 るべ し。」

(教義 と聖 約130：2)

私 た ちは この こ とを信 じて い る。 これ は私

た ちの証 であ り，私 た ちは世 の 人々 に対 し℃

「全能 の主 キ リス トの御 名 に よるほか には世

の 人に.救い を与 え るこ との で き る名 も道 も方

法 も一 切 な い」(モ ー サヤ3：17)こ とを宣 言

す る ものであ る。

私 た ちは また， 人が 救 い を受 け るため には

「過去 現 在未 来 を通 じて
， 救 いは 身代 りの瞭

罪 をな した もう全 能の 主 な るキ リス トの 血に

由 って与 え られ る」.(モー サヤ3：18)こ とを

信 じなけ れば な らな い と，知.って いる。 これ

は私 た ちの証 で あ り， 同様 に世 の 人々に宣 言

す る教 えで もあ る。

.ニー ファイは こ う話 して い る。「私 た ちが力

をつ くして書 き記 すの は， 自分 た ちの子孫 と

兄弟 た ち を説 得 して キ リス トを信 じさせ ，神

との一 致 を得 させ るた め であ り.，それは 人が

最 善 をつ くしては じめ て，神 のめ ぐみに よ り

救 われ るこ とを知 って い るか らで ある。

私 た ちは キ リス トの こ とを話 し， キ リス ト

の ご と.を喜 び ， キ リス トの こと を説教 し， キ

リス トの こと を予 言 し， また私 た ちの子.孫に

どこに罪 の赦 しを求 め るか を知 らせ るため に.

自分 た ちが予 言 した こ とも書 くの で あ る。」

(IIニ ー フ ァイ25：23，26)

私 た ちは また， ニー フ ァイ と同様.に， 永遠

の望 み を得 るため には何 が 必要 か を知 ってい

る。 ニー ファイはこ う述 べ てい る。 「正 しい道

とは キ リス トを拒 まず に これ を信 ず る こ とを

言 うの であ る。 キ リス トは イ ス ラエ ルの聖 者

であ る。 それ であ る.から， あ なた たちは キ リ

ス トの御前 に ひ ざ まず いて 勢 い と心 と.力とを

つ くし，全 身 全霊 をこめて キ リス トを拝 さな

くて はな らな い。 そ うすれ ば決 して あな たた

ちは追 い出 され ない。」(IIニ ー ファイ25：29>

私 たち は， 愛す る主 につ いて パ ウロが述べ

た次 の言葉 を喜 ば し く思 う。「わた した ちは，

この御 子 に よって あが ない， す な わち， 罪の

ゆ る しを受 け てい るの であ る。

御子 は， 見 えな い神 のか た ちで あって， す

べ て の造 られ た ものに先 だ っ て生 れ たか たで

あ る。

.万物 は， 天 にあ るもの も地 にあ る もの も，

見 える もの も見 えない もの も，位 も主 権 も，
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支 配 も権 威 も， みな御 子 に あっ て造 ら.れた か

らで ある。 これ らい っ さい の ものは， 御 子 に

よって造 られ，御 子 のた め に造 られ たの で あ

る。

彼 は万 物 よ りも先 にあ り，万 物 は彼 に あ っ

て成 り立 ってい る。

そ して 自 らは， そ のか らだ な る教 会 のか し

らで ある。 彼は初 め の者 で あ り， 死 人の 中 か

ら最初 に生 れたか た であ る。 そ れは， ご 自身

がすべ ての こ とにお いて 第一 の もの とな るた

め で ある。

神 は， 御 旨に よ って，御 子 の うちにすべ て

の満 ちみ ちた徳 を宿 らせ」(コ ロサ イ1：14-

19)た もうたの であ る。

再 び， ベ ウ ロの言葉 を引用 して 申 し上 げ る。

「それ ゆ えに
，神 は 彼 を高 く引 き上 げ， すべ

ての名 に まさ る名 を彼に賜 わっ た。

それ は， イエ スの御 名 に よっ て，天 上 の も

の， 地上 の もの， 地下 の もの な ど， あ らゆ る

ものが ひ ざをかが め，

また， あ らゆ る舌が ， 『イエス ・キ リス トは

主 で ある』 と告 白 して，栄 光 を父な る神 に帰

す るため で あ る。

わ た しの愛 す る者 た ちよ。 そ うい うわ け だ

か ら， あな たが たが いつ も従順 であ った よ う

に， わ た しが一 緒 に い る時 だけ でな く， い な

い今 は， い っそ う従順 で いて， 恐 れ おの の い

て 自分 の救 の達 成 に努 め な さい。」(ピ リピ2

：9-12)

私 はペ テ ロの次 の うるわ しい証 を読 み， い

つ も心 に新 たな活 力 を得 て きた。

「イエ スが ピ リポ ・カイザ リヤ の地 方 に行

か れたとき，弟 子 た ちに尋 ね て言 われ た， 「人

々 は人 の子 をだれ と言 っ て いるか』。

彼 らは言った， 『あ る人 々はバ プテスマ の ヨ

ハ ネだ と言 って い ます 。 しか し， ほか の 人 た

ちは，エ リヤ だ と言 い， また， エ レ ミヤ あ る

いは預 言 者 のひ とりだ， と言 って い る者 もあ

ります』。

そ こで イエ ス は彼 らに言 われた， 「それでは，

あな たが た はわ た しをだれ と言 うか 』。
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シモン ・ペ テ ロが 答 えて 言 った， 『あな たこ

そ，生 け る神 の子 キ リス トです 』。

す る と， イエ スは彼 にむ か って言 わ れ た，

『バ ル ヨナ ・シモン
， あ なた は さいわ いで あ

る。 あな たに この事 をあ らわ した のは， 血 肉

では な く， 天 に い ます わ た しの父 であ る。

そ こで， わ た し もあな たに言 う。 あ なた は

ペ テ ロで あ る。 そ して， わた しは この岩 の上

にわ た しの教会 を建 て よ う。黄 泉の 力 もそ れ

に打 ち勝つ ことはない。」(マ タイ10：13-18)

これ ら古代 の偉大 な使 徒 た ち，同 じ主 な る

キ リス トのみ業 に携 わ っ た兄弟 た ちの証 に加

えて， 私 自身 の証 も述べ させ て い ただ きた い。

私 は， イエス ・キ リス トが 生け る神 の御 子 で

あ り，世 の人 々の 罪の ため に十字 架 にお かか

りに な った こ とを知 って いる。

イエス ・キ リス トは私 の 友 であ り， 私 の救

い主， 私 の主， そ して私 の神 であ る。

私 は， 聖徒 の皆様 が主 の戒 め を守 るこ とが

で きる よ うに， そ して主 の み た まを受 け ， 日

の光 栄 の王 国 にお いて主 と共に 永遠 の受 け継

ぎに あずか るこ とが で き るよ うに と心 か ら願

って い る。

愛す る兄 弟姉 妹 の皆様 ，2日 間に わ た って

開 か れた この栄 えあ る大 会 を閉 じるにあ た っ

て， 私 の胸 は皆 様へ の愛 と感 謝 で一杯 で あ る。

私 は どこに行 って もあふ れ るばか りの愛 と親

切 に あずか り， 心か ら感 謝 して い る。皆様 が

私 に示 して下 さ る愛 と親切 は，私 の霊 の マナ

とな って いる。 皆様 の祈 りと愛 が私 を支 え て

下 さって い るので あ る。 主 は，皆 様 の祈 りを

聞 き届 け， 私や他 の教 会 幹部 の 兄弟 た ちの健

康 を祝福 し， 地上 に おけ る神 の王 国 の諸事 を

管理 で きるよ うに して下 さって い る。私 た ち

は この こ とに深 く感謝 して い る。

この よ うな皆 様の 深 い愛 に対 して， 私 も心

か らの愛 と感謝 を申 し述べ たい と思 う。 それ

ぞれの ワー ド部， ステー キ部 ，伝 道部 ， さら

に は家庭 にお帰 りに な った後 も， 天 父が皆 様

と皆 様 の家族 を祝 福 して下 さ るよ うに祈 って

いる。 この 大会 の メ ッセ ー ジな らび に精神 を，



家庭や 職 場， 集 会， 日常 生 活に おけ るこれ か

らの すべ て の行 な いに反 映 させ るよ うに して

い ただ きたい。 これ まで以 上に 立 派 な末 日聖

徒 に なろ うで はな いか 。主 が皆 様方 を祝 福 し

た も うよ うに。 また，主 の 僕 として，皆 様 の

一ヒに祝 福 が あ ら ん こ と を祈 り， 心 か らお 別 れ

の 言 葉 を 述 べ る もの で あ る。

イエ ス ・キ リ ス トの み 名 に よ り 申 し上 げ る 。
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大 管 長

ス ペ ンサ ー ・W・ キ ン ボ ー ル

福祉活動の労働の
もたらす祝福

「主が指示 し
，警告 してお られるよう に自分

の責任と義務を十分 に果た しているだろうか」

との，大管長の問 いか け

愛 する兄弟姉妹の皆様 この収穫の季節に・
皆様 にお 会 いで きるこ と を心 か.ら感謝 し

て い る。 同時 に， 皆様 が主 の勧 告 に従 っ て福

祉 活動 の 面 にお いて も各 自の家 をよ く整 える

よ うに切望 して い る。

こ こで私 の い う家 とは， そ れ ぞれ 自分 たち

の家 庭， それ に管理 を託 され て い るワー ド部

や支 部， ステー キ部 ，伝 道部 を指 して い る。

は た して，私 た ちは主が 指示 し， 警告 して

お られ る よ うに 自分 の責 任 と義 務 を十分 に果

た して い るだ ろ うか。

私 た ちの家 を秩 序 あ る もの とす る ために は，

福祉 の基 本原 則 とプ ロ グラム を よ く組織 立 て，

首尾 一貫 した もの を時機 を失す るこ とな く適

用 させ てゆか なけ れば な らな い。

福 祉活動 は 主が私 たち に与 えて下 さっ た完

全 なプ ロ グラム であ る。 備 えの あ る生活 ，個

人 と家族 の備 え， ホー ム テ ィー チ ン グ と家庭

訪 問， 物 品の生 産 と貧 しい人へ の供 給問 題や

障害 を持つ 教会 員 の社 会復 帰， 就職 の斡 旋，

情 緒 的に不 安定 な人々 を教 会お よび 社会 の 活

動 に参加 させ る こ とな ど， 私 た ちは この地上

に神 の王 国 を築 くため に最善 を尽 くして いる。

私 た ちは福祉 活動 の家 を打 ち建 て るため に

これ まで42年 間 も備 えて きた。長 い歳 月で あ

ったが ， まだ行 な うべ きこ とは 沢 山残 され て

い る。世 界 各地 の 多 くの ステー キ部 や ワー ド

部 は， まだ福祉 活動 に着 手 したばか りであ る。

私 た ちは地 方 の指導 者 に一 言 申 し上 げ た い。

「物 事 を秩 序 正 しく行 な うな らば
，主 は皆 さ

ん を祝 福 して下 さ るで あろ う。」また，福 祉 活

動 が順 調 に進 ん で いる ステー キ部 もある。 し

か し， 皆 さん の ステ ー キ部 が そ のいず れ であ

ろ う と， す なわ ちや っ と福 祉 活動 が始 まった

ス テー キ部 であ ろ う と， す でに完 全 に軌 道 に

乗 って い るステー キ部 であ ろ う と，.現在 ほ ど，

福 祉 活動 の労 働 の もた らす祝福 につ いて述べ

るに適 した時 機 はな い と思 う。

この 「福 祉活 動 の労働 の もた らす祝 福」 に

つ いて よ く理 解 で きる よ うに，3つ の段 階 に

分 け てお 話 した い と思 う。，これ らはみ な相互

に関連 が あ る。 まず 第1に 個 人の得 る祝 福，

.第2に 家族 の 得 る祝福 ， そ して 第3に 教 会全

体 の得 る祝 福 で あ る。

個 人 の得 る祝福

個 入の得 る祝 福 と しては， 尊敬 ， 自尊， 強

い証， 無私 の心 ， そ して個 人の霊性 が高 め ら

れ るこ とな どが あ る。J」 ルーベ ン ・クラー

ク ・ジュ ニア 副管 長 は，1936年10月2日 ， こ

の同 じタバナ クルで 開か れた ス テー キ部 長 の

ため の特 別集 会 で，福 祉 計画 に よっ て もた ら

され る祝福 に つ いて次 の よ うに述べ て い る。

「当初 か ら福 祉 計画 の長 期 的 な 目標 は教会

員，す な わ ち与 え る者 と受 け る者 双方 の 人格

形 成 にあ った 。教 会 員の心 の奥 底 に ある繊細

さ を回復 し，潜 在 的 な霊性 に花 を咲 かせ ，実

らせ る こ とで あ る。 これが 教会 の使 命 であ り，

目的 であ り，この教 会 の存 在す る理 由 であ る。」

福祉 活動 の もた らす 第一 の祝 福 は，個 人 の

生 活 の中 に見 られ る。 そ して， その祝福 を得

た者 のみ が家族 に， 次 い で教会 全体 に祝 福 を

もた らす こ とが で きるの であ る。 ち ょ うど個

人の証 に よ って教 会が 強め られ るよ うに，会

員一 人一 人の働 きに よ って福祉 活動 の結 束 し

た力が 生 まれ るの で あ る。

皆 さん は， 「これ らの祝福 を受 けるには どう

した らよいだ ろ うか。 そ の実 を刈 り取 るため

に どの よ っな種 を ま くこ とが必 要 だ ろ うか」

と問 うか もしれ ない。 私 は， それが 福祉 活動

の基 本 原 則 を 日々 の生 活の 中に取 り入れ るこ
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とであ る と思 う。 す なわ ち愛， 奉仕 ，労 働，

自立， 奉献 ， 管理 の6つ で ある。 これ らの 原

則 を生かす 機 会 は福祉 活動 だ けで な く，教 会

すべ て のプ ロ グラム にあ る。

これ まで福 祉活 動 は福音 の 実践 で あ る と繰

り返 し述べ られ て きた。 これ は取 り も直 さず，

私 た ちが福祉 活動 の もた らす 祝福 を得 るため

に は， これ ら6つ の 原則 とそれ に関連 した福

音 の教 え を知 るだ け で な く， 実践 し， 行 な い，

教 え られ たこ とを行動 に移 す 必要 が あ るこ と

を示 して い る。

しか し，.種を まか ず に実 を刈 り取 ろ うとす

る人 を よ く見掛 け る。私 た ちは信 仰 を もっ て

種 をまいて こそ，奇 跡 の花 を目にす るこ とが

で きるの であ る。 しか し， 人は よ くそ れ を取

り違 え，逆 に考 えて し まう。彼 らは種 を ま く

前に収 穫iを得 よ.うとす る。

モ ル モン経 のヤ コブ 書第5章 に記 されて い

る樹 木 園の た とえ話 は ， この こ とにつ いて偉

大な教 訓 を与 えて い る と思 う。 樹 木園 の主 入

はか ん らんの 木か ら「多 くの実 」を得 よ う と思

い， 長 い間一生 懸 命働 い た。 しか し， ほ とん

ど収穫 が得 られ なか った。 そこ で樹 木 園の 主

人 は落胆 して次 の よ っに言 った。

「『しか し，私 が これ まで して きた こ と以 上

に， まだ樹木 園 でや ってや れ た こ とが あ るだ

ろ うか 。私が な まけ て養 い を与 えなか った こ

とが あるだ ろ うか。 いや いや， 私 は養 いを与

えた り， 枝 の刈 り込 み を した り， 根 元 を掘 っ

て肥 を与 えた りしたばか りか ， いつ もほ とん

ど1日 中手 をつ くしたが 終 りの 時が もう近 づ

いた。私 が今 樹 木 園の 木 をみな切 り倒 して火

に投 げ こん で燃や す ほか に仕 方 がな い のは ま

こ とに惜 しい こ とであ る。私 の樹 木 園 を この

ようにだめ に な らせ た のは い った い誰 であ る

か』 と。

す る と僕 は その主 入に答 えて， それ はあ な

たの樹 木 園の 木が 高 くそ び えて いるか らでは

ないか。 だか ら，枝 が 良 い根 を負か して い る

か らで はな いか。枝 が 根 に勝 っ てい るの で，

それが根 の 力以上 の成 長 をして根 か ら勢 力 を
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と りす ぎるので あ る。 これが あ なたの 樹木 園

の木 が だめ にな る原 因 では ないか と言 っ.た。」

(ヤ コブ書5：47-48)

私 た ちの 中に も， これ と同 じ問 題 を抱 えて

い る人が いる と思 う。彼 らは木 を生長 させ る

根 に養分 を与 えず に1豊 か な実 り，す な わ ち

霊 的に も物 質的 に も大 きな収 穫 を得 たい と願

って い る。 自己 を磨 き，努 力 し， 代価 を払 っ

て 丈夫 な根 を育 て よ う としない ので あ る。訓

練 は，青 少年 の 頃か ら始 め なけ れば な らな い。

私 は少年 の頃， 毎 日庭 の手 入れ をした り， 家

畜 に え さをや った り，水 を くみ に行 っ た り，

i薪を割 った り， 垣根 を修 理 した りした。 この

よ うな農場 で の仕事 が， 丈夫 な根 を張 るの に

効 果が ある こ とを知 ったの は，将 来枝 を伸 ば

す 時期 を迎 えてか らの こ とで あ る。

私 は両親 が根 と枝 の 関係 を理解 して いた こ

とに深 く感 謝 して い る。私 た ちが根 を深 く張

り，福 祉 活動 の労働 に よって 自分 た ちの望 む

実 を収 穫 す る こ とが で きる よ うに願 って い る。

家族 の得 る祝福

家族 も，福 祉活 動 の労働 か ら多 くの祝 福 を

得 る こ とが で きる。平 安， 愛 調 和， 一致 ，

満足 感 な どが その祝福 であ る。

真 の末 日聖 徒 の家庭 は， 人生 の嵐や 苦 しみ

か ら身 を守 る避 け所 で あ る。

家 庭 は文 明の 発祥地 であ り，社 会 の基 で あ

る とい う賢 人の教 えが あ る。 しか し， 主 は予

言者 を通 じて それ に勝 る 多 くの こ と を教 え て

お られ る。私 た ちは昇栄 した家族 がや が て神

の族 長制 度 に 入 り， 王 国の 力 とな り， 忠 実 な

老 の ため に備 え られ た栄 光 を永遠 に受 け るこ

とを知 っ てい る。

家族 が平安 と愛 と調和 の 実 りを得 るため に

は，家 庭 に どの よ うな種 を ま くこ とが 必要 で

あ ろ うか 。福祉 活動 の 観点 か ら言 えば， 個 人

の備 えの標 準 に要約 で きるはず で あ る。 これ

らの標 準 につ い ては， す で に全 世 界 の教会 員

が知 って い る。すべ ての教 会 員 は， それ らの

標準 を学 び， 実行 して いた だ きたい。



私 は毎 日，教 会員 か らの 沢 山の手 紙 をい た

だ く。そ の 多 くは， 個 人的 な問 題 に対 して助

言 を求 め る手紙 であ る。 そ こで私 は これ らの

問題 を検 討 した後， ほ とん どを地元 の指 導者

に送 り返 して い る。彼 らが 十分 な解 決 を与 え

られ るか らで あ る。 その時 いつ も考 える こ と

は，私 たちが 皆 それ ぞれ に何 らか の個 人 と家

族 の 問題 を抱 えてい る とい うこ とで あ る。 障

害や 心 を悩 ます よ うな事柄 に 出会 うこ と もあ

れ ば，成 功や 失敗 を繰 り返 す こ ともあ る。そ

れ らの事 柄か ら， 私 た ちは この世 で成 長 し，

力 を得 て，経 験 を積 ん で行 くの であ る。 しか

し非 常 に大 きな問題 が生 じてい る場合 は， み

た まを通 して与 え られ る主 の勧告 か， または

指導 者 の勧告 に従 わなか った と見 な され るこ

ともあ る。個 人 と家 族 の備 えの 原則 を 日常の

生 活 の中 で実践 す る よ うに してい ただ きた い。

「もし汝 らに備 えあ らば怖 るることなか らん。」

(教義 と聖 約38：30)

教 会 の得 る祝 福

私 た ちが教 義や 訓戒 に従 い， 福祉 活動 のプ

ロ グラム を実施 す る時，私 た ちの労 働 に よっ

で シオ ンの確 立 とい う祝福 が得 られ る。

主 は次 の ように宣 言 してお られ る。 「シオ ン

は その 美 と聖 とを増 し， その 境域 は拡 が りそ

の ス テー キ部 は堅 うせ られ ざ るべ か らず 。わ
た

れ 誠に 汝 らに告 ぐ， シオ ンは起 ちて その 美 し

き衣 を着 け ざるべ か らず と。」(教 義 と聖約82

：14)

シオ ンは心 の清 い者 た ち， つ ま り聖 め られ ，

子 羊 の血 によ って その衣 を 自 く洗 われ た者 た

ち力牲 む所 であ る。(ア ルマ13：11参 照)彼 ら

は慈愛 の衣 を身に ま とい， 清 い心 で人 々に奉

仕 す る者 た ちで あ る。

私 た ちは世 界各 地 に シオ ンの力 とな るステ

ー キ部 を打 ち建 てて い る
。 したが って私 たち

は聖徒 たち に， 自国 に とどまって神 の選 民 を

集 め， 主 の道 を彼 らに教 え る よ うに勧告 す る。

神 殿 が 各地 に建設 されつ つ あ り，聖 徒 た ちは

世 界中 どこに いて も自分 た ちの住 む所 で その

祝 福 に あずか るこ とが で きる よ うに な る。

主 は 人々が 主 の再 臨の 時 に主 に まみえ るこ

とが で きるよ うに，新 し くか つ永 遠 の誓約 を

啓示 され た。 シオ ン を築 くため に私 たちが守

らなけ れば な らな い原則 と教 えの中 で も，一

番大 切 な事柄 が福 祉 活動 の 中に示 されて いる。

聖 典 に は こう記されて いる。 「日の栄 の王 国の

律 法の要 求 す る和合 一致 に従 いて一致 協 力せ

ず 。お よそ 日の栄 の王 国 の律 法 の諸 原則 に よ

らず んば， シオ ン を建 つ る こ と能 わず。 これ

に よ りて建 て ずば， シオ ン をわれ に受 け入 る

る こ とか なわ ざるな り。」(教義 と聖約105：4-

5)

モー セ の著 に記 録 され て いるエ ノクに与 え

られ た示 現 で も明 らか なよ うに，福 祉 活動 の

もた らす 祝福 を得 るため に は，身 と心 を捧 げ，

力 を尽 くして働 くこ とであ る。 これが私 たち

に課せ られ た責任 であ る。 そ して私 た ちは現

在 その機 会 に浴 してい る。

「わ れ天 よ り正 義 を地 に下 さん
。 われ 地 よ

いだ

り真 理 を出 してわが 生 みた る独子 の証 とな し

死 人の 中 よ り彼 の復 活せ る証 とな し， 誠 に ま

た すべ て の人 々の復 活 の証 となすべ し。 われ

また正義 と真理 と をして洪 水 の如 く地 をあ ら

い去 り地 の四極 よ りわが選 民 を集め て， わが

備 うべ き地 聖 な る都 に至 らしめん 。 こは，わ

が 民 を して腰 に帯 しわが来 る時 を待 ち望 まし

め ん ため な り。 わが幕 屋 は その地 にあ るべ し。

而 して， そ は シオ ン， す な わち新 エルサ レム

と呼 ばれ ん 。」(モ ー セ7：62)

私 た ちが個 人 として， あ るい は家族 として，

教 会 と して 自分 の家 をよ く整 え， 福音 の もた

らす 祝福 ， まさに完 き喜 び を刈 り取 る こ とが

で き る よ うに備 え てい ただ きた い。

こ こで， バー バ ラ ・ス ミス姉妹 をご紹 介 し

た い。 ス ミス姉妹 に教 会の 小麦貯 蔵 につ いて

大 管長 会が 承認 した事 柄の 経緯 につ いて説 明

して いた だ きた い と思 う。

バ ー バ ラ ・B・ ス ミ ス姉 妹 ：

キ ン ボ ー ル大 管 長 ， ど う も あ りが と う ご ざ
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い ます 。1876年 ， あ る秋 の 日， ブ リガみ ・ヤ

ン グ大 管長 は，私 と同 じ扶助協 会 の 会長 で，

当時 「ウー マ ンズ ・エ クス ポー ネ ン ト」 誌 の

副 編集長 を して い たエ メ リン ・R・ ウェ ル ズ

姉妹 を執 務室 に呼 び ま した。 そ して， シオ ン

の 女性 たち は危 急の 時 に備 えて小 麦 の貯蔵 を

開始 して欲 しい， また その ため に彼女 に姉 妹
¢

た ちを指 導 して欲 しい と言 い ま した 。

ウエ ル で姉 妹 はこ う述 べ てい ます。 「私 た ち

は早速 そ の年 に小 麦 の貯 蔵 を開始 しま した。

人か ら笑 われ ま したが， それ で も小麦 を買 っ

て 蓄 え ま し た。」(Rθ 旋fSode砂Maga瓠 πε

「扶助協 会誌 」1915年2月 号
，p.48)「 姉 妹 の

皆 さん， ど うカ・真 剣 に取 り組 ん で下 さ い」 と

ウエル ズ姉妹 は呼 び かけ ま した。姉 妹 たちは

皆 ， それ に快 く応 じ，小 麦の貯 蔵 に取 り組 み

ま した。(1γo㎜aη'sEκpoηe撹 「ウー マ ン ズ ・

エ クス ポー ネ ン ト」1876年10月15日 号 ，p.76)

小麦 を買 うお金 が な い時は ，畑 に 出て落 穂

拾 い を しま した。彼 女 た ちは 日曜 日に食べ る

分 の卵 を食べ ず小 麦 と交 換 した り， それ を売

って小 麦 を買 った りしま した。 また掛 け布 団

や 敷物， チ ー ズな ど を作 って 売 って は それで

小 麦 を購 入 したの で した。

扶 助協 会 の記録 を見れ ば，姉 妹 た ちが どれ1

ほ ど熱心 に努 力 して きたかが よ く分 か ります 。

シダー シテ ィー か らは 次の よ うに報 告 され

て い ます 。 「愛す る監督 は私たち に什分 の一 管

理事 務所 の一 室 を貸 して下 さい ま した。 そ こ

で私 たちは160ブ ッシ ェル(5，638リ ッ トル)

の小麦 を貯蔵 しま した。 その ほか 必要 で あれ.

ばす ぐに で も小麦 に替 え られ る資産 もあ りま

す 。」(同 上，1877年2月15日 号 ，p。138)

ボ ッ クズ エ ル ダー郡 の マ ンチ ュアか らは次

の よ うな便 りが届 い て い ます 。「私 たちは，愛

す るブ リガム ・ヤ ング大管 長 が勧告 して下 さ

った小 麦の貯 蔵 をで き るだけ実 行 す る よ うに

して きま した。 これ まで115ブ ッシェル(4，053

リッ トル)の 小麦 を蓄 え ました。 そ の中 の13

ブ ッシェル(458リ ッ トル)は 若 い姉 妹 た ち

が 落穂拾 いを して集め た もの です 。」(同 上 ，
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1878年2月 号，p.130)

これ ら初 期 の献 身的 な女性 た ちが蓄 えた小

麦 は， 思 い もよ らな い とこ ろで役 立 って き ま

した。

1898年 に は， この扶 助協 会 の小 麦は， か ん

.ばつ の被害 に苦 しむユ タ州 の パ ロワ ンや その

他 の地 域 に援助 物 資 として送 られ ました。

1906年 に は，地 震 と火災 で荒 廃 した サ ンフ

ラ ンシ ス コ市 に， 貨車1両 分 の小 麦粉 が送 ら

れ ま した。

同 じ年， 飢 きん で苦 しんで い る人々 を救 う

ため に， 中国 に も同量 の小 麦粉 が送 られ ま し

た。

1918年 には ，第一 次世 界 大戦 後 の食糧 難 を

救 うため ・・合衆 国政 府 に20万 ブッシェル(705

万 リッ トル)の 小 麦 をすべ て売却 しま した 。

この よ うに して得 た利益 はすべ て妊 産 婦 の

医 療 費， 児童福 祉， あ るいは教 会員 の健 康管

理 の費 用 に 当て られ ま した。

1940年 ， 扶助 協会 は再 び小麦 を購 入 し， ウ

エ ル フ ェア ・ス クウ ェアの穀 物貯 蔵 庫 に貯蔵

しま した。

小麦 貯蔵 計画 が神 よ り託 された計 画 であ る

と自覚 す る よ うに な ってか ら， す でに100年

以 上 た って います 。 この賢 明 な投 資に よ って，

この プ ロ グラムの価 値 は高 ま りま した 。そ し

て，今 日まで の小麦 の貯 蔵 量 と資産 額 はか な

りの数 字 にな って い ます。

当時 の扶 助協 会 の発行 誌 に， あ る姉 妹 の小

麦 の貯 蔵 に関す る次 の よ うな記事 が載 って い

ます。

「疑 い を抱 く人に は
， …… 自分 を見詰 させ，

大 勢の子 供 た ち を見せ ， 彼 らの母 親 に は今小

麦 を貯 蔵す るよ うに とい う勧告 が 与 え られて

い るこ とを認 識 させ ま しょ う。

純 真 な子供 た ちにパ ン を食べ た い とせ が ま

れ て も与 え るこ とが で きな い， そ の よ うな こ

とが あ って よいの で し ょうか。」(同 上 ，1876

年11月1日 号，p.81)

御 存 じの よ うに，私 た ちに は女 性 と して子

供 た ちに栄養 価 の高 い 食物 を与 え るだけ で な



く，母 親 として 彼 らに生 命 と救 いの偉 大 な計

画 を教 え る責 任 が課せ られ て い ます 。 これ ま

で扶 助協 会 の女性 は必要 を満 た す ため に，教 ，

育 と職 業 訓練 プ ログ ラム，病 院， 妊産 婦 の世

話， 養子 縁 組， その 他 の社会 奉仕 お よび福 祉

計画 を含め ，数 々 のプ ロ グラム に率先 して取

り組 ん で き ました。 そ して， これ らの計 画 の

規模 が 大 き くな った時 に，扶 助協 会 は それ を
.
教会 の 管理 下 に移行 して き ました。

扶 助協 会 中央 会長 会 は，小 麦 の管理 につ い

て祈 りの気持 ち を もって検討 した結 果，扶 助

協 会 の責 任 はす でに 果 た し終 えた とい う判 断

を下 し ま した。扶 助 協会 の小 麦 を全 教会 穀物

貯蔵 計 画 に移す 時が きたの です 。

扶 助協 会の266，291ブ ッシェル(9，384，095リ

ッ トル)の 小麦 を， 教会 の すべ ての 会員 の た

め に，福 祉 活動 の穀 類貯 蔵 計画 に加 えたい と

思 い ます。 この提案 に は扶助 協 会 中央管 理会

が一 致 して賛成 して い ます 。 また，1957年7

月1日 付 の小麦 保有 証 明書 を持 ってい る ステ

ー キ部 と伝 道部 に もこの件 に関 す る文書 を送

付 し， 彼 らの全 面 的 な支持 を得 ま した。

キ ン ボー ル大 管長 か ら許可 をい ただ いて ，

この集 会 に 出席 してお られる 姉妹 た ちに この

件 に 関す る支持 をい ただ きた い と思 い ます 。

全 教会 穀物 貯蔵 計画 に扶 助協 会 の小 麦 を移 す

とい う私 た ちの決議 を支持 して下 さ る姉 妹 は，

その意 を表 わ して下 さい。 あ りが と うご ざい

ます 。

キン ボー ル大 管長 ， 私 た ちは シオ ンの女性

として，過 去 の功績 を大変 誇 りに思 い，私 た

ちの小 麦 と小 麦 に関係 す る資産 を大 管 長 に譲

渡致 します 。教 会 中央 福祉 活動 委 員会 を通 し

て大管 長 の管理 下 に これ をお使 い下 さ るよ う

に心か ら望 んで い ます 。

私 た ちは扶助 協 会 の小 麦計画 が 引 き続 き神

よ り託 され た計 画 で あ る と見 な され る よ うに

祈 って い ます 。 この小 麦 の支給 を受 け るす べ

ての 人々 の生 活が祝 福 され ます よ うに。 イエ

ス ・キ リス トの み名 に よ り申 し上 げ ます 。ア

ー メ ン
。

キ ンボー ル大 管長 ：

ス ミス姉 妹， 教 会の 兄弟 お よびすべ て の教

会 員 のた め に扶 助協 会 か ら贈 られ たこの素 晴

らしい贈 り物 を心 か ら感謝 す る と共 に， その

意義 を心 に留 め てお受 け致 します。私 たちは 』

1世 紀 以上 にわ た りこの神聖 な小麦計 画 の責

任 を信 仰 を持 っ て果 た して こられ た扶 助協会

の姉 妹 た ちの 多大 の犠 牲 と熱意 を強 く感 じま

す 。大 管長 会，十 二 使 徒評 議貝 会，管 理監督
.会

，扶 助協 会 中央会 長 会 で構成 され る中央福

祉 活動 委 貝会 の指示 の下 に，福 祉事業 部が 過

去 に扶 助協 会 が素 晴 らしい成果 を もた ら した

その方 法 で，小 麦 の保 存管 理 を続行 す るこ と

を，確 信 をもっ てお約 束致 します。今 後 この

扶助 協 会 の贈 り物 は， 全世 界 の教会 員の生 活

に祝 福 を もた らす ため に適 宜利 用 され るこ と

で し ょう。

私 た ちは過去 お よび今 日の姉 妹 た ちの功 績

を誇 りに 思 って い ます 。 これか ら も続 けて皆

様 の責 任 を立 派 に果 た し， 教会 の プ ログ ラム

を，特 に扶 助協 会 の プ ロ グラム を支 持 して い

ただ きたい と思 い ます 。

また，姉 妹 た ち と兄 弟 た ちは互 いに助 け合

って い ただ きた い と思 い ます 。互 いにパー ト

ナー と して， また同僚 として， 主 のみ業 の発

展 と自分 自身の救 いの ため に協 力 して下 さい。

扶 助協 会 か らいただ い た この贈 り物 を，教 会

お よび家 庭 にお いて私 た ちの人生 を豊か にす

る相 互努 力 と調和 の 象徴 に した い と思 い ます 。

この偉 大 で神聖 な福祉 活動 に携 わ る私 た ち

に主 の祝 福 が あ るよ うに， イエ ス ・キ リス ト

のみ 名 に よ り心 か らお祈 りします 。 アー メン。

☆ ☆
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扶助協会中央管理会会長

バー バラ ・B・ ス ミス.

健康一 喜びのある生活を

もたらす鍵

肉体の健康を維持するための 目標 一定期的

な運動，適切 な休養，栄養のバラ ンスの とれ

た食事

ロ バー ト ・ブ ラウニ ングの 詩 に ・「神 ・天 に

ま します。世 の こ とすべ て は善 し」 とい

う一 節が あ ります。 この詩 は ，私 たちの 肉体

が その機能 を完 全 に果 たす 時に ，一 層意 味の

深 い もの とな ります 。 そ して私 た ちは皆 ， そ

の祝 福 を心 か ら望ん で い ます 。

私 たちの健康 状態 は ，個 人の精 神状 態や 仕

事 に対す る姿勢 ，祉 会生 活 ， さ らに主 に仕 え

る ことな ど，生 活の あ らゆ る面 に影響 を及ぼ

します。

肉体的 な病 気は この世 の生 活 と切 っ て も切

り離せ ない もの です が ，聖典 に は 「人類 が現

世 に在 るのは幸 福 を得 んため であ る」(IIニ ー

フ ァイ2：25)と 記 されて い ます。主 は私 た

ちに ，健康 に関 す る教 え を啓示 し， このみ 言

葉 が確か で ある こ とを立証 され ま した。私 た

ちが主の指 示 に従 う時 に長生 き して ，喜 びの

あ る人生 を送 る こ とが で き るよ うに ，数 々の

教 え を与 え て下 さって い ます。

健 康 に関す る聖 句 と して最 も よ く知 られ て

い るもの に ，教 義 と聖約 の 第89章 が あ ります 。

その 中で主 は，私 た ちが摂取 すべ き もの と，

私 た ちに とって良 くない ものの 両方 につ い て

詳 し く述べ てお られ ます。

研 究の 結果 ，茶 ， コー ヒー ， タバ コ，それ

にアル コー ル性 飲料 が 有害 で あ るこ とが科 学

的に証明 され ， さ らに 胎 児の発育 に も悪影 響

を及ぼす こ とが明 らか に され ま した。

私 た ちは予 言者 だけ で な く科 学者 か ら も，

「店頭 で売 られて い る薬 」 を含 む薬 物 を不 適
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切 に服 用 した り，乱 用 した りす る と危 険で あ

る との 警告 を受 け て きま した。 これ らの薬物

、が役 立 つの は ，病 状 に 応 じて服 用す る時だ け

です 。 しか も，薬 の 中には 色々 な成 分が 含 ま

れ て いるの で ，過度 に 服用 した り，他 の薬 と

r緒 に 飲ん だ りす る と， 中毒 症状 を起 こ した

り習慣性 にな る な ど，危険 を招 くこ とさえ あ

ります 。

「知 恵の 言葉 」の 中には
，「人 間の …… 利用

のために… …定 め」(教 義 と聖 約89：10)ら れ

た体 に 良 い食物 が具 体 的に数 々挙 げ られ て い

ます 。

扶 助 協会 で は小 クラス を設け て ，体 に良 い

食物 の 調理 法や ，食欲 を そそ る ような盛 りつ

け法 を教 え るこ とが で きます。

私 の あ る友達 は ， 夕食に特 製 の野 菜料理 を

出 した とこ ろ，若 い客 か ら，「私 ，ほ うれん草

は嫌 いだ と思 って い ま したが ，あの ほ うれ ん

草 の クリー ム煮 は とて もお い しか った わ」 と

言 われ た そ うです 。彼女 も私 たち と同 じよ う

に ，菜 園 を造 る よ うに とい うキ ンボー ル大管

長 の勧告 に心か ら従 い，現 在 も野菜 を栽 培 し

てい ます。 そ して素 晴 ら しい料理 技 術 を生か

し，収 穫 した野 菜 を使 って 食卓 をに ぎわ して

い ます 。 どの客 人 も，お い しい上・に体 に良 い

その 食物 に大変 感謝 して ，テー ブル を立 つ と

い うこ とです。

主 は，私 た ちが これ らの 戒め を守 るな らば ，

「走れ ど も疲 れ ず
，歩 け ど も気 を失 うこ とな

か らん 」(教 義 と聖 約89：20)と 約束 してお ら

れ ます 。

また，主 は私 たちに健 康 にか か わ る もうひ

とつ の 律法 を挙 げ てお られ ます 。 それ は ，適

切 な運動 が 必要 で あ る とい うこ とです 。散 歩

や ラ ンニ ン グ， その他 の リズ ミカル な 活動 は ，

循環 器 を丈 夫 にす るの に効果 が あ ります 。

私 たち は生活 に追 われ ，時間 も機 会 もな い

か ら と言 って ，適切 な運動 を怠 り勝 ちです 。

私 の知 人の あ る女性 は 大変 多忙 な毎 日を送 っ

てい ます。 けれ ど も， 自己改善 の テー プ を聞

きなが ら，あ る いは聖 句 を暗記 しなが らで も



運動 を します。 彼女 の よ うにす る こ とが で き

な いほ ど忙 しい人 は， まず いな い と思 います 。

私 た ちは また ，夜 は早 く寝 て疲 れ を と り，

朝 は早起 きを して 肉体 と精 神 を活 気づ け る よ

うに勧 告 され て い ます。(教 義 と聖 約88：124

参 照)。

「不 潔 なるを止め よ」(教 義 と聖約88：124)

とも戒 め られ て い ます 。 この聖 句 は私 た ちの

肉体 だけ で な く，家の 中や 隣近 所 に も適 用 し

なけれ ば な らな い こ とです 。例 え ば， 食事 の

支 度 をす る時 には 手 を洗 い ，台所 や 食卓 を き

れ いに して か ら始 め ます。

教義 と聖 約 の第59章 で主 は ，地 上 の 食物 は

「適 量 にこれ を用 いて 貧 らず」(59：20)と 戒

め てお られ ます 。保 健 の専 門家 に よる と，肥

満 は健康 上 大 きな 問題 となって い る とい うこ

とです 。太 り過 ぎる と，病気 にか か りや す く

な るだ けで な く， 肉体 的に も心理 的 に も負担

がか か ります。

科 学 の進 歩や 医療 技術 の向 上 に伴 レ♪，寿 命

が伸 び ，健康 と活力 が養 われ ，乳 幼 児の死 亡

率 が低 下 した こ とに ，私 た ちは感 謝 しな けれ

ば な りませ ん。歴 史 を振 り返 って み る時 ，病

気の子 供 を助 け よ う とす る両 親の 大 きな愛 に

まつ わ る話が数 々あ ります。

今 日，病 気 に対 す る免疫 が あ る とい うこ と

は ，大 きな祝福 であ る といえ ます 。非常 に 危

険 な病 気 で さえ ，今 や 完全 と言 って よいほ ど，

予 防接種 で発病 を抑 え るこ とが で きます 。

家庭 看護 コー ス，応 急手 当 て， その他 の家

庭健 康 法 は扶助 協会 で も学 ぶ こ とが で き ます 。

医療 費の高 い今 日，女 性 は医療 健康 保 険の

価値 を理 解 す る こ とが必 要 です 。 これは ，健

康 の面 か ら も，財政 管理 の面 か らも大切 な こ

とです。

最 後 に ，肉体 の健康 を維持 す るため の 目標

を幾 つか 挙 げて終 わ りた い と思 い ます 。

1.知 恵の 言葉 を守 る。

2。 定 期的 な運 動 ，適切 な休 養 ，栄養 のバ

ラ ンスの とれ た食事 に 気 を配 り，体重

の調 整 を図 り，持 久力 を養 う。

3.個 人 と家族 の衛 生 を改善 す る，あ るい

は維持 す る。

4.健 康 を維持 す る ため に ，予 防処 置 を講

じる。

5.家 庭 健 康法 を学 び実 践す る。

私 た ちの 日常生 活 に これ らの原 則 を喜 び を

もって取 り入れ る こ とが で きる よ うに ，イエ

ス ・キ リス トのみ 名に よ りお祈 り申 し上 げ ま

す 。 アー メン。

管 理 監 督

ビ ク タ ー ・L・ ヴ ラ ウ ン

メキシコ，ヘル メヒ日支部の

素 晴 らしい模範

4年 という短期間のうち に，彼らはシオン

の理想を打ち立てる途上にある

兄 弟姉妹の皆さん・今朝・私は教会の指導
者 と会 員が福 祉 活動 の基 本原 則 を各 自の

生 活 に取 り入れ る時 に どの よ うな素 晴 らしい

こ とが起 こるか をお話 した い と思 う。 これか

らお話 す るこ とは ，メ キシ コの トレオ ン近郊

に あ るベ ル メ ヒロ とい う村 の教 会 で実際 に起

こ った こ とであ る。

では ，砂 ぼ こ りの立 つ道 とア ドー ビれ んが

造 りの家 々が 目に つ く，北部 中央 メキ シ コの

典 型的 な村 ，ベ ル メヒロ に話 を移 そ う。

この 村 に教 会の小 さな支部 が組 織 され たの

は ，8年 前の こ とであ る。 当時 ，教 会の集 会

は この 借家 〔ス ライ ド映写 〕の一 室 で開 かれ

て い た。会 員 は この借家 を 「祈 りの 家」 と呼

ん で い る。

支部 のほ とん どの 男性 は ，政府 か ら委託 さ

れ た野 良仕事 に 従事 してい る。彼 らの生産物

は お もに綿 ， とうもろ こ し，それ に豆 で ある。

収 穫 物 は小 さ な協 同 組合 を通 して 出荷 し，一
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日に約3ド ルか ら5ド ルの 報酬 を得 る。 これ

は生活 必需 品 を賄 うのに も足 りない賃 金 で あ

る。

この小 さな支部 を支 えで いるの は ， カス タ

ネ イダ家族 であ る。 カ ス タネイ ダ家 の母 親 と

6人 の息子 とひ とりの娘 は，8年 前 にベ ル メ ヒ

ロ村 で初め て福 音が 宣べ伝 え られた 時 にこれ

を受 け入 れ ，バ プ テ スマ を受 け た。 息子 た ち

は結婚 を して ，伴侶 を改宗 した 。現 在 この家

族 は ，ア リゾナ 神殿 で結 び 固め の儀 式 を受 け

る計 画 を立 てて いる。

ユ リア ン ・カ ス タネイ ダは過 去5年 間 ，支

部 長 を務 め ，この 支部 の物 心両 面 にお け る諸

事 に対 して指 示 を与 えて きた。

1975年 以 来 ，福 祉 活動宣 教 師が毎 週 定期 的

にベ ル メヒロ を訪 れ て くるよ うにな った 。彼

らは今 も指 導者や 会 員に衛 生 学 と栄養 学 を教

え ， また支 部長 の助 け手 と して福 祉 活動 に 関

連の あ る業務 に従事 してい る。

福 祉活動 宣教 師が 派遣 され る よ うに な って

か ら，カ スタネ イダ支部 長 は福 祉活 動委 員 会

を頻 繁 に開 いて きた。 そ して ，個 人 と家 族 の

備 えの 各分野 につ い て会 貝 を援 助す る計 画 を

立 て ，実 施 して きた。

福祉 活動宣 教 師 と して働 い て いた夫婦 に ，

家 庭菜 園 を始 め る会 員 を援 助 す る よ うに依 頼

した 。 カス タネイ ダ支部長 は ，種 を購 入 して

会 員 た ちに配 り， 自 ら率 先 して菜 園造 りに励

ん だ。 その結果 ，ほ とん どの 会 員が 彼の模 範

に倣 っ た。

や が て菜園 を本格 的 に行 な うに は ，豚 が逃

げ 出 さない よ うに対 策 を講 じなけれ ば な らな

いこ とに気付 い た。鶏舎 も造 る必要 が あ った。

それは ，鶏が種 や新 芽 を食べ て し まうか らで

あ る。

菜園 だけ でな く，貯 蔵 の計 画 も立 てた 。会

員 は果 物や 野菜 の乾燥 法 を学 び ，小規模 では

あ るが か ん詰 め を製 造 した。 ジャム とジ ェ リ

ー も地 元 に適 した方 法 で作 った。 また ， 自分

の畑 で取 れた穀物 も貯蔵 した。彼 らは貯 蔵穀

物 を害 虫や ねず みか ら守 る方 法 も研 究 しなけ
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れば な らなか った。 山か ら運 ん で貯 えた木 材

は ，料理 に使 うだけ で な く，食器 を洗 った り

家 を掃 除す る際 のお 湯 を沸か す燃 料 として使

った。

公 衆衛 生 が強調 され る と，会 員は 各 自の家

に隣 接 して トイ レを造 り始 め た。 この計画 が

実施 され る までは ，ベ ル メ ヒロの会 貝の 家 に

は トイ レが なか ったの で あ る。

この小 さ な建 物 〔スラ イ ド映 写〕 にベ ル メ

ヒロ村 で最 初 の水 洗式 トイ レが 設け られ ，中

庭 に 穴 を掘 って 汚物 タ ン クが設 置 され た。 シ

ャワー も取 り付 け られた 。屋根 の上 に 容量 が

約200貼 の ドラ ム カン をひ とつ 置 き，毎朝 そ

の ドラム カンに 水 を満 たす こ とに した。 そ う

す る と，水 は 日中太 陽の 熱 で暖め られ ，晩に

は シ ャワー を浴 び る こ とが で きるの であ る。

菜 園 と浴 室が 整 った。 しか し，床 は汚 れ ，

ベ ッ ドもない。 また ，煙 突 が ない ため ，煙 に

まかれ なが ら料 理 しなけれ ば な らなか った 。

その よ うに汚 れ放題 の家 が ，現 在 は清潔 な家

とな って い る。床 に はセ メ ン トを塗 り，料理

用 ス トー ブに は適切 な換気 装 置が取 り付 け ら

れ ，テー ブル もいす もきれ いで ，部 屋 も整 と

ん されて い る。 また ，台所 を屋 外に建 て た家

庭 もあ る。

5年 前 のベ ル メヒ ロでは ， どの家 々 も同 じ

よ うに 見 えたが ，現 在 ，末 日聖徒 の 家は 村の

名所 とな るほ どに改 善 され て いる。 末 日聖 徒

の 家 は，壁 が新 し く塗 り替 え られ ，緑の 木 々

や美 しい花 が植 え られ て い るので ，容 易に 見

分 け る こ とが で き る。

ベ ル メ ヒロの会 員 は近 くの町 か らパ イ プで

水 を引 いて い るが ，その まま飲料 水 と して用

い るこ とは で きな い。 その上 ，燃 料不 足 のた

め ，煮沸 消毒 す る こ とも難 しい。 そ こで母 親

た ちは ，約1旦 の水 に塩 素 系漂 白剤 を3滴 落

と して殺 菌す るこ とを学 ん だ。水 を消毒 す る

こ とに よって ，下痢 ，ア メー バ赤 痢 ，腸 チ フ

ス を予 防す るこ とが で きた 。

福 祉 活動 宣教 師 には ，バ プ テ スマ を受 け て

間 もない家 族 の家庭 を訪 問す る責 任 が ，支部



長 か ら与 え られ た。 その ため宣 教師 た ちは ，

緊急 に指導 を要 す る事 態 に しば しば 直面 した。

例 えば ，宣教 師 た ちが新 会員 の家 庭 を訪 問

した あ る 日の こ とで あ る。彼 らが あい さつ を

済 ませ ，母 親 の招 きに応 じて家 の 中に 入 り，

いす に腰掛 け るや ，母 親が 泣 き出 した。子供

が病 気 で ， その子 のお なか が異 常 に膨 らん で

い る とい うの で あ る。

い ろい ろ調べ た結果 ，その子 には小 麦粉 を

水 に 溶い て作 っ た ミル ク しか与 えて いな い こ

とが分 か っ た。母 親 が8カ 月間 そ う して きた

のは ，子供 の容 態 が悪 くな り，ほ かの 食物 を

与 えて よい ものか ど うか不 安 で あっ たか らで

あ る。 しか し ，その病 気 の 原因 は栄養 失調 で

あ った。

そ こで宣教 師 た ちは母 親 に ，穀 類や 果物 ，

それ に野 菜 を適 切 に 組み合 わせ ，その 子 に合

っ た食事 の作 り方 を教 えた 。今 ，そ の子 は 回

復 に向か ってい る。

この よ うな計画 を実施 した結果 ，その伝 道

部全 体 の子供 の 会貝 の死 亡率 は ，40パ ー セ ン

トか ら10パ ーセ ン トに減 少 した 。

個 人 と家族 の備 えの他 の分 野 につ いて も計.

画 が実施 され た。 その ひ とつ に ，キ ンボー ル

大 管長 がすべ て の会 員 に行 な うよ うに勧告 し

てい る家の 片付 けが あ る。 彼 らは あ る不 活 発

会 員の家 の 片付 け を手伝 う計画 を立 て た。

その 家族 は親 子8人 で ，面積 約11平 方 メー

トル の狭 い家 に住 ん でい た。家 の床 は 汚れ ，

家 財 とい えば ダ ブルベ ッ ドがふ たつ と，小 さ

なテー ブ ル と灯 油 ス トー ブが ひ とつ だ け で，

電 気 も水道 もなか っ た。

そ の問題 を解 決 す るため に ，支部 では福 祉

活動 委 員会 が 組織 され た。扶助 協 会の姉 妹 た

ちは その家 を掃 除 す るため に ，何杯 もの水 を

バケ ツ で運 ん だ 。姉妹 た ちは そ の家族 を助 け

て家具 を外に運 び出 し，何 年 間 も積 もってい

たほ こ りを払 った。

ホーム テ ィー チ ャーや 他の 神権 者 た ちは ，

家具 の修理 を手伝 つた。.

福 祉活動 宣 教 師は ，その家 族 に衛生 管理 に

つ い て教 え た。

そ のほ か に も，宣教 師 た ちは幼 児の世 話 と

い うよ うな特 別 な レ ッス ン を扶助 協会 の姉妹

た ちに行 な って支 部 を援助 した。 また ，家族

の健康 管理 の原 則 とその方 法 も教 えた。現在

姉 妹 た ちは ， 自分 の衣 服 を縫 い ，買 い物 も適

切 に行 な える よ うに なっ て いる。

これ らの 活動 を通 して扶 助協 会の姉 妹 た ち

の愛 が育 まれ ，現 在 では家 庭訪 問が 定期 的 に

行 なわれ るよ うに なって い る。

個 人 と家族 の備 えの計 画 によ って ，子供 た

ち も祝 福 を受 け て い る。今 では ，母 親 は子 供

た ち を初 等協 会 に送 り出す前 に ，身つ くろ い

は よい か どうか 確認 す る よ うに なっ てい る。

年 上 の子供 た ちは年 下 の子供 たちに福 音 を

教 え なが ら，指 導性 を養 ってい る。宣 教師 は

子供 たちの模 範 とな るこ とに よ り，彼 らに大

切 な原 則 を教 え た。 子供 た ちは キ ンボール 大

管長 の勧 告 に従 って伝道 資 金 をため てい る。

また ，お菓 子 よ りも果物 を買 うよ うに して い

る。

ベ ル メヒ ロ支部 の教会 貝 の模 範 を通 して影

響 を受 け ，福 音 を学ぶ よ うに な った非教会 員

も大勢 い る。

支部 の会 員 が増 え たため ，借 家 では狭 くな

って しま った。 そ こで ，カ スタ ネイ ダ支部 長

は この土 地 〔スラ イ ド映写 〕 に教会 堂 を建 て

る許 可 を求め た 。同 じ伝道 部 内の他 の支部 に

は ，なか なか 教 会堂 の建 築許 可が下 りなか っ

たが ，ベ ル メ ヒロ支部 は許 可 を得 る こ とが で

きた。ベ ル メヒロ では村 会議 員が 支部 の これ

までの功 績 を認 め ， この 土地 に教会 堂が建 設

され るの を楽 しみ に してい る。

その 土地 に小 さな仮設 集会 所 が建 て られ た。

現在 ，聖 徒 た ちは この教 会堂 で集 会 を開 き，

す で に建 築 許可 の下 りた新 しい集 会所 の建 築

資金 をため て い る。・

支部 で は現在 ，事 業 を実施 して建築 資金 を

集 め てい る。 毎週 火曜 日 と木曜 日に ，扶助 協

会 の姉 妹 た ちは小 グルー プに分 かれ て ， ドー

ナ ツや タマー ル を作 り，.公園 で売 った り，戸
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別訪 問 して売 り歩 い た り して い る。 姉妹 の ひ

と りは ，戸別訪 問 しで売 り歩 くこ とは とて も

大変 です と言 い なが ら も，次 の よ うに語 って

い る。 「私 たち は教会 堂が 欲 しいのです 。です

か ら，資金 が た まるまで は ， どん な こ とで も

喜 ん で します。」

彼 らはす で に必要 な資 金 を集め ，教 会 堂の

建 設 は年 内に行 な われ る こ とに な った。

私 た ちは この話か ら，指導 者 と会 員が福 祉

活動 の基 本原 則 を完全 に理解 し， その原 則 に

則 った生 活 を始め るな らば， どの よ うな状 況

下 にあ ろ う と，素 晴 ら しい模 範 に なれ る とい

うこ とを学ぶ こ とが で きる。4年 とい う短 い

歳 月の 間に ，彼 らが成 し遂 げ た こ とを考 えて

い ただ きたい。 菜園 を造 り，生産 物 を貯蔵 し，

家屋 を塗装 し，木や花 を植 え ， トイレ とシ ャ

ワー を取 り付 け ，家 屋の 内部 お よび 外部 を整

え，修 理 し，水 を消毒 し，適 切 な 食事 を準備

し，子 供 た ちに栄養 価 の高 い食事 を作 って与

えた。

この ほか に，会 員 たちは不 活発会 員 の家族

の 物質 的な 問題 を解決 した り，非教 会 貝 をフ

レン ドシップ した り， また末 日聖徒 の 生活 の

善 い模 範 を示 す な ど して ， 人々に 愛の 手 を差

し伸べ た。

会 員の活 動 ，教師 の適切 な準備 ，有 能 な ホ

ーム テ ィー チ ャー と訪 問教 師 ，非 教会 員 の改

宗 ，支部 の事業 ，個 人の犠 牲 ，これ らに よっ

て この 支部 の霊 陸は高 め られ たの であ った 。

過去4年 間 に， この小 さな支部 の ひ と り当 た

りの断 食献 金が10倍 以上 に増 え てい るこ とは ，

注 目に価す る。

愛 ，奉仕 ，労働 ， 自立 ，奉献 ，管理 の 原則

は ，ベ ル メ ヒロの支部 の 功績 にす べ て明 白に

表わ れて い る。 実に ，彼 らは シオ ンの理 想 を

築 く途 上 に ある。

私 は ，教 会 のすべ て のワ ー ド部 ， ステー キ

部 はベ ル メヒロ支部 と同 じよ うな成 功 を収 め

るこ とが で き る と確 信 してい る。 その 成功 は ，

福 祉活動 委 員会 を組織 し，福祉 活動 の 基本 原

則 を学 び ，その 原則 に則 っ た生 活 をす るこ と
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に よって得 られ るで あ ろ う。 ワー ド部 や ステ

ー キ部 には援 助 を与 え る こ との で きる 人が い

て も，地 方 には その よ うな 人が い ない こ と も

あ る。 その場 合 は ，適切 な経 路 を通 して福 祉

活動 宣教 師 の援助 を要請 し， 問題 のあ る教会

ユ ニ ッ トの 必要 に応 え るこ とが で きる。

私 た ち一 人一 人 が ，ベ ル メ ヒロ支部 の聖徒

と同様 に福 祉 活動 の ビ ジ ョン を抱 くこ とが で

きるよ うに願 ってい る。私 たちは 力 を合 わせ

れば ，末 日の シオ ンを完 全に 築 くこ とが で き

るであ ろ う。 その 日が 一 日 も早 く来 る よ うに ，

イエ ス ・キ・リス トの み名 に よ って祈 る。 アー

メン。

管理 監督 会 第 二 副 監 督

J・ リチ ャ ー ド ・ク ラ ー ク

福祉活動における

管理の職を果たす

現状は満足すべさもので はない ということ

を認識 するか どうかが，私たちの今後を大き

く左右する

兄 弟姉 妹 の皆 さん ・私 は ・教 会 の この偉 大
な福祉 計画 に 参画 す る こ とが で きて非 常

に感謝 して い る。 この大 い な るプ ロ グラムは ，.

全 能 の神 が末 日の予 言者 た ちに 啓示 され た も

ので あ るこ とを，私 は心 の底 か ら証 す る。

福 祉 活動 が 開始 され て以 来 ，す でに長 い年

月を経 て きたが ，まだ まだ 私 た ちの 歩 む道 は

遠 い。 全世 界の 伝道 活動 の 著 しい進 展 と共 に ，

物質 的 な必要 を満 たす 業 も同様 の進 展 を見 る

こ とだろ う。私 たち はこの 大 きなチ ャレ ン ジ

に十分 に応 える ため に ， もっ と賢明 で忠実 な

管理 人 とな らな けれ ばな らない。

近代 の聖 典 に は ，あ らゆ る物 は主 の もの で

あ る と記 されて い る。「主 なるわれは諸 々の天

を拡 げ ，わ が手つ か ら創 れ る もの ，す なわ ち

この地 を築 きた り。 され ば ， その 中に あ るよ



うずの もの は わが もの な り。 …… すべ て これ
もの

らの財 産は 皆 わが 有 な り。 … …而 して もし財
もの

産 が わが有 な らば ，汝 らはす なわ ちわ が管理

人な り。」(教 義 と聖 約104：14，55-56)

管理 の職 につ いては ，タ ラン トの た とえ話

の 中 では っ き り と教 え られて い る。(マ タイ

25：14-30参 照)賢 い僕 となる ために は ，主

が 私 た ちに託 して 下 さ った もの を増 し加 えな

け れ ば な らない。 管理 入 とは 経営 者の こ とで

あ る。 健全 な経営 をす るため には む だ を省 き，

投 資 に見合 った収益 を上 げ るよ うに しなけ れ

ば な らない。 自分 に期 待 され て い るこ とをす

べ て成 し遂 げ た こ とを主 人に 報告 し，次の よ

うに 言 われ る時 ，そ の僕 は どれほ ど幸せ な こ

とだろ う。 「良 い忠 実 な僕 よ，よ くや った 。あ

な たは わずか な もの に忠実 であ っ たか ら， 多

くの もの を管理 させ よ う。」(マ タ イ25：21)

私 は ，管理 の職 を効 果 的 に果 たす要 素 は3

つ あ る と考 えて い る。 自由意 志 と，勤 勉 さ と，

報告 で あ る。私 た ちは奉仕 の機会 を受 け 入れ

るこ と も，拒 む こ と も 自由 であ る。 しか し，

一度 受 け入 れた な らば ，そ の結果 に対 して完

全 な責任 を負わ なけ れ ばな らな い。教 義 と聖

約 の第4章 には ，次 の よ うに記 され て い る。
つ と め

「この 故に ，汝 ら神 の役務 に出 で立 た ん とす

る者は(私 は これが 奉仕 の機 会 に浴 す るこ と

であ る と考 えて い る)，… …すべ か らく心 をつ

くし，勢力 をつ くし，思 をつ くし，体 力 をつ
つとめ

くして神の 役務 をなせ 。」(教 義 と聖 約4：2)

また 第72章 に は ，「主 は あ らゆ る管理 人の手

よ り，今 もとこ しえに も管理 人の職 に 関す る

報 告 書 を差 出 す こ とを求 む る」(教 義 と聖約

72：3)と 記 され て い る。 私 た ちは最 終的 に

主 に対 して報告 す る義務 が あるが 同時 に ，こ

の世 の神権 指導 者 に対 して も報 告 をす る必要

が あ る。

ここ で倉庫 資源 制度 の 中 で私 たちが その 管

理 の職 を どの よ うに して果 たせ ば よいか具 体

的に 考 えてみ た い。

第1に ，計 画 を立 て るこ とで あ る。計画 を

立 て ると，資 源の 管理 が よ くで き，最 大 限に

活用す るこ とが可 能 に なる。適 切 な計画 が な

けれ ば ，必ず 失 敗 を招 く。危 険 な試行錯 誤方

式の運 営 で はむ だが 多 いこ とはだ れ もが 承知

して い る とこ ろで あ る。 そ ζで ，地 域や ゾー

ン ご とに 自給 で きる よ うに ，私 たちは ひ とつ

の基 本計 画 を作 成 した。 この福 祉 の基本 計画

は ，何 が 必要 か を明 らか に し， その必要 を満

たす ため に援 助 手段 を組 み立 て る もの であ る。

この 基本 計画 が 完全 に実施 され る ようになれ

ば ，監督 は この 経済 変動 の激 しい状況 の下 に

あ って も，援 助 の必要 な人 々 を適切 に助 け る

こ とが で き るよ うにな るで あろ う。

第2に ，良 い管理 人 は効 率 良 く管理 を行 な

う とい うこ とであ る。2年 前 に キ ンボール大

管長 は 次の よ うに 言われ た。

「生産 事 業 を今 よ りも一層 効率 よ く行 なお

うでは な いか。 そ して ただ福 祉農 場 を持 つ こ

とのみ に終 わ る こ との ない よ うに しよ う。や

が て時 が来 れ ば ，私 た ちはす べ ての産 物 を私

た ちの福 祉 計画 か ら得 るよ うに な るであ ろ う。

しか も今 よ りは るかに 多 くの産物 を必 要 とす

るよ うに な るで あろ う。

福 祉 計画 が経 済 的に も成 り立 つ よ うに して

いた だ きた い。 そ して ，福 祉計 画 をた だ神 権

者 が並 ん で働 く単 純 な もの と考 え て しま うこ

との な いよ うに して いた だ きたい。労 働 を共

に す る こ とに よ り兄弟 愛が 生 まれ ，同時 に ，

経 済性 も高め るこ とが で きるの で あ る。」(Eπ・

sゴ9η「エ ンサ イ ン」1976年5月 号 ，pp.125-

26)

J・ ルーベ ン ・クラー ク ・ジ ュニア副 管長

は ，1960年 の福祉 大 会 で次の よ うに述べ て い

る。

「私 は き ょう，心 か らへ り くだって 申 し上

げ たい と思 う。 私 た ちは現 在 ，与 え られて い

るもの も十分 に 運営 で きな い くらい な ら，福

祉 計 画 な ど永久 に ない方 が よい と考 えて い る。

も し私 た ちが教 会員 の神聖 な基 金 を使 い ，事

業 に着 手 し， しかも 主 が私 た ちに期待 され て

い る よ うに その 計画 を活用 で きな い とした ら，

主 は恐 ら く現在 の ワー.ド部や ステー キ部の 指
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導者 を罪 な し とは され な いで あろ う。」(福 祉

農業 集会 ，1960年4月4日)

教 会本部 に は ，・この神 聖 な基 金 を管理 す る

重大 な責任 が あ る。 教会 の 費用一 部 負 担や ロ

ー ンの 申請 を受 け た場合 ，私 た ちは 財政 状 況

とその計画 を入念 に検討 す る。 そ して組 織や

運営 ，あ る いはその 事業 計画 に対 す る地 元 の

神権指 導者 の参 画 な どを一つ 一 つ細 か く評価

す る。 そ して 申請書 を見れ ば ，計 画 を実施 し

運営 す る管 理 人が どの よ うな人 で あ るか 一 目

瞭然に分か るよ うにな って い る。

第3に ，品質 管理 を向上 させ るこ とであ る。

品質の よい製 品は決 して偶 然に生 まれ.るもの

ではな い。絶 えず 入念 に検査 を し，精 一 杯努

力 した結果 と して得 られ るので あ る。私 た ち

は，皆 さんが定 め られ た基準 と手続 きを厳密..

に守 り，倉庫か ら支 給 され る物 資 を純粋 で ，

栄養 価の高 い もの とす る よ うに お願 い した い。

キンボー ル大管 長は ，先 日，新 しいか ん詰工

場 の鍬入れ 式の 折に 品質 管理 の こ とに触 れ ，

次 の ように述べ られ た 。「私 たちは ，主が 私 た

ちの倉庫 を訪れ て来 られた場 合 で も，私 た ち

の工場 で で きた製品 を主 に喜 ん で差 し出せ る

よ うに してお く必要 が あ る。」(福 祉 に使 え る

ほ ど良質 の」 とい う言葉 に は ，大 きな意 味が

あ る。主 は最善 の もの しか受 け 入れ た まわ な

い。 「デゼレ ト」とい うラベ ルは ，最 高級 品の

象徴 とな らなけ れば な らな い。 その ラベ ル の

背後 には愛 の労働 が あ るか らで あ る。

それが奉仕 であ ろ うが ，製品 で あろ うが ，

品質 管理 は福祉 活動 の あ らゆ る面 に適 用 され

る。専 業 であ る と， 自発的 な奉仕 であ る とを

問 わない。 そ して ，倉庫 に受 け 入れ られ る物

資の 質 こそが ，私 た ちが 生産 を効 率 よ く行 な

ってい るか ど うかの最 終 的 な物差 し とな るの

であ る。

第4に ，.品質 管理 と切 って も切 れ な い関係.

に あるのが安 全性 であ る。幸 い に も安 全性 は

ます ます高 まって きた。 しか し，そ れ で も多

くの事 故が 実際 に起 こ って い る。人 的 な損 害

に で もなれ ば ， まさに悲劇 としか 言 い よ うが
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ない。 そ のほ か に も，金銭 や労 働 の損 失 ，火

災に よ る損 失 な ど，毎 年 ，数十 万 ドル にの ぼ

る被害 を受 け て い る。

皆 さん に も う一度 思 い起 こ して いた だ きた

いこ とが あ る。 それ は，教 会 は基本 的 に 自己
ほ てん

補填 主 義 を とっ てい る とい うこ とであ る。 う

ま り，何 らか の不 注意 に よ り損 失が 生 じた場

合 ， その損 害 を埋 め合 わせ るため に教会 の神

聖 な基 金 を使 うよ うにな って い る。 そ のた め

に手 引 きを作成 し，倉 庫資 源制 度の 中 で と る

べ き安 全確 保 の手 続 きが定 めて い る。手 引 き

の 内容 をよ く検 討 し，それ に従 って 進め て い

ただ きた い。 そ うすれ ば ，ほ とん どの事 故 は

未 然に 防 ぐこ とが で きるは ず であ る。

第5に ，立 派 な管 理 人は施 設 の予 防管理 を

怠 りな く行 な う。建 物 に欠 陥が な いか ど うか

毎年 点 検す る。 また その他 の備 品に つ いて も

定期 的 に検 査 し，必 要 で あれば 補修 す る。管

理 をよ く行 なえば ，資産 の 寿命 を延 ばす こ と

が で きる。 私 の事務 室 には ，次 の よ うな標語

が掲 げ て あ る。 「いつ も物事 をなす時 間は十分

あるの に ，それ を正 しく行 な う時間 が ない の

は ど うしてだ ろ うか。」予 防 管理 こ そ ，初 め か

ら誤 りな く正 し く行 な う方 法 であ る。

第6に ，賢 明 な管 理 人は 会計 記録 をよ く付

け てお り，健全 な財 政 の維持 に努 め る。私 た

ちは情 報提 供が よ く行 な え るよ うに 会計 情報

制度 の 改良 に取 りか か って い る。 この新 しい

制度 を導 入す るに 当 たって ，皆 さん が示 して

下 さ って い る努 力 と援助 に!已・か ら感謝 して い

る。御 存 じの よ うに ，正 しい判 断 を下す ため

に は ，詳細 な情 報 を得 てお か なけれ ば な らな

い。皆 さん が要 求 され た報告 書 をもれ な く提

出 して下 さ って いる こ とを感 謝 して い る。

教 会 か ら費用 の一 部 負担 を受 けて 資 産 を購

入 した場 合 ，皆 さんに はそ れ を賢明 に運 用す

る義務 が あ る。 生産 量 を増す た めに 必要 な備

品や 資産 の 購 入にの み教 会 の費 用一部 負担の

申請 を して い ただ きた い。 この こ とに関 して，

決 して主 の信 頼 を裏 切 る こ との な い ように し

て いた だ きた い。



教 会が 商取 引 きをす る場 合 ，評 判 を落 とさ

な い よ うに しなけれ ば な らない。勘 定 の 支払

いは 必 ず契約 通 りに行 な う。 非営 利 団体 は値

引 き を求 め る上 に ，支払 いが遅 い とよ く言 わ

れ る。 しか し，私 た ちの教会 に関 しては そ う

い うこ との な い よ うに しよ うで はな いか 。 こ

れ は ，あ なたが 教会 に対 して約束 した事項 や

生産 の約 束 につ いて も言 える こ とで あ る。 こ

れ は神聖 な義 務 で あ り，当 然そ の通 りに履 行

して然 るべ きであ る。

さて ，兄 弟姉 妹の 皆 さん ，私 た ちの なす べ

きこ とは まだ まだ沢 山残 されて い る。願 わ く

は ，私 た ちが指 導者 で あ るスペ ンサー.W.

キン ボール 大管 長の 助 言 と模 範 に従 うこ とが

で きるよ うに。1977年10月 の福祉 部会 で， キ

ンボー ル大 管長 はこ う言われた。 「この偉 大 な

業 を推 進す るよ う私 は切 に お勧め した い。現

状 は私 た ちに とって も主に とって も満 足すべ

き もの で は ない とい うこ と を，全体 と して ま

た個 人 と して認 識す るか ど うか が ，私 た ちの

今 後 を大 きく左 右 す る。」(「聖 徒 の道 」1978年

2月 号 ，p.120)

主 は ，勤 勉 に働 くすべ て の 人々に 次 の よ う

な約束 を与 え られ た。 「お よそ何 人に まれ ，忠

実 に して正 し く，且 つ 賢 き管理 人 はそ の主 の

悦 び に入 りて永遠 の生 命 をつ ぐべ し。」(教 義

と聖 約51：19)

兄弟 姉妹 の 皆 さん ，主 は皆 さんの 献 身 と，

たゆ みな い努 力 を喜 んで お られ る。 皆 さん の

上 に主 の祝 福 が あ って ，私 たちが今 後 も直 面

す る大 きなチ ャレ ンジに 引 き続 き応 える こ と

がで きる よ うに ， イエ ス ・キ リス トの み名 に

よ りへ り くだ り祈 る もの で ある。 アー メン。

☆ ☆

管 理監 督 会 第 一 副監 督

H・ バ ー ク ・ピ ー タ ー1ソ ン

個人と家族の

備えをする

備えは一定不変のもので はなく，絶えず変

化 している

兄 弟 姉妹 の皆 さん ・今 朝 ・ キンボー ル大 管
長 は個 人 と家族 の備 えに関連 して生活 の

標 準 につ いてお 話下 さった 。 また ，フ ィル ム

ス トリップに よ り私 た ちの 記憶 は呼 び覚 ま さ

れ ， 目標 を立 てて必 要 な分 野の 準備 を整 えな

けれ ばな らない とい う励 ま しを与 え られ た。

フ ィル ム ス トリップ で述べ られて い た原則

はすべ て基 本 的 な もの で あ り，教 会 の各個 人

と家族 の生 活 に その まま応 用 で きる。各個 人

の環境 が 異 なる と同様 に ，個 人の必要 も様 々

であ る。 また，個 人の 状態 も年 と共 に変化 し

て い る。 したが って ，私 た ちは絶 えず 各 自の

必 要 を明確 に し，方 向や 目標 を新 たに しなけ

れば な らな い。 そ して大 きな意 味 にお いて ，

私 たちの 永遠 の進 歩 は， 自分 の弱 い分野 を評

価 し強め る能 力 に よって決 定 され るの であ る。

その上 ，人 々の必要 として いる ものは互 いに

異 な り，必 ず し も一様 の方 法 に よって 満た さ

れ ない。 これに 関 して少 し例 を挙 げて 説明 し

た い と思 う。'，

御 存 じの よ うに ，私 た ち夫婦 には5人 の 娘 ・

が い る。 何年 も前か ら，私 たち は霊 性 を高 め

るため に ，毎 日家族 で聖典 を読 んで きた。15

年前 は子 供 た ちが全 員家 に いた ので ，朝の6

時半 に集 まって 勉強 会 を した。 しか し現在 家

に い るのは ，私 た ち夫婦 と13歳 の娘 だけ であ

る。 そ して 勉強 会は 続 いて い る。け れ ども，

方法 は以 前 とは異 な ってい る。家 庭 の夕べ と

日曜 日の夜 に一 緒 に聖典 の 勉強 会 をす るほか

に ，毎 日聖典 の 勉強 を興 味 深 く行 なえ るよ う
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に新 しい計 画 を加 え た.。冷 蔵庫 の側 面 に1か

ら30ま での数字 を書 いた表 が張 ってあ る。 こ

の数 字 は聖 典 を読 んだ連 続 日数 を表 わ す もの

であ る。 家族全 員が1日 に1章 読 み ，その 表

に現 況 を記録す るこ とに な って い る。 その た

め に ，家族 全 員が互 いの状 態 を見 る こ とが で

きる。1日 で も欠か せ ば ，今 までの 日数 は 無

効 にな るの で， また1の 数 字か ら始 め なけ れ

ばな らない。家 族 として見事 に30日 間読 み通

した ら，全員 で特別 な買 い物に 出掛 け る こ と

に して いる。 これが 心 の励 み とな って い る。

だれ もほ かの者 の喜 びを失 わせ た くな いか ら

であ る。 この方 法 は ，13歳 の娘 に とって効果

的 であ る。

家 庭 におけ る生産 と貯 蔵 に関 しては ，地下

室 に1年 分 の 蓄 えが あ り，「ピー ター ソン商

店 」 と書 い た看 板 を掲 げて あ る。 しか し，家

庭 菜園や貯 蔵計 画 も15年 前 とは異 な る。大 人

ふた りと子 供5人 の蓄 えに代 えて ，現在 は 大

人ふ た りと子供 ひ と り， それ に来客 の ため 必

要 な品が貯 蔵 され て いる。

健康 管理 の方 法 も変 わ った。 子供 た ちが ま

だ小 さ くて家 に いた頃 は ，みん な で身体 を鍛

えるため に いろ いろ な運動 を した。 そ して現

在 は ，決 して も う若 い とは 言 えな い私 た ち夫

婦 では あ るが ，13歳 の 娘 を中心 に した運 動 を

す る こ とが大切 に な って い る。例 えば ，以 前

は娘 たちが対抗 で行 なって い たテニ スを ，今

は父親対 娘 と母 親 で しなけ れば な らな い。 ま

た，私 はジ ョッギン グを15年 間 実行 してお り，

今 では生 活の一 部 となって い る。 ただ し， 日

.を追 うご とに困難 に なって い るの は事実 で あ

る。

子 供 たちが成 長 して ，家庭 構 成 は変 わ った

が ，愛 を表現す るこ との大切 さは依 然 として

同 じで あ る。 父 ，母 ，娘の定 例 の面 接 が必要

であ るこ とも変 わ らない。 また，夏 に遊 園地

で娘 と一 緒に遊 ぶ 父親 の役割 も以前 と変 わ ら

ない。夫婦 の意 志の 疎通 もこれ まで と同 じ よ

うに深め て い く必要 が あ る。 これ らの必 要性

は永遠 に存在 し，絶 えずそ の必要 を満 た さな
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けれ ばな らない。

そ こで私 は次の こ とを申 し上 げ た い。私 た

ちは いつ も個 人 と家族 の備 えに注 意 を払わ な

けれ ば進 歩 しな い。 また ，備 えは一 定不 変 の

もの では な く，絶 えず 変化 してい る。私 は備

えが必 要 で ない とい う人生 を知 らない 。全 員

が備 え を して ，家族 が 祝福 を受 け られ る よ う

に してい た だ きたい。 また ，与 え られ た時 間

は 多 くな いの で ，その 大切 な時 間 をむ だにす

る こ とな く，永遠 の ため に備 え を して いた だ

きた い。 これ らの こ とを， イエ ス ・キ リス ト

のみ 名に よ って 申 し上 げ る。ア ー メ ン。

十二使徒評議員会会員

デ ビッ ド ・B・ ヘイ ト

福祉 活動 にお ける

ステ ーキ部長の役割

福祉活動 は，個入がさ'らに神に近づけるよ

うに高めr清 め ，祝福をもた らす

主 がその民のために組織された教会の福祉
活動 の 目的 につ いて話 す に先立 ち， まず

最 も大 切 な福 音の 原 則 を取 り上 げて み たい と

思 う。主 は様 々 な方法 で 人の値 が福 音 の中 で.

大切 な位 置 を 占め て い るこ とを述べ て こ られ

た。 「汝 ら，人の値 は神.の前 に大 い な ることを

憶 え よ。」(教 義 と聖 約18：10)男 女 は終 わ り

な く 「永 久に その子 孫 」 を存続 させ る能 力 を

有 してい る。(教 義 と聖 約132：19参 照)人 の

肉体 と英知 と霊 を構 成 す る元素 は ，永遠 の も

の で あ り，不 滅 であ る。

これ ら永遠 に して高 貴 な る人間が ，神権 の

権 威 と権能 に よ って もた ら され る導 き，恵 み ，

助 け を必要 とす る時が あ る。す な わ ち，絶望

か ら立 ち上 が り勇気 を得 るため に ，物質 的 ，

精神 的 ， あ るいは霊 的 な助 け を必要 とす る時

であ る。皆 さんが福 祉 集会 で この永 遠 の原 則



を再 び認識 して下 さる よ うに お願 い したい 。

とい うの は ，これ こそが福 祉 活動 の心髄 で あ.

り，神 の 息子 ，娘 で あ る個 人が さ らに神 に近

づ け る よ うに高め ，清め ，祝福 を もた らす か

らであ る。

この こ とを考慮 しなが ら，実際 に あった話

を幾つ か ご紹 介 したい と思 う。1830年 代 の初

頭 ，私 たち は厳 しい経 済 危機 に見 舞 われ た。

収 入 が急 激 に減 少 し， 中に は まった くその 道

を断 たれ た 人 もい た。失 業者 は数 百万 人に の.

ぼ った。 これはす べ て世 界的 な大 恐慌 が原 因

で あっ た。

合 衆 国の 国民所 得 は50パ ー セ ン ト以 下 に減

少 し，農 業所 得 も50パ ー セ ン ト以 下 に落 ち込

ん だ。失 業者 は 全労働 者 の25パ ー セ ン トに達

した。 しか しこれ らの統 計 は ，大 勢 の 人々が

体 験 した苦 しみや 悲劇 の一部 を想像 させ る も

の に過 ぎないの で あ る。例 えば ， ソル トレー

ク ・パ イオニア ステー キ部 では この不 況 に よ

る失 業 者が 会員 の半 数 以上 にの ぼ り，事態 は

非常 に 深刻 で あ った。 また， ソル トレー ク ・

グラ ン トステー キ部 の サ ウ スゲー トワー ド部

では ，173家 族 中 ，110家 族 の家長 が その職 を

失 って いた。

私 は この 厳 しい年 月 を生 き抜 き，直接 そ の

体 験 を味 わ って きた。 私 は大学 で経 済学 と経

営 学 を学 び ，銀 行 家 にな りた い と思 ってい た。

そ して不況 が始 まっ た直後 に学 業 を終 え ， ソ

ル トレー ク ・シ テ ィー にや って来 た。 しか し，

当時 銀行家 は 「2週 間 で10セ ン トも支 払 えな

い」 と言 われ た時 代 で ある。私 は デパ ー トで

週 給15ド ルの職 を見つ け たが ， それは実 に 幸

運 で あ った。 こ うして私 は熱心 に働 くこ とに

よ って得 る報酬 の尊 さ を学 ん だの で あ る。

私 はすべ ての銀 行 が閉 鎖 され た 日の こ とを

今 で もはっ き りと思 い 出す こ とが で き る。 ソ

ル トレー ク ・シテ ィーの 大通 りを歩 いて い る

と，ザ イオ ン銀行 の 表通 りや 歩道 に 人々が 黒

山の よ うに群 が って い た。 グラン ト大 管長 の

副 管長 を務 め るア ン ソニ ー ・W・ ア イ ビン ズ

兄弟 が銀行 の階段 に 立 って群 衆 に語 って い た。

「も しお望 み で あれ ば
，銀行 には お金が 用意

してあ ります の で ，お金の 引 出 しが で きます。

あ わて て銀行 に殺 到す る必要 はあ りませ ん。

皆 さん の預 金 をお返 しで き る十 分 なお金 をこ

の銀行 には 置い て ご ざいます 。」これを聞 いて

人 々は 少 しずつ家 に戻 り始 め た。 ア イビン ズ

兄弟 は誠 実 と信頼 の 象徴の 人 であ ったか らで

あ る。

後年 ，私 は カ リフォル ニア の教会 福祉 プ ロ

グラム の発展 を 目に した。 そ して教 会福 祉計

画 が いかに効 果 的 に人 々の 自立に 役立 って い

るか をは っ き りとこの 目で確 かめ るこ とが で

きた。

1936年 に 大管 長会 は ，教 会 福祉 計画 の第一

の 目的 は不 況の もた らす弊 害 を阻止す るこ と

であ る と発 表 した 。 この計画 はす ぐに実行 に

移 され ，教 会の 指導 者 に よ り会 員た ちの 中か

ら怠惰 を追 放 し，施 し をな くし，勤勉 と倹約

と自尊 心 を育む 制度 が確 立 され た。 この計 画

の 主 な 目的は ，教 会員 が 自立で きるよ うに援

助 を与 え，勤労 が教 会 員の生 活 の 中心 とな る

よ うにす る こ とであ った。

教会 員 の 中に はその ような大 きな ビジ ョン

を持つ 計画 が果 た して で き るもの だろ うか と

疑 う者 もい た。事 実 当時の 教会 は規模 も小 さ

く，資源 も限 られ て いた。 金銭 ，指 導力 ，労

力 な どすべ て 自発的 な奉仕 に頼 る しか なか っ

たの で あ る。 しか し， 目標 と指 導 原理 は明 ら

かに され て お り， も しこの原 則に忠 実 に従 う

な らば ，危 急の 際の教 会 員の必 要 を満 たす こ

とが で き る と約 束 されて い た。

主 が 貧 しい 人 を助 け る方 法 を確 立 された 頃

とほ ぼ 時 を同 じ くして ，世 の 中 では主 のみ こ

ころに 反す る失 業手 当 ての支給 制 度が政 府 に

よって 設け られ た。 これ は特 に注 目に値 す る

こ とであ る。つ ま り，この世 の方 法 は個 人の

労働 と家族の責 任 を忘 れさせ ，「政 府が 面倒 を

見 て くれ る」 とか ，「政府 に養 う義 務が あ る」

とい った考 えを植え 付 けた 。そ こに は個 人や

家族 の 自主 的 な働 きとい った ものは な くな り，

政府 の 施 しに とって代わ られて しまって い る。
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救 い主が教 え られ た隣 人へ の 愛 と関心 を示 す

正 しい精神 は全 く忘 れ去 られ て いた ので あ る。

統計 を一 目見 れば ， いかに政 府 の方 法が 額

に汗 して働 き，報酬 を得 よう とす る意 欲 と動

機 を奪 い ，同時 に私 た ち 自身 の身 の破 滅 を招

くもので あるか が よ く分 か る。

合衆 国政府 の福 祉援助 費の総 額 は ，1975年

度 に は1945年 の57億 ドルか ら3倍 の177億 ド

ルに はね上が ってい る。

福祉政 策 と呼 ばれ る この怪物 は 人 々に何 を

もたら したであ ろ うか 。福 祉 を受 け るよ うに

な ってか らす で に2世 代 か ら3世 代 を経 過 し

よ うと して い る。そ して ，現在 数百 万 の 人々

が政 府 の厄介 に なっ て生 活 す る よ うに な'り，

子供 たちは労働 の価 値 と尊 さを知 らず に成 長

して いる。政府 は，教会 福 祉 プ ログ ラムが 阻

止 しよ うと して い るこ とを逆に 奨励 して きた

ので ある。

主の方 法は政 府 の プロ グラム とは異 な って

い る。霊 感 され た教 会福 祉 計画 は次 の よ うな

原 則 に基 づ いて行 な われ る。す な わ ち，個 人

は 自分の 必要 を自分 でまか な う責 任 が あ る。

次 に その 人に 力が なけれ ば ，家族 が 援助 す る。

さ らに ，家族 もその個 人の必 要 を満 たす こ と

が で きなけれ ば ，教 会が 手 を差 し伸べ る。主

の方 法 では ，各 自が 自分 で働 くこ と と自分 の

責任 を果 たす こ とが 大切 で あ り，人 は 自立す

るこ とを求め られ る。

教 会福祉 活動 は ま った く健 全 で効果 的 な プ

ロ グラム であ る こ とが ，今 日ます ます認 め ら

れ る よ うにな って ミた。テ キサ ス州 選 出 のW・

R・ ポー ジ下院議 員 は ，ユ タ州 の労働 経験 ・

訓練 プ ロ グラム が ，援助 を受 け てい る人 々 に

労働 の機会 を提供 す る数 少 ない政 府 のプ ロ グ

ラムのひ とつで あ り，「教 会の教 えか ら多大 の

影響 を受 けて い るユ タ州 の労働 理 念が この プ

ロ グラム の推進 に一 役か って い る」 と述べ た。

さらに ，「政 府 は個 人が 自立で きるように援 助

すべ きで ある」 と語っている。(Deseπ1Ve粥

「デゼ レ トニ ュー ズ」1978年8月25日
，p.D

-1)
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だか ら と言 って ，教会 員 は全 員政 府の 失業

手 当て の もた らす弊 害に 背 を向 け.てい る とい

うわけ では な い。私 た ちの 中に も，政 府か ら

無償 で援 助 を受 け て いる人が 実 際に い る。 こ

れ は取 りも直 さず ，教会 福祉 の 原則 をもっ と

認識 す る必要 が あ る こ とを示 してい る。 キ ン

ボー ル大 管長 は 次の ように述べ ている。 「肉体

や情 緒面 の能 力 が あ りなが ら，自分 自身 あ る

い は家族 の福 祉 を図 る責 任 を第三 者 に転嫁 し

よ うとす る者 は ，決 して 本 当の末 月聖徒 では

な い。」(「聖徒 の 道」1978年10月 号 ，p.127)

ステー キ部 長 の皆 さん は教 会の重 要 な分 野

を管理 し，絶 え ず人 々に 真の福 音 の原 則 を教

え る，大 勢の教 会 員 の霊 の指 導者 で あ る。 し

か もそれ は福 音が 広 く知 れわ た って い るか ら

では な く，真実 であ るか ら教 え るの であ る。

昔 シオ ンは杭(ス テー キ)に 固定 した綱 で張

り広 げた 巨大 な天 幕 として描写 されて い た。

(イザ ヤ54：2参 照)ス テー キ部 は ，ス テー

キ部長 や神 権指 導 者が これ らの神聖 な原則 を

教 え る特別 な場 所 で あ る。

ステー キ部長 は ，助 け の必要 な人 を捜 し出

し，主 の計 画 に従 っ て彼 らを援 助す るよ うに

監 督 を教 え，励 ま してい ただ きたい。 も しス

テー キ部 の 会 員が主 の 計画 をよ く理 解す るな

らば ， 自分 自身 を正 し く治め る上 で さ らに よ

い備 えが で きる であ ろ う。

さて， ステー キ部 長 の皆 さん ，福 祉の 基 本

原 則 を踏み行 な うに 当た って ， どの よ うなス

テ ップ を踏 む こ とが 大切 であ ろ うか 。

第1に ，この 原 則 を 自分 自身 が よ く理 解 し，

受 け入 れ るこ とが大 切 で ある。 あ なたは ステ

ー キ部長 であ る
。

第2に ，教 会福 祉 活動 は神 権 組織 に よ り実

施 され る。監 督 と定 員会 指 導者 が これ を実 施

す る。特 に主 要 な責 任 はワ ー ド部 の 家族 の80

パー セ ン ト以 上 を管理 す る長 老定 員会 会長 に

あ る。

第3に ，ステー キ部 長 会 ，高等 評議 員会 ，

ステー キ部監 督評 議 会議 長 お よび 深テー キ部

扶 助協 会 会長 会 に よって構 成 され るステー キ



部 福祉 活動委 員会 を開 く。 この集 会 で福祉 の

援 助 手段 を得 るため の原 則 につ いて話 し合 い ，

援 助 を必 要 とす る会 員 には監 督 を通 じて助 け

を与 え る よ うに す る。 さ らに この 委員 会 では ，

新 たに行 な う福祉 生 産事 業 を入 念に分 析 し評

価す る。 また ，福 祉 生産 物 資や教 会福 祉 活動

スペ シャ リス トの召 し，個 人 と家 族 の備 えに

つ いて定 員 会会長 を教 え る高等評 議 員お よび

監 督の 訓練 な どにつ い て研究 す る。こ の ステ

ー キ部福 祉 活動 委 員会 は ，ス テー キ部 長 に ，

霊感 に 基づ い て福 祉 活動 を指 導す る機 会 を与

え る最 良の 組織 で あ る。

第4に ， ステー キ・部 監督評 議会 を開 く。監

督 は貧 しい人 ，困 って い る人 ，悩 んで い る人

を見付 け ，彼 らを助 け る方 法 を知 って おか な

け れ ばな らない。 監督 はア イデ ィアの交 換 を

図 り，倉庫 制度 を評 価 し，被援助 者 に どの よ

うな労 働の 機 会 を提 供 で きるか を知 ってお く

必 要が ある。現 在 ， 日用 品 よ りも，監督 が 出

す 現 金に よ る援 助 の方 が は るかに 多い 。数年

前 まで はこの よ うな こ とは なか った。 これ は

決 して本 来の あ るべ き姿 では な い。

ステー キ部 長 は監 督か ら報告 を受 け るは ず

で あ る。あ なた は彼 らを教 え，励 ま し，また

各監 督 と個 人面接 を行 ない ，彼 らに福 祉に お

け る義 務 を理 解 させ るよ うに して い ただ きた

いo

第5に ，ステー キ部 メル ケゼ デ ク神 権委 員

会 と会合 を持 ち，福 祉 活動 の中の 予 防 と杜 会

復 帰につ いて教 え る。 また高 等評 議 貝の助 け

を得 て ， メル ケゼ デ ク神 権指 導者 に個 人 と家

族 の備 え ，兄 弟 愛 ，定 員会 内の助 け合 いにつ

いて教 え る。 この よ うに して示す 関心 こそが

聖典 の 中 で述べ られて い る 「キ リス トの 純粋

な愛」(モ ロナ イ7：47)で あ る。これ は神 権

に 伴 う責 任 で あ り，定 員会福 祉 活動 の心 髄 で

あ る。

第6に ，定 員会 会長 と監 督は ホー ム テ ィー

チ ャー を通 じて援助 の 必要 な 人に 関す る情報

を得 る。 ステー キ部 長 の皆 さん ， もしステー

キ部 内 で効 果 的 なホー ム テ ィー チ ン グ ・プ ロ

グラムが 行 なわれ て い なけれ ば ，皆 さんは会

員 の必要 を十 分 に把握 す るこ とはで きな いで

あ ろ う。監督 と定 員会 指 導者 を代 表す る友好

的 なホー ム テ ィー チ ャー が 各家族 を訪 れ ，そ

の家庭 に問題 が な いか どうか を確 認す るこ と

が必要 であ る。 も しもこれが 十分 に行 なわれ

て いな けれ ば ，監督 は援 助 の必要 な人に関す

る情 報 を得 るこ とはで きな い であ ろ う。病 人

や 困 って い る人， 問題 に直面 して いる家族 は

いな いだ ろ うか 。

ステ ー キ部 長 の皆 さん ，'教会 は貧 しい人や

乏 しい人 を援 助 す る責任 を政 府 に転嫁 でき る

な ど と誤 った考 えに陥 って は な らない。 私た

ちは主 の福 祉計 画 を用 いて援 助 の必要 な人 を

助 け るの であ る。40年 の実 績が ，この霊感 さ

れ た福 祉計 画 の素 晴 ら しさ を証 明 して いる。

これ まで に数 十万 人の 末 日聖徒 が ， この神聖

な原 則の適 用 を受 け ， 自立 を促 されて きた。

す べ ては ，主 の勧告 に進 んで 従 う私 た ちの従

順 さにかか って い る。 それ が正 しい こ とは ，

み た まが証 して い る と同時 に ，歴 史 も証 明 し

て いる。

ステー キ・部 長の 皆 さん は ，各 自の ステー キ

部 でこの福 祉 活動 の 原則 を教 え る責 任 を負 っ

て い る。 これ は 自立 を促 す プロ グ ラム であ る。

ステー キ部 に帰 っ たな らば ，今す ぐそれ を実

行 に移 して いた だ きた い。 そ して ステー キ部

内 のすべ て の 人々 にその 祝福 を もた らして い

た だ きた い。私 は ，教会 福祉 活動 は ，人の尊

厳 と自尊 心 を守 るため に この末 日に神 か ら啓

示 され たプ ロ グ ラムで あ るこ と を証す る。 イ

エ ス ・キ リス トの み名 に よ り申 し上 げ る。 ア

ー メン
。

☆ ☆
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第 二 副管 長

マ リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー

貧 しい人々 に

手を差 し伸べる一誓約 によ リ

課せられ た義務

主の教えの中'で，貧 しい人々 に手を差 し伸

べるよう にという戒めほど，聖典の中で述 べ

られ，強調 されている戒め はない

兄 弟姉 妹 の皆 さん・私 は この 大会 にお い て

今 まで非常 に有 意義 な 時間 を過 ごす こ と ・

がで きた。 これ か ら私 は， 「誓約に より課 ぜら

れた義務 として 貧 しい入々 に手 を差 し伸べ る」

とい っテー マ で話 した い と思 うが ， その ため

に主 の祝 福 が あ るよ うに祈 って い る。

ウェブ ス ター辞典 に よ る と， 誓約 とは 「2

名 以上 の 当事 者 に よって交 わ され る抱 東 力の

ある神聖 な同意 で あ り， … …あ る特 定 の事 柄

に関 して条件 を規 定す る」 とあ る。

貧 しい人 々に手 を差 し伸 べ る こ とが 誓約 に

よ り課せ られた義務 か 否か につ いて考 え る時

に，1936年 の大会 で話 され たルー ロ ン ・S・

ウェル ズ長老 の説教 を思 い 出す 。今 か ら42年

半前 の大 会 での話 で あ る。 その説教 の 中 で，

ウェルズ長老 は次 の ように 言 われ た。 「二者 が

契約 を交 わす 際 には， まず 文書 を起 草 し， 一

方が 署名 す る。次 い で，証 人 を前 に相 手側 に

署名 を求 め た上 で封 印 し， 公布 す る。 その 後，

文書 に拘 束力 を持 たせ る ため に，公 証 人か ま

たは 治安判 事 の前 で宣 誓す る。 さらに抱 東 力

を持 たせ る ために， 違 反行為 に 対 して 罰 を課

す法律 が制 定 され る。 これ が契約 の持 つ性 質

で あ る。」(CoπfθreηceRepor'「 大 会 報告 」

1936年4月 ，p.41)

教会 に おけ る誓約 につ い て， ウ ェル ズ長老

は次 の よ うに言 われ た 。

「私 た ちは正 しい事 を行 な うべ きであ る
。そ

れ を行 な うな らば， 主 は私 た ち と交 わ され た

誓約 に よ り，約 束 を果 たす義務 を負 わ され る。
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また，私 た ちが主 な る神 の命 じ られ たすべ て

の事柄 を行 な うな らば，私 た ちの頭 には 永遠

に栄光 が 増 し加 え られ るで あ ろ う。 それ は約

束 であ り，神 の 誓約 で あ る。私 たち は誓約 の

民 であ る。 この 誓約 は主 な るイエ ス.・キ リス

トの福 音 の 回復 に伴 い， この地 上 に 回復 され

た。 そ して， 主 な る神 が私 た ち に命 じて お ら

れ るこ とはすべ て， この栄 えあ るイエ ス ・キ

リス トの福 音 の 中に示 されて い る。

私 た ちは，福 音 に従順 に従 うこ とに よって，

永遠 の栄光 す な わち終 わ りの な い世 界 を受 け

継 ぐ資格 が与 え られ るで あろ う。 これ は主 の

約 束 であ る。 したが って主 は ご 自身の 誓約 を

守 られる 。」(Coη!eγeπceRθpor'「 大会 報告 」

1936年4月 ，pp .40-41)

主 は教 義 と聖 約133章 の 中 で，完 全 な る福

音 を 「永遠 の誓約 」と定義 され た。(教 義 と聖

系勺133：57)

バ プテ スマ と聖 霊 の賜 を授 か る按 手礼 に よ

り， 教会 員 に な るこ とを受 け入 れた者 は ，福

音 の求め るすべ ての事 柄 に従 って生 活す る と

い う誓約 を主 と交 わ すの で あ る。主 は これ に

対 して， 私 た ちが福音 に従 うとい う条件 の下

に， 永遠 の生 命 を約 束 して下 さって い る。

ウ ェル ズ長 老 は さ らに続 けて， 次 の よ うに

言われた。 「そこで私 たちは，神 ご 自身が 誓約

の 当事 者 で あ る とい うこ とを考 えな けれ ば な

らないの で はな いだ ろ うか 。神 は私 た ち全 員

と誓約 を交 わ してお られ る。神 が私 たち と契

約 を結 ば れ たの であ る。 したが って，私 た ち

が主 な る神 の 命 じられ た こ とをすべ て行 な い，

主 の み ここ ろ を果 たす な らば， 私 た ちの頭 に

永遠 に栄光 が増 し加 え られ るで あろ う。 これ

は誓約 で あ る。神 は ご 自身 の誓 約 を果 た され

る。 したが って私 た ち も同 様 にすべ きで あ る。

で は，私 た ちは どの よ うに して主 と契約 を

結 ぶ のだ ろ うか 。 それ は， 契約 書 に署 名 をす

る こ とに よ ってで はな く， よ り厳粛 かつ 正 当

な方法 に よ って行 なわ れ る。主 は僕 を任 命 し，

神権 を授 け， あたか も当 人が署 名す るの と同

様 の効 力 を有す る神 聖 な儀 式 を執行 す る権能



を託 して お られ る。 この こ とは， 主 イエ ス ・

キ リス トの福 音 に従 って生 活 し， 主 の命 じ ら

れ るすべ ての事 柄 を行 な う必要 が あ るこ と を

私 た ちに 思 い起 こ させ るもの であ る。 それ は

契 約 で ある。私 たち は最 も厳か な方 法 に よ り

主 と契約 を結 ぶの で あ る。文書 に しな くて何

に よ って主 との契 約 関係 を規 定す るのだ ろ う

か 。そ れは 罪の赦 しを受 け るため に水 に 沈め

られ るバ プ テ スマ に よって で ある。何 と素晴

ら し く， 感銘 深 い規 定 であ ろ うか。 また， そ

れ に は.何か 別 の意味 が あ るの だろ うか 。パ ブ

テスマ の水 に 沈め られ るこ とは，使徒 パ ウロ

が 説 いて い る ように死 と生 命 を象徴 して い る。

パ ウロが述 べ て い るよ うに，私 たち は死 にあ

ず か るバ プ テスマ に よ って， イエ ス ・キ リス

トと共 に葬 られ， 次 い でキ リス トの栄 えあ る

復 活 に模 して水 の墓か ら出 て来 るの で あ る。」

(Coπfeγeπce1～epo撹 「大会 報告 」1936年4月 ，

P.41)

私 はバ プテ スマ の意義 に つ いて書 か れた こ

の聖 句 を読 む と， この40年 間の 私 自身 の信仰

生 活 を鮮 明 に思 い出す 。

ア ルマ がバ プ テスマ の誓 約 につ い て記 した

聖句 も感銘 深 い もの で ある。

アル マは集 まった 人 々に 向か って 言 った。

「『こ こに モル モ ンの 泉が あ る。 あな た たち は

神 の羊 の群 に入 って神 の民 と言 われ るこ と，

互 い に苦難 を軽 くす るため に喜 ん で助 け合 う

こ と。

悲 しむ者 を思 いや って共 に悲 しむ こ と， 慰

め る こ と， また神 に瞭 わ れ第一 の復 活 に あず 、

か る者の数 に入 って 永遠 の生命 を得.るよ う，

いつ いか な る時 で も， どの よ うな所 に居 て も，

どんな こ とにつ いて も， 死 に至 る まで も神 の

証 し人に な りたい と心か ら思 って い る。

従 って， あ なた た ちが も し も真心 か らこれ

を望 んで い るな らば， あ なた た ちは主か らま

す ます豊 にそ の 「み た ま」 を賜 る よ っ， 王 に

仕 えて その命 令 を守 る とい う誓約 を主 に 立て

た証 拠 として，主 の御 名に よ ってバ プテ スマ

を受 け るの に何 の さ しつ か えが あ ろ うか 』 と。

集 った 民は この 言葉 を聞 いて非常 に喜 び，

その手 を叩 いて 『これ は われ われ が真心 か ら

願 うこ とで あ る』 と言 った。

この ときアルマ は先 に立 って きた者 の 中の

ヒー ラム と言 う一 人の 男 をつ れ て行 って水 の

中 に立 ち，高 らか な声 で祈 って 言 った 『主 よ，

汝の し もべ が聖 き心 を以て この働 き を為 し得

る よ う 「み た ま」 を与 え た まえ』 と。

こ う言 って祈 る と主 の 『み た ま』 が アルマ

の上 に降 った 。 そ こでア ルマ は 『ヒー ラム よ，

われ は全能 の 神 よ り権 能 を受 け た るに よ り，

汝 がす でに 肉体 の死 ぬ まで全 能の神 に仕 えた

て まつ る と誓 約 をした る証 拠 と して汝 にバ プ

テ スマ を施 す 。 ねが わ くは， 主 の 「みた ま」

が 汝の上 に 降 り， また全 能 の神 が創世 の前 よ

り備 えた もうた キ リス トの 身代 りの貝費いに よ

りて汝 に永 遠 の生 命 をた まわ らん こ とを』 と

言 っ た。」(モ ー サ ヤ1818-13)

これ らの聖 句 を照 らし合 わせ て み る と， ウ

ェル ズ長 老が 言 われ た よ うに， バ プ テスマ を

受 け， その儀 式 を結 び 固め る聖 霊 の賜 を受 け

た者 は， 主 の戒 め を守 る誓約 を主 と交 わ した

こ とに な る とい うの は， ご く当 然の ように思

わ れ る。貧 しい人 々に 手 を差 し伸 べ るこ とが

戒 めの ひ とつ で ある こ とは，聖典 か ら明 らか

であ る。

主 の教 えの 中 で，主 の教 会 の会 員 として貧

しい 人々 に手 を差 し伸 べ るよ うに とい う戒 め

ほ ど，聖典 の中 で頻繁 に述べ られ，強調 され

て い る戒 め は ない と言 って もよい。

教 会が 組織 され た年1830年 の12月 に，主 は

「貧 し き者 柔 和 な る者 た ちは わが福 音 を説 き

聞か せ られ」 る と言 明 され た。(教 義 と聖 約

35：15)

そ れか ら間 もな く，1831年1月2日 に主 は

予 言 者 ジ ョセ ブに啓示 を下 され た。 これは教

義 と聖約38章 の 中 に記録 されて い る。 この中

で， 主 は た とえ話 を用 いて 貧 しい 人々に対 す

る聖 徒 の義務 につ いて述 べ て お られ る。

「わ れ汝 らの救 わ れ ん た め に」主 は私 た ち

の 救 いの ため に と言 われた 。「われ汝 らの救 わ
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れん ために一 つ の誠命 を与 う。

この故 に，汝 らわが声 を聞 きてわれに従 え。」

(これ は教会 が組 織 され てか ら一 年 足 らずの

時 に与 え られ た もので あ る)

「こ とご と くの 者
，兄 弟 を 己が身 の如 くに

思 い， わが前 に徳 と聖 き を履 み行 うべ し。

わ れ重 ねて汝 らに告 ぐ，汝 ら皆 己が 身の如

くに 兄弟 を思 うべ し。

汝 らの 中誰か 十二 の 息子 を有 つ に， その一

人 にのみ偏 よる こ とをせ ざれば その 子 た ちよ

く父 に仕 う。 然 るに，す なわ ち一 人に 向 いて

汝礼 服 を着 け て此所 に座 せ よ と言 い， また他

に 向いて 汝ぼ ろ を着 て 彼所 に居 れ と言 い， し

か も息子 た ちに向 いて， 見 よ， わ れ公平 な り

と言 うこ とを得 んや 。

見 よ， こは一 つ の比 喩 を以 て汝 らに語 る と

ころなれ ど，正 に わ れ在 るが如 く真 な り。 わ

れ 汝 らに向 いて言 わ ん， 汝 らひ とつ となれ 。

もしひ とつ とな らず ば，汝 らはわ が もの にあ

らず。 ……

さて，・またわれ この地方 の教 会 貫 に一つ の

誠 命 を下 さん。す な わ ちこの教 会 員 の中， あ

る人々 は任命 を受 くれ ど もこの任 命 は教 会 員

の支 持 の挙手 に よ.りて為 す べ きな り。

任 命 され た る人々 は貧 しき人々 ，乏 し き人

々 に心 を留 めて， その苦 しま ざる よ う救助 を

施 すべ し。」(教 義 と聖 約38：16，22，24-27，

34-35)

それ か ら1カ 月 と5日 の後 ，主 は 次の よう

に言 われ た。

「汝 らも しわれ を愛す れ ば， われ に仕 え わ

がすべ てめ誠 命 を守 るべ きな り。

見 よ，汝 ら貧 しき者 の こ とを思 い起 し，・・…・

扶 助 のた めに，破 るべか らざ る誓 約 と証 文 と

を以 て 己が財 物 を神 に奉 献せ よ。

また 汝 らの財物 を貧 しき者 に分 ち与 うれば

汝 らこれ をわ れに為 す な り。」(教 義 と聖 約42

：29-31)

主 は 同 じ月に別 の啓 示 を与 え られた 。

「見 よ，わ れ汝 らに告 ぐ。汝 ら貧 し き者，

乏 しき者 を訪 れ で救 い を施 さ ざるべ か らず 。」
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(教義 と聖約44：6)

1831年6月 に開 かれ た大 会 で，主 は長 老 の

職 を持つ 者 に対 して次 の指示 を与 え られ 鵡

「汝 ら貧 し き者
， 乏 しき者， お よび病 め る

者， 悩 め る者 た ち を… …憶 え て憐 れ むべ し。

これ らの事 を為 さざ る者 はわが 弟子 に あ ら ざ

れ ば な り。」(教 義 と聖約52：40)

さらに 主!ま， 同 じ月に次 の よ うに宣言 され/

た。
.「貧 し き者 に財物 を与 えん とせ ざ る汝 ら金

持 は禍 な るか な。 汝 らの 富は汝 らを触蝕 す れ

ばな り。 而 して主 の来 りた も う日1，また審 き

の 日， また主 の怒 りの 日に汝 らは 歎 き悲 しみ

て言 わん 。 あ.・， 刈 り入 れは終 り夏 はす でに

過 ぎ去 りぬ， われ は救 わ れず， と。」(教 義 と'

聖 約56：16)

貧 しい人々 に手 を差 し伸 べ るこ とは主 との

誓約 に よ り課せ られ た聖徒 の義 務 で ある とい

うこ とが ，以 上 の聖 句か らお 分か りいた だけ

た と思 う。 したが って，私 たち は貧 しい 人や

困 って い る人 を助 け る時 に は， それ が単 に都

合 が 良 い とか ，興 味 が あ る， あ るい は社 会 的

に受 け 入れ られ る とい う理 由 だけ で な く， 主

と交 わ した誓約 を果 たす こ とに な る とい う理

由 を第一 と して行 な うべ きであ る。

主 が私 たち と誓約 を結 ぶ こ とを重要 視 して

お られ る こ とは， 神権 の誓約 につ い て述べ ら

れ た次 の聖 句か ら もよ く分か る。

イエ ス は言 われ た。 「また，われ を受 け 入 る

る者 は わが 父 を受 くるな り。

而 して， わが 父 を受 け入 る る者 は わが 父 の

王 国 を受 くるな り。 この故 に わが 父の もて る

すべ て は彼 に与 え らるべ し。

而 して こは神 権 に属 け る誓詞 と誓 約 に よ り

て然 るな り。

、この故 に この神権 を受 くる者 は， すべ て わ

が 父 の この誓詞 と誓約 とを受 け，而 して これ

をわが 父 は破 るこ とも変 え るこ と も為 した も

うはず な し。

され ど何 人に まれ一 度 この 誓約 を受 け て後

これ を破 り， また こ とご と くこれ に運背 す る 。



者 は こ の世 に於 て も未 来 の世 に於 て も罪 の赦

しを受 くるこ となか るべ し。」(教 義 と聖約84

：3卜41)

主 の誓約 を守 らない時 に どの よ うな結果 を

招 くか を考 え る と，私 たち は断 食献金 を沢 山

納 め， 福祉 活 動 に もっ と積 極 的 に参加 す る こ

とが 大切 で あ る とい うこ とが 分か るで あろ う。

貧 しい人 々 を援 助す る こ との大切 さにつ い

て， 主 は さ らに は っ き.りと言 わ れた 。 これは ，

1834年4月 ， 教会 が組 織 されてか ら，4年 後

に与 え られ た啓示 であ る。

「主 な るわれ は諸 々 の天 を拡げ
・ わが手 つ

か ら創 れ る もの， す な わち この地 を築 きた り。

され ば， そ の中 に あ るよ ろず の ものは わが も

の な り。

あ らゆ る もの は わが もの なれ ば， わが聖 徒

らを扶養 す るは わが 目的な り。

され どその事 た るや ， 必 ずわ が道 に適 い て

行 われ ざるべ か らず ，見 よ， この道 は主 な る

わ れ， わが聖 徒 らを扶 養 す るた め命 を下 した

る とこ ろに して，`貧し き者 は高 くせ られ， そ

れ にて 富め る者 は低 くせ られん.ことこれ な り。

地 は物 に 満 ち足 りて余 りあ り。然 り， わ れ

よろず の物 を備 えて人 の子 らに これ を与 え，

人各々 を自由意 志 に よ りて動 く者 となす 。

こ の故 に， もし何 人 た りと もわが 造 りし多

くの物 の 中 よ り取 り， わが福 音 の律 法 に従 い'

て これ を貧 し き者， 乏 しき者に 自己の取 前 を

わかつ こ とをせ ざる時 は， 悪 人 と共 に地 獄 に

落 ち て苦悩 を受 け 目を挙 げて望 み視 ん 。」(教

義 と聖 約104：14-18)

この痛 烈 な言葉 は， イエ スが 最 後の裁 きに

つ い て述べ られ た予言 と一 致 して い る。 この

予 言 はマ タイに よ る福 音書 第25章 に記 され て

い る。

「人の子 が栄 光 の 中にす べ ての御 使 た ち を

従 えて来 る とき， 彼 は その栄光 の座 につ くで

あ ろ う。

そ して， すべ ての 国民 をその前 に集 め て，

羊飼 が羊 とや ぎ とを分 け るよ うに， 彼 ら をよ

り分 け ，

.羊を右 に，や ぎを左 にお くで あ ろ う。

その とき，王 は右 に い る人々 に言 うで あろ

う。『わた しの 父 に祝 福 された 人た ちよ，さあ，

世 の初 めか らあな たが たの ため に用意 され て

いる御 国 を受 けつ ぎな さい 。

あ なたが た は， わ た しが 空腹 の と きに食べ

させ ， か わい て いた と きに飲 ませ ，旅 人で あ

った ときに宿 を貸 し，裸 で あ った と きに着せ ，

病 気の と きに見 舞 い，獄 に いた ときに尋 ね て

くれ たか らで あ る』。

そ の と き，正 しい者 た ちは答 えて 言 うであ

ろ う， 『主 よ，いつ，わた したちは，あな たが

空 腹 であ るの を見 て食 物 をめ ぐみ， かわ いて

いる の を見 て飲 ませ ま した か。

いつ あ なた が旅 人 であ るの を見 て宿 を貸 し，

裸 な の を見 て着 せ ま したか 。

また， いつ あ なたが病 気 をし，獄 に いるの

を見 て， あ なた の所 に参 りましたか 』。

す る と，王 は答 えて言 う.であろ う， 『あなた

が た に よ く言 っ てお く。 わた しの兄 弟 であ る

これ らの最 も小 さい者 の ひ と りに したの は，

す な わ ち， わた しに したの で あ る』。

そ れか ら， 左 にい る人 々に も言 うで あろ う，

『の ろ われ た者 どもよ
， わた しを離 れ て， 悪

魔 とその使 た ち との ため に用意 されて い る永

遠 の 火 には い って し まえ。

あ な たが たは1わ た しが 空腹 の ときに食べ

させ ず， か わ いて いた と き.に飲 ませ ず，

旅 人 であ った ときに宿 を貸 さず， 裸 であ っ

た ときに着せ ず， また病 気の ときや ，獄 に い
ぴ

た ときに， わ た しを尋 ねて くれ なか ったか ら

で あ る』。

その とき， 彼 ら もまた答 えて言 うであ ろ う，

『主 よ， いつ， あ なたが 空腹 で あ り， かわ い

てお られ， 旅 人で あ り， 裸 であ り，病 気で あ

り， 獄 に お られ たの を見て， わ た した ちは お

世 話 を しませ ん で したか』。

そ の と き，彼 は 答 えて言 うで あ ろ う， 『あな

たが たに よ く言 ってお く。 これ らの最 も小 さ

い者 のひ と りに しなか っ たの は，す な わち，

わた しに しなか った ので あ る』。
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そ して 彼 らは永遠 の刑 罰 を受 け，正 しい者

は永遠 の生命 に入 るであ ろ う。」(マ タイ25：

31-46)

兄 弟姉 妹 め皆 さん， 結論 と して， 聖典 は貧

しい人 々に手 を差 し伸べ る こ とが 誓約 に よ り

課せ られた聖 徒 の義務 であ る こ とを証 明 して

い る と言 っ て もよ い と思 う。

私 た ち一 人一 人が主 と交 わ した誓約 の下 に

義 務 を完 全 に果 たせ る よ うに， また皆 さんの

上 に主 の祝福 が あ る よ うに， イエ ス ・キ リス

トの み名 に よ り謙 遜 に祈 る もの であ る。 アー

メン。

通訳 を通 して説教 を聞 く各国の指導者
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女性のための フ ァイアサ イ ドにお ける話

/

亀

1978年9月16日 ，ユ タ 州ソ ル トレー ク ・シテ ィー のタ パ ナクル で ，12歳 以 上の

末 日聖 徒 の女 性 を対象 と した特 別 ファ イアサ イ ドが催 され ，次 の4人 の 指導者 が

話 を した ：ス ベ ンサー ・W・ キン ボー ル大 管長 ，前 若 い女性 中央 管 理会 会長ル ー

ス ・H・ フ ァ ンク姉 妹， 現若 い女 性 中央 管理 会 会長 工 レイ ン ・キ ャ ノン 姉妹 ，扶

助 協会 中央 管 理会 会長 バ ーパ ラ ・B・ スミ ス姉妹 。 この ファ イアサ イ ドには ，世

界各 地か ら1，400人 の 女性 た ちが 出席 した 。
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女性の特権と責任

大 管 長

ス ベ ン サ ー ・W・ キ ン ボ ー ル

愛 する姉妹の皆様・世界各地からおいでい
ただ いた大 勢 の姉妹 たちに この よ うにお

話す る機 会の あ るこ と を心 か ら感謝 して いま

す。世 界 中のす べ ての姉 妹 が一 堂 に会す るこ

とが で きた ら と思 い ます 。 け れ ど もそれは不

可能 です 。 しか し'主の祝 福 に よっ て科 学 技術

が進 歩 し，.今宵 この会 を世 界的 な規模 で開催

で きる こ とを喜 ば し く思 い ます 。 この会 は，

古 い歴 史 を持つ この タバナ クルで毎 年行 なわ

れ る総大会 に よ く似 て い ます。 ここで はすべ

て の人が 着席 して， 話 に耳 を傾 け ます 。私 は

近代 科学 技術 の発展 が 王 国建 設に 多大 の貢献

を して い るこ とに 感謝 の気持 ち を忘 れ な い よ

うに したい と思 い ます 。教 会 が発展 し， 組織

が 複雑化 して きた に もかか わ らず， 科学 技術
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の進 歩 に よ り様 々 な方法 で連 絡が 取 れ る よう

に な りま した。 それ は， 距離 的 に不便 で， 意

志 の伝達 が十 分 に行 な われ なか った 開拓者 の

時代 と比べ る と， 目覚 ま しい進 歩です 。

この ような会 は珍 し く，意 義 あ る もの です 。

私 の知 る限 り， 教会 の歴 史上 この よ うな会 が

開か れ た こ とはあ りませ ん で した。

これ は今 日の私 た ちに とって素 晴 らしい機

会 となる こ とで し ょう。 多 くの喜 び が得 られ

るに違 い あ りませ ん。

私 は， 扶助 協 会， 若 い女性 ，初 等協 会 の 中

央会 長 会 な らびに管 理会 員 の方 々 に感謝 を述

べ た い と思 い ます 。教会 の姉 妹 た ちの ため に

尽 力 して下 さ りあ りが と うご ざい ます。

若 い女性 の素 晴 ちしい コー ラスは， 私 た ち

が こ こに お集 ま りの皆様 すべ てに望 み， 祈 る

こ とを美 しい歌声 に よっ て表 わ して くれ ま し

た。皆様 の美 しい心 と コー ラ スの ため に，主

は祝 福 を与 えて下 さる こ とで しょ う。

大 きな意 義 を持つ この集 会 に皆様 と同席す

る特権 を得 た数 少 な い男性 の ひ と りと して，

私 は平安 と希 望 と愛 の メ ッセー ジ， 助言 と勧

告 の メ ッセー ジ， 信仰 と励 ま しと信 頼 の メ ッ

セ ー ジ を差 し上 げ た い と思 い ます。 私 の 申 し

上 げ る こ とが 皆様 の お役 に立つ よ うに望 ん で

い ます。

初 めに， 永遠 の真理 につ い て改 めて 強調 し

たい と思 い ます。姉 妹 の皆 様， 神 の戒め を守

る こ とを選 ん で下 さい。 男性 に とっ て も女性



に とっ て も， また老 い も若 き も， この世 と永

遠 の世 にお いて幸福 を得 る鍵 は神 の戒 め を守

るこ とです。 克 己心 と自制心 を働 かせ て戒 め

を守 る時 に， 私 た ちを いつ も支 え，昇 栄ぺ と

導 いて くれ る本 当の 自由 が もた らされ るので

す。 基本 的 な戒め は， 真理 であ る.だけで な く，

分か りや す い もの です。例 えば， 神 がモ ーセ

に お与 えに な った十 戒 はその 良 い例 です 。 そ

の ほか に も， 救 い主 は， 心 をつ く し， 精神 を

つ くし， 力 をつ く し，思 いをつ くして， 主 な

るあな た の神 を愛せ よ。 また， 自分 を愛 す る

よ うに， あな たの隣 り人 を愛 せ よ， と言 われ

ま した 。

個 人 の 祈 り と家族 の祈 りを行 な って下 さい。

思 いに お いて も行 ない にお い て も安 息 日を聖

く守 って下 さ い。知 恵 の言葉 を厳 密 に守 って

下 さい。家 族 の責 任 をすべ て果 た して下 さ.い。

清 い生 活 を送 り， 不 浄 で不純 な思 いや 行 な い

を避 け るよ うに して下 さい。 自分 の高 い標準

を脅か した り，低 め た りしな い交 際 や活 動 を

して下 さい。

聖典 を研 究 して下 さい。 永遠 の事 柄 を理解

す るこ とに よって， 力 を得 るこ とがで きます。

若 い女 性 の皆 さ んは， 永遠 の 父な る神 のみ こ

こ ろ とみ むね を知 り， 天 父に近 く生 活 す る必

要 が あ ります 。私 た ちは ，兄弟 た ち と同 じ よ

うに姉 妹 た ち も，聖 典 に精 通 して い ただ きた

い と思 って い ます 。

皆様 には， 自分 自身の福 利 のた め に， また

自分 の子供 や あ なたの 影響 が 及ぶ すべ て の人

人 を教 える ため に，天 父 の永 遠の 真理 を身に

付 け て お く必 要 が あ ります。

純 潔 を守 って下 さい。 また， 他 の 人々 も清

く生 活 で きる よ うに 力 を貸 して下 さい。精 神

を高 揚 させ ， 心 を豊か にす る仕 事 や趣 味 の時

間 を設け るこ とに よ って ，否 定的 な考 えや 悪

い思 い を抱か ない よ うな環境 に 自分 自身 を置

く ように して下 さ い。

また， 主が 特 に重視 して お られ るこ とが幾

つ か あ ります 。 それ を忘 れ ない ように， 脳裏

に刻 ん で下 さ い。 これ らは神 聖 な原 則 です。

これ に忠 実 に従 うな らば， この上 な い幸福 を

味 わ うこ とが で きるで し ょう。

霊 感 され たすべ て の予 言者 た ちの言葉 か ら，

純 潔 の律 法 に背 くこ とは 天父 の 目か ら見 て罪

で あ るこ とがお分 か りいた だけ る と思 い ます。

姦淫 や私 通 な ど， 性 に関 わ る誤 った行 ないは

罪 です。 同性 愛や 肉欲的 行為 も罪 です。

男女 を ひ とつ に結 ぶ性 的衝動 は善 き もので

あ り， 必要 です 。 それ に よって 男女 は父母 を

離れ ，互 いに堅 く結 び合 うの です 。 しか し大

切 なの は， 自制心 を働かせ なけれ ば な らない

とい うこ とで す 。入 間 を この世 に もた らす源

で あ る性 的衝 動 に こた える こ とは， 神聖 な結

婚 に お いての み許 され る もの です。

皆 様 の 人生 にお け る最 も重 要 な選択 の ひ と

つ に，神 殿 結婚 を加 えて いただ きた い と思 い

ます。 だ れひ と り， 誉 れ ある幸福 な結婚 を望

まな い人 はい ませ ん。 この深 遠 な交 わ りを故

意 に， また不 注意 に避 け る者は， 自 らの永遠

の救 い を危 う くしてい るの です 。

結婚 は あ らゆ る決断 の 中で最 も重 大な もの

であ り， 永遠 に わた って影響 を及ぼ す もの と

言 え る で し ょう。 それ は， 結婚 が 目前の幸福

だけ でな く， 永遠 の喜 び に も通 じてい るか ら

です。

この世 と永 遠 にわ た る伴侶 を選 択 す る際 ，

これ以 上 で きない とい う入念 な計画 を立 て，

考 え， 祈 り， 断 食 を し，数 あ る決 断が あ る中

で これ だけ は間違 って いな い とい う確信 を得

る必要 が あ ります 。本 当 の結婚 に は，心 と同

様 に思 いの一 致 が なけれ ば な りませ ん。 感情

に まかせ て決 断 を下 して は な りませ ん 。断 食

と祈 り と真剣 な熟考 に よっ て高め られ た心 と

思 いで決 断す る時， この上 な く素 晴 ら しい結

婚 を体 験 す るこ とが で きる のです 。

入々 の中 に は，安 易や ぜ いた く，適 度な ス

リル とい った 人 を引 き付 け る もの を幸福 と考

えてい る入が い ます 。 しか し，本 当の 結婚 と

い うの は， そ の よ うな もの を超越 した，与 え

るこ と，奉 仕す るこ と， 分か ち合 うこ と，犠

牲， 自分 を捨 て るこ とか ら もた らされ る喜 び
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をその基 として い ます 。

若 い女性 の皆 さん， あ なたが 達 成 した い ご

と， 努 力 したい こ との 目標 を立 てて下 さい。

そ してそれ を達 成す るた めに努 力 を続 け て下

さい。 よ く祈 り， 謙遜 に な って， 知 恵 と知 識

を求め て下 さ い。皆 さんは今 ，学 び備 え をす

る時期 に い ます 。 で きる限 り学 ん で下 さい。

目標 を高 く揚 げ， それ に向か っ て努 力す る時

に成 長が も.たらされ ます 。

ところで，私 た ち は， 姉妹 たち の 中に未亡

人の方が 非常 に 多い こ とを よ く存 じて い ます。

また離婚 した方や， い まだに神 殿結 婚 の 恵み

に あずか ってい ない方 もい ます 。私 たち は こ

の ような姉妹 た ちが， 私 た ちの家庭 生 活 に関

す る話 を理解 の心 を持 って聞 い て下 さ る よっ

望 ん でい ます 。惨 め な思 い を抱かせ ， 価値 の

な い人間 であ る と感 じさせ るため に お話 して

い るわけ では決 してあ りま.せん。 教 会 の指導

者 たちが よ く述べ る よ うに， そ.のよ うな境遇

に ある姉妹 た ちの 中に も， 天 父が愛 してお ら

れ るこの 上な く高 貴 な霊 が い るの です 。 自分

に与 え られ た人生 を最 大 限に生 きる人 は， そ

の入が天 父 と同胞 に奉仕 した度 合 に応 じて報

い を受 け るこ とで し ょっ。

自分 の好 みか らで は な く， どうに もな らな

い理由 のた めに， 本 来の 女性 の役 割 を今 経験

で きない 人は，他 の 人 々 を援 助す るため に働

くこ とが で きます。 あ なた の才能 と時間 を誤

って使 わ ない よ うに気 を付 けて下 さい。 と言

うのは，分 か ち合 った り， 与 えた りす る望 ま

しい方法が すべ て今 あ なた の前 に 明 らか に さ

れ てい る とは 限 らな いか らです 。

主 は また， ど うに もな らな い状 況に おか れ

て， 自 ら生計 を立 て なけ れば な らな い責 任 を

負って い る母 親が い る こ とも御 存 じです。 主

はこの よ うな女性 と苦 痛や 苦 労 を忘 れ ず に，

必 ずや祝 福 を与 えて下 さい ます。

教会 は これか らも常 に幸 福 な家 庭生 活 の理

想 を高 く掲 げ るこ とで しょ う。 それが 私 た ち

に是非 とも必要 だか らです。 家庭 生 活 はこの

世 において 幸福 を得 るため の最 高の 方法 で あ
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り， 次 の世 の状 態 を示す もの と して 主が 私 た

ちに お与 えに な ろた形 態 で もあ.ります。

姉 妹 の皆様 ， 私 た ちな 末 日聖徒 の家 庭 の理

想 を引 き続 き掲 げ なけれ ば な りませ ん。 中に

は この よ うな家 庭生 活 を送 る機 会 に恵 まれ て

い な い人 もい ます 。だ か ら と言 っ て， その話

を止め な けれ ばな らない とい うこ とは な いで

しょう。 む しろ， 多 くの姉妹 が この よ うな家

庭 を持 つ機 会 に あずか ってい ない こ と を心 に

留 め て， 真剣 に家 庭生 活 につ いて話 して い る

")で す。他 の 多 くの事 柄 は家庭 生活 の上 に築

か れ る ため， この こ とをな いが しろ にす る こ

とは で き ませ ん 。

若 い女 性 の皆 さんは， 結婚 と子 供 の養育 に

つ いて よ.く計画 し， 準備 す る必要 が あ ります 。

これは あ なたが 神か らい ただ いた権 利 であ り，

最大 に して最 高の幸 福 に通 じる道 なの です。

また，子 供 た ちが 成長 し， 手が かか らな くな

った ら， 自分 の時 間 を有効 に使 え るよ うに な

る こ とも考 えて選択 す る必要 が あ ります 。 あ

なたが 交 わ るすべ て の人 の生 活に 恵み をもた

らす方 法 を見 い だすべ きで し ょう。努 めて ，

あ らゆ る事 柄 の真 理 を知 り，神 の 王国建 設 に.

貢献 で き る ように備 えて 下 さい。

伴侶 を見 い だす こ とは女性 の 力の 及ぶ とこ

ろ では ない と言 うか も しれ ませ ん。選 ぶ のは

男性 で あ る と。 あ る程 度 そ う言 え るか もしれ

ませ ん 。 しか し，主 が娘 た ち一 入一 人 に望 ん

でお られ るの は，再 び 天父 のみ も とに帰 れ る

よ うに ふ さわ しい生活 をす る とい う選 び をす

る こ とです 。 そ うす る こ とが結婚 の準備 に な

るの です。

これに 関 して， 大切 な 原則 がひ とつ あ りま

す 。 この世 で福音 を聞 かず に世 を去 った 人で，

もし聞 いて いた ら心か らそれ を受 け.入れ たで

あ ろ う と思 われ る人は， 次の世 で福音 の全 き

祝福 を受 け るこ とが で き ます 。 同 じこ とが 神

殿結婚 につ いて も言え ます。 す な わち， 自分

に非 が ない のに もか か わ らず この世 で神 殿結

婚 の特権 と祝福 に あずか れ なか っ た教 会 の女

性 で， しか も機 会 があ った らそれ を受 け入 れ



た と思 われ る人は， 来 るべ き世 で それ らの祝

福 をす べ て享受 す るこ とが で き る とい うこ と

です。姉 妹 の皆 様， 私 た ちが皆 様 の こ とを ど

れ ほ ど愛 し，感 謝 して い るか を知 って いた だ

きた い と思 い ます 。皆 様の 勇 気 と熱意 あふ れ

る奉仕 ，献 身 的 な働 きに敬 意 を表 したい と思

い ます 。

私 は教会 の姉 妹 た ちの こ とを考 え る時に い

つ も愛 す る妻 カ ミラの こ とを思 い， 妻 の才 能

と指導 性 のお 陰 で私 た ちの家庭 は 大 きな恵 み

を受 けて きたこ とを感 じます 。彼 女 を， いや

彼 女 と同 じ立場 にあ る皆様 方 を， それ ほ ど信

頼 の置 け る者 と した もの は一体 何 で しょ うか 。

それ には幾 つ か理 由が あ る と思 い ます 。

まず 第1に ， モル モ ンの女性 は 一般 に た く

ま し く， 自立 心が あ り，誠 実 です 。非 常 に望

ま しい信 条 に基づ い た生 活 を して い ます。 教

会 の初 期 の時 代か ら， 活発 な教 会 員 とは信 仰

が 篤 く，不 屈 の精 神 を具 え， 節制 し， 利 己心

をな くして よ く奉仕 す る人の こ とを指 して き

ま した。

教 会 のプ ロ グラム はすべ て， 男女 を問 わず

私 た ちを一 層 素晴 ら し.い末 日聖徒 とす るため

に あ ります。 また，私 たち を天 父に さ らに近

づ け，御子 イエ ス ・キ リス トの よ うに完全 な

者 とす るため に あ るの です。

王国 の偉大 な姉 妹 た ちは， 夫や 家族 と共 に

住 み慣 れた地 を追 い出 され， 次か ら次へ と住

まい を変 え る こ とを余 儀 な くされ ま した。 し

か し彼女 た ちは， 神 が 自分 た ちの こ とを見捨

て られ たな どと決 して考 えませ ん で した。彼

女 た ちは宇 宙 を治め て お られ る神 ， しか も，

そ の よ うな 広大 さの中 にあ って もご 自分 の子

供一 人一 人 に絶 えず 完全 な 愛 を注 ぎた もう神

を.礼拝 して い たか らです 。

皆 様 は女性 であ る こ とを誇 りとすべ きです 。

自己 を哀れ む こ とは見 るに 忍び ませ ん 。取 り

立 てて理 由 もな く自己れん びん に 浸 る時は な

お さ らです 。実 直 な女性 に.なる こ とは， いつ

の 時代 で も まこ とに素 晴 ら しい ものです 。特

に救 い主の再 臨 に先 立 つ この最：後 の時代 に，

実 直 な女性 とな る こ とは， 極 めて崇 高 な召 し

で ある と言 え ま しょ う。実 直 な女性 の 力 とそ

の影響 力 は今 日， 平静 な時代 と比べ て はるか

に大 きな効 果 を及ぼ します 。 その ような女性

が この地 上 に送 られ たの は， 家庭 を守 り， 豊

か な も.のとす るの を助 け るため です。 そ して

この家 庭 こそ，社 会 をつ くる最 も貴い組 織な

の です 。 社会 に おけ る その他 の組 織は動 揺 し

た り， 崩壊 した りす るこ とが あ ります 。 しか

し， 家庭 は実 直 な女性 に よって守 られ るに違

い あ りませ ん。 そ して家庭 は嵐 と闘争 のた だ

中 にあ って も唯一 の聖 所 とな るこ とで しょ う。

いつ の時代 に も偉大 な女性 た ちは皆， 自分

自身の慰 め を二 の次 に して家 族の 将来 に心 を

配 りま した 。 この よ うな女 性 は， 人生 の何 た

るか をよ く理 解 してい ま した。 そ して 求め に

応 じて， 湿地 に 美 しい町 を作 りま した し，砂

漠 にバ ラ を咲かせ ま した。

幸 福 と実 りを得 る鍵 は， 利己心 を捨 て るこ

とです 。利 己心 を捨 て る こ とは 貴 いこ とであ

り， そ の他 様々 な徳 を生 む ひ とつ の 人徳 とし

て大切 に しなけ れ ば な らない もの です 。世 の

中 には， 私 た ちが 生来持 って いる利 己主義 を

助長 す る ものが 非 常に 沢 山あ ります 。 しか し

私 た ちは， 男性 女性 を問わ ず， その よ うな も

の を受 け 入れ ては な りませ ん。私 たちは利 己

心 を捨 て て尽 くす 母や 女性 た ちの お陰で， 立

派 な民 とな りま した。 た とえ世 の 中の一部 の

人々が 利 己的 な こ とを説 き勧め た として も，

気 高 い徳 を失 っ ては な りませ ん。

教会 の姉 妹 た ちの置 かれ て い る状 況 は様 々

です。 しか し， 他 の 団体 と比べ て共通 点 が は

るか に沢 山 あ ります 。一致 を唱 え.なが らも最

終 的 には分 裂 して し まう世 の教 えに気 を付 け

ま し ょ.う。主 は 自分 自身 を捨 て る時に 自分 自

身 を見 いだす こ とが で きる と教 え られ ま した。

この教 えに 見 られ る主 の知 恵 に逆 らう世 の教

えが 沢 山あ る こ とに， 男性 だけ でな く女性 も

注意 してい ただ きた い と思 い ます 。

優 しさ を養 い， それ を保 ち続け まし ょう。

世 の 方法 は私 た ちの心 を硬 化 させ て しまいま
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す。女性 の優 しさは 直接 子 供 た ちの優 しさ に

つ なが ります 。教 会 の女性 は 自分 た ちの 息子

娘 を教 え るため に， また若 人に備 え を させ る

ために 多大 の努 力 を払 って い ます 。 この点 を

間違 わ ない ように しま し ょ う。聖徒 た ちに と

って家庭 は苗 床 です。 罪 も利 己主 義 も，私 た

ちの霊 的な感覚 を鈍 らせ て し まい ます 。

私 は，教 会 の姉 妹 た ちが 扶助 協 会や その 他

の教会組 織 に加 わ るこ とに よって ， キ リス ト

教徒 ら しい奉仕 の 業 に携 わ って下 さ る こ とを

感謝 してい ます 。 私 は，教 会 の若 い姉妹 の 皆

さんが， 若 い頃か ら奉仕 の習慣 を身に付 け て

下 さ るよ う望 ん でい ます。 私 た ちが他 の人 々

の問題解決 を助 け る時 ， 自分 自身 の問題 を新

たに見詰 め直す こ とが で き ます 。教 会 の姉妹

の皆 さんに年齢 を問わ ずお 願 い したい こ とが

あ ります 。友 人や 隣人 の ために ， 目立 たな い

奉仕 の業 に努め 励 ん で下 さい。福 音 の 原則 に

従 う時 に， 必ず 証 が得 られ ます 。 ですか ら，

奉仕 の業 は それ を受 け る人 だけ が 恵み を受 け

るのでは な く， 与 え る人 を も豊 か に して くれ

ます 。'

山上の垂 訓の 中 で，救 い主 は 柔和 な 人， 憐

み深 い 人， 平和 を作 り出す 人，.迫害や 誤解 に

よ く対 処す る入 をほめ たた えて い ます 。

女性 は愛 す る こ と，善処 す るこ と， 困っ て

い る入 を思 いや るこ とにか けて は大 きな力 を

持 ってい ます。』.これ を謙遜 に示す のが 奉仕 で

す。女性 は しば しば 愛 の模 範 を実 践 して い ま

す 。

私 た ちは だれ で も， 霊 的 に成長 し.てい る時

には，協 調性 や一 致， 自尊 心 が高 まる こ とは

確 か です。私 た ちは姉 妹 の皆 さん が個 人の 進

歩 プ ロ グラム を実 践 で きる よ うな雰囲 気 を作

りた い と思 い ます 。皆 さんは これ を実 際的 な

プロ グラム に して下 さい。 人 に強制 されて で

はな く， 自発 的に行 な うよ うに して下 さい 。

目標 は進 歩 を促 す もの で なけ れば な りませ ん。

私 た ちは特 別 な もの を求め て はい ませ ん。 む

しろ姉 妹 た ちが適切 な努 力 を払 っ て 自 らを高

め ， 自己達 成 の喜：び を見 いだ して いた だ きた
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い と.思うの です 。
.女性 の裁 縫や 料理 の 技術 と同様 に

， 意 思 の

伝達 の 方法 につ いて も考 え てみ る必要 が あ り

ます 。立 派 な女性 とい うの は，優 しい話 し方

の 中に もは っ き りとした もの を持 って います 。

あ るひ とつ の技 術や特 質 を伸 ばす ため とは言

えヂ他 の もの を犠牲 に まで してす る必 要 は あ

りませ ん。バ ラ ンス の とれ た霊 的 成長 を考 え

なけ れ ばな りませ ん 。私 た ちは姉 妹 の皆様 が，

家庭 の 食糧 管 理 にた け る と同時 に，.時 間の 良

き管理 者 と もな る よ うに心 か ら望 ん でい ます。

私 た ちは，過 去 に対 して深 い感謝 の 念 を抱

いて い る女 性 は， 栄 え ある将来 を築 こ う と努

めて い る人 であ る こ とを知 って います 。姉妹

の皆様 は杜 会 的教 養 を身 に付 け るよ うに して

いた だ きた いと思 います。社会 的教養 は， 「自

分 を愛 す る よ うにあ なたの 隣 り人 を愛せ よ」

とい う第2の 戒 め を守 るに 当 た って非常 に 大

切 な もの だか らです。 天父 との絆 を強 め よ う

とす る女性 は， 隣 人 との絆 もまた 強め るは ず

です。

神 の 娘 た ちは， この 地上 に ただ生 きるだ け

でな く，豊 か な 人生 を送 るため に必要 な実用

的 技術 をな いが しろにせ ず に，神 のみ業 を畏

敬 の念 をも っでな がめ るこ とが で き ます 。年

齢 に関係 な くす べ ての神 の娘 た ち にこ のこ と

が 言 え ます 。宇 宙 の秩 序 と 目的 と，幸 福 な家

庭 に見 られ る秩 序 と一 致 との間 には， 人が想

像す る以 上 の深 いつ なが りが あ ります 。

母 親 の皆様 が 教会 で の経験 を生 か して家 庭

に一 層 のやす ら ぎを もた らそ う とす る時， 末

日聖徒 の家庭 に教 養 が養 われ るこ とを，私 は

う.れし く思 って い ます 。特 にら 信 仰箇 条 第13

条の精 神 で これ を行 な うな らば， それ が真 実

で ある こ とが 分か るで しょう。「もし何 にて も，

徳 高 きこ と， 好 まし きこ と， よ き聞 えあ る こ

と1あ るい は褒む べ き こ とあ らば， わ れ らは

これ ら をたず ね もとむ る もの な り。」

キ リス トの よ うな特 質 を磨 くこ とは， 絶 え

間 の ない仕 事 です 。 それは 気が 向 いた 時に行

なえば よい と言 うもの では あ りませ ん。



姉妹 一 人一 人 には， 自分 の 人生 の方 向 を定

め る権 利 と義務 が あ ります。 惑 わ され ないで

下 さい。 また， 自分 の選 ん だ こ とに対 す る責

任 は 自ら負 わな けれ ば な りませ ん。 これ が永

遠 の 原則 です 。 刈 り入れ の律 法 は ここ で も明

らか に働 き ます 。

自由意 志 につ い ては よ くお聞 きにな る こ と

で しょ うが， こ こで再 びそ の こ とに触 れた い

と思 い ます 。

自由 意志 は非 常 に大切 なあ る事 柄 を前 提 と

して い ます 。 それ は信頼 です 。全面 的 な信頼

です。神 が 私 た ち を信 頼 して地 上 のすべ て の

創 造物 を託 して下 さって い るよ うに、私 たち

も神の 知識 を信 頼 し， また私 た ち同士 互 いに

愛 し信 頼 し合 わ なけれ ば な りませ ん。

神 は昨 日 もきょうも， 永遠 に 同 じで あり， 神

の 目的 も また変 わ るこ とは あ りませ ん 。 モー

セの著 に は こ う書 い て あ ります 。 「わ れ神，わ
かたち

が像 の如 くに人 を造 れ り。 わが生 み し独子 の

像 の如 くに これ を造 り， す なわ ち これ を男 と

女 とに造 りた り。」(モ ー セ2：27)

創世 記に は創 造 の業 につ いて 美 し く記 され

て い ます。

「神 は彼 らを祝 福 し……

神は また言 われ た。 『わた しは全地 のお もて

にあ る…… すべ て …… をあな たが たに与 え る。

… …命 ある ものには …… すべ て… … を与 える』。

その よ うにな った 。

神が 造 っ たす べ ての 物.を見 られ た ところ，

それ は， は なはだ 良か った。」(創 世1：28-

31)

この よ ラに， 神 は 人 を信 頼 して お られ ます。

子 供 の歌 の 中に 「私 は神 の子」 とい う歌が あ

る よ うに，.私た ちは生 まれ なが らに高 貴 な存

在な の です。 神 はあ な たの 父で あ り， あ な た

を愛 してお られ ます 。天 の御 父 と御母 は、 あ

な た を計 り知 れ ない ほ ど高 く評 価 してお られ

ます 。天 の父母 は地上 の両親 が あな た に肉体

を与 え た と同 じ ように， あ なた の永遠 の 英知

に霊体 をお与 えに な りま した。 あ なた はか け

が えの ない 存在 なの です 。 あ なたは， 永遠 の

生命 を求 め る権 利 のあ る永遠 の英知 か ら造 ら

れ てい るの です 。

あな た 自身 に大 きな価 値が あ る こ とにつ い

て は， 疑問 の余 地 はあ りませ ん6そ して，福

音 の計 画 の 目的は， 皆様 一.人一 人に可 能性 を

追求 す る機 会 を提供 す るこ とです 。 これが す

なわ ち永遠 の 進歩 で あ り， 神 の よ うにな るこ

となの です 。

あ なた の 人生 を決め る者 は あな た 自身 で あ

り，何 にな るか， 何 を行 な うか を決 め るの も

あ なた であ る こ とを承知 じて下 さい。 また，

あ なたの選 びが， あな た と関 わ りを持つ 人々

の生 活 を もあ る程 度左 右す る とい うこ とを心

に留 め る必要 が あ ります。あなたが，か りに何

か に成功 を収 め た と しま し ょう。 それ は単 に

運が 良か ったか らでは あ りませ ん 。成功 は信

仰 と働 き，.祈り， 絶 え 間な い努 力に よって も

た ら され るの です 。地上 に おけ るあ らゆ る事

柄， 神 の賜 を使 って何 をす る こ とを選 ぶか は，

自由意 志の 問題 です 。私 た ちは， この 自由 意

志 と生 命が いか に 大切 か を思 う時，私 た ちの

今 住ん で い るこの世 界 を憂 慮す る気持 ちが 起

こっ て き ます 。.この世 には 悪 と欲 求不 満 と醜

悪 が渦 巻 い てい ます。 です か ら， 私 た ちは義

な る もの を確 固 として擁護 しなけ れば な りま

せ ん 。 さ もなけ れば私 たちは， 打 ち倒 され て

しま うこ とで し ょう。

主 は私 た ちが何 の 問題 もチ ャ レン ジ もな く

一 生 を送 れ る とは約 束 され ませ ん で した
。 し.

か し， 信 仰 があ れば， この世 にお いて 身に振

り懸 か る ものに 対処 す る力が 与 え られ ると約

束 して お られ ます。

末 日聖 徒 は 「努め て善 き業 に従 う」 こ とに
.より

， どの よ うな状 況 にあ って も希望 の.光を

持 ち続 け る こ とが で き ます 。 また，喜 び と主

の愛 さえ感 じる こ とが で き るの です。

家 庭 はす べ ての 人 に とって，安 ら ぎの場 で

あ り， 人格 を高め， 真 実 を語 る場 です 。家 庭

はそ こに住 む両 親 と， 子供 が皆 絶 えず成長 し，

進 歩 で きる よ うに，良 い環 境 を与 え る もの で

なけ れば な りませ ん 。.家庭 が この よ うな環境
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とな るか ど うか は，各 人 が生 活の 中 で正 しい

選択 をす るこ とに心 を配 って い るか ど うか に

よって決 ま.ります 。

サ タンが攻撃 の 的 として い るの は， 家庭 で

す 。サ タ ンは家庭 にお け る道徳 の神 聖 さを崩

そ うと ね ら って い ます。 そ して，「ニ ュー モ

ラル(新 しい道徳)」 とい う名 の下 に，性 の解

放 を提唱 してい ます 。これ は， 「あ なた は姦 淫

しては な らない」(出 エ ジプ ト20：14)と い う

主 の戒め に逆 らって，夫 婦 間 の忠誠 と貞節 を

破壊 す る もの です 。

愛す る姉 妹 の皆様 ，「新 しい道徳 」とい うも

の な どあろ うはず が ない こ とを理 解 して下 さ

い 。道徳 に関 す る教 会 の教 え は皆様 が御 存 じ

の こ と と思 い ます が道徳 には時代 遅 れ で古臭

い とい うもの は ない こ とをは っ き りと申 し上

げたい と思い ます 。

皆 様が 人生 の選択 をす る時， このこ とを忘

れ ない で下 さい。神 は 昨 日もきょうも，そ して

明 日も変 わ るこ とのな い御 方 です 。 神 の誓約

や 教義 は 決 して変 わ るこ とが あ りませ んbた

とえ太陽 が冷 え，星 が その光 を放 たな くな ろ

う とも純 潔の律 法 は依 然 と して神 の世 界 と主

の教 会の 基 を成 す もの です 。教会 はその 時代

の 人々が受 け 入れ ないか ら といっ て， 価値 の

あ る もの を価 値 な しとは決 して しませ ん 。教

会 は， 正 し く， かっ 神が 告 げ.られ たこ とは，

いつ の時代 に もそれ を守 り通 します 。

純潔 の律 法 は， 結 婚前 の純 潔 と結婚 後 の 貞

節 を要 求 します 。 これ は男女 双方 に 言 え るこ

とです 。純 潔 の律 法 は幸 せ な結婚 生 活 と家族

の一致 に 欠かせ な い信頼 を築 く土 台 とな るも

の です 。

サ タ ンは また， 神 が定 め られ た家庭 生 活の

喜 び と神聖 さを打 ち壊 そ う と，別 の 面か らも

ね らって い ます 。 それは 離婚 です 。心 痛1苦

悩 ，悲 しみ， 時 には 悲惨 な結 果 を もた ら して

破 壊行為 を進 め て い ます 。私 た ちは 時折， 離

婚 の悲 しみや 落胆 に つ いて 口に し ます が， そ

れ はい くら強調 して もし過 ぎ るこ とはあ りま

せ ん。
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どの よ うな こ とを見聞 き して い るか に 関係.

な く， また， 周 囲 の女 性 た ちの置 かれ て い る

状 況 の違 い に関 わ りな く，末 日聖徒 の女性 は ，

主が母 親 で あ るこ とを神聖 か つ最 高の もの と

して評 価 されて い るこ とを理解 す る必 要 が あ

ります 。 主 は，神 の娘 たち に， 子供 を産 み養

育 す る偉 大 な責任 をゆ だ ね られ て いるの です 。

これは ，女 性 に しか 与 え られ ない偉 大 な業

です 。女性 が 子供 を産 む こ とをや め た ら， 子

孫 は絶 えて しま うで しょ う。 こ⑳世 で の生 活

は特権 であ り， 永遠 に進 歩す るた めに 必要 な

ひ とつ の ス テ ップです 。母 な る イヴは この こ

とをよ く理 解 してい ま した。 あな た もこれ を

理 解 しなけれ ば な りませ ん。

子供 を産 み 育 て るこ とは容 易 な こ とで はあ

りませ ん 。 しか し，簡単 な こ とばか りしてい

ては 自己を進 歩成 長 させ る こ とは で きな いの

です。今 日， 「で きるだけ子 供 を少 な く」とい

う醜悪 な 叫び声 が 各地 に広 が って い ます 。避

妊 の ため の薬や 手術 ， さらに は憎 む べ き堕 胎

まで も行 なわ れ， その数 は途 方 もない数 字 に

上 って い ます 。正 当な理 由 もな く母 親が まだ

生 まれ な い子供 の 命 を奪 った り， その よ うな

行為 に力 を貸す とは，何 と恐 ろ しいこ とで し

ょ う。

家庭 の主 婦 にな る と雑 事 に追 われ ，束 縛 さ

れ ると， い ろい ろな こ とが 言 われて い ます。

しか し， 福 音 にあ って は そ うでは あ りませ ん。

そ れ ぞれ の新 しい生 命 の 中に神 の属性 が あ り，

そ の生 命が育 ち成長 す る こ との で きる環 境 を

作 り出 す ところに こそ チ ャレ ンジが あ るの で'

す 。永遠 に存続 す る家庭 を築 こ う としてい る

男女 の 間 には協 力関 係 があ ります 。

結 婚生 活 は協 力関 係 に よって支 え られ ます 。

夫婦 が互 いに生 活 の一部 を担 い合 うの です。

た とえ与 え られ た務 めや 機会 を無 視 す る男女

が いた として も， この計 画 自体 は決 して 変 わ

りませ ん。

結婚 生 活 は協 力関 係 に よって支 えられ る と

申 し上 げ ま したが， 完全 な協 力 であ る と付 け

加 え ます 。私 たち は，末 日聖 徒 の女性 に この



永遠 のみ 業 にあ って， 沈 黙 の協 力者， 力 を出

し惜 しむ協 力者 には な って いた だ きた くな い

のです 。 ど うぞ， 献 身的 で， 完全 な協 力者 と

な って下 さい。

母親 に は ひ とつ の神 聖 な役割 が あ ります 。

母 親 は夫 と共 に働 くだけ で な く，神 の協力 者

として，神 の霊 の子 供 を産 み， さ らにそ の子

供 が主 に仕 え， 戒 め を守 る よ うに導 き ます 。

尊 い， 身 元の確 か な， 立 派 に成長 した子供 を

託 され る者 とな るこ とほ ど神聖 な務 め が あ る

で し ょうか 。教 会 は， 子供 の 人生 に影響 を及

ぼ す恐 れ の ある流行 や 不 品行， 律法 に対 す る

違 背 には常 に 断 固た る立場 を取 るこ と を改 め

て 断言 い た します 。

私 が これ らの こ とをこ こで皆 様 に率 直に お

話 しま したの は，今 日数 多 くの：重大 な問題 を

引 き起 こ して い る世 の傾 向 を憂 慮 し，神 の ま

こ との娘 として皆様 に 大切 な選 択 をお願 い し

たいか らです。

よ く理 解 してい ない の では ないか と言わ れ

な い よ うに して 下 さい 。 この こ とにつ いて深

く考 え， 祈 って 下 さ い。確 かに その 通 りです

か ら。女 性 で あ るこ とが 自分 に与 え られた特

権 で ある と言 え るよ うに， よ く備 え， 完 全 な

生活 を送 って下 さい。

私 た ちは， 教 会の姉 妹 の皆 様 に感謝 して い

ます 。若 い 方 も年 輩 の方 も， 言葉 と行 ない に

よって教 会 を擁護 して下 さる こ とを感 謝 して

い ます。 私 た ちは皆様 を愛 し，誇 りに思 っ て

い ます。

モロナ イ は ジ ョセ ブ ・ス ミス に，予 言者 ヨ

エル の言葉 を引用 して述べ てい ます。 私 もそ

れ を皆 様 に 申 し上 げ た い と思 い ます。

「その後 わた しは わが霊 を

すべ て の 肉な る者 に注 ぐ。

あ な たが たのむ す こ，娘 は預 言 を し，

あ なたが たの老 人 た ちは夢 を見 ，

あ なた が たの若 者 た ちは幻 を見 る。

その 日わ た しは また

わが 霊 を し もべ， は しため に注 ぐ。」

(ヨエ ル2：28-29)

皆 様 の上 に， そ して皆 様 の愛す る人々の上

に いつ も主 の恵 みが あ ります よ うに。イエス ・

キ リス トの み名 に よ って心か らお祈 りします。

アー メン。

前若 い女性中央管理会会長

ル ー ス ・H・ フ ァ ンク

「来 たれ
，予 言者 よ り

み言 葉聴 け」

も しも私 た ちが最 も小 さい点 にっ ・'てで も
主 に仕 え る器 とな るこ とが で きた ら， こ

れ ほ どの喜 び は あ りませ ん 。 これは何 と気 高

い光 景 で しょ う。 次代 を担 う若 人の歌 声に ，

私 た ちは心 の安 ら ぎを覚 え ま した。今 歌声 を

聴 かせ て くれ た これ ら神 の 娘 たちは ，神 の王

国 の開拓 地 に おけ る守護 者 として大 いに期 待

されて い る勇気 ある姉 妹 たちで，お よそ30万 の

若 い女性 を代 表 して います 。音楽 の 中に表 わ

され た彼女 た ちの証 は何 と素 晴 らしい もの で

し ょう。 これ は歴 史に残 るひ と時 と言 え まし

ょ う。遠 く隔 てた所 に いて も，み た まは一致

を もた らし ます 。私 た ちは こ う して ，神 の予

言者 の言 葉 を聴 くため に この場 に集 ま りま し

た。 国際 的 に名 高 いあ る編集 者が こ う語 って

い ました。「現 代 の世 の道徳 の退 廃 を解決 す る

策が あ る とす れ ば ，それ は絶 え ざる啓示 を主

張す るモ ル モ ン教 会 を通 して与 え られ る もの

にほ か な らな い。」 ま さにそ の通 りであ る と，

私 は心 か ら証 申 し上 げ ます 。

今宵 ，予 言者 は特 に私 た ち，主の教 会 の姉

妹 た ちの ため に お話 して下 さい ます 。 しか し
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同時 に この メッセー ジ は，聴 く耳 と理 解 の心

を持つ この世 のす べ ての女 性 に与 え られ るも

の と も言 え まし ょう。

この教会 の名称 にその み名 を付 け られ て い

る御方 は ， ご自身 につ いて知 って い るいな い

を問 わず ，すべ ての 人 々 を等 し く無 条件 に愛

して お られ ます 。 どの よ うな状態 にあ ろ う と，

手 を差 し伸べ て下 さ るのです 。 この地 上 にお

け るその御 方の代 弁者 も同様 です 。 さ あ，来

て ，予 言者 よ りみ言葉 を聴 き ま しょ う。私 は

31年 間に わた って 中央 管理 会 の様 々 な責任 を

い ただ き，神 よ り召 され た4人 の予 言者 の霊

感 あ ふれ る指 導 の下 で働 け た こ とを心 か ら感

謝 してい ます。

しか し今宵 は 召 し とい う外 と うを脱 ぎ，組

織の 公式 な代 表者 とい う立場 を離 れ て ここ に

集 い ました。女性 と して ，妻 と して ，母 と し

て ，主 の は した め と して， それ以 上 に，神 の

娘 ，神 の教 会の一 会 員 として参加 して い ます 。

私 は この こ とを私 の 声の届 く限 りすべ て の方

方に お伝 え したい と思 い ます 。私 に与 え られ

た この大 きな責任 が無 事 に果 たせ る よ うに天

父の助 け を願 って い ます 。たとえ私 たちは遠 く

離れ た別 々の地域 に住 ん で い よ うと，神 の愛

に よって私 た ちが ひ とつ とな るこ とが で きま

す よ うに。

私 は 自分 が話せ る範 囲 の こ とを皆様 に お話

すれ ば よいのか ，話す べ きこ とをお話 しなけ

れば な らないのか と，熱心 に祈 って い ま した。

その結 果 ，私 個 人の神 聖 な経 験 を話す よ うに

との みた まの勧め を感 じま した。 私はイエス・

キ リス トが実 在 し，'しか も身近 にお られ ，私

た ちに無限 の愛 を示 して下 さっ て いる こ とを

絵 を見 るよ うに は っ き りと知 っ て います。 私

は これ まで幾 度 とな く公 の場 で その こ とをお

話 しよ うか と思 い ま したが ，いつ も申 し上 げ

るこ とが で きませ ん で した。 しか し，今宵 み

た まが その こ とを話す よ うに と私 に さ さや き

ます ので ，是 非お 話 した い と思 い ます 。

救 い主 が私 た ち一 人一 人に 深 い関心 を抱 い

てお られ るこ とを感 じて い ただけ た ら幸 いで
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す 。救 い主 は確 か に実在 してお られ ます 。私

た ちの 身近 にお られ ，私 たちの 想像以 上 に深

い愛 を注 いで下 さって い ます。

私 の最初 の ふ た りの子供 は何 事 もな く娘 と

して立 派に 成長 して くれ ま した。けれ ども，

3番 目の子供 を妊 娠 して い る時 の こ とです。

私 は危 険 な状 態 に 陥 り，間 もな くそれが生 命

に 関わ る重 大 な問題 で あ るこ とが分か りま し

た 。医 師 た ちは ，私 が命 を落 とす か ，治療 の

た めに 堕胎 手術 をす るか ，ふたつ に ひ とつ だ

と説明 しま した。 しか し聖 霊は ，選択 の余 地

は な い と私 に告 げ ま した。私 は子 供 を産 む こ

とに し ました。 この よ うな状 態 に置か れ た 人

がす べ て私 と同 じ証 を受 け るとは限 らない で

し ょうが ，私 は 自分 に与 え られ た啓示 を受 け

入 れ ま した。苦悩 の数 カ月 が過 ぎま した。 そ

れ は主 に嘆願 す る 日々 であ り，私 の 身近 に い

た 人々 は皆主 に嘆 願 して くれ ま した。 また ，

天 の祝 福 を通 して神権 の力 を感 じる 日々 で し

た 。 こ うしてつ い に私 は出産 の 日を迎 え，健

康 な男 の子 を授 か った のです 。 ひ と り息子 の

誕生 で す。母 子 ともに元 気 で した。 これ は私

が今 宵話 す ように みた まの勧 め を感 じた出来

事 のは じま りに過 ぎ ませ ん 。

秘 蔵 の息子 が もうす ぐ3歳 とい う頃 で した。

あ る 日，何 の徴候 もな く突然 息子 の呼 吸 が止

ま り，倒 れ たの です 。 ま るで 死 ん で しまっ た

か の よ うで した 。夫 は留 守 で したの で ，私 は

10歳 の娘 の ナ ンシー の助 け を借 りて 息子 をベ

ッ ドに寝 かせ ま した。私 は 息子 の命 を取 り留

め よ う と動 き回 わ りなが ら，主 に助 け を求 め

ま した 。ひ と り息子 の命 を救 って下 さ るよ う

に嘆願 しま した 。 も し息子 の命 を助け て下 さ

るな ら，彼 が神 の み手 の器 とな るよ うに一生

懸命 に教 え導 き ます.，と私 は約束 しま した。

パ トカー が非 常器 材 を持 っ て来て1くれ ま した 。

私 は息子 の命 を助 け て下 さい と必 死 で祈 り続

け ま した。 間 もな く医師 が到 着 しま した。 最

終 的 な応 急処 置 として興奮 剤 が直接 心 臓 に注

射 され る と，息子 は 泣 き声 を上 げ たの です 。

私 の祈 りは答 え られ ま した。 こ うして 思 い掛



け ない方 法 で さ らに 強 い証 を得 たの で した。
.翌朝

，息子 は父 親 のひ ざの上 で ，「ぼ く，イ

エ ス さ まの ひ ざの上 にの ってた の」 と言 い ま

した。 「イエ.スさまはぼ くの 目を じっ と見 て た

よ。ぼ く， とて もうれ しか った 。 いつ まで も

イエ スさ まのそ ばに い たか った んだ け ど， イ

エ ス さ まは ぼ くに ，家 に帰 る よ うに って お っ

しゃったの。」息子 はこの よ うに話 して くれ ま

した。今 ，息子 は24歳 にな ります が ， この時

間 を超越 した一時 に 味 わっ た主 の深 い愛 を今

で もは っ き りと覚 えて い るそ うです 。健康 で

た くま し くな った息子 は，.結婚 し.て男の子 に

恵 まれ ，現在 主 に仕 え てい ます 。

ほん の一時 に しろ救 い主 の愛 を感 じ，知 っ

た この子 の よ うに ，私 た ち も年齢 に 関係 な く

女 性 と して ，神 の娘 と して ， また妻 と して ，

母 親 と して ，常 に人 々の 前 に模 範 を示 す よ う

に求 め られ てい る組織 の一 員 と して主 をよ く

知 り，主 を愛 し，主 に仕 え るこ とが で き ます

よ うに 。主 にお会 いで き るよ うに努め て下 さ

い 。主 の愛 に報 いて下 さい。 そ して そ れ を人'

人 に示 して下 さい。C・S・ リー バ イ スは ，

「神 々や 女神 の集 ま りの 中 に住 む こ とはただ

な ら ぬ こ とで あ る 」(丁 舵Wθ'g配oノ αoγッ

「栄光 の重 さ」pp .14-15)と 言 って い ます 。

この厳 粛な言 葉 の意 味 を よ く考 えて み ま しょ

う。

イエ ス ・キ リス トは私 た ちの救 い主 であ り，

長 兄で あ り，友 です 。私 た ちが拒 まな い限 り

主 は身近 に いて下 さい ます。 私 た ちの無 限の

喜 び と幸福 は，主 との交 わ りの上 に築 か れ る

ものです 。落 胆や 悲 しみ ，チ ャレ ンジの ただ

中 にあ って も，私 た ちが主 に近づ く時 に平安

が もた らされ ます 。 困難 に遭遇 した時 は ，贈

い主へ の深 い愛 を抱 き，勇気 と寛 大 な心 を も

っ て， また感 謝の 念 を抱 い てそれ に対 処 した

い もの です。 私 た ちに注 がれ る主 の愛 は計 り

知 れ ませ ん。・その代 わ りに主 は何 と言 われ た

で し ょ うか。 「わ た しが あ な たが た を愛 した

ように ，あ なたが た も互 に愛 し合 い な さい。」

(ヨハ ネ13：34)

これ らの こ と をへ りくだ り証 申 し上 げ ます 。

それ と言 うの も， これが神 の 教会 であ るこ と

を知 っ てい るか らです。夫 父 は ，その独 り子 ，

救 い主 イエ ス ・キ リス トと同 じよ うに生 きて

お られ ます 。.主のみ 言葉 は今 宵 ，主 の選 ばれ

た代弁 者 スペ ンサ ー ・W・ キン ボ∴ル大 管長

を通 して語 られ ます 。予 言者 の声 に耳 を傾 け

て下 さる よ う，イエ ス ・キ リス トのみ名 に よ

りお祈 り致 します 。 アー メン。

若 い女性中央管理会会長

エ レイ ン ・キ ャ ノ ン

「上 に」行 さたい と思 うな ら
，「上 に」

行 くも の に乗 らな けれ ばな らな い

キ ンボール大管長をはじめ教会幹部の皆様
が ご出席 下 さ り，感謝 に 耐 え ませ ん。 ま

た ，こ の放 送 をお聴 きの皆 様 に も，私 た ちの

愛 と まここ ろ をお伝 え した い と思 い ます 。素

晴 ら しい母 親 で あ り，娘 で あ る皆様 ，.ようこ

そこの タバナ クル に おい で下 さい ま した。(私

の母 も娘 た ち.もこの歴 史的 な集会 で予 言者の

言葉 を聴 こ うと この 会場 に来 て い ます)本 当

に素 晴 らしい光景 ですb

私 は今 ，女 性 で あ るこ とを喜 び とし，時満

ち た るこの時 代 に末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト

教 会 の会 員 であ るこ とに誇 りを感 じて ，この

場 に皆 様 と集 って い ます 。 まだ教 会に 入 って

い らっ しゃ らな い方 々 もよ うこ そお いで下 さ

い ま した。 この会 場 に は，向 か いの建物 で 開

かれ た若 い女 性主 催 の特 別集 会か ら直接 この

場 にお いで にな っ た方 も何 人か い らっ しゃる
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こ とで し ょう。私 た ちは カ ミラ ・キ ンボー ル

姉 妹や タナ ー姉妹 をは じめ ，教 会幹 部 の夫 人

の皆様 ，まなお嬢 さん の よ うな方 々が い らっ

しゃる こ とを本 当 に光栄 に思 い ます 。 また前

若 い女性 中央管理 会 会長 であ るフ ァ ン ク姉妹

と副会長 の皆 様 に賞 賛 の言葉 をお贈 りしたい

と思 い ます 。3人 の姉 妹 の働 きに心 か ら感謝

して い ます 。皆様 には この3人 の模 範 に な ら

って 自 らの生 活 を整 え る よ うにお勧 め致 しま

す。 この3人 の姉 妹 た ちは ，主 を身 近に 感 じ

て生活 され;予 言 者 に忠 実 に従 っ てこ られ ま

した。 そ して教会 に大 き な貢 献 をな さい ま し

た。 また ，数 々 の 困難 な状況 に も耐 え て ，そ

こか ら生 活 に美 しさ を見 いだ して こ られ ま し

た。私 た ちが模 範 とすべ き誉 れ高 い姉 妹 と し

て ，ほか に，同席 の ル イー ズ ・レ イ ク姉妹 ，

ベ ル ・スパ ッフォー ド姉妹 が い らっ しゃい ま

す 。

今晩 ，12歳 以上 の教 会 の姉 妹 た ちが 出席 し

てお られ るこの集 会 の模様 は ，初 め ての試 み

として全 世 界に 中継放 送 され て い ます。 私 た

ちは今 ，放送 とい う科 学 技術 に よ って結 ばれ

てい ます 。 しか し同 時に ，主 イエ ス ・キ リス

トの愛 の力 に よ り互 いの心 を感 じ取 るこ とが

で きます 。 この瞬 間 を教 会の すべ て の姉 妹 の

統一 の始 ま りに した い と思 い ます 。個 人 的 な

事柄 は さて置 いて ，適 切 に物事 の 優先順 位 を

付 けて い ただ きたい と思 い ます。 この集会 は ，

主 の代弁 者 スペ ンサー ・W・ キ ン ボー ル大 管

長 のマ ン トで私 た ちす べ ての 者 をお お って下

さる とて も大切 な会 です 。今 晩 キ ンボー ル大

管長 が お話 しに な るこ とは ，主 イエ ス ・キ リ

ス トご 自身が私 た ち姉妹 に語 られ るこ とです。

この こ とは キ リス トが そ の昔語 った次 の 言葉

の 中にはっき りと示 されて い ます 。「もし汝 ら，

われが 汝 らの 中 よ り選 び 出 して汝 らを教 え導

く者 と レ 汝 らの僕 とな した る… …者 の 言葉

に聞 き従 うな らば さいわ い な り。」(IIIニ ー フ

ァ イ12：1)

「お よそ聖 霊 に感 じた る時語 る ところ はこ

とごと く一…主 の 言 とな り，主 の 声 とな り，
レ
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世 を救 い に導 く神 の能 力 とな るべ し。見 よ，

… … これ主 の 汝 らに約 束す るところな り
。4(教

義 と聖約68：4-5)で す か ら， キン ボー ル

大 管長 ，私 た ち教会 の姉 妹 た ちは心 か ら大管

長 を支持 し，大 管長 の お言葉 に従 いた い と思

い ます 。

こ こで ，キ ンボー ル大 管長 との 経験 につ い

て お話 したい と思 い ます 。 ζの話 か ら，キ ン

ボール大 管長 が素 晴 ら しい方 であ り，力 強 い

予 言者 で あ るこ とが お分 か りいただ け る ど思

い ます 。2年 ほ ど前 の こ とです。私 は教会 本

部 ビル の地 階 でひ と りでエ レベー ター を待 っ

て い ま した。 月曜 日の朝 の早 い時 間 であ った

ため ，出勤 ラ ッシ ュリ前 で人影 はほ とん どあ

りませ ん で した。エ レベ ー ターが 下 りて くる

と，突 然 と：こか ら ともな くふ た りの警備 員 が.

現 われ て ，扉 が しま らない よ うに押 さえ て く

れ たの です 。私 の ため にその よ うなこ とを し

て くれ るは ず はあ り.ませ ん。 そ こで見 回す と，

キ ンボー ル大 管長 と秘 書 のヘ イコ ック兄弟 が

こち らに向か って こ られ る姿 が見 え ま した。

そ こで私 は数 歩下 が って 道 を譲 りました。 キ

ンボー ル大管 長 はエ レベ ー ターの 前 にお立 ち

に な る と，次のエ レベ ー ター を待 とう と して

い る私 を ご覧に な って ，や さ し く声 をかけ て

下 さい ま した。「お早 うご ざい ます 。」私 も 「お

早 よ うご ざい ます ，キ ンボー ル大 管長」 と答

え ま した。す る と大 管長 は 「お乗 りにな らな

いの です か」と言 われ ま した。 「ええ一 」と私

は ど ぎま ぎ しなが ら 「大 管長が お い でに な る

とは 思 い ませ ん で したか ら」 と言 っ た。す る

と大 管長 は 「上 にい らっ しゃ るの で し ょう」

とお尋 ね に な るの で ，「はい」 と答 え ま した。

「では ， ど うしてお乗 りにな らな いの ですか 。

どうぞお 乗 りなさい」 と言 って下 さ ったの で

す 。 そ こで私 はエ レベ ー ター に乗 りま した。

大 管長 の お誘 い に よって エ レベ ー ター に同乗

す るこ とが で きて 本 当に うれ し ぐ思 い ました。

今 晩 キ ンボ ール 大管長 はそ の誘 いの わ くを

広 げ ，特 に私 た ち女 性 に対 して ，大 管長 が救

い主 に従 って お られ る よ うに ，大管 長 に従 う



こ とを求 め てお られ るよ う に感 じ ます 。「上

に 」行 くため に は ，「上 に」行 くものに乗 らな

け れば な りませ ん 。 これは分 か りきった こ と

です。指 導 者 と自称 す る人々 の多 い世 にあ っ

て ，キ ンボー ル大管 長 こ そ私 た ちが神 のみ も

とへ帰 れ る よ うに導 い ℃下 さる指導 者 です 。

姉妹 の皆 様 ， この教会 は世 の入 々 を救 う教

会 です 。私 た ち女性 は その た めに どの ような

役 割 を負 って い るで し ょ うか 。少女 は将 来 の

母 親 とな ります 。女 性 は神 権者 の伴 侶 で あ り，

次 の世 代 を形成 し ます 。私 たち女性 には ，愛

す るこ と，良 い感化 を及 ぼす こ と，結婚 す る

こ と，母親 とな る こ とな どの 賜が 与 え られ ま

す 。 けれ ども， これ は主 の定 め られ た時 に与

え られ るの です.。(.その ことをよ く心 に留め て

下 さい。 まだそれ が与 え られ て いな くて も，

遅 か れ早 かれ 与 え られ るこ とで しょ う。ふ さ

わ しい生 活 を して いれば その 時 は訪 れ ます 。

そ して立 派 な男性 をひ たす ら願 っ たこ とや ，

神 聖 な責任 を果 た そ う とした こ と，時 期 を待

った こ とが むだ で はなか った と思 うこ とで し

ょ う)生 活 の細 々 した点や タ イ ミン グが 本当

に大 切 なすべ て で はあ りませ ん 。 それ らは単

に既 婚者 か独 身者 か ，子供 に恵 まれ たか 恵 ま

れ なか っ たかの違 い を示 す もの で しか あ りま

せ ん。 それ らは大 した こ とでは あ りませ ん。

重要 なの は ，私 た ち と主 との関係 ，な らび に

必 要 な時 に主 が いつ も身近 に いて下 さる とい

う揺 る ぎない証 です 。

私 た ちは1私 の この声 も及ば な い異 な った

文 化的 背景 を持 ってお り，各 人の生 活環 境 も

様 々 です。.(時々パ ンの 焼 き方 な どこの世 的 な

事 柄 につ いて意 見 の合 わ ない ことがあ ります)

けれ ども，私が 強 く感 じる こ とは ，誓約 の 民

としての道 を歩 まなけ れ ば な らない とい うこ

とです 。 どこに あって も神聖 な習慣 は守 らな

け れ ば な りませ ん 。 この集 会 の話 を聴 くこ と

に よって ，皆様 は神 の 娘 として歩 むべ き道 を

は っ き りと知 り，優i先すべ き事 柄 をよ く理解

で きるに違 いあ りませ ん 。 人の考 え は様 々で

す 。 しか し永遠 の 原 則は決 して変 わ りませ ん。

姉 妹 の皆 様 ，予 言者 の 言わ れ るこ とには議論

の余 地 は あ りませ ん。 です か ら，家族 ，貞節 ，

主 に対 す る責 務 ，地 域社 会 にお け る責任 ，福

音 を伝 え る こ と，こ れ らに関 して女性 として

の 力強 い一 致 を皆様 に望 み た い と思 い ます。

その ため に役立 つ もの と して ，ふ たっ の大切

な こ とが あ る と思 い ます。 それ は年齢 を問わ

ず ，体 が不 自由 であ ろ う となか ろ うと，平 和

な時 であ ろ う と困 難 な時 であ ろ う と，特権 が

与 え られ て いよ うとなか ろ う之 ，私 た ちすべ

てが実 行 で き る もの です。.まず， 自分 自身 を

強 め る こ と。 次 に ，人々 に仕 え るこ とに よ っ

て主 に仕 え るこ とです 。 この よ うな行 ない を

通 して ，個 人の証 を得 るので す。 そ して その

証 を人 々に述 べ伝 え ます 。 また ，福 音の 原則

を学 び ，そ れ を人々 と接す る際に 応用 します 。

個 人の記録 をつ け ，系 図.を調べ ます 。 そ うす

れば ，声高 らか に喜 び を もって こ う叫ぶ こ と

が で きるで しょう。 「私 は従順 です 。人 々 を強

め るため に役 立 って い ます。 人々 もまたそ う

して くれ るで し ょう」 と。

キ リス トの時代 に.，あ る時 人 々が キ リス ト

の周 囲 に群 が って い ま した。 その 時 ，わず ら

ってい るひ と りの帰 人が信 仰 を もって主 に手

を触 れ ました。 大勢 の 人が群 が る中 で，私 に

さわ った者 はだ れか とお尋 ねに な ったキ リス

トを ，弟子 た ちは笑 い ました。 しか し， キ リ

ス トは その婦 人の触 れ方 が他 の 人 とは違 うこ

とに気付 いてお られた ので す。彼 女 は主の心

を捕 えたの で した 。 そ して キ リス トは彼女 を

癒 され ま した。

姉 妹 の皆 様 ，私 た ち もその よ うな触 れ方 を

しなけ れ ば な りませ ん 。 ただ単 に キ リス トに

近 寄 り，祝 福 を求 め るだけ で な く，手 を伸 べ

て信仰 に よ って結 ばれ なけ れ ばな りませ ん。

き ょ う予言 者 は ，そ の方法 を私 た ちに示す た

め に この会 にお いで に な りま した 。大 管長 が

あ の 朝 早 く私 に教 えて下 さった よ うに ，「上

に」行 くため に は，「上 に」 行 くものに乗 らな

けれ ば な らない のです 。

私 の話 を聴 い て：お いで の方 々の 中に ，疑問
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を抱 いて いた り，証 が まだ強 くなって い ない

方が い らっ しゃれ ば ，.私たちの 証 を信頼 して

下 さい。私 は神 が生 きてお られ るこ とを知 っ

てい ます。 イエ スが キ・リス トで あ り，私 たち

に必要 な蹟 い主 で あ るこ とも知 って い ます 。

主 は私 た ち を愛 して下 さ ってお り，主 の教 え

は私 た ちに喜 び を与 え て くれ ます。 キン ボー

ル大管 長が タナ ー副 管長 や ロム ニー 副管 長 と

共 に私 の頭 に手 を按 き，私 を若 い女性 中央管

理会会長 に任 命 して下 さ った時 ，私 は聖 霊 の

力 を通 して，確 かに キ ン ボール 大管 長が 予 言

者で あ る とい う強 い証 を得 ま した。 そ の こ と

を ，私 の初航 海 の特別 な この機会 に証 で きま

す こ とを心 か ら感 謝 して い ます ξ姉妹 の 皆様 ，

この教会 はま こ との教 会 です 。神 権 の力 を借

りて母親 として の務 め を果 たす こ と， これ は

私 た ちに とって祝福 です 。

日々チ ャレ ンジに 直面 す る時 ， また計画 通

りに事 が運 ばな い時 に も，主 の側 に立 ち，予

言者 と共 に 歩み ，進 んで下 さい ます ように ，

イエ ス ・キ リス トの み名 に よ ってお祈 りしま

す 。アー メン。 髪

扶助協会中央管理会会長

バー バラ ・B・ ス ミス

女 性 に与 え ら れ た

最 大 の チ ャ レ ン ジ

キ ンボール大管長・タナー副管長・・ムニ
ー 副管長 な らび に愛 す る教会 幹部 と姉 妹

の皆様 ， この歴 史に 古 い タバ ナ クル に神 の予

言者 からの勧 告 を聴 こ う と教 会 の姉妹 た ちが
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一 同 に会 してか ら3年 経 ち ま した
。 私 は今 ，

姉妹 た ちが 共 に集 う時 の温 か い雰囲 気 ， また

主 のみ 名 に よ り申 し合 わせ て集合 す る時 に も

た らされ る安 らぎ と慰め を久 しぶ りに心 ゆ く

まで味 わ って い ます 。

世 界の歴 史 を見 て も教 会 歴 史 を見 て も，数

数 の 出来事 の あ った3年 間 で した。 また ， あ

る面 ではチ ャレ ンジに富 ん だ歳 月 で もあ りま

した。女 性 の役 割や 社会 に おけ る女性 の立 場

につ いて ， これ ほ ど多 く語 られ ，記事 に な っ

た時代 は あ りませ ん。

私 は 恵 まれ て この3年 間 に多 くの皆 様 と集

会 を開 き，この め ま ぐる しい世 の中 にあ って

主 が望 ん でお られ る こ とを熱 心 に求め て い る

皆様 の姿 を拝 見 して 参 りま した。 あ る集会 の

後 ，改宗 して間 もない ひ と りの方 が近寄 って

きて ，私 に こ う質 問 され ま した。 「モルモンの

女性 とは どの よ うな女 性 ですか。」日本 か らは

次の よ うな 問 い合 わせ があ りました。 「私 たち

に は子供 が 沢山 い ますが ，私 た ち夫 婦 の両 親

の育 て方 に は同意 で きませ ん 。 どの よ うに子

供 たち を育 てた らよいで しょ うか 。」また ，家

族 の長 としての責任 も果 た さなけ れば な らな

い姉妹 た ちか ら，次 の よ うな質 問 が寄せ られ

て い ます 。 「ほかに生 活手段 が な い場 合 に ，生

計 を立 て なが ら家庭 にい て子供 たちの教 育 に

当た るに は ど うす れ ば よい で しょうか。」 また

独 身女 性か らは ，「家族 中心 の この教 会 の中 で ，

まだ夫 の い ない私 は何 をす れ ば よいの で し・よ

うか。 神 の王 国 を建 設す るため に私に もお手伝

いで きるこ とが あ りますか 」 とい う質 問が寄

せ られ て い ます 。 もちろん あ ります 。女性 の

働 きは，妻 と して ，母 として ，姉 妹 として ど

れ も，王国 に お いて欠 くこ との で きな い もの

です。

私 た ちは扶助 協 会 の姉妹 と して崇 高 な伝 統

を受 け継 ぎ，チ ャ レン ジに応 え ，偉 大 な者 と

な る力 を授 かってい ます。扶 助協 会 の組織 を通

して ，主 の娘 た ちの ため に主 のプ ロ グラム が

与 え られ て い ます 。神 の子供 た ちの苦 しみ を

軽 減す るた めに尽 力す るこ と， これ こそ主 の



み業 の基 とな る もの です 。

予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス は姉 妹 た ちに ，扶

助 協 会 は 「貧 しい者 を援 助 す るだけ で な く，

その魂 を も救 わ なけ れ ば な らない」 と言 わ れ

ま したが ，これ は今 日の私 た ちに与 え られ た

チ ャ レン ジで もあ ります 。

前 回教 会 の姉妹 た ちが一 同 に会 し，特 別 な

関心 事 につ い て話 し合 って 以来 ，私 たち は現

在数 多 くの問題 と対 決せ ざ るを得 な い状 態 に

置 かれ て い ます 。

福 音 の教 え を広め ，思 慮 深 い分析 と愛 の精

神 を もって現代 の諸 問題 に取 り組 む こ とは，

大切 な こ とです 。

予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスは ノー ヴー に おい

て ，初 期 の扶助 協 会 の姉 妹 たち に こ う述べ て

い ます。 「私 たちは 自分 たちの住 む社 会 の道 徳

的風潮 に対 す る責任 を負 って い る。市 民 とし

ての責 任 をなげ うつ こ とは で きな い」 と。

ユ タにおけ る教 会初 期 の時代 に ，扶 助協 会

の指 導者 をは じめ ，地 域社 会 の信 頼 で き る女

性 た ち，教会 の幹 部 の兄 弟 た ちが力 を合 わせ

て ，聖徒 たちの 間に も婦 入参 政権 を獲得 しよ

う と努 力 しま した 。 しか し，.それ.は社会 一般

の傾 向 とは合 って い ませ ん で し々。州 政 府 に

必死 に働 きかけ る こ とか ら して ， これ は賢明

な こ と とは思 われ ませ ん で した。 しか し，婦

人参 政権 は義 にか な った こ とで した。 その た

め ，ユ タ準 州の最 初 の議 員 た ちは全 員一 致 で

それ を支持 し，州 法 と して明文 化 したの です 。

今 日， 多 くの教育 の機 会 に 恵 まれ ，参 政権

も得 てい る末 日聖 徒 の女 性 は ，進 ん で社 会 の

諸 問題 の解 決 に乗 り出 さなけ れば な りませ ん。

責任 あ る市 民 として行動 しな けれ ば な りませ

ん 。

そ れに は どう した ら よいで し ょうか 。

ヘ ン リー ・ワー ド ・ビー チ ャー は この よ う

に言 って い ます 。 「ほ とん ど真 実である という

もの に真実 は な い。 し牟 も過 ち を招 く危 険性..

が 極め て高 い。真実 に近 い もの とい うの は人

を迷 わす か らで あ る。」

今 日の世 の 中に あ って ，私 た ちに 与 え られ

た最 大 のチ ャ レ ンジは ，福 音 の教 えの精神 と

一致 した諸 問題 の解 決策 を見い だす よ う努 め

るこ とだ と思 い ます 。

その ため に必 要 な ものが3つ あ ります。

第一 に ，祈 りです。欺 か れ ない よ うに ，ま

た主 の律 法 に 従 って主 を身近 に感 じて生 活 で

き るよ うに絶 えず祈 るこ とです 。 そ うすれ ば

個 人 的に取 り組 んで い る問題 に必要 な光 と真

理 を見 いだす こ とで しょ う。

第2に ，聖典 です 。聖 典 を学 び ま しょ う。

聖 典 の 中で主 が特 定 のひ と りに言 われた こ と

は ，すべ ての 人 に言 われ た こ とだか らです 。

救 い主 の生 涯 を研 究 して下 さい。救 い主 は ，

私 た ち一 人一 人 に とって模 範 とすべ き御方 で

す。

第3に ，現 在 私 た ちを導 いて下 さ って い る

予言 者 の言葉 に耳 を傾 け るこ とです 。 回復 の

偉大 なる メ ッセ ー ジの ひ とつ は ，天 が開 けて ，

神が 油 注が れ た予言 者 を通 して私 た ちを導 い

て下 さって い る とい うこ とです。

政 治 的 な事 柄 に 関 しては ，問題 となって い

る事 柄 を研 究 し， 自らの 自由意志 を働かせ る

よ うに とキ ンボー ル大管 長 は勧め てお られ ま

す 。 また ，真理 の 原則 と一致 した指導者 を選

び ， プ ロ グラム を計 画す るよ うに勧 告 され ま

した。 大管 長 は私 た ちに 自主 的 に行動 す るよ

うに語 ってお られ ます 。

道徳 に 関 して も ，キ ンボール大 管長 は これ

まで以 上 に具体 的 な勧告 を与 えてお られ ます。

堕 胎や 同性 愛 ，ポル ノ ，その他女 性 にかか わ

りの あ る事 柄 につ い て ，率 直 に勧 告 してお ら

れ ます。 モ ルモ ンの女性 は ，これ らの勧 告 を

受 け 入れ るこ と も拒 む こ ともで きる とい うこ

とを知 って い ます 。 しか し，この勧告 を拒 否

す る時 には重 い責 任 を負 うとい うこ とも承 知

して おか な けれ ば な りませ ん 。道徳上 の 問題

の 核 心 を見 極 め ， そ の 行 く末 を考 え，その

よ うに な らな い よ.う人 々に警告 を与 えるこ と

は ，予言 者 の召 しです。 時 には予 言者の指 示

に 同意 で きず に，警 告 に従 わな い人 もい ます 。

しか し，や が て予 言 者 の言葉 が真実 であ るこ

159



とが分 か るはず です。

予 言者 の警告 に 従 う入 もい ます 。 ヨナが ニ

ネベ に遣 わ され ，この 大 きな悪 の町 の 崩壊 を

予 言 した時 ，「ニネベの 入 々rは神 を信 じ，断 食

をふれ ，大 きい者 か ら小 さい者 まで荒布 を着

た」(ヨ ナ3i5)と 記 され て い ます。そ して

彼 らが悔 い改 めて悪 の 道 を離 れた の で，神 は

その町 を滅 ぼ され ませ ん で した。

この夏 ， 女性 の ため の記 念像 が ノー ヴー で

献堂 された折 に上 演 され た劇 「エ リザベ スの

お陰 で」 の 中で ，エ リザ ベ スは最 後に 言って

い ます。 自分 には 直面 す るすべ て の問題 は解

決 で きない し， こ とご と くの チ ャ レン ジに応

え るこ ともで きない。 しか し， 自分 に で きな

いこ とは他 の 人々 が して くれ る ， と。そ して

劇 の終 わ りに ，観 客は ， ひ と りの女性 がそ の

直系子孫 に及 ぼ した大 きな影 響 力 に驚 くの で

す 、，彼女 の息 子や孫 ，その また息子 や娘 が宣

教 師 とな って おび ただ しい数 の 人 々に福 音 を

宣べ伝 えるの です 。

この こ とは女性 が過去 数 十年 間 にわ た って

な して きた ，女性 な らでは の伝 統的 かつ 進歩

的 な ，偉大 な貢 献 と言 え るで しょ う。女 性 の

この働 き を重視 して続行 す るこ とが 大切 だ と

私 は思 い ます 。女性 は この 石 しの重 大 さ を理

解 しなけれ ば な りませ ん。 この ほ かに も解決

しなけ れば な らな い問題 は 数 多 くあ ります 。

そ してそれ の解決 に取 り組 む責任 が女性 に は

あ るの です 。私 た ちは ，で きる限 りあ らゆ る

面 で 自分 の持 て る才能 を生 か さなけ れ ばな り

ませ ん 。そ うす る時 に ，今 日世 の 中の 問題 を

解 決 す る ，最 良 の もの を もた らす こ とが で き

るこ とで し ょう。

私 た ちに とって大切 なの は，心 を尽 くし，

勢 力 を尽 くし，思 いを尽 く し，体 力 を尽 くし

て⊥ か ら与 え られ た務 め を果 たす こ と，す な

わ ち，私 た ち と，私 た ちが感 化 を及ぼせ る 人

人 が神 の王 国 で昇栄 で きる よ うな生 活 をす る

こ とでは な いで しょ うか。

私 た ちは この務 め を果 たす ため に召 され て

い ます 。 この教 会 の姉妹 た ちは夫や 息 子 ，兄

弟 た ち と手 を取 り合 って この務 め を果 たす の

です。

主の祝 福 が あ って'私た ちが女性 として永遠

の 将 来 を見通せ る よ うに なれ ます よ うに。愛

と一致 の精 神 を も って ，忠 実 に このみ業 を進

め るこ とが で きます よ うに ，イエ ス ・キ リス

トのみ 名 に よ り，へ り くだ ってお祈 りします。

ア ー メ ン。



，

教会幹部の紹介

十二使徒定員会会員

ジ エ ー ム ズ ・E・

フ ァウ ス ト

土 曜 日の午前 の部 で， 十二 使徒 定 貝会 会員

と して支 持 を受 け た ジェー ム ズ ・E・ フ ァウ

ス ト長老 は， 会 の終 了 と同 時に教 会 幹部 た ち

か ら握手 を求 め られ歓迎 を受 け た。

感 慨無 量 の面持 ちで歓 迎 に こた えなが ら，

フ ァ ウス ト長 老 は教 会幹 部 の夫 人席 に足 を運

ん だ。 「家 内は い ます か?」 夫 人 のルー ス ・ラ

イ ト姉妹 もほか の姉 妹 た ちか ら歓 迎 の抱 擁 を

受 けて い た。夫 人 は夫 の手 を とる と， 無 言 の

ま ましば ら くその腕 にす が って い た。 そ こに

は言葉 以 上 の ものが あ った。

「申 し分 な い妻 です 」 とファ ウス ト長 老は

語 る。 「私 を支 え，いつ も助 け て くれ ます 。最

高 の伴 侶 です 。 この よ うな愛が示 せ る相 手は，

世 界 の どこ を捜 して も彼女 以外 に い ませ ん。」

ファ ウス ト姉 妹 の力 の大 きさは， フ ァウス

ト長 老が 歴任 した数々 の教 会 の責 任 に よ く表

われ て い る。 その ほか 長老 は弁護 士 を23年 間

務 め， 地域 の 活動 に も積 極 的に参 加 して きた。

過 去 に受 けた教 会 の責任 と して は， 監督， ス

テー キ部 高等評 議 員， ス テー キ部 長 ，地 区代

表 ，十 二使徒 定貝会 補助 ， 七十 人第 一定 員会

会 長が あ る。

十二 使徒 に 召 され る までは， 国際 伝道部 伝

道部 長 ，南 米 担当 ゾー ンア ドバ イザ ー，教 会

教科 課 程部 管理 部長 ，3つ の 月刊 誌 の編集 長，

デ ゼ レ トニ ュー ズ出版社 取 締役 副社 長 を務 め

て いた。

最 も心 に残 る教 会の 召 しにつ い て尋ね た と

ころ，次 の よ うな答 えが 返 ってきた。「これ ま

で教 会 で経 験 して きた すべ ての こ とに感謝 し

て い ます 。私 には その ような訓練 が 必要 で し

た。け れ ど も， 特 に心 が残 っ てい るこ と と言

えば， ハ ロル ド ・B・ リー長 老 が まだ十 二使

徒 の頃 ，私 共 のス テー キ部 を訪 れて 下 さ り，

先任 高 等評 議 員 を副監督 に任 命 した時の こと

です。 そ の時 リー長 老 は こ う言 われ ました。

『教 会 の 中で どの職 が 高 く
， どの職 が低 い な

ど とい りこ とはあ りませ ん。私 はMメ ンのア

ドバイザ ーの責 任 が大 好 きで した 。』私 もその

通 りだ と思 い ます 。特 に どの職 が重 要だ と申

し上 げ るこ とはで きませ ん。 ただ し父親 にな

る こ とは別 です。ゴ

ここで フ ァウ ス ト長老 が 言 った 「父親 」 と

は肉親 の5人 の子 供 だ け で な く， 「嫁」 や ，
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「婿」 の こ とを も考 え て語 った言 葉 で ある
。

フ ァウス ト長 老 に は5人 の子供 が お り，4人

はす でに家庭 を持 って いる。 ジム とシェ リー ・

フ ァウス ト， ジャ ンナ とダ ッグ ・クム ズ， マ

ー カス とスーザ ン ・フ ァウ ス ト
， リサ とス コ

ッ ト ・ス ミス， それ に ロバー ト ・ファ ウス ト

で ある。

ファ ウス ト長 老 は， ジ ョー ジ ・A・ ファ ウ

ス トを父， エ イ ミー ・フ ィン リン ソン を母 と

して，1920年7月31日 にユ タ州 デ ル タに生 ま

れ た。・後 に家族 は ソル トレー ク盆 地 に移 り，

父親 はそ こで弁護 士， 次 い で地方 裁判 所 の判

事 を努 め た。

ファ ウス ト長老 は高校 時代 ，陸 上競 技 とフ

ッ トボール の選手 を努 め ，ユ タ大 学 では4分

の1マ イル リレー と1マ イル リレー で活躍 し

た。長 老 はブ ラジル で伝 道 に従 事 し， そ の後

合 衆 国空軍 に入 隊 し，1942年 に少尉 とな った 。

長 老が 夫 人 とソル トレー ク神 殿 で結婚 したの

は戦時 中の ことで ある。1948年 ， フ ァ ウス ト

長 老 はユ タ大学 の法学 部 を卒 業 した。

仕事 にお い て も活躍 し，1962-63年 にか け

てユ タ州弁護 士協 会 の会 長 を務 め た。 また，

合 衆 国弁護士 雑 誌の ア ドバ イザー ，ユ タ州 に

おけ る合 衆 国最 高裁判 事選 定 委員 会委 貝 ，ユ

タ州議 会議 員(1949-51年)， ケネディー大 統

領 時代 の民権 と人種 問題 に関 す る弁 護 士委 員

会 委員 ， また現在 はユ タ州 憲 法改正 委 貝会 委

員 とユ タ州 友好協 会 の役 貝 を努 め て い る。

これ らの 経験 の どれ も，使徒 の職 に召 され

る備 え をす るの に十分 役 立 った。「よ く分 か ら

ない ので十分 に説明 で きな いの ですが ， この

度 の 召 しはこれ まで社 会 で経験 した事柄 とは

まった く違 うもの です 。私 は 自分 を省 み て苦

しみ， 眠 られ ない 日々が 続 き ました。 自分 が

無 力 で取 るに足 らない者 で あ るこ とをつ くづ

くと感 じま した。

しか し，快 い確 信 と慰 めが 与 え られ ま した。

教会幹 部の皆 様 の愛 と思 いや りに励 ま され ま

した。彼 らほ ど人 に心 を配 り，温 か く接す る

人 々は いませ ん。 とりわけ， キンボー ル 大管
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長， タナー， ロムニ ー両 副管 長 に感謝 して い

ます。大管長会と十二使徒会の皆拷から按手

を受 け た時， 私 の心 は慰 め で満 た され ま した。

支 持 の挙手 を して下 さ った会員 の皆 様 に心

か ら感謝 致 します 。 この よ うに支 持 して い た

だ け るこ と をうれ し く思 い ます 。」

フ ァウス ト長老 は， 会 衆 の前 で述べ た証 を

再 び力 強 く語った。 「教義 と聖 約 には 『聖 霊 に

よ りて， イエ ス ・キ リス トは神 の子 に して而

も世 の 人の 罪 のため十 字架 につ け られた る を

知 る』(46：13)み た まの賜 につ いて記 されて

い ます 。

私 は福 音 のすべ ての原 則 を完全 に理解 して

い るわ けで は あ りませ ん。 まだ分 か らな い事

柄 が 沢 山あ ります 。1しか し，証 はいつ も持 っ

て い ます 。私 に とって信 じる こ とは たや す い

こ とです 。 これが 自分 だ け の力 で得 られ た と

は 申 しませ ん。 これ は賜 です か ら，私 は， ジ

ェレ ドの兄弟 の よ うに『疑 わず に 』知 る こ とが

で きた こ とを心か ら感 謝 して い ます。」

七十人第一定員会会長

W・ グ ラ ン ト ・

バ ンガ ー タ ー

ウィ リア ム ・グ ラン ト ・バ ンガー ター長 老

は，穏 や か な話 し方 をす る落 ち着 い た人 であ

る。その長 老 が ひんぱん に使 う言葉 が， 「急い

で」 で あ るこ とは興味 深 い。

「私 は十二 使補 助 に召 され て以 来4年 間，

数 々の経 験 を通 して福 音 の教 え を学ん で き ま

した」バ ンガー ター長 老 は語 る。 「キンボー ル

大管長 が 非常 に 急 い で お られ る こ と を感 じ

ます 。主 が望 ん でお られ る こ とを行 なお うと

い う大管 長 の意 向に添 いた い と思 い ます 。福

音 を急 いで世 の 人々 に告 げ知 らせ る必要 があ

るこ とを感 じて い ます 。」

丁急 いで」 とい う言葉 は， 長老 が 「恋 入」

と称 してい る ブラ ジル にお いて は，特 に鋭 い

響 きを持 つ 。こ の 国は長 老が1939-41年 にか



け て宣 教 師 とし て最 初 に働 い た 地 で あ り，

1958-63年 に は伝 道 部長 と して， ご く最 近 で

は 地域 担 当教 会 幹部 ， また1976年10月1日 か

らは七 十 人第一 定員 会会 員 と して担 当 した地

で あ る。 「この国では数 百万 の 人々が 教会 に 入

るはず です 。主 は そ う望 んで お られ ます か ら，

そ うなる はず です」 と長 老 は語 る。

バ ンガー ター 長 老が 七十 人 第一定 貝会 会 長

に 召 されたのは，総 大会 を2日 後 に控 えた 「あ

わただ しい木 曜 日の午 後」 の こ とで あ った。

その 日， ほか に も数 人 の教 会幹 部 が新 た に召

され た。 「面接 の初 めにキンボール大 管長 は私

に，七 十 人第一 定 員会 会長 会 に空 席が で き る

の で， そ こに私 を召 した い とお っ しゃい ま し

た。私 は 力が 抜け て し まいそ うで した。

キンボー ル大 管長 は 温か く親切 に接 して下

さい ま した。 ブ ラ ジル に お.ける私 た ちの働 き

に感謝 を示 し， 私 を抱 き しめ て， これ まで私

との 間に交 わ され た親 交 の数 々 をお話 しにな

り，私 の 気持 ちをな ご ませ て下 さい ま した。」

バ ン ガー ター長 老 は この召 しに対 す る家 族

の反 応につ いて， 涙 を こ らえなが ら次 の よ っ

に語 って くれた。「家 族 は私 に もっ と大 きな こ

とが で きる と思 って い ます の で， この 召.しに

つ いて は別 に驚 き ませ ん で した。母 は，私 が

こ の新 しい召 しにあず か る こ とを1週 間前 か

ら知 っ てい た と言 うので す。」

バ ンガー ター長 老 は10人 兄 弟 で，`それ ぞれ

教 会 の ために 献身 的 に働 いている。「母 はハ ン

ナ の精 神 を もって私 た ち を育 て て くれ ま.した 。

私 たちは で きるご とは何.でもさせ て くれ.まし

たが ，主 に仕 える こ とを第一 と しま した。私

が若.くして ステニ キ部 長 に召 され た時 ， 父は

親 しくして い る り一長 老や キ ンボー ル長 老 を

は じめ， 数 人の教 会幹 部 の方 々か ら 『立 派 な

息子』 さん ですね とおほ めの 言葉 をい ただ い

た そ うです 。す る ど父 は決 ま って こ う答 え た

の です。 『私 に は立 派 な息子が5人 い.ます』 と。

実際 その通 りです。」

バ ンガー ター長 老 に は，33歳 か ら13歳 まで

10人 の子 供 が い る。 夫 人の ジ ェラ ルデ ィン姉

妹 につ いて長老 は こ う語 る。 「彼女 は25年 間 に

わ たっ て少 な くと も3名 の補 佐分 の働 きを.し

て くれ ま した 。」.

バ ンガー タこ長 老 は， ウ ィ リアム6ヘ ン リ

ー ・バ ンガー ター を父
， イザ ベ ラ ・ボーデ ン

を母 として，1918年6月8日 にユ タ州 グレ ン

ジャ=に 生 まれた 。ユ タ大学 を卒 業後 ，兄 弟

と一 緒 に建 設業 を営 ん で きた。

バ ンガー ター 長 老の新 しい召 しに対 す る態

度 には， 奉仕 に対 す る彼の 生涯 の信 条が うか

が え る。「この新 しい召 しを光 栄 に思 い謙遜 に

受 け たい と思 い ますが， どの よ うに した らい

いのか 心 配 です。」 しか し， バ ン ガー ター長

老を 知 って いる人 は， 信頼 の気持 ち をもって

長老 を見守 るこ とだ ろ う。
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七十人第一定員会会員

F・ バ ー ト ン ・

ハ ワ ニ ド

F・ バー トン ・ハ ワー ド長 老 は，教 会 に あ .

って 驚 くよ うな責 任 に召 され た こ とが あ る。

扶 助協 会書記 が それ で あ る。 宣教 師 の頃 ウル

グア イで この責任 を受 け て以 来， 長老 は聖 歌

隊 の指揮 者， クラ ス と定 員会 の教 師， 監督 ，

ステー キ部長 を歴任 し， さらに大 管長 会 の特

使 として ラテ ンア メ リカに教会 を築 くの を援

助 した。 そ して，10月 の総 大会 で七 十 人 第一

定 員会会 貝 として生涯 を捧 げ る責任 に召 され

たので あった 。ユ タ州 ロー ガ ン出身 のハ ワー

ド長 老は，1959年 ユ タ法 律 大学 を卒 業後 ， 法

律 の仕事 に携 わ って きた。 長老 は法 律学 校 の

一学 期が 終了 した時 に
， ユ タ州 マ グナ の キャ

ロライ ン ・ヘ イ ズ姉 妹 と結婚 した。

1962年 に長 老 は教 会 法務 部 で働 くこ とに な

った。 そ して， この仕事 は，新 た な この召 し

を受 け るに当 た って大 きな備 え とな ったの で

あ る。過去17年 間， 第二 副 管長 のマ リオ ン ・

G・ ロム ニー長 老 と共 に働 き， 政治 や法 律面

で ラテ ンア メ リカにお け る教 会 の発 展の 道 を

切 り開 いて きた。

この間 に，長 老 は教会 が2倍 以上 に発 展 し

た こ とを 目の 当た りに した。 「主 のみ 手 は，主

のみ業が 開始 され たば か りの この開 拓 の地 に

差 し伸べ られ て い るこ とが は っ き りと分 か り

ます」 と長老 は語 る。

さらに， ロムニ ー副 管長 と仕 事 を共に した
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こ とが， ハ ワー ド長 老の進 歩 を早 めた。「ロム

ニ ー長 老 は いつ も私 を教 えて下 さい ま した。

ロム ニー 長 老 とい る といつ も何か 深 い教 えを

学 ぶ こ とがで きます。」

ハ ワー ド長 老の この進 歩の道 は， 彼 が教 会

法務 部 で働 くに 当た って ロム ニー長 老 か ら面

接 を受 け たそ の時 か ら始 ま った.。ロム ご一長

老 は， ここで弁 護士 として働 くに は スペ イン

語 が分 か らな けれ ば な りませ ん と言 って， そ

の 試験 をす る ことに なっ た。ン・ワー ド長 老 は

スペ イ ン語 を伝 道 中 と， また大 学 で学 ん でい

たの で分 か る と思 っ た。 ロムニ ー長 老 は彼 に

「マニ ャー ナ」 とい う言葉 の意 味 を質問 した
。

その若 き弁護 士 はや や もったいをつ けて ，「明

日」 とい う意味 です と答 えた。 その 時の こ と

をハ ワー ド長 老 は こ う語 る。「ロムニー長 老 は

机か ら体 を乗 り出 し，私 の方 を指 しなが らこ

うお っ しゃる のです 。 『間違 ってい ます』 と。

私 は スペ イン語 を沢 山は知 りませ んが， 『マニ

ャー ナ』 につ いて は 自信 が あ りま した。 そ こ

で， 『では，どの よ うな意 味 ですか 』と尋 ね ま

した。す る とロム ニ ー長 老 はほ ほ えみな が ら

言 い ま した。 『い いですか ，「今 日では ない日」

とい う意 味 です 。』 こ うしてロムニー長 老 は私

に忍 耐 を教 え よ う とされ たの です 。」

この よ うな数 々の経 験 は，奉 仕 の精神 と結

、びつ いて ，ハ ワー ド長 老 に福音 と救 い主 に対

す る証 を与 えた ので あ った。長 老 は 父親が 政

府 の仕 事 をして いた 関係上 ，1933年 に生 まれ

て以 来， 各地 を転 々 としなけ れば な らなか っ

た。その結 果， 「家 族 と教 会は ，私 に とっ て大

切 な もの とな りま した。一 カ所 に とど まって

いた ら， この よ うな気持 ちは持 て なか っ た と

思 い ます 。私 は両 親か らよ く 『モル モン はそ

んな こ とは しな い』と言 われ た もので す。」 教

会 員 とも， また非 教会 員 とも交 流 の あっ たハ

ワー ド長老 は， 「両 方 の生 活の 良い面が 見 られ

る こ とを幸 せ に」 思 った。

ハ ワー ド長 老 は過 去 の 様々 な経験 か ら，確

固た る福 音 の証 を世 の人々 に述 べ た い とい う

気持 ち を強 くして きたの であ る。
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七十人第一定員会会員

テ デ イ ー ・E・

ブ ル ー ア ー トン

テ デ ィー ・E・ ブ ルー アー トン長 老 と夫 人

の ドロ シー ・ホー ル ・ブ ルー アー トン姉 妹 は，

自分 た ちの計 画 を変更 す る こ とに慣 れ て しま

った とい つ。

ブルー アー トン夫妻 は これ まで2度 外国旅

行 をす る計画 が あ ったが，2度 ともその時 は

理由 が分 か らな い ま まその旅 を取 りや め た と

い うこ とで あ る。最初 の 計画 は1962年 の こ と

で あ った。 その年 ， 夫妻 は オー ス トリア で開

か れ る生 化 学の 学会 に 出席す るこ とにな っ て

いた。 その旅 行 を取 りや め た時 に， ブル ー ア

ー トン長 老 は カナ ダ
， アルバ ー タの カル ガ リ

ー ワー ド部 の監 督 に召 され た
。今 回 も夫 妻 は

20日 後 に迫 っ た ラテ ンア メ リカ行 き を.取りや

め た。 そ の時 は， ま さか10月 の 総大 会 で 自分

が 七十 人 第一定 貝会 会 貝 に召 され るな どとは

考 えて もみなか った とい う。

教 会 幹部 と して 召 され る まで， ブルー ア ー

トン長 老 は4年 間地 区代 表 を務 め た。担 当地

区は最 初 にオ レゴ ン とア ラス カ，次 にヵル ガ

リー とエ ドモ シ トンであ る。 ブルー アー トン

夫 妻 は共 にア ルバ ー タの レイモ ン ドの出 身で，

長 老 は1925年 生 まれ で あ る。

1965年 か ら68年 に かけ て， 長老 は現 在 コス

タ リカ，サ ンホセ伝 道部 とな って い る地 域 の

最 初 の伝 道部 長 を務 め， コス タ リカ， ホ ン ジ

ュ ラス， ニ カラ グア，パ ナ マ，ベ ネ ズエ ラの

各 国で働 く宣教 師 の管理 に 当た った。

「私 た ちは6週 間 ご とに これ らすべ ての 国

のす べ ての 市 を訪 れな けれ ばな りませ んで し

たか ら，飛 行機 に乗 るこ とが度 々で した」 と

長老 は語 る。数 々 の妨害 が あ ったに もかか わ

らず， 伝道 の業 は発 展 した。ブ ルー アー トン

姉妹 は，書 き言葉 を持 た ない沿岸 の イ ンデ ィ

オ を教 育す るため に， テ キス トとプ ロ グラム

を考 え出 した。チ ャ レ ンジは とてつ もな く大

きか った が， 夫妻 は持 ち前 の独 創性 を十分 に

発揮 した の であ った。

「人は 自分 に で きる こ とをす べ て行 なわ な

けれ ば な りませ ん。 自由意 志 を使 って」 とブ

ルー アー トン長老 は 言 う。 カル ガ リー で薬 局

を経営 して いた薬 剤 師の ブルー アー トン長 老

は，福 音 をは じめ，様 々 な興 味 ある事柄 を研

究す るこ との大切 さ を知 っ たの であ った。

ブルー アー トン長 老は1949年 にマ リオ ン ・

G」 ロムニ ー長老 か ら按 手任命 を受 け て， ウ

ル グア イ伝 道部 で宣教 師 と して働 くこ とに な

った。 その 時，福 音 を項 目ご とに系統 的に研

究す るように とい う指 導 を受 け た。「そ して私

は それ を実 行 に移 しま した 。.その結果 ， この

よ うな研 究 が， 全体 的 な備 え をす る上 で， ま

た教 会 の様 々 な事柄 に対 す る個 人的 な証 を得

る上 で，極 め て価値 ある もので あ るこ とが分

か りま した。」

長老 は， カル ガ リー 大学 で教 えて いた イ ン

ステ ィテ ユー トの クラス で もこの方法 を使 っ

た。 「これに よって私 た ち の心 は開 かれ まし

た。」 聖典 は何 百 回 と読 んでは じめて意味 の深

さが 分か る もの で ある。 ブルー アー トン長老

は この原 則 を仕事 に も取 り入 れ てい る。 長老

の専 門 は，政 治理 論， 考古 学， 製薬 化学 で あ

る。

ロム ニー長 老 か ら受 けた この教 え は単 なる

助 け以上 の もので あ った。夫 妻 が コス タ リカ

に滞 在 中， ブ ルー アー トン姉 妹 は5人 目の子

供 を身 ご もった吃 医師 か らは これ以上 子供 を

産 む こ とは 無理 です と言 われ たが， ロムニー

長 老か ら神 権 に よる祝福 を受 け る こ とに よ っ
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て，無事 出産 し，4年 後 に は6人 目の子供 に

恵 まれ た。

今， ブル ーア ー トン家 は再 び計 画 の立 て直

しを して い る。今 後 の計画 は ， ブルー アー ト

ン長老 が教会 幹部 と しての生 涯 の召 しを無 事

果 たす こ とがで きるよ うに援助するこ とで あ る。

.七十人第
一定員会会員

ジ ャ ッ ク ・H・

ゴ'一 ス リ ン ド ・ジ ュ ニ ア

ジ ャック ・H・ ゴー ス リン ド ・ジュニ ア夫

妻 は，若 人 のため に働 くこ とを喜 び と して い

る。 そ して.彼らは ，これ まで若 人 に関係 した

責 任に携 わ って きた。

ゴー ス リン ド長 老が 監督 の時代 に， ワー ド

部 の青 少年 はユ タ州 プ ロボの北 に あ るテ ィン
こうばい

パ ノ ゴス山の 急勾 配の 道 をハ イキ ン グす るこ

とを決め た。 しか し， 参加 した くて も肉体 的

に無理 な少年 が ひ ど りいた 。 スキ ッパー ・ハ

ワー ドとい うその 少年 は，車 奇椅 の 生活 を送

ってい たので あ る。 スキ ッパ ー は友達 と一緒

にハ イ キン グを した い と心 か ら願 って いた。

そ こで， ゴー ス リン ド監督 と副 監督 の ソ ン ・

ビネガー 兄弟， それに他 の 少年 た ちで， ス キ

ッパ ーの車 椅子 を押 して，一 緒 にハ イ キ ン グ

を楽 しんだ とい う。

「私 は若 人が 大 好 きで す 」 と
， ゴー ス リ

ン ド長 老は言 う。 長老 は.教会 の様 々 な分 野で
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若 人 に愛 を示 して きた。

長 老 は ステー キ部 長 の時 に， ソル トレー ク

中のヤ ングア ダル トとスペ シャル イ ン タレス

.トを監 督 し，新 しいプ ログ ラム の推 進 を図 る

特別 な責任 を受 け た。 この経験 は 後 にア ロ ン

神権MIA(現 在 では若 い 男性 の組 織)の 中

央管 理会 副 会長 と して働 く際に 大 いに役 立 っ

た。

これ らの責 任 を通 して， ゴー ス リン ド夫妻

は大 勢 の素 晴 ら しい若者 た ち と接 した。 しか

し夫 妻 に とって最 も大切 な若 者 た ちは， 自分

自身の子 供や 孫 た ちで あ る。夫妻 は， パ ッ ト

(ブ ライア ン， グライ トリ夫 人)， パ ッ トの息

子 グ レ ッグ， 英 国 ロン ドン南 伝道 部 か ら帰還

したばか り.のデ ビッ ド， イ タ リア，パ ドバ伝

道部 で伝 道 中の マー ク， そ れに エ リザ ベ ス，

リチ ャー ド， ダイ アン な どの若者 たちに 囲 ま

れ てい る。

1928年4月18日 にジ ャ ッ ク ・H・ ゴー ス リ

ン ドを父 と し， アニ タ ・ジ ェー ン ・ジャ ック

を母 と して ソル トレー ク ・シテ ィー で生 まれ

た ゴー ス リン ド長 老 は， 父親 と強 い絆 で結 ば

れ てい る。ふ た りは 同時期 に監督 を務 め， ま

た ステー キ部 長 を務め ，長 年仕 事 も一 緒 に行

な って きた 。

小学 校 時代 か らス キー好 きの ゴー ス リン ド

長 老 で あっ たが，、19歳の時 に は オ リン ピ ック

のため の訓 練 を断 わ って伝 道 に 出 るこ とを決

心 した。 しか し， 彼の ス キ・一 好 きは今 も変 わ

らない。 「で も，今年 は新 しいスキー を買 わな

い と思 い ます わ」 とゴー ス ・リン ド姉 妹 が皮 肉

った。

新 しいス キー を買 う代 わ りに，上 等 な トラ

ックシ ュー ズ を買 わ なけれ ば な りませ ん と，

長 老 は言 う。 なぜ だ ろ う?

「キ ンボー ル大 管長 につ い て行 くために は
，

速 く走 らなけ れば な らな いか らです 。

キンボー ル大管 長 は私 に，素 晴 ら しい方法

に よって 同胞 に仕 える新 しい主 か らの 召 し を

下 さ り，私 の 人生 に恵 み を もた ら して下 さい

ま した。私 は 感謝 の気持 ちで一 杯 です 。」



七十人第一定員会名誉会員

麟

9月30日(土)に ， 大 管 長 会 よ り， 「健康 状

態 を考 慮 し，献 身的 な奉 仕 に対す る感 謝 を表

わす もの」として， 「教会 幹部 の 兄弟 た ちに必

要 に 応 じて」 「名誉会 貝 」という新 しい称 号が

与 え られ るこ とに な った 旨の発 表が あっ た。

この度 ， この名誉 職 に支持 され たの は以下

の7名 の 教会 幹部 で， そ の名前 と影 響 力 は広

く教 会 に知 られ てい る。 これ ら7名 の これ ま

で の奉仕 期 間 を合 計 す る と，125年 に もな る。

これ らの長 老 た ちに対 す る愛 と， また長 年

に わた って世 界 中の数 多 くの 会員 た ちの生 活

に霊 的 な潤 吟 を与 えた働 きに対す る深 い感謝

の 気持 ち を込め て， 会場 の会 員 た ちの手 が高

く挙 げ られた 。

名誉 会 貝に 支持 され た のは次 の7名 で ある。

(写 真上段 左 よ.り)

ス ター リン グ ・W・ シル長 老75歳 。1954年

4月6日 に 召 されて以 来 ，24年6ヵ 月間 。

ヘ シ リー ・D・ テ イ ラ ー 長 老74歳 。1958年

4月6日 に 召 さ れ て 以 来 ，20年6ヵ 月 間 。

ジ ェ ー ム ズ ・A・ カ リモ ア 長 老72歳 。1966年

4月6日 に 召 さ れ て 以 来 ，12年6ヵ 月 間 。

ジ ョ セ ブ ・ア ン ダ ー ソ ン長 老88歳 。1970年

4月6日 に 召 され て 以 来 ，8年6ヵ 月間 。

ウ ィ リア ム ・H・ ベ ネ ッ ト長 老67歳 。1970

年4月6日 に 召 さ れ て 以 来 ，8年6ヵ 月 間 。

ジ ョ ン ・H・ バ ンデ ンバ ー グ 長 老73歳 。19

61年9月30日 に 召 さ れ て 以 来 ，17年 間 。

S・ デ ル ワ ー ス ・ヤ ン グ長 老81歳 。1945年

4月6日 に 召 され て 以 来 ，33年6ヵ 月 間 。

これ ら7名 の教 会幹 部 は引 き続 き七十 人第

一 定 員会 に籍 を置 き
， 七十 人第一定 員会 の 重

要 な集会 と活 動 に は今 後 も参加 す るこ とに な 、

ってい る。
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地区代表セミナー報告

副主 幹

マ ー ビ ン ・K・ ガ ー ドナ ー

スペ ンサー ・W・ キ ンボール 大管 長 は,9

月29日(金)に 地 区代 表セ ミナ ー を開催 し,

福 音 の お とず れ を全世 界に 及ぼ そ う と地 区代

表 た ち に呼 び掛 け られ た。 大管長 会 と十二 使

徒 評議 員会 をは じめ とす る教 会幹 部,地 区代

表,そ の他 の教 会指 導者 が会 した この場 で,

新 た に召 され た22名 の地 区代 表が 紹 介 され た 。

これ で地 区代表 は184名 に な る。

キ ンボー ル大 管長 は説教 に先立 って,ふ た

つ の事 柄 を発表 した。

「大 管長 会 と十二使 徒評 議 員会 は
,聖 餐 会

で姉 妹 た ちが祈 りを捧 げ る こ とに 関 して,聖

典 には これ を禁 止す る教 えが ま った くな い と

の判 断 を下 した 。 したが って,今 後聖餐 会や

日曜学校 の集 会,ス テー キ部大 会 をは じめ,

姉 妹 た ちが 出席す る どの集 会 で も姉 妹 に祈 り

を捧 げ る責 任 を割 り当て る こ とが で きる もの

とす る。 また,扶 助 協 会訪 問教 師 は訪 問 先の

家庭 で祈 りを捧げ るこ とが で き る。」

キ ンボー ル大管 長 は また,教 会 の指導 者 の

夫 人は教会 の責 任 のた めに夫 に 同行す る際は

ス カー トを着 用 し,パ ン タロ ンを避 け るよ う

に指示 された 。

系 図に関 して,ま た貧 しい 人 と老 人の世 話

に関 して指 示 を与 えてか ら,キ ンボー ル大 管

長 は 「羊 の群 れの番 を」 す る よ うに と勧め,

人々 の必要 に これ まで以 上 に心 を配 り,彼 ら

が 主の 道 を歩め る よ うに援 助 す るチ ャレ ンジ

を与 え られ た。 「私 は 人 々が 貧 しい人 を見 た

168

時 の感受 性 の鈍 さを心 配 して い るので はな い。

私 が心配 なのは,そ の よ うな助 け を必要 と し

て い る人が い るこ とに気付 か ない とい うこ と

で あ る。 … …神権 指導 者の 皆 さん,教 会 の プ

ログ ラム を運 営す るこ とに 振 り回 され て使徒

ヤ コブが 述べ て い る 『清 く汚れの な い信 心』

(ヤ コブ1:27)を 忘 れ る よ うな こ との な い

ように して いただ きたい 。」

キン ボー ル 大管長 は指 導者 たちに,着 実 に

行 動す るよ うに勧告 された 。す なわ ち,常 に

善 を行 な い,常 に真 実 を認め,「 人々が 疑お う

と,人 々 にあ ざけ られ よ う と,こ の神権 時代

に生け る予 言者 が い るこ とを」常 に認 め る よ

うに と言わ れ た。

ア ロン神権 の職 にあ る若 人 とそれ を受 ける

年齢 に あ る若 人の数 とを比較 し,非 常 に 多 く

の若 人が バ プ テスマ を受 けず,そ の結果,神

権 を受 けて い ない こ とは遺憾 で あ る と,キ ン

ボー ル大 管長 は述 べ られた。 次 いで,19歳 か

ら26歳 まで の若者 の少 な くと も半数 を伝 道 に

出す よ うに,そ うすれ ば伝 道 の力 は倍加 し,

バ プテ スマ の数 は倍以 上 にな るで あろ うと言

われた 。

主 のみ た まは今や ア フ リカ,中 国,イ ン ド,

サ ウジア ラ ビア,ソ 連,そ の他 の ア ジア とヨ

ー ロ ッパの 国 々に注 がれ
,福 音が 宣べ 伝 え ら

れ る備 えが 進 んで いる。 地 の果て まで福 音 を

広 め るために 「慎 重 に 注意深 く行 動 しなけれ

ば な らな いが」 とにか く 「行動 す るこ とであ
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本原 則 を理 解 し,そ れ らを 自らの生 活や担 当

地 区で実 践す るよ うに,ま たみ た まの確認 を

求め るよ うに勧め られた。

エ ズラ ・タ フ ト ・ベ ンソ ン会 長 は,今 日教

会 員に求 め られ て いる過度 の時 間 と経済 的要

求 に対す る大管長 会 と十二 使徒 会 の懸 念 を表

明 した。

ベ ンソン会 長 は次 のように語 っ た。 「集 会 に

出席す る ため に両親 が家 をあけ た り,子 供 た

ちの もとを離れ た りす る こ とに,私 たちは も

う少 し神 経 を使 う必 要が あ る。幼 い時期 は,

子 供 を教 え る絶 好 の時 であ る。サ タンの力 が

彼 らには 及ば な いか ら で あ る。(教 義 と聖 約

29:45-48参 照)

この時期 に おけ る両親 の影 響 力は極 め て大

きい。私 た ち指 導者 は,両 親 の 時間 を保護 し,

貴 い子供 た ち を抱 え た彼 らが子供 た ちに とっ

て大切 な時期 に家 をあけ過 ぎるこ とのな い よ

うに心 を配 る責 任 が ある。 ……

また,ス テー キ部 や地 方 のユ ニ ッ トが計 画

す る大規模 でぜ いた くな活動 の 費用 につ いて

も憂 慮 して い る。」ベ ン ソ ン会 長 は続け て,

「伝 道活 動や 必要 な建 物 の建築 は その対 象外

であ る」 と説 明 を加 えた。

次 いで各指 導 者に,各 自が担 当す る地 区 の

プ ログ ラムにつ い て,ど の よ うに 時間 と経 費

を節減 す る こ とが で きるか を考 慮す るよ うに

促 した。「注 意深 く,霊 感 を受 けて計 画 をす れ

ば,自 分 に とって 大切 な仕事 を犠 牲 に しな く

て もこの こ とが で きる と私 た ちは信 じて い る。

… … この教会 が 目指す の は家 族 を強 め る こ と

であ り,弱 め るこ とでは ない。 この 大切 な業

i70

に 最 大 の 関 心 を払 っ て い た だ きた い 。」 ベ ン

ソ ン 会 長 は こ の よ う に 語 っ た 。

こ の セ ミナ ー で 紹 介 され た 新 し い 地 区 代 表

は 以 下 の 通 りで あ る。

オ ハ イ オ州 リン ドハ ー ス トの カー ル ・ リ ッ

クス ・ア ン ダ ー ソ ン;カ リ フ ォ ル ニ ア 州 リー

ドレ ー の ア ル バ ・D・ ブ ラ ッ クバ ー ン;ブ ラ

ジ ル,リ オ デ ジ ャ ネ イ ロ の エ リ オ ・ダ ・ロ チ

ャ ・カ マ ル ゴ;ソ ル トレ ー ク ・シ テ ィ ー の シ

ャ ー マ ン ・M・ ク ラ ン プ;コ ロ ン ビ ア,ボ ゴ

タの ポ リオ ・エ ン リ ッ ケ ・ダ ビ ラ;ア リ ゾ ナ

州 ツ ー ソ ン の ア ー サ ー ・W・ エ ル レ イ ・ジ ュ

ニ ア;ユ タ 州 バ ウ ン テ フ ル の ロバ ー ト ・B・

ハ ー バ ー ト ソ ン;ユ タ州 シ ダ シ テ ィ ー の コ

ン ラ ッ ド ・バ ロ イ ・ハ ッチ;ド イ ツ,ラ ム ス

テ イ ン空 軍 基 地 の ジ ュ ー ム ズ ・ポ ー ル ・ジ ェ

ンセ ン;日 本,藤 沢 の 柏 倉 仁;ブ ラ ジ ル,サ ン

パ ウ ロの ホ セ ・ロ ンバ ル デ ィ;メ キ シ コ の ア

ブ ラ ム ・ロザ ノ;ユ タ州 セ ン トジ ョニ ジ の ア

ン ド リュ ー ・0・ マ ッ カー サ ー;オ ク ラ ホ マ

州 バ ー トル ズ ビ ル の ベ イ ・Jlニ ー ル セ ン;

ブ ラ ジ ル,サ ンパ ウ ロ の サ ウ ル ・ミス ィ ア ス ・

オ リベ イ ラ;ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド,オ ー ク ラ ン

ドの ケ ネ ス ・M・ パ ー マ ー;ペ ル ー,リ マ の

ギ レ ル モ ・マ リオ ・ペ ロ テ ィ .;南 ウ ェ ル ズ,

マ ー サ ー チ ドフ ィー ル ドの ラ ル フ ・プ ル マ ン;

ソ ル トレー ク ・シ テ ィー の ラ ル フ ・G・ ロ ジ

ャ ー ズ ・ジ ュ ニ ア;ア ル ゼ ン チ ン,ブ エ ノ ス

ア イ レス の ユ ー ゴ ・ネ ス トル ・サ ル ビ オ リ;

ニ ュ ー メ キ シ コ州 ラ プ ラ タ の デ ル ・ア ル ビ ン ・

テ リー ・シ ニ ア;メ キ シ コ,ボ ス ケ ス ・ア'エ ン

ェ ガ ラ イ の オ ラ ス ィ オ ・ア ン トニ オ ・テ ノ リオ 。
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今 月号 よ りロー カル ・ペ ー ジ に 「ワー ド部 支 部だ よ り」 と題 して全 国の ワ

ー ド部
,支 部 を紹 介 して い きた い と思 い ます。

全 国 どの地 に あ って も,イ エ ス ・キ リス トの福 音 の もとで同 じ信 仰 を もち,

力 い っぱい生 きてい る兄 弟姉妹 が 大勢 い るはず です 。 その よ うな彼 らの信仰

生活 を知 るこ とに よ って,私 た ちは なお一 層励 まされ,証 を強め る こ とが で

きます。

今 回 は厳寒 の地 に 負げ ず一生 け ん命働 か れ てい る北海 道帯広 支部 の聖徒 た

ち を ご紹 介 します 。

ク紹 β蔓蔀

だより 帯広支部長,

今 村 安 孝

●

根強い信仰生活をめざして

ク リスマ ス,お 正 月 とい うのに雪 もな く,

ただ地 面 をたた きつ け るよ うな寒風 が吹 き,

底冷 えの す る冬 の十勝 で あ る。 と きど き ドカ

雪 や雷,地 震 が気 ま ぐれ に立寄 るほか は年 中

ほ とん ど快 晴 で,抜 け るよ うな青 い空 で ある。

町 を少 し離れ る と一 面 に牧 場が 広が り,畑 に

は ビー ト,じ ゃが い も,豆 な どの 寒冷地 作物

が作 られ て い る。

帯 広市 もよ うや く15万 の人 口 を数 えるに至

っ た。 も とも と農 業 を中心 に栄 えた地 で あ り,

各地 方か らの 支店や 出張所 が 多い。従 って教

会員 の移動 もひ んぱ んで,お 正 月に なる とほ

とん どの 会員 が帰 省 し,教 会 は とて もさみ し

くな る。

私 自身 も1年9カ 月余 り前 に転勤 して来 た

ひ とりで あ る。赴任 して来 て最 初 に感 じたの

は,帯 広 の人 は皆 親切 で な じみやす く,の ん

び りして い る とい うこ とであ る。例 えば店 員

は店 の利益 よ り客の こと を親 身に な って考 え

て くれ る。 また人々 は話 好 きで,面 倒 が らず

す ぐ力 を貸 して くれ る。

こんな街 の 中心部 に帯広 支部 が あ るわけ だ

が,80余 名 の登 録会 員が い て,そ の うち半数

近 くが 活 発に集 って い る。会 員の 中に は 自動

車 を1,2時 間 も走 らせ て教会 に くる熱心 な

会 員 もい る。教 会貝 は皆家 族 的 で とて も明 る

く,初 め て来 た人や訪 問 され た 人 ともす ぐ友

達 に な ってい る。み ん な とて も温厚 で従 順 で

あ る。指導 者 の指示 に適切 に従 う。だ が 自分

た ちでそ しゃ くし,よ く理 解 を深め た上 でな

けれ ば動か な い。背伸 び をした り徒 長 した り

す る生 き方 は嫌 い だか らだ。

私 は支部 長 として何度 か指導 上 の試練 を受

けた 。私 の誤 りを示唆 して くれ た会 員 た ちに

心 か ら感謝 してい る。私 は以 前旭 川支 部 で7

年 以上 も模 範 的な兄 弟姉妹 に助.けられ て共 に
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ずなぶ 教会堂

鍵

吃

教 会 の発 展 と共に,私 た ちが主 を

礼拝 し,福 音 を学び,い ろい ろな活

動 を行 な う教会 堂 も,日 本 各地 に建

設 されて きま した。 これ らはみ な,

献堂 の時 に主 に捧 げ られ た主 の宮居

です 。今 月号 か ら全 国各地 に建 て ら

れ た末 日聖徒 の教 会堂 を写真 で追 っ

てみ たい と思 い ます 。

今 回は旭 川支部 を ご紹 介 し ます 。

所在地:旭 川市6条 西1丁 目

完 成:1968年12月

献 堂:1969年4月

(エ ズラ ・タ フ ト ・ベ ンソ ン長 老)
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会員その他利害関係人各位

公 告

匙
曳

也

規則 第18条 の定 め る手続 を経 て,下 記の通 り教会用地 を買収 しま したので宗教法

人第22条 の規定 に よって公告 します。

昭和52年11月1日

宗教 法人 末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会 代表役 員 菊地良彦

支部/ワ ー ド部名

四 日市支部

前橋 支部

池田ワー ド部

札幌第四 ワー ド部

富山支部

所 在 地

四 日市 市大字浜田字返 し堀1106

前橋市表 町1丁 目2番7

川西市 花屋敷1丁 目1216番 地

札幌市北区北34条 西10丁 目

富山市茶屋町字向開561番 地

富山市呉羽町字 狢谷7352番 地

面 積

1990m2(土 地)

841.36㎡(土 地)389.90m'(建 物)

1377.8m塞(土 地)176.02m2(建 物)

2573m2(土 地)

2228.76m2(土 地)

508.02㎡(建 物)

r呂
弱
「

禽

1

螺

.

G

訂正 」

聖徒の道1月 号 に以下の誤 りが あ りま したので,お 詫び して訂正 いた します 。

p.56上 か ら4,8,28行 目マ クレ リン→ ムレ リン(正)

i7s
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